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序 文

鎌倉市教育委員会

教育長尾崎寅

近年、鎌倉の街は、古い家屋や庖舗の建て替えが相いついでいま

す。その中で、埋蔵文化財に影響を及ぽす様な大規摸な工事も多く

数も多くなりました。このため昭和59年度からは国庫 ・県費の補助

を受けて個人専用住宅等については鎌倉市教育委員会が独自に発掘

調査を実施するようにして来ました。

しかし急速な都市化・再開発が進む中で調査が順調に進んで、きた

とは言えません。

郷土の文化財を守るということは市民の責務でありますが、当市

のように市街地の中心と遺跡の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の

保存や発掘調査は不可能であるといえましょう。皆様の御協力をお

願い申し上げる次第です。工事計画作成に当ってはできるだけ早く

から当委員会との協議を行い、文化財の保護の方策を煮つめて行っ

て頂きたいと思います。

本書は平成3年度に国庫・県費補助を受けて、鎌倉市教育委員会

が実施した、個人専用住宅 ・庖舗併用住宅建設等に伴う発掘調査の

記録です。本書が鎌倉の歴史を明らかにするのに少しでも役立つこ

とを祈念すると共に、調査実施に際してお世話になった調査員をは

じめ多くの方々に、心からお礼申し上げます。
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例 一一一一口

1.本書は平成 2年度及び平成 3年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

急調査にかかわる発掘調査報告書である。

2.本書所収の調査地点は別表のとおりである。

3.発掘調査及び出土資料の整理は鎌倉市教育委員会文化財保護課

が実施した。

4.出土遺物及び写真・図面等の資料は、鎌倉市教育委員会文化財

保護課が保管している。

5.各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。
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平成3年度調査の概観

平成3年度の緊急発掘調査実施件数は12件て¥対象面積は、 5837m'てやあった。前年度の12件、

4445m'と比較すると面積の増大が目立つが、これは、 2年度から継続した 2件の調査(地点1・由

比ヶ浜中世集団墓地遺跡、地点 2・若宮大路周辺遺跡群)に因るところが多し、。他の10件の調査原

因は、専用住宅が2件、庖舗或は共同住宅との併用住宅が7件であった。この10数年の鎌倉市内の

傾向tして顕著な、家屋の老朽化に伴う建て替えに際し新たな事業を計画に採り入れ、土地の有効

活用そ図ろうとする動向に変化はないようである。なおその一方で、事前相談はあったものの事業

が保留となったケースが数例あり、同様な事例は事業者負担の調査に関しでも少なくなく、最近の

経済動向が微妙に反映しつつあるものと推察される。

3年度調査の大きな特徴として保寧寺跡(地点 3) ・公方屋敷跡(地点11)で従来調査例が希薄

であった遺跡の解明に貴重な手掛かりが得られた点や、大倉幕府周辺遺跡群(地点 4) ・若宮大路

周辺遺跡群(地点11)で8世紀代の集落や堀立柱建物の遺構が検出され、鎌倉の古代史研究上貴重

な資料が得られたことが挙げられる。

由比ヶ浜中世集団墓地遺跡

埋葬人骨の出土例が他遺跡に比し格段に多いところから当該名称、が冠された遺跡内の、由比ヶ浜

二丁目1034番 1外に位置する。

本件は区分所有法にもとずく共同住宅の建て替えにともなう調査という、国庫補助事業としては

極めて特殊な事例として、平成2年度から継続して実施されたものである。 2年度調査では13世紀

末から14世紀後半期に属する約200車干の方形竪穴建物跡を中心とした諸遺構が検出され、「前浜」の

考古学的様相の解明が前進した。 3年度調査においては、約50軒の方形竪穴建物跡と埋葬人骨4体、

そして若宮大路に面した区域てやは多数の轍跡が遺存する地形面が数枚に亙って検出された。この地

形面については道路或は広場的な機能を有するものと考えられ、無数の轍は当遺跡の性格を端的に

物語る手立てとして意義ある発見であった。

調査はこのような多くの成果を得た上て¥平成3年9月15日に終了したのである。

2 若宮大路周辺遺跡群

若宮大路を中心として広範囲に所在する 当遺跡内の、御成町872番14に位置する。

本件も平成2年度から継続して実施された庖舗併用住宅建設に伴う調査であり、若宮大路沿いの

大溝や建物の遺構のイ也、古代遺構も検出されている。特に鎌倉初期のかわらけがセット状態で出土



したことはj主目に{直する。

調査は平成 3年5月7日に終了した。

3 1呆寧寺跡

保寧寺は建長寺梅iHII奄の末寺と伝えられ、足利尊氏禁制や黄梅院文書等にその名がみられるが詳

細は不明である。従って、所在地についても今後の寺史研究の進展の中で変更される可能性は大で

あるが、ここでは従来の遺跡名を踏襲することとする。調査地は山ノ内字東菅領屋敷133番 3外に

位置する。

平成3年 1月、応舗併用住宅建設に関する事前相談があり、地下室及び浄化漕設置予定箇所を対

象として試掘調査を実施の上|お識を進めることとした。調査は同年2月25-26日に行われ、 3面以

上に及ぶ遺構面が検出され事前調査の実施は不可避で、、あると判断された。このため設計変更の可否

についての検討を事業者に依頼したが、設計内容の変更が不可能で守あると確認されたため、県教育

委員会と取り扱い方について協議 したところ、国庫補助事業調査 として実施すべきとの指導を得た。

3月5日、文化財保護法第57条の 2の届出書の提出を求め併せて調査方法等に関する打合せを継

続した。3月12日届出書が提出され、続いて 3月30EIに県教育長名で調査実施を本旨とする通知書

が事業者宛に送付された。さらに事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出された。以上の経

過を経て、 4月15日から 7月20日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により、 13世紀か ら15世紀にかけて築造された 311寺期に亘る地形商と同面上に築造された建

物や道路の遺構が検出されるなどの諸成果が得ら れ、調査例が希薄であったこの地域に関する始め

ての考古学的成果がもた らされたのである。

4 大倉幕府周辺遺跡群

国指定史跡源頼朝墓の南方一帯は、我が国史上最初の幕府である大倉幕府が聞かれた地として知

られている。その周辺には幕府関係機関や主要御家人の居館な Eが建ち並んでし、たと推察され、標

記の途跡名が付されている。平成 2年 1月、住居併用共同住宅の開発事業計画に係わる事前相談が

あり、試掘調査を実施のうえ協議を進めることとした。4月9目、試掘調査を行ったところ古代か

ら中世にかけての遺構が良好に泣存していることカf確認された。その後、 事業者側の事由仁より暫

〈調整期聞を経て、 翌3年 1月16日、 事業者から工法及び工程等について具体的な説明がなされ、

施工範囲全体を対象とした掘削を伴う計画であることが明 らかになった。このため設計変更の可否

を検討依頼するが、 不可能であるとされたため県教育委員会の指導を得た上で直ちに調査の実施方

法等についての協識を開始したのである。3月15日、文化財保護法第57条の2による届出書が提出

され、続いて 4月2日付けで県教育長名による調査実施を本旨とした通知書が事業者宛に送付され
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た。続いて 4月12日、事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 6月6日から 4年 1月

31日にかけて、発掘調査が実施されたのである。

調査により 12世紀末から13世紀前半期に亙る大規模建物跡や8世紀に属する十数棟の住居跡など

が多種多量の造物と共に検出され、いわゆる大倉幕府成立期とそれ以前の考古学的様相が具体的に解

明されたと評されるほど、大きな成果が得られたのである。

5 多宝寺跡

多宝寺は鎌倉時代中半期に創建されたと される律宗系寺院である。 極楽寺、称名字と共に西大寺

派の拠点寺院として隆盛を極め、中世宗教史上重要な遺跡、として周知されている。昭和37年から51

年にかけて国指定建造物浄光明寺五輪塔(覚賢搭)を中心に展開するややら群を対象とした 7次に

亙る発掘調査が行われ、 中世の葬制を解明する上で重要な成果が得られている。今回の調査地点は

推定寺域内の扇方、谷二丁目250番 6外である。

平成 3年 4月、自己用住宅の建設計画に係わる事前相談があり 、布基礎の掘削深度が 1:n:を越え

る設計ーである点に鑑みて、試掘調査を実施の上協議を進めることとした。 4月30日から 5月1日に

かけてなされた試掘によって、 3面に及ぶ中世遺構面が検出された。このため、 5月28日に設計変更

の検討依頼を含む協議を行うが、変更が不可能で、あると判明したので県教育委員会と協議し、国庫補

助事業調査を実施すべきとの指導を得た。 5月30日、文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され、

これを受けて6月19日に調査方法等を協議し、土木工事及びその他の細目について方向を定めた。 6

月20日付けてザ県教育長名lこよる調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付され、同日事業者から

調査実施依頼書が教育委員会に提出された。以上の経過を経て、 7月1日か ら8月15日にかけて調査

が行われたのである。調査により 14世紀後半の礎石建物などが検出され、同遺跡、に関する新たな資料

が得られたのであった。

6 長谷小路周辺遺跡

六地蔵か ら長谷寺に至る国道134号線沿いに広がる同遺跡は、砂丘上に形成された庶民居住施設

或は生産工房的な色彩カf強い方形竪穴群の発見例が多い ことで知られている。調査地点は遺跡内の

江の電和田塚駅の北側、由比ヶ浜三丁目229番外に所在する。

平成 2年5月、住居併用住共同宅建設に係わる事前相談があり、周辺での調査結果から事前調査

の実施の可能性が高いため、試掘調査を実施の上協識をすすめることと した。 6月25日から29日に

かけて向調査を行った結果、 2面以上の中世造構蘭と古代の包含層が検出され、現計画内容では調

査実施が不可避であると判断された。このため直ち に設計変更の可否を協議するが変更が不可能でー

あると確認されたので、対処方法を県教育委員会と協議したところ住居区域を対象に国庫補助事業
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調査をすぺしとの指導を得た。 12月13日、調査実施方法等を事業者 と協議し、期間等について調整

を整えた。12月28日に文化財保護法第57粂の 2の届出書が提出され、平成 3年 1月25日付けて県

教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。続いて 2月8日の詳細につ

いての再協議を経て、 7月2日事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出された。その後、細

部の調整協議の後、土留工事後の 7月15日から12月28日にかけて本調査が実施されたのである。

調査により、 13世紀末から15世紀初頭の方形竪穴建物や道路・井戸等が発見され、同遺跡に関する

新たな資料が得られた。

7 宇津宮辻子幕府跡

幕府は将軍の居所を指し、建久三年 (1192)源頼朝が征夷大将軍に任命されると共に成立した鎌

倉幕府は当初大倉の地にあった。嘉禄二年(1226)若宮大路の東側に移転し、 宇津宮辻子幕府と呼

ばれ標記の遺跡名の所似てある。同幕府跡は雪ノ下カトリック教会を中心とする区域にあると推察

され、 嘉禎二年 (1236)幕府は北隣に移転 し、若宮大路幕府と 一般に呼称、される。調査地点は、小

町二丁目354番12外に所在する。

平成2年 3月、住居併用共同住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を経たうえで協議をす

すめることとした。 5月7日から 8日にかけて、同調査を実施したところ地表下50cm程で中世遺

構面が2枚検出されたため、事前調査の実施が不可避でvあることが判明した。このため設計変更の

可否についての検討を依頼したところ、困難である旨の回答を得た。これを受けて、県教育委員会

と協議し住居区域を対象とした国庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得たので、直ちに全体工

程及び調査方法等の調整を図った。 6月18日、文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され、 7月

7日、県教育長名の調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。 ところがその後一年近

くの問、 事業者側の事由により準備作業が中断したが、平成3年 7月19日改めて協議が再開された。

そして 7月29日、事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出されたのを受けて、土留工事等の

準備作業を経て 9月25日から10月31日にかけて発掘調査が実施されたのである。

調査によって13世紀初頭から14世紀後半の、各種建物遺構が発見され、特に東西方向に走る大型

柵列状追構が確認されたのは、幕府跡にも拘らず調査例が希薄であった当遺跡の解明に大きく 寄与

する成果であったと評されよう。

8 大倉幕府周辺遺跡群

遺跡内の南西隅、政所と隣接する辺り雪ノ下三丁目606番 1に所在する。

平成 2年12月、住居併用共同住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施し協議をすすめ

ることとした。平成 3年 2月25日から 2月27日に行われた試掘調査によって良好な状態で残存する
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3面の中世遺構が確認され、杭打等を伴う現設計内容では事前調査の実施が不可避で、あると判明し

た。また計画変更が困難で、あるとの回答を得たため、県教育委員会の指導により住居区域を対象と

した国庫補助事業調査を実施することを前提として、その具体的実施方法の協議を 4月11日及び同

月24日に行った。 6月4日、文化財保護法第57条の 2による届出書が提出され、全体の工程ならび

に具体的な調査の実施方法等を調整した後の 6月20日、県教育長名による調査実施を旨とする通知

書が事業者宛送付された。続いて 6月24日、調査実施依頼書が事業者から教育委員会に提出され、

さらに最終的な協議を 7月24日に行った。以上の経過を経て、 8月19日から12月17日にかけて調

査が実施されたのである。

調査により 13世紀から14世紀代にかけての道路や礎石建物な Eが発見され、中世町割りに関する

新たな成果が得られたと評されよう 。また江戸期の建物や井戸等の近世遺構が数多く発見されたが、

これは関東大震災の復旧工事による削平のため近世遺構が比較的乏しい市内では意義ある成果と し、

えよう。

9 政所跡

政所は幕府の財政・訴訟等の庶務全般を司る機関である。調査地点は遺跡内の南西隅の鶴岡八幡

宮三方堀東側に隣接する辺り、 雪ノ下三丁目988番に所在する。

平成 2年12月、住居併用庖舗 ・共同住宅建築に係わる事前相談があり、周辺の調査状況から推 し

て試掘調査を実施の上協議そすすめることとした。既存建物の一部解体後の平成 3年 2月28日から

3月2日にかけて同調査を行ったところ、地表下約40cmで中世の遺構面を検出したため、現計画

下に於いては事前調査が不可避で、あると判明した。これに基づき設計変更の可否について検討を?依

頼したが不可能でボあると明らかになったため、県教育委員会の指導により国庫補助事業調査として

実施することとした。 3月14日、調査実施を前提に全体工程計画等の協議を行い続いて、 4月15日、

文化財保護法第57条の 2の届出書が提出された。 5月15日調査実施を本旨とする県教育長名の通知

書が事業者宛に送付され、これを受けて 8月29日調査実施方法等を協議する。 9月4日事業者から

調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 10月3日の最終協議を経て既存建物の全面解体、土留工

事等の段取り作業が終了した11月5日から平成 4年2月12日にかけて調査が実施されたのである。

調査により 13世紀中半期から15世紀中半期に至る年代の礎石建物や横大路沿い大溝な Eの諸遺構

が検出され、また最も 一般的な日用品であるかわらけが積上げられた状態で出土し、セット関係の

みならず販路単位までおも推定し得る貴重な資料と して注目された。

10 若宮大路周辺遺跡群

若宮大路を中心とした区域に広がる遺跡内の、御成町811番に所在する。
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平成3年6月、庖舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議をすすめ

ることとした。 7月17日-18日、同調査を実施したところ地表下100-130cmに中世及び古代の遺構

面を検出したため、事前調査は不可避で、あると判断された。直ちに設計変更も含めた協議を行った

が、変更は不可能で、あると判明したので県教育委員会に指導を求めたところ、住居区域を対象とし

た国庫補助事業調査を実施すべきとの指示を得た。これにもとづき 8月2日、全体工程と調査方法

等の具体的な協議を開始した。 8月6日文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され、続いて 8月

26日に県教育長名による調査実施を旨とする通知書が事業者宛に送付された。 9月18日、事業者か

ら調査実施依頼書が提出され、これを受けて 9月20日と26日に土工事関係の詳細を打合せした後、

11月1日から12月28日にかけて調査が実施されたのである。

調査により 14世紀代を主とする方形竪穴建物や堀立柱建物などが検出された。また、 8世紀代の

竪穴住居と大型の堀立柱列も発見され、今小路西遺跡で発見された郡街推定遺構を中心に展開する

古代宮街域の一端が判明したものと評されよう。

11 公方屋敷跡

i争妙寺東側から明王院にかけての一倍は公方屋敷跡或は御所之内と呼ばれ、足利尊氏やその子基

氏そして氏満 ・満兼 ・持氏 ・成氏らの一族子孫が第を構えた跡と伝承される。調査地点は遺跡内の

西側、相桃ヶ谷南方のi争明寺三丁目143番2に所在する。

平成元年 9月、自己用住宅建設に係わる事前相談があり、地下施設等が計画されているため試J屈

調査を実施のうえ協議をすすめることとした。平成元年11月18日から25日に同調査を実施したとこ

ろ、既存建物がRC造であるにも拘らず中世遺構面が検出されたため設計変更の可否を検討依頼L
たが、変更が不可能で、あると判明したので、国庫補助事業調査を実施すべきとの県教育委員会の指導

に基づき調査実施の方向で協議を開始した。然し乍ら事業計画を整備するために時間を要し、その

期聞は協議を中断させずるを得なカBった。平成 3年になってようやく協議が再開され、 3月29日文化

財保護法第57条の 2の届出書が提出され、続いて 4月17日に県教育長名による調査実施を旨とする

通知書が事業者宛に送付された。その後調査方法の細部に関わる協議を数次に亙って重ね、調査方

法及び土留工法等について調整を整えた。以上の経過を経て12月25日に調査実施依頼書が事業者か

ら教育委員会に提出され、 1月6日から 3月31日にかけて調査が実施されたのである。

調査により、 14世紀中半期の大溝や建物跡が発見され公方屋敷の解明作業の手掛かりが得られた

といえる。

12 永福寺跡

永福寺の推定寺域内に含まれる、 二階堂字杉ヶ谷520番 l外に所在する。
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昭和63年、自己用宅地分を含む宅地造成の開発行為に係わる事前相談があり、試掘調査を実施の

上協議を進めることとした。伐採工事の終了を待って同年6月1日から 7日まで調査を行い、 3面

以上の中世遺構面が検出され事前調査の実施が不可避で、あると判断された。このため設計変更の可

否について検討依頼するが困難であるとの回答を得たため、自己用宅地の区域を対象とした国庫補

助事業調査と して対応すべしとの県教育委員会の指導の下に、調査実施を前提として協議を進めた。

その後事業計画の再検討のため長期に亙って協議が中断したが、平成3年になって全面的に自己用

宅地とする内容に変更した新たな計画が提示され、改めて協議を再開したのである。その一方で、県

教育委員会に取り扱いを相談したところ、自己用宅地であれば全域を国庫補助事業調査として実施

すべきとの指示を得た。 7月9日具体的な調査方法等を協議し、同月15日文化財保護法第57条の 2

の届出書が提出され、続いて 8月1日県教育長名による調査実施を主旨と した通知書が事業者宛に

送付された。この後数次の協議を経て、平成 4年2月27日発掘調査依頼書が事業者から教育委員会

に提出され、 3月13日から現地調査が開始されたのである。なお調査は平成 4年8月まで継続する

予定である。
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平成3年度発掘調査地点一覧

(*印は本書所収追跡)

No 地 問、 名 所 在 I也 事業者 調査原因 種別l面 積 調査期間

l 由比ガ浜中世 由比ガ二 丁目 岡田雅雄 住居併用 墓地 3800m2 3.4.1-
集団墓地遺跡

(No. 372) 1034番 l外 外 共同 住宅 外 3.9. 15 

* 若宮大路周辺遺 御成町 872番14 ま公団 正次 庖舗併用住宅 都市
70m2 3.4.1-

2 跡群 ENo.242) 3.5.7 

3 {呆寧寺 跡 山ノ内字東菅領 大手[J f庄E坦L 底部H併用住宅 寺院 85m2 3.4.15-

(No. 175) 屋敷133番3外 3.7.20 

4 大倉幕府周辺遺 二 階堂字荏柄 や1I田兼太郎 住居併用 官街 80m2 3.6.1-

跡群 (No. 49) 38番 1 まノt 、 同 住宅 4. 1. 31 

5 多宝寺 跡 扇ガ谷二 丁目 中島 千波 専用 住宅 寺院 140m2 3.7.1-

(No. 187) 250番 6外 3.8.15 

6 長谷小路周辺造 由比カ、、浜三丁目 = If~臼L三肖五・ E自ヨ 主吉主長 住居 併用 都市 150m2 3.7.15-

跡、 (No 236) 229番外 共同 住宅 3.12.28 

7 宇津宮辻幕府跡 小町 二 丁目 石渡 敏= 住居併用 官街 80m2 3.9.25-

(No. 239) 354番12外 士~、 同 住宅 3. 10. 31 

8 大倉幕府周辺遺 雪 ノ下三丁目 安田 八郎 住 居 併用 官街 120m2 3.8.19-

長庁、官 (No. 49) 606番 l ゴノ;七、 同 住宅 3.12.17 

9 政所跡 雪 ノ下三丁目 酒井駿一 住居併 用庖舗 官街 40m2 3.11. 5-

(No. 247) 988番 共同住宅 4.2.12 

10 若宮大路周辺遺 御成 IIIT811番 谷口 政雄 庖 ~flì 併用住宅 都市 60m2 3.11.1-

跡'1TF(No. 242) 3.12.29 

11 公方屋敷跡 i争明 寺三丁目 横塚ヒロ子 専用 住宅 屋敷 200m2 4.1.6-

(No. 268) 143番 2 4.3.31 

12 永福寺 跡 二階堂字杉ヶ谷 井出 光二 専用 住宅 寺院 1012m2 4.3.13-

(No. 61) 520番 1外 4.3.31 
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本書所収の平成 2年度調査地点

No J!d 問、 寸ノ」コ 戸rJr 在 地 事業者 調 査 原因 種別 面積 調査期間

13 政 所跡 雪ノ下=丁 目 西山富美江 底舗併用 住宅 官街 60m' 2.6.15-

(No. 247) 966番 l 2.8.18 

14 政 所跡 雪ノ下三 丁 目 石井 豊美 庖舗併用住宅 官街 70m' 2. 10. 14 

(No. 247) 965番 -2.11.6 

15 若宮大路周辺造 小町二丁目立番 竹内 };!j舗併 用住宅 都市 80m' 2.11. 2-

跡群 (No.242) 15 3.3.26 

16 台 山遺跡 台字西ノ 台1624 長谷部魁彦 専 用 住 宅 散布 17m' 2.11. 8-

(No. 29) 番 3外 地外 2. 11. 13 

17 田楽辻子周辺遺 i争明 寺二 丁 目 酒井 敦生 専 用 住 宅 屋敷 30m' 2.12.5-

助、 (No. 33) 562番33 2.12.19 

18 無 量寺 跡 御成町39番 6 神田 原卓 専 用 住 宅 寺院 100m' 3.1.25-

(No. 196) 3.3.30 

19 若宮大路周辺遺 御成IflT872番14 4公団 正次 庖舗併用住宅 都市 70m' 3.2.13-

跡1ft'(No. 242) 3.3.30 
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I .政 所 跡 (No.247)

雪ノ下三丁目966番|地点



例 言

1. 本報は政所跡内の鎌倉市雪ノ下三丁目966番

lに所在する遺跡の発掘調査報告書である。

2. 約180m'の調査対象商積に対 して、自己用住

宅分約60げを国庫補助事業調査と して鎌倉市

教育委員会が実施 し、残り の対象部分は政所

跡発掘調査団が調査を行なった。調査期聞は

平成2年 6月15日か ら8月18日までである。

3.調査体制は下記の通りである。

主任調査員 手塚直樹

調査員瀬田哲夫、 田畑佐和子

調査補助員 小柳津シゲコ、 上原恵美、大沼

真理、明木文吾、野本賢二、 山

本直孝

調査協力者 滝田葉、山 11待望E香、石丸連人、

鎌倉市高齢者事業団

4. 本報の執筆、編集はi頼回が行なった。

5. 本報に使用した写真は遺構を手塚、瀬田が、

造構全景写真はリモコン式高所撮影装置によ

り木村美代治が、造物を手塚、田畑が蟻影し

泣跡、遠景は(株)シン航空写真が撮影した。

6.木造跡の出土品等発掘調査資料は鎌倉市教育

委員会が保管 している。
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第一章遺跡、の位置と歴史的環境 (Fig-1) 

本調査地点は、 「政所跡」 として神奈川県遺跡台帳No.247に記載されている区域の小111]大路沿い北

部に位置する。地番は鎌倉市雪ノ下三丁目966番 1地点である。本調査地点の北東は大倉幕府、西

側は鶴岡八幡宮、そして横大路をはさんだ南側は「北条泰H寺、時頼邸(同台帳No.282)J の区域とな

る。また、 「政所跡」 区域の北東角には 「筋替橋」の石碑が建てられている。

政所U:親王家、摂関家、有力寺社などの家政事務機関とて生まれたものである。鎌倉幕府の政所

は源頼朝が公家の政所ーにならい、公文所のほかに設置して幕府の財政、市政、訴訟など庶務一般を

司った機関である。職制は別当、令、案主、知家事等により構成され、初め大江広元が月IJ当となり、

まもなく 北条氏に移り執権兼任の職となった。令は一般に執事と呼び二階堂氏が世襲した。室IIIJ幕

府の政所は財政を掌り、金穀、田畑、貸借の訴訟を取り扱い、執事の下に執事代、政所代、寄人、公

文等の諸役があり、執事の職は伊勢氏が世襲し、政所代はその被官である時川氏が担当した。鎌倉

幕府の政所の初見は 『吾妻鏡』の文治元年 (1185) 9月5日の条の記載であり、それ以前の元暦元

年 (1184)年 8月、公文所新造の時に共に設置されたと推定される。 (註 1)~吾妻ー鏡』 建保元年(1

213) 5月 2日の条によると和田義盛の兵が大江広元邸の門に到り矢戦をし、そののちに横大路

に到り、御所の南西政所の前てや御家人等がこれを支えたとある。そして横大路に注して御所の南西

の道なりと記 している。また、 『金沢文庫古文書』の 「随求法」の奥書に元応三年 (1321) 2月5

日、相州鎌倉搭ノ辻の政所の東庇てや書いたとある。「鎌倉市史」では塔ノ辻は横大路と小町大路と

の交叉点であるとしており、以上のことから政所は八幡宮の束、機大路の北、小町大路の西、鶴岡

八幡宮の唐門から筋替橋へ抜ける道の南の一帯と考えられる。また、『吾妻鏡』の記載から政所は

承久元年 (1219) 2月から元弘三年 (1333) 5月までの聞に六度焼失していることが知られる。

さらに、 「筋替橋」は 『吾妻鏡』には 「須知替橋」、「須地賀江橋」とも記されており、同書の文永

二年 (1265) 3月5日の条ではIIIJ屋免許地の lっとして名を挙げられており、活発な商業活動が営

なまれていたこ七であろう 。

政所跡区域てやは今までに 3箇所の調査が行なわれており、 (Fig.1 -1 -3 )、いずれの調査地

点からも横大路、小町大路と並走関係にある大溝、或いは道路地業などが検出されている。しかし、

内郭部分にはほとんE調査範囲が及ばず、掘立柱建築祉、相IIt列状の柱穴列等を検出しただけであり、

政所中枢域ι思わせるような造構は検出されていない。しかし、政所 1 (雪ノ下三丁目987番1・2)
地点 (Fig.1 -3) に於いては東西大溝の北側に構築された土塁が確認されており、この一倍に

公的機闘が存在 していたことを示唆 している。現在 (1992年 1月31日)、政所 I地点に西隣する雪

ノ下三丁目988番地点 (Fig.1-4) に於いて調査が行なわれており、かわらけi留り、柱穴列等を

検出している。今後、土塁、溝等についての新知見が得られることであろう 。また、鶴岡八幡宮研

修道場用地 (Fig.1 -19)で行なわれた調査からは鎌倉時代初期の曲線的な三方掘しそれ以降
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1.雪ノ下三丁目966番1地点(本調査地点) 12.雪ノ下一丁目419番3地点

2.雪ノ下三丁目965番地点 13.小II1T二丁目366番他地点

3 雪ノ下三丁目987番1・2地点 14.雪ノ下一丁目293番1地点

4.雪ノ下三丁目988番地点 15.雪ノ下一丁目271番 I地点

5.雪ノ下一丁目395番地点 16.雪ノ下一丁目273番口地点

6.雪ノ下一丁目432番2地点 17.雪ノ下一丁目274番2地点

7.雪ノ下一丁目374番2地点 18.雪ノ下一丁目233番9地点

8.雪ノ下一丁目371番l地点 19.鶴岡八幡宮境内追跡(研修道場用地)

9.雪ノ下一丁目372番7地点 20.鵠岡八幡宮境内遺跡(源平茶屋)

10.雪ノ下一丁目369番地点 21.鶴岡八申書宮前追跡、(銀杏用地)

11. 雪ノ下一丁目369番他地点 22.雪ノ下三丁目606番1地点

Fig.l 遺跡周辺地図
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の直線的な土塁が検出されている。この土塁は13世紀中期以降に整備され、 14世紀の規模は幅約10

m、高さ約 2mを測り 居館等の外堀と同様に防備施設 としての役割が多分にあったもの と考えられ

る。また、 Fig.1 -21地点て、は下水道工事箇所という狭い調査面積ではあるが、八幡宮南側の三

方堀の北壁が確認され、堀のi奈さは 2m以上に及び、中佐に 「犬走 り」のような平垣をも っ板組

を検出している。

「北条泰時・時頼邸」では既に 8箇所 (Fig.1 -5 -12)で調査が実施され、若宮大路、小町

大路、横大路とそれぞ、れ並走関係になる大溝や柵列状の柱穴状、掘立柱建築士止、井戸、土壌等が検

出されている。また、若宮大路をはさんだ西側の 「北条時房・ 顕時邸跡J (同台帳No.278)でも既に

5箇所 (Fig.1-14-18)の調査が行なわれてお り、若宮大路の西側を流れる南北大溝や礎石建物、

掘立柱建築祉、柵列状の柱穴列、板囲い建物(長屋状を呈する建物)、井戸、土壌等を検出してい

る。両邸跡区域では土塁は確認されていない。

本調査地点と後に調査を実施した北隣する政所IIl(雪ノ下三丁目965)地点 (Fig.1 -2) とは

共通する遺構を検出しているが、道路、南北溝の主軸方位等について新たな知見を得てい る。政所

跡と推定される 当該地域については今後の調査、 研究の蓄積により 、諸施設の構造、規模、区画等

の解明が成されることであろう 。

註1.高物1I光寿。 『鎌倉市史総説編J1959。吉川弘文館。 Pl72-173による。
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『政所跡』政所跡発掘調査団編。 1991年。

『鶴岡八幡宮境内研修道場用地発掘調査報告書』 同発掘調査団編。1983年。

『北条時房 ・顕時邸跡』同発掘調査団編。1988年。

『北条時房 ・顕時邸跡』同発掘調査団編。 1989年。

『北粂泰時・時頼邸跡』同発掘調査団編。鎌倉市教育委員会発行。 1985年。
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第二章 調査経緯と堆積土層 (Fig.2， 3) 

本主主においては調査の経緯と、検出された標準となる基本堆積土層についての概略を述べる。

第|節調査経緯

本調査は庖舗併用住宅建設に伴なう緊急発掘調査として行なわれた。調査面積U:約180m'てゃあり、

自己用住宅分を対象に調査面積の 3分の 1Je国庫補助事業調査として行ない、残りの部分は 「政所

跡発掘調査団(団長 手塚直樹)が実施した。

平成元年7月19日に試掘調査を実施 し、現地表下60cm程て、中世造構が良好に遺存していることが

確認され、 翌年6月15日から現地調査が開始された。掘削深度の規定があり、調査区内全体を中世

基盤層である地山まで掘り下げることは不可能であり、掘削深度を越える南北大溝造構に対しては

調査区北壁、南壁際に 2箇所の トレンチを設定 した。ま た、道路泣構に対しでも 2箇所のトレンチ掘

りし道路範囲確認のため現歩道側にトレンチを設定して調査を実施した。

また、廃工拠理の関係から調査区のほぼ3分の 2を占める西部を先に調査 し、 平成二年8月18日

に器材を撤収し現地調査の全行程を終了した。

調査にあたり、 地境 a，bを結んだ直線を南北基準車rbとし、 地境 aから西へ90。振り、西へ22m

の地点を B-2グリットポイン トとした。東西軸には西から東へ向けてアノレフアベッ ト (A-G)

を、南北軸には南から北へ向けて算用数字(1-3) を付し、調査対象の敷地内に4.0mの方眼を

配した。各々の方眼区l直lの名称には、その南西角の車rll線交点を充てた。また、南北車rli線は磁北に対

して48。東に傾むいてい る。

A D
l
 

E F B C 

Fig.2 グリ ット割付図
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1.表土、近現代撹乱。

2.第 I商構成土、及びかわらけ溜り。

3. 中世地山(黒褐色粘質土)。

4.道路地業構成土。

I -VI. 南北大溝。

A-C.道路下構。

Fig.3 標準堆積土層模式図

第 2節堆積土層 (Fig.3) 

本調査地点における標準となる堆積土層は、およそ次の 6層に分けることができる。

第l層は表土層であり、近、現代の客土、撹乱である。現地表下に40-60cm程堆積している。

第2層は第一面を構成する暗褐色粘質土に白色粒子を混入する層であり、 しまりの良好なもので

ある。調査区南西部ではかわらけ溜りを検出し、 1000点以上ものかわらけが出土している。

第3層は中世地山である黒褐色粘質である。 しまりは良好ーて、、ある。調査区西部では海抜9.1m、

東部では9.2mてや検出されている。この黒褐色粘質土の下には調査区北部の トレンチにおいて海抜約

8.5mで灰緑色粘質土、海抜8.2mて"青灰色砂質粘土(シノレ卜)層を検出している。

第4層は中世道路地業構成土である。土丹地業、暗褐色粘質土、細砂及び員殻細粒による地業、

時褐色粘質土による地業により構成される。土丹地業は 2時期確認されており、造り 替えが考えら

れる。この道路地業は東から西へ、また、北から南へ向かい緩やかに傾斜している。

道路地業の西側は 6時期の波j某・改修が考えられる南北大溝(溝 1-VI)である。覆土には多量

の造物を含み、植物遺体、水摩した造物片守合む層も確認されている。また、 15cm程の角柱や、厚

さ約1.Ocm、|幅約12cmの板材を網代状に組み合わせた板組も検出されている。

道路地業の下からは南北方向に流れる 3条の溝(溝A-C)を検出した。いずれの覆土も暗褐色

粘質土を主体としており、しまりは良好である。道路地業の西側を流れる南北大溝群と異なり 、出

土遺物も少ない。

21 



第三章 検出された遺構と遺物

本章では検出された遺構と出土した遺物について述べていく 。本遺跡は大きく分けて A-B-1

-3グリットに位置する柱穴、土媛、井戸等を検出した 「建物」と、C-D-1-3グリッ 卜に住

置する 「南北大溝」しさらに D-G-1 -3グリッ卜の「道路」との3区に大別できる。さらに

「建物」においては、大きく捉えて 2時期の生活面を、 「南北大溝」では 6時期の掘り直し(造り替

え)を、そして、 「道路」では道路地業とその下の 3条の南北溝を確認することができた。ここで

は、まず、「建物」第一面と「南北大溝」、「道路」 とを合成したものを第一函とし、次に「建物」

第二面と 「南北溝」と「道路」 とを合成したものを第二面として言及した後に、 「南北大溝」、「道

路」について説明を加えていく。

また、かわらけ法量の内高とは器高から底部厚をひいた数値であり、手づくね成形の底径は体部

外面中位の指頭痕と横ナデ調整との聞に生ずる陵の最広部の直径数値であることを付記してお〈。

第|節第一面の遺構と遺物

1.第一面検出の遺構と遺物

(1) 検出遺構概要 (Fig. 4 ) 

調査区北西部において現地表下80cm程で、白色微粒子を含む暗褐色粘質土を検出し、これを第一面

とした。この粘質土は A-B-2-3グリッ卜内に広がり、柱穴約20口、土媛8基を検出した。 A

-B -1グリットはかわらけ溜りとなる。この遺構の西、南は調査区外に広がり、また、東は南北

大溝により削られているため、全体規模を把握することはできなかった。以上がA-B-1-3グリ

ッ卜の様相であり 、東は南北大溝、さらに、道路となる。

(2) 第一面面上出土遺物 (Fig.5) 

ここでは第一面遺物包含層及び第一面上出土の遺物を報告する。また、柱穴出土の造物片も、特

に遺構(建物、 柵)への帰属が不明瞭なものはここに含めた。

1-27はかわらけである。 1-4は手づくね成形の小皿、 5-12はロク ロ成形の小皿、 13-18

は手づくね成形の大皿、 19-23はロクロ成形の大皿、 24-27は内折れタイプである。手づくねタ

イプは全体に器壁が厚く、ボッテリとしたものが多く、 16、17のようにやや器壁が薄〈、体部が聞

くものもある。 ロクロ成形は口径 と底径との比率が小さく 、器高の低いもの(5 -9，19，20) と、

器高のやや高いもの (10-12、21-23) とがある。内折れタイプでは24のみが手づくねてあり、

体部断面は三角形を呈する。他はロクロ成形-{25-27)であり、口縁は大きく内折れる。

28 -青磁劃花文碗。口径15.6cm。内面には沈線様の横線 と縦の界線があり、飛雲文がみられる。

柑は深緑色。胎土は灰色を呈する。焼成良好。

29 -青磁劃花文碗。口径14.9cm。内面には沈線様の横線と縦の界線がみられる。軸は深緑色。胎
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No 口径 底径 器晶 内高 7 8.2 6.2 1.8 1.1 14 12.3 11.3 3.2 2.3 21 12.5 8.2 3.3 2.6 
8.9 7.5 2.1 1.4 8 8.4 6.5 1.6 0.8 15 12.6 12.2 3.7 2.2 22 11. 4 6.1 3.5 2.3 

2 9.5 8.3 2.1 1.3 9 7.3 5.4 1.5 O. 7 16 13.4 11. 0 2.7 1.9 23 13.0 8.0 3. 7 2. 7 

3 8.4 7.0 1.9 1.1 10 6.9 4.5 1.9 1.2 17 13.0 10.6 3.0 2.4 24 6.9 6.6 1.0 0.3 

4 7.9 7.1 1.9 1.1 11 7. 1 4.6 1.8 1.0 18 12.0 9.6 3.1 2.3 25 6.5 6.0 0.9 0.3 

5 8.5 6.4 1. 7 1.0 12 6.4 3.9 1.8 1.1 19 11. 9 8.6 3.8 2.2 26 6.2 5.7 1.3 0.5 

6 7.7 6. 7 1. 7 1.0 13 12.6 10.4 3.3 2.6 20 12.5 9.1 3.0 2.2 27 6: 5 6.0 1.1 0.7 

表 1.第一面面上出土かわらけ法量 (Fig.5 ) 
単位 (cm)

土は灰色を呈する。焼成良好。

30 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径3. 5cm。高台内の削りは深〈、高台畳付部は無柑である。 ~llJは青

緑色。)j台土は灰白色を呈する。焼成良好。

31 -白磁瓜[。底径4.0cm。内而のみ淡乳緑干lliが施される。焼成不良の為、胎土はi炎乳色を呈す。

32 -青白磁印花文小皿。 口径5.8cm。内面に花文状の文様を配する。胎土は白色、紬は水青色。

33一青白磁合子蓋。口径3.3cm、器高1.4cm。側面に幅の狭い蓮弁文を 2段に配する。外面端部

から内面にかけて~~i11 。 利l は水青色透明。 胎土は灰白色を呈する 。 焼成良好。

34一山茶碗。高台径4.9cm。底部は糸切り後、 高台を貼り 付ける。高台畳付ーにはモミ痕が残る。

11台土は灰白色を呈し、やや粗L、。焼成良好。

35 -土鑑。全長6.0cm。外径2.7cm。内径1.Ocm。かわら け質であり、暗澄色を呈する。

36 -鉄釘。断面はO.8XO. 6cmの長方形を呈する。残存長8.5cm。頭部を欠損している。錆激しい。

37 -鉄釘。 断面0.7XO.5cmの長方形を呈する。残存長8.5cm。両端を欠損している。錆激 しい。

38-42は銅銭である。いずれも北宋銭であり、 38、39はj照寧元宝。築書体。40は景徳元宝。措

書体。41は祥符元宝。 梢書体。42は天聖元宝。築書体。

43 -長方硯。海部の厚さ は最深で0.8cm。陸部は1.4cm。周縁の厚さは1.8cm。断面は台形を呈する。

44一砥石。泥岩製の仕上砥。厚さ0.5cm程である。中央部に径0.6cm、i奈さ0.3cm手呈の凹みがある。

45 -i骨石製温石。長さ13.1cmo I幅9.3cm。厚さ1.2cm-1. 7cm。上方、 下方に径0.6cmの穿孔があ

る。各面 ともにノミ痕が顕著に残る。

46 -亀山窯襲。口径26.5cm。肩部外面には格子叩自営もち 、頚部はr< Jの字に屈曲し、口縁端部は

上下方向に小さく引き出される。内面は木口状工具でナデられている。器表は灰黒色、胎土は芯部

が黒色、その両面が灰白色を呈 し板層状をなす。

47一山茶碗窯系こね鉢。口径22.0cm。高台外径8.6cm。器高8.6cm。体部下住はへラ削りされる。

胎土は灰白色を呈 し、断面ザ、ツクリとしている。内面は体部中位以下よく摩滅している。

48一平瓦。凸凹商ともに粗い離れ砂が付着する。凸面には縄n11きを有する。側面はへラ削り。表

面li灰黒色、胎土は灰白色を呈 し精良。厚さ2.4cm前後である。

49 -平瓦。 凸凹面ともに組L、離れ砂が付着する。凸面には木口状工具 (? )による横位の条線が

みられる。端面はへラ削り。胎土は白燈色を呈し精良。 J享さ2.2cm前後である。
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II. A~B -1 ~ 3グリッ卜検出の遺構と遺物

ここでは道路、南北大溝の西側に佐置する A-B-1-3グリッ 卜において検出された土嬢1-
A 

7、及びかわらけ溜りについて個々に説明を加えてし、〈 。尚、検出された柱穴20口については隅丸

方形プランを呈するが大きさ、 i楽さがまちまちであり、狭い面積での検出のため相互の関係は不明

と言わざるを得ない。

(1) 土 墳

土域 1(Fig. 6) 

B -2グリッ 卜に於いて検出された。平面隅丸方形を呈 し、 長刺I(東西)O.6m、短軸(南北)

O.5m、i奈さは検出面からO.4mである。覆土はしまりの弱い暗褐色粘質土てやあり、少量の炭粒を含

む。図示可能な出土遺物はない。

土噴2 (Fig. 6) 

B -2グリッ 卜に於いて検出された。平面楕円形を呈する。長qtlll(南北)O.8m、短車III (東西)

O.7m、検出而からの深さはO.5mである。覆土は灰褐色粘質であり、少量の炭粒を含む。図示可能

な造物は出土していない。

土壊 3 (Fig. 6) 

B -2グリッ卜に於いて検出された。平面隅丸方形を呈する。長車Ib(南北) 1. 1m、 短~trtl (東西)

1.0m、検出面からの深さはO.25mである。覆土は炭粒、土円粒を含む しまりの弱し、暗褐色粘質土

である。図示可能な遺物は出土していない。

土墳 4 (Fig. 6， 7 ) 

A -2グリッ 卜に於いて検出された。平面楕円形を呈する。長車111 (南北)O.9m、短車111 (東西)

O.7m、検出商からの深さはO.3mである。覆土上層は炭を多量に混入する灰褐色粘質であり、下層

は上層に比ぺ炭が少なくしまりも弱い。

図示可能な出土遺物は Fig-7に示した。

1 -2 -ロクロ成形のかわらけ小皿である。口径、底径ともに広〈、器高の低いタイプであり 、

器壁は厚手である。焼成良好。

3-4一子づくね成形のかわ らけ大皿である。 3は器壁が厚〈、やや深めのタイプであり、全体

にボ、ツテリとしたものである。休部外面中位の陵は弱い。 4は器壁がやや薄〈、体部外面中位の陵

が明瞭なタイプである。底部は平!底状を呈する。

土壊 5 (Fig. 6) 

A -2グリッ卜に於いて検出された。平面楕円形を呈 し、 長期11 (南北)O.8m、短車18 (東西)O.65m、

検出面からの深さはO.2mである。覆土は炭粒、土円粒を含む褐色粘質土であり、しまりは弱L、。

図示可能な出土造物はない。

土墳 6 (Fig. 6) 

B -2グリットに於いて検出された。平面長楕円形を呈する。長tltill(東西)1. 4m、短判1(南北)
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Fig.6 A~B- l~3 グリット検出遺構
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宇「戸弓 三ヨヱd
ミ二正二三

Fig.7 土壌 4出土遺物

。

表 2.土壌4出土かわらけ法量 (Fig.7)

lOcm (1/3) 

-J7ゴ主主ゴ亡~3に二1=l
Fig. B 土墳 7出土遺物

表 3.土墳 7出土かわらけ法量 (Fig.B)

0.8m、検出面からの深さはO.lmである。次に述べる土壌?と切り合っており、 土壌 6が新しい。

覆土は土丹粒を含むしまりの弱L、褐色粘質土である。図示可能な出土遺物はない。

土墳 7 (Fig. 6， 8 ) 

B -2グリットに於L、て検出された。平面隅丸方形を呈 し、長軸(東西)0.8m、短車Ib(南北)

0.7m、検出l商からの深さは0.35mである。覆土は炭を多量に含むH音褐色粘質土であり、下層は炭

が少ない。

図示可能な出土遺物は Fig-8に示した。

l一手づくね成形かわらけの小皿である。器壁は厚 〈、体部外面中佐の陵は弱い。

2-3はロクロ成形かわらけの小皿である。2、3ともに器壁が厚〈、焼成良好である。2のf本

部は聞くが、 3はほぼ上方に向かいたちあがる。

4ーロクロ成形かわらけの大皿である。 口径、底径ともに広〈、体部は丸I床を帯びる。焼成良好。

土墳 8 (Fig. 6) 

A-B-3グリッ 卜に珍いて検出された。土媛東部は現代の撹乱により掘削されている。平面附

丸方形を呈するものと考えられ、長刺1(東西)1. 8m以内、短軸(南北)1.1m、検出商からの深さ

は0.45mである。覆土は土丹粒を混入する灰褐色粘質土である。図示可能な出土遺物はない。

(2) かわらけ溜り (Fig.9 -18) 

第一面A-B-1-2グリットにおける前述した土媛、柱穴群の雨、及び南北大溝の西外におい

て、かわらけを1000点以上包含するかわらけ溜りを検出した。検出レベルは海抜9.5m前後であり、

炭粒を含む暗褐色粘質土に混入した状態で検出された。かわらけの検出状況カ3ら北限は 2ライン以
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北、1.0m以内と考えられるが、東を南北大溝により削られ、雨、西は調査区外に広がるために全

体規模は不明であり、東西4.8m以上、南北5.0m以上の規模をもつものと考えられる。

この堆積層は検出面か ら0.1-0.2m程であり、底面ははぼ平らである。明確な掘り込みは検出

されてはいないが浅い凹地に一括或いは短期間に投棄されたと考えられる。

確認面における遺物の出土状況は Fig.9に示 した。かわらけは完形のものが廃棄され、廃棄時

。

σ 

tぅ 。

。
d 
、

G b Q 

ι要塾
てコ 。 d 

ぷIt)I";I)わ

鎌倉石でコ
b 。

+ 

c-2 
o 1 III (1 /30) 

一一一一一一一一一←一一一→

Fig.9 かわらけ溜り遺物出土状況
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Fig.10 かわらけ溜り出土かわらけ (1) 

或いは廃棄後に破損したものと考えられる。また、 B-2グリッ卜交点の南部においては内折れタ

イプのかわらけがまとまって出土 している。出土状況は正佐、伏位、横位のものが混在 しており統

一性はなし、。

図示可能な出土遺物は Fig.10-18である。

Fig.10の 1-61はロクロ成形のかわらけ小皿である。全体に口径、底径ともに大きく、底部が

!享〈、器高の低いものが主流を占める。 体部中{立にはナデによる凹みをもち、外反するものや、屈

曲をもつもの、丸l床を帯びるもの、直線的に聞きながら立ちあがるものなどのバリエーションをも

っ。胎土には黒色粒子を含み、焼成良好である。 41-44は口径に比べ底径がやや小さいものであり、

体部はハの字状に開き、器壁は厚い。 48、49はやや小振りではあるが器高の高いものである。52-

54は器高がかな り低いものであり、体部はやや薄いも のである。

Fig.11の62-158、Fig.12の159-271は子づくね成形の小皿である。62-137は底部に丸昧をも

つものであり、全体に体部外商の陵は弱〈ボッテリとしており、器高の高いタイプである。 62は特
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に径が小さく、かわらけ溜りからは l点のみの出土である。138-158は器壁の薄いものであり、焼

成は良好である。 138，139は器高の高いもの、他は低いものである。底部に丸昧をもつもの (140，

142， 144， 148) もみられる。149の口縁部は内折れ気味になっている。 159-271は底部の丸昧が

少ないものである。1591主体部が直線的に立ちあがるもの。160-166は体部が直線的に外方に聞く

もの。167-174は体部に丸l床をもつもの。175-186は体部が外方に聞き、やや浅い印象を与える

ものである。 159-186の{本部中位のナデは弱〈陵は明瞭ではなし、。 187-27HJ:1:本部中イ立のナデが

比較的明11奈なものである。全体的に器壁は厚〈、ボッテリとしたプロポーションをも っ。

Fig.13の272-303はロクロ成形のかわらけ大皿である。272-277は口径は小さく器高の高いも

の。 278，279は器壁が薄〈口径、底径ともに大きいもの。 280は口径、底径がともに大きく、務高

の高いものである。281-301は器高の低いものであり 、器壁は厚〈 、体部は丸昧を帯びるものが多
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Fig.15 かわらけ溜り出土かわらけ (6) 
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〈、 284-291のように体部中位に屈曲をもつものもある。 302，303は器壁がやや薄〈、体部が聞く

ものであり、器高は低い。全体に焼成良好であり、黒色粒子を含んでいる。

Fig.14-17の304-473は子づくね成形のかわらけ大皿である。 304，305は径が小さく器高の低い、

器壁のやや薄いものである。 306は径が小さく、器高が高〈、器壁の薄いものである。 307-312は

径が小さく、器高が高〈、器壁の厚いものである。 313-350は底吉日の丸いタイプであり、器壁が厚

〈、全体にボッテリとしたプロ'ポーションをもっ。体部外面のナデが強〈、陵が明瞭なもの (331

-350) と、ナデが弱〈、陵が不明瞭なもの (313-330) とがある。焼成は良好である。 351-473

は丸底タイプ以外のものであり、前者に比べ器高の低いタイプのものである。体部外面の陵は明瞭

なものと不明瞭なもの (357，358， 360， 369， 373， 379， 389， 395， 402， 411， 415， 422， 429) 

とがある。 470-473は口径が大きく、器高が低〈、器壁もやや薄〈、全体に浅いプロポーションを

もつものである。

Fig.17の474-497は口縁部内折れかわらけである。484以外は全て子づくね成形である。体部は

断面三角形を呈するもの (474，475， 478， 482， 485， 495， 496) と、項部にやや丸昧をもつもの

(476， 477， 480， 481， 492， 494) し上方につまみ出されるもの (479)、体部内壁が上方に立ち

あがるもの (484，486， 487， 490， 491， 497) と、体部内壁が内傾するもの (483，488， 489， 493) 

とがみ られる。

以上、かわらけ溜りから出土したかわらけについて報告してきたが、ここで、全体の傾向につい

て少しふれておく 。H'I土したロクロ成形の小皿は口径、底径の比率が小さく 、底部が厚〈 、器高の

低いものが主流を占めており、胎土には黒色粒子ぞ含み、焼成は良好である。ロクロ成形の大皿も

同様の傾向を示しており、 12世紀末の年代が与えられる内底無調整で体部外面のロクロ目が強〈残

るタイプ、及び、 13世紀末-14世紀初頭に出現すると考えられる器壁が薄〈、深い器形で体部に丸

味をもつものは検出されていない。

手づくね成形の小皿は器壁が厚〈、底部に丸昧をもっボッテリとしたものと、底部が平底状を呈

し、体部外面中位の陵が明瞭なものが主流を占めているが、器壁が薄〈、焼成良好なタイプも一定量

出土している。子づくね成形の大皿もこれと同様の傾向を示しており、外底面中央部が内側にへこ

むものもある。全体に底部が平底状になるものが主流であると考えられる。

以上のことから河野真知郎氏のかわら け編年(註)における鎌倉第II期 (13世紀前半代) と鎌倉

第III期 (13世紀中葉一後半)の特徴を示すものが混在しており、このかわらけ溜りが形成された時

期には上記のバリエーションを有していたと考えられる。

〈註〉河野真知郎。「鎌倉における中世土器様相j W神奈川考古 第21 号 ~ 19860 
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No 口径 底径 器局 内高 42 9. 0 6.1 1.9 1. 15 84 8. 5 1.9 1. 15 126 9. 9 8. 4 2. 5 1.6 

9.3 6.2 2.5 1.5 43 8.4 5. 7 2. 0 1.0 85 8. 6 6. 7 1.9 1.4 127 10.6 8.8 2.2 1.7 

2 10.0 7. 0 2.0 1.0 44 8.5 5. 4 2.1 86 8. 7 7.4 2.2 1.3 128 9.5 8.0 1.9 1.1 

3 9.8 7.1 2.0 1.2 45 8.6 7. 0 2.0 1.4 87 8.8 8.1 2.3 129 9.4 7. 7 1.9 1.4 

4 8. 9 6. 9 2.1 1.3 46 8. 3 7.1 1.6 1.3 88 8.6 7.7 2.1 1.4 130 9. 7 7. 7 2.3 1.6 
5 9.8 6.8 2.1 1.1 47 8.5 5.0 1.8 o. 7 89 9.0 7.4 2.1 1.4 131 9. 7 8.2 1.9 1.4 
6 9.3 6.3 2.1 1.0 48 8.0 4.2 2. 1 90 9.2 7.6 2.2 1.2 132 9.6 8.3 1.9 1.1 
7 9.8 6.4 2.3 1.5 49 7.8 5. 2 1.8 91 9.0 7.7 2.0 1.3 133 9. 8 7.5 1.9 1.3 
8 8.1 6.6 2.2 1.4 50 8.3 5. 5 1.5 o. 7 92 9. 2 7.3 2.2 134 9. 8 9.0 2. 7 1.7 
9 9.0 6. 9 2.1 51 7. 8 6. 0 1.5 93 9.2 8.2 2.2 1.6 135 9. 7 8.8 2.3 1.6 
10 9.1 5.6 2.0 52 8.2 6. 8 1.7 94 9.1 8.0 2.0 1.4 136 10.1 8.8 2.3 
11 8.9 6.9 2.0 1.0 53 8.8 6. 7 1.2 0.5 95 9. 4 7.9 2.1 1.4 137 10.7 9. 6 2.3 1.5 
12 8.8 7.0 2.0 54 8. 7 7. 4 1.2 96 8. 9 6.9 2.0 1.4 138 10.3 8. 5 2.2 1.6 
13 8.6 7.1 2.0 1.0 55 8.9 4. 9 1.4 97 9.3 8.0 2.2 1.4 139 9.6 8.0 2.1 1.5 

14 8.8 6.1 1.9 56 9.4 7. 8 1.6 1.0 98 9.4 7.6 2.4 1.6 140 8.2 6. 2 1.5 o. 7 
15 8.4 6.3 1.8 0.8 57 9.2 7. 7 1.5 99 9.2 7.5 2.2 1.4 141 8.5 6. 1 1.6 1.0 

16 8. 7 6.4 1.3 1.1 58 9.1 6. 7 1.6 0.6 100 9.3 7.8 1.8 1.1 142 9.1 7. 5 1.8 1.3 

17 9.4 6.8 2.0 1.2 59 9.1 7.4 1.6 0.9 101 9.6 8.2 2.3 1.7 143 9.0 6.9 1.5 1.0 

18 9.0 6.5 1.8 1.2 60 9.3 6. 7 1.8 1.0 102 9.8 8.4 2.2 1.5 144 9.2 7.2 1.7 1.1 

19 8. 7 5. 9 1.9 1.0 61 9.4 7.9 1.6 1.1 103 8.8 7.4 2.0 1.3 145 9.4 8. 1 1.8 1.3 

20 8.6 7. 7 1.8 1.1 62 7.1 6. 4 2. 6 2.1 104 9.9 8.4 2.4 1.6 146 9. 1 7. 7 1.9 1.4 

21 8. 2 6.1 1.9 1.1 63 7. 8 7. 0 2. 0 1.0 105 10.1 8.3 2.2 1.4 147 9.1 7. 5 1.7 1.1 

22 8. 7 6.8 1.9 0.9 64 7. 5 6. 4 2.1 1.5 106 8. 9 8.0 2.0 1.1 148 9. 7 8.1 2.0 1.4 

23 8. 9 6.8 1.8 0.6 65 7. 9 6. 7 2.1 1.4 107 8.5 7.3 1.8 1.1 149 9. 1 6.8 1.7 1.1 

24 8. 7 6. 7 1.9 1.0 66 7. 5 6. 9 2. 2 1.3 108 9.0 7.6 2.1 1.4 150 9.8 7.3 1.7 1.1 

25 9.0 6.4 2.0 1.0 67 7.8 6. 8 1.9 1.0 109 9.1 7.9 151 9. 7 7.5 1.7 0.8 

26 8.6 6. 6 2.0 1.1 68 8.4 7. 6 2. 0 1.4 110 9.0 7.6 2.1 1.1 152 9.6 7. 5 1.6 1.0 

27 8. 9 6. 9 1.7 69 8. 1 7. 6 2. 0 1.1 111 9.0 7.3 2.1 1.3 153 9.8 8.2 1.5 

28 8. 9 6.4 1.6 0.8 70 7. 9 6. 9 1.9 1.1 112 8.9 8.1 1.6 154 10.5 

29 9. 1 7. 5 1.7 1.2 71 8. 1 6.7 1.8 1.1 113 9.2 7.7 1.9 155 10.0 8.0 1.8 1.1 

30 9. 1 7.5 1.8 1.0 72 7. 9 7.1 1.7 o. 9 114 9.2 8.5 2.2 1.6 156 10.2 8. 3 2.9 1.1 
31 9.0 7.8 1.8 1.2 73 8.4 7.6 2.1 1.4 115 9.4 7.7 2.0 1.1 157 9. 7 7.6 1.7 1.1 

32 8.6 6. 1 1.9 1.0 74 8.2 7. 4 2.2 1.4 116 8. 7 7.6 2.0 1.3 158 11. 3 8. 6 2.1 1.5 

33 9. 1 7.2 2.0 1.1 75 7. 9 6. 9 2.0 1.3 117 9. 3 7.9 2.0 1.0 159 7. 9 7.2 2.0 

34 8.6 6.2 1.7 0.9 76 7. 9 7. 5 2.2 1.3 118 9.2 8.2 2.4 1.7 160 9.0 8.1 1.7 

35 9. 1 7.2 1.6 77 8.9 8.0 2.3 1.3 119 9.2 7.3 2.1 1.1 161 9.0 7.7 2. 0 1.3 

36 8.5 6.6 1.8 1.3 78 8.2 7.6 2.0 1.1 120 9.2 7.8 2.0 1.2 162 9.1 6. 7 1.8 o. 7 
37 8. 7 6. 7 1.7 0.6 79 8. 4 7.5 2.1 1.1 121 9.3 7.6 2.3 1.8 163 8.6 7.1 1.6 1.0 

38 8.6 5.8 1.7 o. 7 80 8.3 7.2 2.2 1.5 122 9.6 7.6 2.1 1.5 164 9.0 6. 8 1.6 0.9 
39 8.5 5.8 1.7 81 8.3 7. 3 2.0 2. 2 123 9.2 6. 7 2. 1 1.3 165 9.2 7.1 1.6 0.9 

40 8.2 7.5 1.6 1.0 82 8.4 7.2 1.9 1.4 124 9.2 7.4 2.0 1.3 166 9.4 9.0 1.6 

41 8.8 6.1 1.7 o. 5 83 8. 5 6.2 1.8 o. 7 125 9.3 7.6 1.9 1.4 167 7.6 5. 0 1.7 
単位 (cm)

表 4.かわらけ溜り出土かわらけ法量 (1) 
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No 口径 底径 器晶 内高 209 9.0 7. 6 2. 1 1.5 251 9.6 7.8 1.8 1.0 293 12.7 7. 6 2.9 1.8 

168 8. 7 6.5 1.7 o. 7 210 9.9 7.7 2.0 1.5 252 9.5 7.5 1.9 1.1 294 12.5 8.4 3.1 

169 9.2 7.2 2.0 1.1 211 9.0 7.6 1.8 o. 9 253 9. 7 7.8 1.8 1.1 295 12.3 8.5 2.9 

170 8.8 7.0 1.7 1.0 212 8.8 6. 7 1.6 254 9.8 8.0 1.8 1.3 296 12.5 7.2 2.9 2.1 

171 9.2 8.2 1.7 213 8.8 7. 0 2.5 0.8 255 9.5 8. 3 2.0 L2 297 13.6 8. 1 3. 2 

172 9.1 7.6 1.8 1.3 214 9.1 7. 6 1.5 o. 9 256 9.6 8.2 2.4 298 12.5 8.5 2.7 2.1 

173 9.0 7.8 2_1 1.3 215 9.1 7. 6 1.6 o. 7 257 9.9 8.1 1.9 299 12.8 9. 0 3.1 
174 9.7 8.3 1.6 216 9.0 7.1 1.7 1.1 258 9.5 8.1 2.2 1.7 300 13.1 7.1 3. 1 2.0 

175 8.8 7.0 1.5 1.0 217 8.9 6.9 1.8 1.0 259 9.6 7.9 1.7 1.0 301 12.8 9.1 3.3 2.6 

176 9.0 7.1 1.5 0.9 218 8.9 6.9 1.4 260 9. 6 7.8 1.7 1.0 302 12.2 7. 5 2. 7 2.1 

177 9.0 7.5 2.1 1.6 219 9.0 7. 7 2.1 261 9.5 7. 7 1.9 1.4 303 12.8 7. 5 2.5 

178 9.1 7.3 1.8 1.2 220 9. 1 7. 6 2.0 1.2 262 9.6 8. 1 1.8 1.1 304 10.8 8. 0 2. 5 1.9 

179 9.3 7.6 1.9 1.3 221 9.0 7. 7 1.9 L2 263 9.6 7. 7 1.8 1.2 305 11. 0 9. 2 2. 7 2.0 

180 9.9 8.6 1.8 1.0 222 8. 9 7. 0 1.9 1.1 264 9.8 7. 4 1.6 1.0 306 11.5 10.0 3.1 2.21 

181 9.8 7.5 2.0 1.3 223 9.3 8.2 1.8 1.2 265 10.0 8.0 1.7 1.0 307 10.2 8. 7 3. 0 

182 9.8 8.0 1.7 1.0 224 9.4 7. 8 1.9 266 308 10.6 9.2 3. 0 2.41 

183 9.2 6.0 1.4 L2 225 9. 2 7. 6 1.5 1.0 267 10.0 8. 4 2.1 1.5 309 10.4 9. 6 3. 5 2.4 

184 9.2 7.7 2.5 o. 9 226 9. 0 7.4 2.0 1.3 268 9.8 9.1 2.0 1.3 310 11.5 10.3 3.7 2. 9 
185 9.8 7.6 1.7 1. 15 227 9.2 7.8 1.6 1.0 269 11. 2 8.0 1.8 1.1 311 12.1 11. 4 3.7 2.9 

186 9.9 8.0 1.6 0.9 228 9.3 7.4 1.6 1.0 270 11. 1 7.7 2_ 1 1.3 312 11. 8 10.0 3.9 3.1 

187 8.0 6.5 1.9 1.2 229 9.2 8.3 1.8 1.2 271 10.5 8.5 2.0 1.2 313 11. 4 11. 1 3.2 

188 8.2 6.2 1.5 1.0 230 9.5 7.3 1.8 1.2 272 11.8 7. 3 3.5 2.8 314 11. 7 10.7 3.0 2_2 

189 8.4 7.4 2.0 1.1 231 9.1 7.5 1.8 1.0 273 11. 7 7.0 3.6 2.65 315 11.9 10.0 3.0 2_ 2 

190 8.6 7.2 1.8 1.1 232 9.2 7.8 1.7 1.1 274 12.7 8. 7 3.9 2.8 316 12.1 11. 0 3.3 

191 8.6 7.4 2.1 L2 233 9. 1 7_ 2 1.7 1.0 275 13.3 9. 5 8.2 2.4 317 12.5 11. 2 3.1 2_ 1 

192 8.5 7.1 1.8 234 9.4 8. 1 1.8 1.1 276 12.8 9. 7 3.5 318 12.2 10.9 3. 0 1.8 

193 8.5 7.4 1.8 1.0 235 9.5 8. 9 1.8 1.2 277 13.0 8.3 3.5 2. 7 319 11. 7 11. 6 3.0 

194 8. 7 7.5 1.9 1.8 236 9.3 7.8 1.9 1.3 278 14.3 9.9 3.3 2_ 1 320 12.6 11. 1 3.3 

195 8.6 7.9 1.9 1.1 237 9.3 7.3 1.7 o. 9 279 13.8 8.4 2.9 1.7 321 12.5 10. 7 3. 1 
196 8.0 6.5 1.7 0.9 238 9.5 8.0 1.9 1.0 280 14.1 9.1 3.6 2.5 322 12.2 10.2 3.0 2_4 

197 7.9 6.5 1.8 o. 7 239 9.3 7.7 2. 2 1.3 281 13.9 8. 9 2.2 1.4 323 12.7 11. 0 3.4 2.6 

198 8.9 7.8 1.6 240 9.1 7.9 1. 7 o. 9 282 13.8 9. 0 3.2 2.3 324 12.0 9. 7 3.2 

199 8. 7 6. 7 1.8 1.1 241 9.2 7.3 1.9 1.2 283 13.4 11. 6 3.0 2.2 325 12.9 10.7 3.6 

200 8. 7 7.3 2. 1 1.3 242 9.3 7.8 1.9 1.3 284 13.6 10.4 3.2 326 13.0 10.3 3. 3 2.6 

201 8.8 6. 7 1.7 1.1 243 9.2 8.0 1.9 1.1 285 l2_8 9.0 3.1 2.3 327 l3.0 10.3 3.4 2. 7 

202 9.0 7.5 2.0 1.0 244 9.3 7. 8 1.9 1.3 286 12.8 8. 7 3.2 2.4 328 12.5 11. 3 3.5 2.5 

203 8.8 6.6 1.5 245 9.4 8.0 1.6 1.0 287 12_ 7 8.4 3.2 2.2 329 12.3 10.0 3.1 2.1 

204 246 9.3 7.7 1.8 1.1 288 12.6 9.2 3. 1 2.3 330 13. 1 11. 2 3.3 

205 9.0 7.2 2. 7 247 9.4 7. 5 1.7 o. 7 289 12_4 8.3 3.0 2.2 331 12.2 10.0 3.2 
206 9.0 7.3 1.6 0.9 248 9.3 7.0 1.9 1.4 290 12.6 8.6 3.0 2.2 332 12.3 10.6 3. 1 2.0 

207 8.9 7.2 1.7 1.1 249 9.5 8. 7 2. 2 1.5 291 12.7 9_2 2_6 333 12.7 11.5 3.2 

208 9.1 7.0 2.0 1. 3 250 9.7 8. 1 2.0 1.2 292 6.3 334 12.4 10.2 3.2 

単位 (cm)

表 5.かわらけ溜り出土かわらけ法量 (2) 
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No 口径 底径 器高 内高 376 13.4 11. 4 3. 0 2. 3 418 13.5 11. 4 3.1 2.4 460 13.8 11. 5 3.3 2.5 

335 12.0 9.7 3.1 377 12.8 11. 9 3.1 2. 0 419 13.4 10.9 3.1 2.3 461 14.3 l2_2 3.0 2.4 

336 12.5 9.9 3.4 2.6 378 12.9 8.2 3. 3 2. 4 420 13.4 11. 5 3.4 2.4 462 14. 7 12.4 3.0 2.0 

337 12.9 11. 4 約 4 379 13.0 11. 3 2.8 421 13.0 11. 7 3.0 2.4 463 14.3 11. 9 3.0 2. 2 

338 12.6 10.5 3.4 2.4 380 13.3 11. 8 3.3 2. 6 422 13.4 11. 5 3.2 2.3 464 14.0 11. 9 3.2 2.4 

339 12.1 10.7 3.2 2. 8 381 12.7 11.4 3.0 2.0 423 13.6 10.8 2. 7 1.9 465 15.2 13.6 3.4 

340 13.4 12.2 3.4 382 12.7 10.3 3.1 424 13.4 11. 7 3.3 2. 7 466 14.6 12.7 3.3 2.5 

341 13.0 11. 3 3.5 383 12.9 10.4 2.5 1.8 425 13.5 11. 4 3.1 2.1 467 14.3 12.1 3.1 2.2 

342 12.4 11. 7 3.3 2.2 384 13.7 12.5 3.2 426 13.7 11. 9 3.2 2.5 468 14.2 12.3 3.6 2. 7 

343 13.8 12. 7 3.4 2. 7 385 13.0 11.1 2.9 427 13.0 12.2 3. 7 2.9 469 14.6 13.3 3.8 2. 7 

344 13.6 11. 7 3.2 386 13.0 11.9 2.8 1.9 428 13.5 12.1 3.1 470 12.3 10.6 2. 1 

345 12.9 11.2 3.5 387 13.2 11. 4 3.2 2.3 429 13.3 11. 2 3.0 2.4 471 14.4 10.7 2.6 1.7 

346 12.8 11.0 3.8 3.1 388 13.3 10.9 2.8 2.1 430 13. 7 12.1 2.5 1.8 472 13.6 11.7 3. 0 2.4 

347 12.5 11. 5 4.0 3. 0 389 13. 1 10.5 3.1 2.3 431 13.8 12.3 3.4 2.3 473 15.6 13.3 2.9 2.2 

348 12.8 10.5 3.5 2.8 390 13.3 11. 6 3.0 2.2 432 14.0 11. 8 3.2 2.1 474 5. 2 5. 5 1.0 0.2 

349 13.4 12.0 4.1 3. 3 391 13.3 11.5 3. 1 2. 1 433 13.9 11. 9 3.3 2.3 475 5. 4 5. 7 1.0 o. 5 
350 13.9 12.3 3. 7 3. 0 392 14. 7 11. 8 2.8 2.2 434 14.0 12.5 3.5 476 5. 6 6. 2 1.1 0.4 

351 12.3 10.5 3.0 2.0 393 13. 5 10. 7 2.9 2.3 435 13.7 12.2 3.4 477 5.8 6.1 1.1 0.4 

352 11. 4 10.0 2.7 1.8 394 13.2 11. 6 2. 7 1.6 436 13.8 12.3 3. 2 2.4 478 6. 0 6.2 1.8 0.8 

353 11. 6 10.6 2.9 395 13. 7 12.7 3. 3 437 13.8 12. 7 3.4 2. 7 479 6.1 6.1 1.3 0.6 

354 12.7 11. 7 2.9 396 13.6 11. 8 3.0 2.3 438 13.5 12.0 3. 9 480 6. 0 5.6 1.1 0.4 

355 13.0 10.8 3.0 397 13. 5 11. 7 2.9 2. 2 439 13. 7 11. 6 3.4 2. 7 481 6.4 6. 9 0.9 

356 12.3 10.5 3.0 398 13. 7 11. 6 3. 3 2.3 440 14.7 12.6 3. 2 2.3 482 6.3 6. 2 1.1 

357 12.5 10.3 3.0 399 12. 7 11.3 3. 3 2.2 441 13.3 11. 2 2.8 2.2 483 6.0 6. 9 0.9 

358 12.4 11.0 3.0 400 12.9 11.5 3. 5 2. 7 442 13.8 11. 6 3.2 2.5 484 6.2 6.9 1.0 o. 6 

359 12.2 11. 0 3.1 2.3 401 13.1 11. 7 3.2 2.2 443 14.0 11.8 3.0 2.2 485 6.6 6.8 2.1 o. 8 

360 12.6 11. 1 3.0 2.0 402 13.5 12.1 3. 0 2.0 444 14.0 11. 8 3.1 2.3 486 6. 7 6.8 1.3 o. 6 

361 12.6 11. 2 3.0 2.0 403 12.8 10.8 3. 0 2.4 445 13.7 11. 3 3. 2 2.2 487 6. 7 6.6 1.4 o. 8 

362 12.5 10.1 3.0 2.3 404 13.3 11. 2 3. 0 2.2 446 14.2 13.3 3. 2 2.6 488 6. 7 7.2 1.6 o. 9 

363 13.1 10.2 2. 9 2.2 405 13.5 12. 1 3. 4 2.3 447 13. 7 11. 6 3.1 2.3 489 7. 2 7.1 1.2 

364 12.6 11. 2 2. 9 406 13.4 11.7 3. 2 2.4 448 14.1 10.0 2. 7 1.8 490 7.2 7.5 1.3 

365 12.6 10.3 2.8 1.8 407 12.9 10.5 3.0 2.4 449 14.0 11. 4 2.9 2.2 491 6.6 7. 7 1.2 0.6 

366 12.7 10.7 2. 7 1.9 408 13.2 12.3 3.3 2. 6 450 13.8 12.5 3.0 1.9 492 7.4 7. 6 1.2 

367 12.2 10.9 2. 9 1.9 409 13.5 11. 7 3. 4 2. 4 451 13.9 11. 9 2.9 2.3 493 7. 5 8.0 1.1 

368 12.9 11. 6 3.1 410 13.6 11. 4 3. 2 2. 3 452 13.4 12.0 3.3 494 7.1 6. 5 1.0 0.5 

369 12.9 11. 6 2.8 411 13.1 11. 7 3.5 2. 7 453 13.6 12.3 3.6 2.8 495 7. 3 7. 5 1.5 o. 9 

370 12.8 10.8 3.3 2. 6 412 13.2 12.0 3.3 454 14. 1 12.2 3.5 2. 7 496 7. 5 7. 9 1.4 0.8 

371 12.2 9.7 2.8 413 13.6 11. 4 3.2 2.4 455 14.2 12.1 3.2 497 7.4 8. 1 1.3 o. 5 

372 13.2 12.0 3.0 2.0 414 13.8 12. 1 3.1 456 13.9 11. 6 3.4 2.4 単位 (cm)

373 12.4 8.6 2. 7 2.1 415 13.2 11.4 3.2 2.4 457 14. 1 12.6 3.2 2.2 

374 13.0 10.9 3.1 2.0 416 13.0 11. 5 3.3 2. 7 458 14.8 12.8 3.2 2.3 

375 12.9 10.7 3.1 417 13.5 11. 2 3.4 2.4 459 13.1 12.8 3.4 2.5 

表 6.かわらけ溜り出土かわらけ法量 (3) 
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Fig. 18 -1 -22はかわらけ滑りからの伴出遺物である。

1 -青磁鏑蓮弁文碗。口径17.0cmo I幅広の蓮弁をも っ。 利!は淡青緑色を呈し、胎土は灰色。

2 青磁劃花文碗。口径14.2cm。内面文様の彫りは浅し、。手111は淡青緑色、胎土は灰色を呈する。

3 青磁鏑蓮弁文鉢。高台外径9.8cm。折縁の口縁をもつものであり、内底に双魚文の貼花を施

した痕跡がある。体部外面には蓮弁文が配される。利1は青緑色を呈 し高台畳付宇はmWI。胎土は淡桜

白色を呈する。

4 -青磁皿。口径11.4cm。底径6.0cm、器高2.5cm。体部中位に屈曲をもち、口縁端部は緩〈外反

する。内底面に櫛描き文をも っ。 紬は灰緑色。胎土は灰白色を呈する。

5 -白磁口冗皿。口径11.8cm。総壁は薄〈、口縁部は外反する。柑は白色透明、胎土は灰白色を

呈する。

6 -白磁日正皿。口径9.8cm。体部は直線的に立ちあがる。利lは淡青色透明であり、内面に厚 く

かけられている。胎土は灰白色を呈する。

7 白磁合子身。口径5.2cm。底径3.4cm、器高1.8cm。体部外面は細い蓮弁文を削り出している。

受け部及び体部外面下半部が露胎。粕iま淡黄色透明。胎土はj炎黄白色を呈する。

8 -緑利l盤。小片の為復元IJ.不可能である。柑は深緑色を呈 し、 一部銀化している。胎土は灰燈

色を呈 し、爽雑物多く粗い。口縁部の上面及び下面には焼成時の砂が付着 している。

9 -常滑窯こね鉢。口径31.8cm、底径16.Ocm、様高10.4cm。器表は灰褐色を呈 し、内面には降

灰が観察される。体部は直線的に立ちあがる。11台土は灰白色を呈する。

10一常滑窯襲。底径16.Ocm。体部外面の底部付近はへラ削りされている。器表は褐色を呈 し、胎

土は黒褐色を呈する。断面はザ、ク リとしている。

11一奔。 両端部を欠損している。残存長13.1cm、最大ITIii1.3cm、厚さ0.3cm。

12-16 銅銭。いずれ も北宋銭である。12は照寧元宝。 惜書体。13は元豊通宝。築書体。14は

元豊通宝。 行書体。15は元符通宝。築書体。16は宋通元宝。 措書体。

17 -鉄製皿。口径10.0cm、器高2.2cm、厚さo.1cmo 
18 銅製鉱。全長30.5cm。断面はカマボ、コ状を呈 し、 l幅1.3cm、厚さ0.4cm。曲面には 2本を l

単住とする12単位の沈線をも っ。 本体との連結部は長さ1.2cmを測り、端部に鈎が付く 。断面は隅

丸方形を呈し、直径O.45cm。

19 万子。 錆が激しく、 又、両端を欠損している。残存長19.7cm。残存幅2.6cm。

20 軒平瓦。瓦頭右端部を残す唐草文の破片である。平瓦部凹商には布目痕を残す。)j台土には砂

粒を含むが精良であり 、色調は黒灰色を呈する。

21-砥石。中砥。方柱状を呈 し、中央部の摩滅が激しい。各面ともに良〈使用されている。

22 -土丹製用途不明製品。直径10.0cm前後の筒状部に径2.6cmの穿孔が施されている。この穿孔は

本体中心を通っていなし、。残存長27.7cm。
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第 2節 第二面の遺構と遺物

1.第二面検出の遺構と遺物

(1) 検出遺構概要 (Fig.19)

調査区南西部のかわらけ溜りを掘り下け、ると現地表下1.2m程で白色粒子、炭粒を含む暗褐色粘

質土層を検出したが、遺構プラン確認がI;ll~行したために中世地山である黒褐色粘質土層まで掘り下

け、遺構の検出を行なった。A-B-1-3グリットにJj0いて、井戸 1基、大柱穴2口、柱穴約250

口、東西溝 1粂を検出した。この遺構群の東は南北大溝、さらに道路となる。

(2) 第二面上出土遺物 (Fig.20， 21) 

1 -26はかわらけである。 1-8は手づくね成形の小皿。 9-16はロクロ成形の大皿。17-19

は手づくね成形の大皿。20-22はロクロ成形の大皿1023，24はロクロ成形の内折れタイプ。 25，26

は手づくね成形の内折れタイプである。手づくね小皿lは丸底で体部外商の陵が弱いもの(1-3) 

と底部が平底状になるもの (4-8) とがある。ロクロ成形の小皿は器高が低〈、体部が内智気味

に立ちあがるもの(9 ，10) と、底部が厚〈 体部が内縁、或いは外反するもの(11-16) とがある。

手づくね成形の大皿は平底状を呈し、大ぶりなものであり、ロクロ成形の大皿は底径がやや大きめ

のものである。内折れタイプでは口縁が内傾するもの (23，26) と直立するもの (24，25)とがある。

いずれも焼成良好。

27 青磁鏑蓮弁文碗。仁l径13.4cm。キ111は青緑色、胎土は灰白色を呈する。焼成良好。

28 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.3cm。内底面に花文を型押ししている。柑は青緑色を呈 し高台

脇までかけられている。11台土は灰色を呈する。

29 青磁鉢。 高台外径11.7cm。糊は青繰色を呈し、 高台畳付音11IH思flll。貫入あり 。胎土は灰白色

を呈する。

30 白磁日正皿。口径15.2cm。体部内商下位に横位の沈線あり。キ1111;1: i炎灰白色、胎土は灰白色を

呈する。

31 臼磁口正皿。口径15.7cm。紬は淡青白色。胎土は灰白色を呈する。

32 白磁日正皿。底径6.6cm。柚は淡青白色。胎土は灰白色を呈する。外底面の軸はまばら。

33 白磁端反碗。高台外径6.0cm。高台は高〈自IJり出され模状の断面を呈す。体部外面下部から

高台は露胎。i1lhは灰白色てや白濁し、胎土は灰色を呈する。

34 白磁端反碗。 小片の為復元は不可能。体部は丸l床を帯び口縁部は端反り。柑は淡水青色透明。

胎土は灰白色を呈す。

35一緑豹iI盤。小片の為復元は不可能。手1111;1:暗緑色失透。 I1台土は灰色を呈する。

36一山茶碗。口径14.1cmo 休部外面に緩し、陵をもっ。 日台土は灰白色を呈 し爽雑物を多く含む。

37 -i屋美祭襲。 口径44.0cm。頭部は C字型に曲け、れ、端部は丸くおさめられる。器表には深緑

色の手IIIがハケ塗りされる。11台土は灰白色を呈し精良。粘性強い。
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Fig.20 第二面面上出土遺物 (1) 
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No. 口径 底径 器高 内高 7 9. 6 7.8 1.9 1.2 14 8.6 6.5 2.1 1.1 21 12.0 8.0 3.3 2.5 
8. 4 7.3 2.1 1.3 8 9.1 7.1 1.8 1.2 15 8.1 6.0 1.8 1.0 22 11. 8 8.3 3.2 2.3 

2 8. 0 7.0 1.9 1.7 9 7. 6 5.6 1.4 0.8 16 8.6 6.5 1.6 0.9 23 3. 8 3.6 O. 7 0.3 
3 7. 9 7.0 1.9 1. 1 10 7.6 4.6 1.6 1.0 17 13.2 12.2 3. 1 2.4 24 4.2 3.1 0.8 0.4 
4 9.1 7.3 1.7 1.0 11 7. 5 5.0 1.8 1.1 18 12.6 10.8 3.1 2.1 25 7.2 7.4 1.4 0.9 
5 8. 7 6.8 1.8 1.0 12 7. 5 5.4 1.8 0.9 19 13.8 12.0 3.2 2.4 26 7. 2 7.1 1.4 0.6 
6 8.9 7.9 1.8 1.1 13 9.0 7.5 2.3 1.7 20 12.7 9.0 3.5 2.6 単位 (cm)

表 7.第二面面上出土かわらけ法量 (Fig.20)

38一山茶碗窯系こね鉢。口径32.0cm。体部外面下半はへラ削り、上部は陵を残す。口縁端部は沈

線状に凹む。器表はH音灰褐色、胎芯は灰褐色を呈 し;央雑物を多量に含む。

39 山茶碗窯系こね鉢。高台外径11.8cm。砂底の外底面に高台が貼り付けられる。内面の磨滅は

激しい。胎土は灰白色を呈し爽雑物を多く含む。

40 手あぶり。口径29.0cm。体部は聞き、口縁端部は内外に小さく引き出されている。口縁及び

内面はナデ、体部外面の口縁下は指頭痕が観察される。器表は灰黒色、胎芯は灰褐色を呈する。

41 硯。長方形硯。縦6.8cm以上、横8.8cm。海部最深厚1.Ocm。陸部最厚2.2cm。周縁は欠損。

42 砥石。仕上げ砥。残存長5.4cm。残存幅3.6cm。厚さO.6cm前後。斜方向の削痕が残る。

43 -鉄釘。錆激 しく 詳細は不明。残存長8.5cm。断面は1.1XO.8cmの方形を呈すると考えられる。

44 -鉄釘。錆激しく詳細は不明。残存長7.5cm。断面はO.4XO. 3cmの方形を呈すると考えられる。
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Fig.21 第二面面上出土遺物 (2) 
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45一笑。両端部を欠損している。残存長7.3cm、幅1.4cm前後、 厚さ0.5cm。

46一弊。上部片であり長楕円形の穿孔を有する。残存長2.2cm、|隔1.5cm。厚さO.3cm前後。

47-49は銅銭でありいずれも 北宋銭である。47-元祐通宝。 築書体。48 元豊通宝。 行書体。

49 -景祐元宝。 行書体。

50一木箱の蓋。縦4.2cm、横6.5cm、厚さ0.5cm。各側面は斜に削 られ断面台形を呈する。

51 平瓦。凹凸両面に離れ砂が観察される。凹商は糸切痕がみられる。凸面には格子目の叩きが

施される。側面はへラ向IJり。総表は灰白色を呈し芯部は黒灰色を呈する。厚さ2.3cm前後。

52一平瓦。凹凸面ともに離れ砂がみられる。凹面には糸切痕と縦、斜方向の窪みが観察される。

凸面は格子目の叩きが施される。側面はヘラ削りを施す。器表はj炎灰白色を、胎土は灰白色を呈す

る。厚さ2.4cm前後である。

II. A'"'-'B一1'"'-' 3グリッ卜検出の遺構と遺物

ここでは中世地山である黒褐色粘質土上面で検出された遺構について述べる。A-B-1-3グ

リッ卜に J~いて中世地山は海抜9.4m 前後で検出されており 、 東西構 l 条、井戸 l 基、礎板列、大

柱穴、柱穴約250口を検出し、柱穴手IJ8棟を確認することができた。以下、各遺構別に説明を加え

ていく 。

(1) 東西溝 (Fig.22)

グリット東西軸である 2ライン沿L、で検出された。上端幅0.9m前後、下端l幅0.6m前後。清底の海

抜は西部てや9.0m、東部てや8.9mであ る。西部は調査区外へつづき、東部は南北大滑により掘削され

ているが、東へ向かい緩〈傾斜しているものと考え られる。下端部には杭を打ちつけたと考え られ

る小規模な柱穴(杭穴?)が検出されており、杭と側板による護岸が成されていたものと考えられる。

C-3グリッ ト交点付近において数本の杭と|幅約 9cm、厚さ0.5cmの板による木組が検出されているが、

この東西溝との関係は不明で、ある。

出土した遺物は Fig.23，24に示した。

1-62はかわらけである。 1-18は手づくね成形の大皿、19-25はロクロ成形の大皿、 26は内

折れタイプ、 27-52は手づくね成形の小肌。53-62はロクロ成形の小皿である。手づく ねタイプ

は器壁が厚 〈、底部に丸昧をもち、器高の高いもの (7-9、28-30)よりも、底部が平底状で器壁

がやや薄〈、体部が聞くものが主流である。ロクロ成7膨大皿は口径、底径の比率が小さく、器高の

低いもの (20-22) しやや小振りのもの (23，24)、器高の高いもの(19，25)とがある。 ロクロ

成形小JllUi底音Ilの厚いもの (23) もみられるが、口径、底径 ともに広〈、器高の低いも のが主流で

ある。胎土は砂を合み、焼成良好である。

63 青磁重IJ花文碗。口径16.2cm。内面に 3本の横位の沈線と飛雲文が見られる。柑l以来緑色。貫

入あり 。)]台土は灰白色を呈する。

64一青磁書IJ花文碗。口径15.4cm。口縁部に輪花様の刻みを入れたものである。内面には横位と縦

位の沈線及び飛雲文がみられる。キ!llは深縁色。胎土は灰白色を呈する。

48 



。

c-

1 表土曜乱

2 時制色枯世土.少ji¥のかわ t;lti'
合tr. (かわら"溜り}
3 時制色帖賀土.IJHI 縦色砂il1入
する.

4. IH総色枯世j:. (中i吐地山}

[井 戸]

両証9.5111

← 

K'@‘ 
I .. J 

'堅¥〆
Il.-;-Y ， 
e・
1・
4 

[調査区西壁南北セクション]

5 時制色帖置土.1，足位金古む，しま
りは弱い.

6 時総色枯世 t.砂肢を古む.
7_ !ぬ色枯置土.n封醐位ぞ古も.
8. 倒防色枯町二t.Il報酬位令官む.7
に比ペてしまりは弱‘、

9 叫縦色帖町九州色砂混入 L.し

まりはゆ~ ~ '. (東四J削

10-26 

住i¥&rJl:.易度目匝 t.

[礎板列]

B 一宮一一園 田-.-:.!~c:グ

B一一 一 -K弘伽
竺竿管級学竺笥徹也竿竺:w.

A 

N 

10.0111 

=6> 
[大柱穴A.B] 

ゆと〆
4m(l/80jLZ一一一一一
Fig.22 A~B- 1 ~ 3グリッ卜検出遺構

49 



に二」三づ26

足三h??7
1で封二三A8C長長ゴ7雫二三ゴc:----=??6c三シグ55
ミ三上二三ミ三吉=?s 達三とゴ7 三三二c~6
モヨ二ゴ。ミ三長二グjgç三ユ-~8 Ç二ヨ二己三ク57
守 ζ トづ1ミ三と二:::Ioミ子十--::Ag て二三L358
三五斗一二三2 E記ここえミ昌二z~o ミヨ--こ九
三己こゴ3 ミ詔二ゴ2 て主と~1 更二二トイ

ミ二トイ4て孟ヨ二五 ミ三ヨ二亡三:亡二」ーク61
一一示、二ヰ二三~3 ~~づ~2三三止~25 ミ主主二~4

たことゴ6ミ豆二二年5 に二トイ40
Fig.23 東西溝出土造物 (1) 

50 

10cm (1/3) 



No 口径 底径 器高 内高 16 13.6 11. 2 2.6 1.2 32 9. 0 7.3 2.1 1.2 48 9. 6 7.9 1.7 1.1 
12.3 10.2 3. 3 2. 5 17 13.6 11. 8 2.5 1.3 33 8.5 7.1 1.9 1.3 49 9. 7 8.6 2.1 1.3 

2 13.4 11.1 3. 4 2. 7 18 13.2 11.1 3.0 2.3 34 8.6 7.2 1.9 0.9 50 10.1 8.2 1.9 1.2 
3 12.3 10.5 3. 3 2. 9 19 13.2 10.0 4.0 2. 7 35 8.7 6.9 1.9 1.3 51 9. 0 6.9 1.7 1.1 
4 12.8 10.8 3. 3 2. 4 20 13.0 9.3 3.1 2.1 36 8.8 7.6 2.2 1.2 52 11.2 8.0 1.8 0.9 
5 13. 7 11.8 3. 2 2.5 21 12.7 8.5 3.1 2.2 37 9.1 7.5 1.5 O. 7 53 9. 0 6.8 1.8 1.0 
6 12. 7 10.3 3.2 2. 3 22 13.0 10.0 3.4 2.6 38 10.2 8.0 1.5 0.4 54 9. 3 5.8 1.6 0.8 
7 12.6 10.9 3.3 2. 3 23 11.5 8.4 3. 4 2.5 39 8.5 7.9 1.5 0.8 55 8. 8 6.1 1.8 1.3 
8 12.6 11. 0 3.0 1.8 24 11. 4 7.2 3.0 2.2 40 9.0 7.4 1.8 O. 7 56 9.0 6.8 1.9 1.3 
9 14.1 13.2 3. 7 2.8 25 12.3 8.9 4.6 3.2 41 9.5 8.1 1.8 1.1 57 8.9 6.0 1.7 1.0 
10 13.9 11.9 3.3 2.5 26 7.2 7.1 1.5 0.8 42 8. 9 7.5 1.8 1.0 58 8.5 6.6 1.6 1.1 
11 12.7 10.9 2.8 1.8 27 10.7 9.5 2.2 1.7 43 9.3 7.2 1.8 1.1 59 8.1 5. 7 1.5 1.1 
12 13.6 12.2 3.3 2.2 28 8.4 7.6 2.2 1.3 44 8. 9 7.2 1.6 O. 9 60 8.8 6.4 1.6 0.9 
13 13.9 11. 0 2.9 1.8 29 8.8 7.5 2.2 1.4 45 9.2 7.7 1.3 O. 9 61 8.6 7.3 1.7 1.2 
14 13.5 11. 4 2. 9 2.3 30 8.4 7.6 2.1 1.3 46 9. 6 7.7 1.4 O. 7 62 9.0 6. 7 1.9 1.4 
15 13. 7 11. 8 2. 9 2.0 31 8. 6 1 7. 4 1 1. 71 O. 91 47 9.2 7.6 2.0 1.3 単位 (cm)

表 8.東西溝出土かわらけ法量 (Fig.23)

65 -青磁櫛描文碗。 f本部外面下位には櫛歯状工具による条線、体部内面にはへラによる文様が施

される。柑は深緑色透明。体部外面下位から外底部は露胎。胎土は灰白色を呈する。

66 青磁皿。口径9.6cm、底径3.0cm、器高25cm。内面下位には横住の条線、 内底面にはへラに

よる文様が施される。利は灰緑色。 外底面は露胎。胎土は灰白色を呈する。

67一褐紬盤。口縁部上面~側面及び体部外面中住以下は褐色を呈する。粕は淡乳緑色。胎土は灰

白色を呈し、爽雑物を含む。

68 常滑窯裂。 口径38.2cm。口縁は N字状に立ちあがる。胎土は灰色を呈 し精良。焼成良好。

69一黒漆塗 りの横櫛。歯は約1.5mm間隔で挽き 出されている。棟厚 9mm。棟高1.Ocm。歯長1.6cm。

70一用途不明木製品。丸昧をもっ台形を呈する。長辺19.2cm、短辺10.9cm、厚さ 3mm。助物の

〈 |つど
に与

、と~.~~6

UI 

3
1
而

010cm  (1/6) 10cm (1/3) 。

Fig.24 東西溝出土遺物 (2) 
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Fig.25 井戸出土遺物
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底板である可能性がある。

(2) 井戸

B -1グリッ トで検出された。平面IJ.Iま円71ヲを呈する。上端l陥0.9m、下端l隔0.7m、検出面から

のi奈さは約1.5mであり 、底面最深古11は海抜7.8mである。覆土上層はH音褐色粘質土てであり、かわ

らけの完形品が出土した。中一下)曹は有機物を含む褐色粘質土であり、 しまりは弱L、。また、井戸

の西と東に土丹切石をすえた柱穴が検出されている。芯~芯でがH.5mを測る。井戸との関係は不

日月。

井戸から出土した遺物1.:1:Fig. 25に示した。

1 -9はかわらけてーある。 l はロクロ成形の内折れタイプ。 2はロクロ成形の小皿であり株高は

低い。 3は子づくね成形の小皿てや器壁が厚〈 、やや器高の低いもの。 4 -7は子づくね成形の大

皿であり、 口径が広 〈、底部が平底状を呈するものである。いずれも焼成良好である。

10 -角形火鉢。体部は上方に立ちあがり口縁部は直角に折り曲け、られる。体部下位には数ヶ所の

穿孔が認められる。 この穿孔は貫通するものと、 しないも のとがある。器壁はj炎桂色を呈 し、 表面

の余IJ離が激しい。胎土は爽雑物多〈、芯部は灰白色を呈する。 一辺22cm以上のものである。

11-i屋美窯護。底径15.4cm。内外商には乳緑色の自然;f，1Jが生じている。体部外面下部はへラ削り

により調整され、外底面は砂底である。総表は暗灰色、 11台土は灰色を呈 し精良。焼成良好である。

12 -平瓦。凹凸両面には粗い離れ砂が付着す る。凸面には縦住、斜位の縄叩痕が、 凹商には斜位

の糸切痕が認められる。 側面はへラ削り される。器表、 11台土ともに灰白色を呈する。

(3) 大柱穴A，B (Fig.22) 

B -2 -3グリット、南北大溝の西肩において検出した。大柱穴Aは平面長楕円形を呈 し、長
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軸(南北)1.1m、短軸(東西)0.8m。確認面からの深さは0.5mであり底面からは 2枚の礎板が

重なった状態で検出された。礎板上面のレベノレは海抜8.70mである。大柱穴Bは2時期の掘り直

しが考えられるが新旧関係は不明で、ある。平面隅丸方形を呈し、長車1"(東西)O. 75m、短軸 (南北)

0.6m。確認面からの深さは西のものが0.5m、東のものが0.7mであり、 2枚の礎板が並んだ状態

てや検出された。礎板上面の海抜レベルは8.60mである。この大柱穴A，B は礎板の芯ー芯距離で

4.4m守iftlJIJ，南北の軸方向は N-38
0 

- Eである。門あるいは橋の基礎部分と考えられる。

(4)礎板列 (Fig.22)

B -2 -3グリット、大柱穴A，Bの東側に於いて検出した。南北大溝の範囲内であり、柱穴の

掘方は検出し得なかった。礎板は 4枚南北に並び、芯~芯距離で南から0.9m、1.8m、0.45mとな

る。南北の軸方向は N-38
0 

- Eであり、大柱穴 と同じである。

(5) 柱穴列 (Fig.26)

A-B-1-3グリッ ト、 第二面に於いては約45げという狭い面積上にも拘わらず約250口の柱

穴を検出し、東西及び南北方向の柱穴列を 8棟検出し得た。各柱穴列ともに調査区外へ広がり、 或

いは南北大溝により削平されているために全体の規模は不明である。以下、柱穴列 1-8と呼称し、

各柱穴列について説明を加えていく 。柱穴夢IJ1 -6は南北、 7-8は東西に刺l方向をも っ柵列又は

塀い、った構築物を想定し得ょう。

① 柱穴列|

B -1 -3グリッ卜に位置する南北方向に軸方位をもっ柱穴列である。柱穴は 5口であり、各柱

穴は径が30-40cmのF肉声L方形を呈しており、 深さは検出面から40-60cmである。西端の柱穴には

5 x 10cm角の柱が泣存していた。柱穴の間隔は2.1m(7尺)を測る。ip白方位は N-460 - Eである。

この柱穴列には多数の切り合いが認められ、短期間にほぼ同じ場所に同様の施設を構築したものと

考えられる。

② 柱穴列 2

B -1 -3グリッ卜に佐置する南北方向に軸方位をもっ柱穴列である。柱穴は 5口であり、各柱

穴は径が20-30cmの隅丸方形を呈しており、深さは検出面から30-45cmてやある。柱穴の間隔は1.8

m (6尺)を測る。軸方位は N-3T -Eである。

③ 柱穴列 3

B -1 -3グリッ卜に住置する南北に軸方位をもっ柱穴列である。柱穴は 5口であり、各柱穴は

平面隅丸方形もしくは楕円形を呈し、径が30-40cm、検11'，面からの深さは40-70cmである。柱デ

の間隔は1.9m (約6尺 3寸)である。MI方位L:J:N -32
0 

- Eである。

④ 栓穴列 4

B -1 -3グリッ卜に位置する南北に刺l方位をもっ柱穴列である。柱穴は 4口であり、各柱穴は

平面隅丸方形を呈 し、径は25-30cm、検出面から の深さは20-40cm程てゃある。柱穴の間隔は1.8m

( 6 尺)であり、 ~!ill方位は N -39
0 

- Eである。
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Fig.26 柱穴列
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表 9. 井戸出土かわらけ法量 (Fig.25)

⑤ 柱穴手Ij5 

A-B-1-3グリットに住置する南北に軸方位をもっ柱穴列である。柱穴は 4口であり、各柱

穴は楕円形を呈しており、径は20-30cm、検出面か らの深さは10-25cmてゃある。柱穴の間隔は2.0 

m(約6尺 3寸)であり、車IlJ方住は N-36" -Eである。

⑥ 柱穴ヲIJ6 

A-B-1-3グリッ卜に位置する南北に軸方位をもっ柱穴列である。柱穴は 5口であり、各柱

穴は隅丸方形を呈し、径は25-30cm程てゃある。検出面からの深さは20-40cm程である。柱穴の間

隔は2.1m(7尺)であり、軸方位は N-41"-Eである。

⑦ 柱穴列 7

A-B-2グリッ卜に位置する東西に軸方住をもっ柱穴列である。南隣する東西溝との関連は不明

である。柱穴は 2口、礎板を一枚検出し、柱穴は平面隅丸方形を呈 し、深さは検出商からの20cm程

である。礎板も柱穴に伴われたものと考えられるが南北大溝の範囲であり検出し得なかった。柱穴

及び礎板の間隔は2.0m(約6尺7寸)であり、車IlJ方位は N-48' -Eである。

(8) 柱穴列 8

A-B-1グリットに位置する東西に軸方位をもっ柱穴列である。東西溝に南隣するが関連は不

明である。柱穴は 3口であり、各柱穴は楕円形、向島丸方形を呈し、径は30-40cmて"ある。深さは検

出面から20-50cmてゃあり、東端のものが深い。柱穴の間隔は1.8m (6尺)であり、軸方位は N-

55' -Wである。
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第 3節南北大溝 (Fig.27-43)

ここでは B-D-1-3グリッ卜に砕いて検出された南北大溝について説明を加えることとする。

この溝は掘削深度の規定があり、全体を検出する ことは不可能で守あったため、施工主の御了解ーを項

き、調査区の北、南壁際に約1.5x7. 5mの卜レンチ(南北大溝N トレンチ、南北大溝Sトレンチ)

を設定し、この 2箇所に限り溝底まで掘り下け、た。また、両 トレンチからは溝護岸施設と考えられ

る木組を検出したが、構築方法が異なるため、南北方向のトレンチ(南北大溝 NSトレンチ)を設

定し、両木組の南限、 北限の確認を行なった。本節における各卜レンチは以下、 N トレンチ、 Sト

レンチ、 NSトレンチい呼称する。

1.検出遺構 (Fig.27)

南北大溝は覆土の堆積状況から約6期にわたる波謀、改修が行なわれたものと考えられる。各期

のものを溝 1-溝VIと呼称し説明を加えていく。堆積土層からは溝 1-溝VIへと掘り直されていく

ものと考えられる。各溝の南北主軸方位はほぼグリット南北車1"と同一である。

溝 Iの溝底は N トレンチてやは 2箇所の凹状地を有し、海抜レベノレ8.00-8. 50mていあり、 Sトレ

ンチに珍いては西側が深<8.15-8. 40mである。確認できる深さは0.5m前後、下端幅は1.2m前

後であり、断面は逆台形状を呈する。覆土は水摩した土丹粒、粗砂を含む灰褐色粘質土てある。また、

N トレンチでは 3x 2 cm角の杭を 3本検出したが用途は不明である。S卜レンチでは幅12cm前後、

厚さ1cm程の板を縦横方向の網代状に組み合わせた木組が東側に倒壊した状態で検出された。検出

レベノレは海抜8.45mである。縦板の下端部は山型に削り 尖らせている。この木組は調査区南外へ

と広がるが、 Sトレンチ以北への広がりは NSトレンチ南部において、木組の横板北端が二次的な

削痕を有していないことから、この部分までであると考えられる。 しかし、狭いトレンチ内での検

出であり、詳細は不明で、ある。

溝口の溝底は N 卜レンチにおいては中央部に凹状部をもち海抜レベル8.40-8.50m、Sトレン

チてやは8.30mであり南に傾斜している。確認できる上端|隔は1.4m前後、 -F端幅は0.8m程であり、

深さはO.5-0.6mである。断面は逆台形状を呈するものと考えられる。覆土は水摩した土丹粒、粗砂

を含む褐色粘質土である。

溝IIIの溝底レベルは N トレンチてや海抜8.60m、Sトレンチて."8.45mであり、南に向かい傾斜し

ている。確認できる上端幅は約2.0m、下端幅は0.6-1.0m、j奈さ0.8mである。覆土は暗褐色粘質

土であり、下層には水摩した土丹粒、粗砂を含む。また、 N トレンチでは海抜8.80mで15cm角の

柱を検出した。この柱と同規模のものは N トレンチ南外でも検出され3本南北に並び、柱聞は芯

-/芯てや1.6mてvある。

;蕎Nの溝底レベノレは N トレンチてや8.60m、Sトレンチてや8.65m と南がやや高くなる。確認でき

る深さは0.8m前後であり、下端|隔は1.6-1. 8mである。断面は逆台形状を呈すると考えられる。
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覆土はレンズ状堆積を呈し、植物遺体を混入する有機物層を含む。また、 N トレンチに於いて15

cm角の柱と幅約18cm、厚さ 1cm程の横板が検出された。柱検出の海抜レベノレは8.80mである。こ

の木組についてはNSトレンチから、横板は長さ2.0mのものが2枚、南北方向に並べられ、柱は

芯ー芯で1.6mの間隔て3本検出された。柱は横板の倒壊を防くやものと考えられる。先に述べた溝

III検出の柱列との対応、は東西方向では一致するようであるが、柱聞が北から2.9m、2.8m、2.4mをilliJり、

南のものはど狭くなり一定の数値は得られなかった。また、 NS卜レンチからはこの木組と溝Iてや

述ぺたSトレンチ検出の網代状木組との関係を明確にするような積極的資料は検出されていない。

溝Vの溝底は西へ傾斜しており、海抜レベルは N トレンチて."8.70 -8. 90m、Sトレンチで8.80

-9.20mである。壁の立ちあがりは明確ではないが、下端幅は2.0m前後て、、あり、断商逆台形状を

呈すると考えられる。覆土には土丹、 土丹粒を多量に含んでし、る。

溝VIは上部を表土により削平されている。確認できる上端|幅2.0m、下端0.3m前後、深さは0.8

m程であり、構底海抜レベノレは9.10mである。断面は上端幅の広い薬研堀状を呈している。覆土

は土丹粒を含む灰褐色粘質土である。

II 出土遺物 (Fig.28-43)

ここでは南北大溝から出土した造物について述べることとする。南北大溝は覆土の堆積状況から

溝 I-VIに分ける こと が可能であると先に述ぺたが、まず、どの溝へ帰属するかが不明瞭なものは

南北大溝内出土遺物とし、他のものに関しては溝 Iから順に説明を加えていく。

① 南北大溝内出土遺物 (Fig.28 -30) 

南北大溝内出土造物として図示可能なものは Fig.28-30に示 した 1-111である。

1 -57はかわらけである。 1-12は子づくね成形小皿。13-32、55はロクロ成形小皿。33-41、

57は子づくね成形の大皿。42-50、56はロクロ成形大皿。51、52はロクロ成形中皿。53は手づく

ね成形の異形品てや深いプロポーションをもつもの。 54は白かわらけであり 子づくね成形の内折れ

タイプである。子づくね成形てやは径が広〈、平底状を呈 し、器高の低いもの(1-5、33-38、41)

と、径がやや小さく、丸底状て¥器高のやや高〈ボッテリとしたもの (6-12、39、57) とがある。

ロクロ成形では底部がl享〈、器高の低いもの (13-16、55) と、器高が低〈、径の大きいもの(1 

7 -28、42-49、56)、器壁が薄〈、口径に比べ底径が小さく、器高の高いもの(29-32、50-52)

とがある。 55-57は底部に穿孔をもつものであり、いずれも焼成後にあけられている。

58 -青磁書IJ花文碗。口径15.4cm。内面に棋住、縦位の沈線が描かれている。利!は青緑色。胎土は

灰白色守呈する。貫入あり。

59 -青磁輩IJ花文碗。口佳16.2cm。内面に横住、縦位の沈線が拙かれている。日縁は外反気味であ

る。粕は深緑色、胎土は灰白色を呈する。

60 青磁碗。口佳16.7cm。内面にはへラによる文様が描かれている。体部外面のナデは強い。軸

は灰緑色を呈 し、体部下半以下は露IJ台である。胎土はi炎燈灰色を呈する。

61 -青磁鏑蓮弁文腕。仁l径15.2cm。柑は青緑色。 IJt;土は灰白色を呈する。貫入あり。
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No 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

口径 底径 器高 内高 15 8.9 7.4 1.6 0.6 30 6.8 5.0 2.0 1.5 45 11.7 7. 6 3.1 2. 3 

9.9 9.1 2. 1 1.4 16 9.0 7.4 1.9 1.0 31 7.8 4.9 2.3 1.7 46 12.0 7. 0 3.1 2. 2 

10.7 9.1 1.8 0.8 17 7.9 5.8 1.7 1.1 32 7.6 3.9 2.3 1.6 47 11.3 7. 6 3. 1 2.4 

9.7 8.4 1.7 1.0 18 8.1 6.3 1.5 O. 9 33 14.6 12.5 3.0 2.1 48 12.6 8. 0 3. 3 2.3 

9.0 7.7 1.7 0.9 19 8.1 6. 0 1.6 O. 9 34 12.8 11. 8 2. 7 2.1 49 12.9 7.8 3. 3 2. 4 

9.7 8.1 1.8 1.0 20 8.4 6. 3 1.6 0.8 35 13.8 11.8 3.3 2.3 50 12.7 6.4 3.4 2.8 

8.9 7.6 1.9 1.0 21 7.2 5.6 1.3 O. 4 36 13.9 12.8 3.1 1.7 51 11.3 6.3 2.9 2. 5 

9.1 7.7 2.0 1.1 22 7.3 6. 0 1.4 0.8 37 13.1 11. 0 3.1 2.3 52 10.6 5.2 3.1 2. 5 

8.2 6.9 1.5 O. 9 23 7.5 6.2 1.6 0.9 38 12.9 10.2 3.1 2.3 53 5. 6 5.6 3.4 3. 0 

8.2 6.3 2.0 1.4 24 7.8 5.3 1.7 0.9 39 13.5 11.1 3. 7 2.8 54 7. 0 6.1 0.9 O. 6 

7.9 6.6 2.0 1.3 25 7.8 5.2 1.5 1.1 40 13.3 11.3 3.3 2.4 55 7.8 5. 5 1.7 O. 9 

8.8 7.0 2.5 1.7 26 7.1 4.9 1.5 0.9 41 13.3 10.9 3.1 2.0 56 12. 7 8.5 3.0 2.4 

8.9 7.3 2.1 1.5 27 7.6 5.8 1.6 0.8 42 11.7 8.6 3.0 2.1 57 13.3 6. 5 3.4 2.4 

8.7 7.4 2.0 1.3 28 7. 8 4. 9 1.6 1.0 43 11.8 7.9 2.9 2.1 単位 (cm)

8.9 5.9 2.0 1. 1 29 7.9 5. 7 1.9 1.2 44 12.5 8.0 2.8 1.8 

表10. 南北大溝内出土かわらけ法量 (Fig.28)

62 一青磁碗。口径14. 4cm。 口縁部に刻みを入れたもの。 ~IIIIJ:淡青色失透。胎土は灰色を呈す。

63 -青磁碗。口径12.1cm。口縁部に刻みを入れたもの。荊11は淡青色。胎土は灰白色を呈する。

64 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.5cm。キIbは深緑色。高台内は露IJ台。胎土は灰色を呈する。

65 -青磁無文鉢。口径20.7cm。折縁の口縁を有する。幸111は青緑色。JJ台土は灰白色を呈する。

66 -青磁碗。 口径8.1cm。口縁部は肥厚 し玉紘状を呈する。罪111は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

67 -青磁皿。口径9.5cmo体部内面下位に強L、凹みをもっ。手111は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

68 -青磁蓮弁文鉢。高台外径5.6cm。高台畳付部は露胎。豹11は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

69 -白磁日正皿。底径5.6cm。紬は灰白色透明。胎土は灰白色を呈し若干の気孔を含む。

70 -白磁口正皿。口笹15.1cmo手111は淡青白色。胎土は灰白色を呈する。

71 -白磁日正皿。口径9.1cmo内面に型押しによる横位の粂線と 2段の蓮弁文がみられる。器壁

は薄い。キ111は淡青白色透明。胎土は灰白色を呈す。

72-白磁蓋。径7.Ocm。上商に型押しによる雷文帯を施す。側面にも文様の痕跡が認められる。

利lは灰白色透明。 胎土は淡灰白色を呈する。

73 -白磁査。高台外径5.8cmo ~III は灰白色を呈し、高台内及び畳付部は露胎。胎土は灰色を呈す。

74一白磁査。高台外径7.0cm。キIIJは淡青白色。高台部及び高台内は露胎。胎土は灰白色を呈する。

75 -白磁碗。高台外径6.Ocm。手111は淡灰緑色。高台内及び畳付部は露胎。胎土は灰白色を呈する。

76一早島式土器。口径11.6cm。内面一口縁部はナデにより調整され、外面には指頭痕を残す。胎

土はi炎灰白色を呈すが粗雑、焼成不良である。

77-山血。口径7.7cm。底笹5.6cm。器高1.5cm。器壁は厚〈、外底面に糸切痕を残す。口縁部に

は降灰がみられる。胎土は灰色を呈 し、やや粗い。

78一瀬戸窯入子。 口径7.Ocm。底径4.6cm。器高2.Ocm。器壁は薄〈、外底雨はへラ削りである。

口縁ー内面に降灰がみられる。11台土はj炎灰鐙色を呈する。
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Fig，29 南北大溝内出土遺物 (2) 
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79ーかわらけ質土製品。底径5.5cm。外面及び外底面は雑なナデを施す。小査となるものか?

80一渥美窯こね鉢。口径32.0cm。体部外面下位はへラ削りされる。内面下位の磨滅は激しし、。胎

土は灰色を呈し、やや粗雑である。

81 -手借り。口径48.0cm。体部下半には貫通する小穿孔がみられ、口縁部にもやや大きなものを

有する。器壁はナデにより調整される。胎土は軟質であり、器表は淡桂色、胎芯は灰黒色を呈 し、

爽雑物を含む。

82 -万子。鋳激 しく詳細は不明であるが残存長32.2cm。万幅2.6cm。棟幅5mm。

83 -用途不明鉄製品。両端を欠損 している。残存長17.4cm。断面は1.5 x O. 8cmの長方形を呈す。
84 -万子の柄。木製。柄頭部は丸〈仕上け‘られる。目貫径0.6cm。残存長12.Ocm。厚さ0.7cm。

85 -掛金具。掛金部長8.0cm。止金部長4.5cm。掛金断面は丸昧を帯び、止金断面は平らたい。

86一金銅製飾金具。調度品の装飾品と考えられる。

87一銅製鉱。片端を欠損している。残存長28.6cm。断面はカマボコ形を呈し、幅1.5cm、厚さO.4 

cm。植物繊維を巻いていた痕跡が認められる。端部に直径3mmの孔が穿たれている。

88 -砥石。仕上砥。泥岩製。残存長2.8cm。残存幅4.0cm。厚さ0.4cm。鋭利な削痕を残す。

89一奔。片端を欠損している。残存長7.7cm。幅O.9cm。厚さ0.3cm。

90 -奔。片端を欠損している。残存長6.1cm。幅0.7cm。厚さ0.2cm。

91 -奔。両端を欠損している。残存長6.7cm。幅1.5cm。厚さ0.3cm。

92 -鹿角。両端に切断面をもっ。直径1.5-2. Ocmて、、ある。

93 -漆器椀。高台外径は推定で6.7cm。内面に赤漆による析状の文様が子描きされている。

94 -漆器椀。口径14.8cm。高台外径7.9cm。器高5.8cm。体部外面中位に 4条の沈線が巡る。

95一軒丸瓦。八葉複弁蓮花文軒丸瓦。突出した中房に 1+ 8の蓮子を置く。中房外周には短い雄
蕊を配する。外区円縁に珠文を巡らす。瓦当面の直径は16cm前後である。器表は灰黒色、胎芯は灰

白色を呈する。

96 軒丸瓦。左廻り巴文軒丸瓦。巴文のまわりに珠文ぞ巡らす。瓦当面の直径は12.5cm前後て、あ

る。丸瓦部凸面は縦位のナデが施され、凹面には布目痕を有する。焼成は軟質であり、器表は灰白

色、芯部は淡撞灰色を呈する。

97 -平瓦。凹凸両面ともに粗砂が付着す る。凹面には布目痕がみられ 「永福寺」銘のスタンプが

捺される。凸面には裕子目の叩きが施される。器表は暗褐色、胎土は赤褐色を呈す答。

98 -平瓦。凹凸面には粗砂が付着する。凸面には縄目の叩きが施される。側面はへラ削りされる。

器表は灰白色、芯部は灰色を呈する。厚さは2.2cm程である。

99 平瓦。凸面には格子目の叩きが施され、粗砂が付着する。凹面はナデにより調整される。側

面はへラ削りされる。色調は灰白色を呈し、焼成不良で、ある。厚さは2.7cm程てゃある。

100一平瓦。 凹凸両面に粗砂が付着する。 凹面の布目はナデにより消される。凸函には格子目の

叩きが施される。側面、端面はへラ削りされるが、側面の仕上げは雑である。97と同質。
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101 丸瓦。凸面はナデにより調整させる。凹面は組砂が付着 し、布目痕が確認できる。凸T買部

付近に縦位の 2粂の凹線をもっ。器表は灰黒色、芯音11は灰白色を呈する。

102一板草履の芯部。長さ21.9cm、幅9.4cm、厚さO.3cm。

103 -板草履の芯部。半分守欠損している。長さ22.4cm、|幅4.9cm、厚さ0.3cm。

104 -用途不明木製品。平面菱形を呈し、 T頁部は荷札の如く両脇に刻みを入れる。長さ17.2cm、

l幅4.4cm、厚さ0.3cm。

105 へラ状木製品。長さ22.2cm、l幅1.3cm、厚さ0.4cm。両端は山形に削られている。

106 箸状木製品。断面は隅丸方形を呈する。長さ21.4cm、l幅0.6cm。

107一箸状木製品。断商は0.4x O. 6cmの長方形を呈する。長さ22.8cm

108 -棒状木製品。長さ25.2cm。断面は直径1.2cmの半円形を呈する。

109 箸状木製品。断面は楕円形そ呈する。長さ26.7cm。幅1.1cm。厚さ0.8cm。

110 - 箸状木製品。 断面は隅丸方形を呈する。長さ 28 . 7cm、 l~iÌÍ1. 1cm、厚さ0.7cm。

111 -用途不明木製品。平面は角のとれた台形状を呈する。側面は丁寧に削られている。 一長さ14.5

cmo 1隔5.1cm、厚さ2.4cm。

② 溝 I出土遺物 (Fig.31、32)

構 Iからの出土遺物てや図示可能なものは Fig.31、32に示した 1-49である。

1 -30はかわらりである。 1-8、29は手づくね成形小皿109 -16はロ クロ成形小皿。17-23

は手づくね成形大皿。24-28はロクロ成形大皿。30は糸切り底の内折れタイプである。子づ くね成

形は底部が丸〈 全体にボ、ツテ リtしたもの(1-3、17-19)と平底状を呈 し、器高の低いも の (4 

-8、18-23) とがある。ロクロ成形てやは、底部が厚 〈器高の低いもの(9、11、13、14、16)

し口径、底径ともに広〈、器高が低〈 、体部に丸l床をもつもの (10、12、25-28)、体部が上方

に立ちあがるもの (24) とがある。29はかなり器高の低いものであり、内商に布目痕が観察される。

31 -白かわらけ。口径8.5cm、底径4.5cm、器高1.5cm。子づくね成形。

32ーかわらけ質土製品。おそ らく 小査 となるも の。底径5.5cm。底部は1.7cm 1:厚 〈、内底面に

は×の線刻が観察される。

33一青磁書IJ花文碗。口径17.8cm。内面に横位、縦位の沈線をもっ。 紬は青緑色。胎土は灰色。

34 -青磁重IJ花文碗。高台外径6.0cm。内底面に蓮花文を描く o flllは深緑色。胎土は灰色を呈す。

35 黄手Ih鉄絵。底部片。内底面に草文が描かれる。手lhは黄褐色。胎土は灰色を呈 し爽雑物を含む。

36-38は銅銭である。36一祥符元宝。行書体。37-五録。築書体。 38一大宋元宝。楢書体。

39 -常滑窯裂。口径39.0cm。口端部は小さく上方に折り返えきれ、上面には沈線状の凹みをもっ。

器表は褐色を呈 し、外商には自然軸が生じる。胎土は灰白色を呈する。

40一常i骨窯輩。口径20.6cm。口端部は小さく上方に折り返えされる。器表は黒灰色。内面には降

灰がみられる。胎土は灰色を呈する。

41 -渥美窯こね鉢。体音11は直線的に立ちあがる。内面の磨滅は激しし、。色調は灰色を呈する。
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No 口径 底径 器局 内晶 8 9.1 7.4 1.9 1.1 16 9.3 7.5 1.9 1.0 24 11.7 9.5 3. 5 2. 7 

8.9 7.5 2_2 1.6 9 8. 7 6.8 1.4 0.6 17 12.5 11. 0 3.4 2. 7 25 13.3 10.1 3.0 2.0 

2 8.8 7.3 2.0 1.3 10 8.3 6.4 1.6 1.1 18 13.4 12.0 3.3 2.6 26 13.7 8. 1 3. 2 2_2 

3 9.0 7.1 2.0 1.2 11 7.7 6.3 1.7 O. 9 19 13.0 11.2 3.3 2_2 27 12.7 9.2 3. 1 2.3 

4 9.5 7.8 2.1 1.3 12 8.1 5.3 1.3 O. 6 20 13.0 11. 0 3.4 2.5 28 13.8 9.2 3.1 2.0 

5 8.9 6.6 1.5 O. 7 13 8.0 5. 9 2.0 1.1 21 13.1 12.7 3.9 2.9 29 10.6 7. 2 1.0 0.3 

6 9.0 7.7 1.8 1.2 14 8. 1 6.5 1.8 1.1 22 13.7 13.0 3.3 2.1 30 4.2 3. 5 0.8 O. 3 

7 8.9 7.9 1.8 1.1 15 8.1 5. 3 1.8 1.1 23 14.4 12.1 3.3 2. 4 単位 (cm)

表11.溝 I出土かわらけ法量 (Fig.31) 

42 -板草履の芯部。半分を失なっている。長さ 15.2cmo 1隔4.0cm。厚さO.3cm。

43 用途不明木製品。 2箇所に三角形の刻みをもっ。長さ14.8cm、|隔1.3cm。厚さO.6cm。

44 -箸状木製品。長さ21.7cm。幅O.6cm。厚さO.4cm。

45一箸状木製品。長さ23.1cmo 1幅O.6cm。厚さO.5cm。

46 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着 し、糸切痕が認め られる。 側面、端面はへラ削りされる。器

表は黒灰色、芯部は灰白色を呈する。厚さは1.2cm前後で、ある。

47 -平瓦。凹凸面 ともに粗砂が付着する。 凹面には布目と糸切痕が残る。凸面はかすかに糸切痕

がみられる。 側面、端面ともにへラ削り、器表は灰黒色、芯部は灰色を呈す。厚さ1.6cm前後。

48 

。 10cm (1/4) 

Fig.32 溝 I土遺物 (2) 
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48 -J;L瓦。凹凸面ともに組砂が付-着する。凸面はナデ調整される。凹面には布目痕がみられる。

側面はへラ削りされる。器表、芯部ともに灰白色を呈する。厚さは2.6cm前後である。

49 -丸瓦。凸凹面の粗砂付着は少ない。凸面はナデ、凹商には糸切痕を残す。側面、端面はへラ

削りされ、端面には粗砂が付着する。器表は灰色、芯部は灰黒色を呈す。厚さは1.7cm前後である。

③ 溝II出土遺物 (Fig.33)

溝口からの出土遺物で図示可能なものは Fig.33に示した 1-36ていある

1 -21 はかわらけである。 1-7は子づくね成形小Jillo 8 -14はロクロ成形小皿。15、16は手

づくね成形大皿。17-21はロクロ成形大胆である。手づくね成形は底部が丸〈、器高の高いもの(2、

3 )と、平底状て器高の低いも の (1、 4 - 7、15、16) とがある。ロクロ成形では小皿は底部が

厚〈、器高が低い。大皿も器高が低〈、体部がやや内轡するものである。 21は底部に穿孔をもっ。

22 -青磁鏑蓮弁文碗。口径13.2cm。利lは青緑色透明。 tJ台土は灰白色守呈する。

23一青磁天目茶碗。口径10.1cm。高台外佳5.1cm、器高5.1cmo 手lliは青緑色。高台畳付部は露胎。

胎土は灰色を呈する。貫入あ り。

24 -青磁無文折縁鉢。口径20.7cm。糊は青緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり 。

25 青磁無文折縁鉢。口径28.8cm。紬はH音青緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり。

26 -青磁折腰鉢。高台外径5.6cm。底部は薄し、。柑は深緑色。tI台土は灰色を呈する。

27一白磁査。口径11.3cm。口縁は折り返えされる o ~ill は灰白色失透。 胎土は灰白色を呈す。

28 -山茶碗。高台外径6.5cm。外底面は糸切り後、高台を貼りイ寸ける。色調は灰白色て、、粗)J台。

29 -美濃系山茶碗。高台外径3.4cm。高台にはモミ痕がみ られる。色調は灰白色を呈 し胎土精良。

30一山皿。口径9.0cm。底径5.6cm、器高1.9cm。外底面には糸切痕あり。灰白色を呈しIJ台土精良。

31-伊勢系土鍋。口縁部は内側に折り返えされる。色調は淡灰燈色を呈し、爽雑物を多く含む。

32 -i骨石鍋。底径14.6cm。底部厚1.8cm前後、体部厚1.4cm前後。

33 -常i骨窯襲。口縁部は N字状に折り返えされる。器表は褐色、胎土は明褐色を呈し爽雑物多し。

34 -~[干丸瓦。右廻り巴文。瓦頭面の直径12.0cm前後。器表、芯昔日ともに j炎灰控色を呈する。表面

裏面には粗砂が付着する。丸瓦との接合部分は深〈、)享〈粘土を貼 りつけている。

35 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着する。凹函は縦位のナデ、凸面には格子目の叩きがみられる。

側面はへラ削り 。器表、芯部ともに灰白色を呈する。厚さは2.4cm前後である。

36 -鉄釘。残存長8.lcm。断面は0.4x O. 6cmの長方形を呈する。頭部は平らたく曲げられる。

No 口径 底径 器高 内高 6 8.2 7.0 1.8 1.1 12 8.5 7.1 2.1 1.4 18 11. 8 8.8 3. 1 2.2 

9.7 7.7 2.1 1.3 7 8.7 7.9 1.6 O. 8 13 8.9 6. 7 1.9 1.2 19 12.7 7.8 2.9 2.0 

2 8.9 7.9 2.1 1.3 8 8.3 6.5 1.3 O. 9 14 7.5 5.5 1.7 1.0 20 11.7 7.2 3. 1 2.0 

3 9.5 7.8 2.1 1.4 9 8.2 5.8 1.5 D.5 15 14.2 12.0 3. 7 2.8 21 12.7 8.4 3.0 2.3 

4 8.0 7.2 1.6 1.1 10 8.5 6.0 1.8 0.9 16 13.8 11. 5 2.9 2.1 単位(cm)

5 9.0 7.5 1.7 1.1 11 8.6 6.3 1.8 1.0 17 12.8 7.7 2.9 2. 0 

表12. 溝II出土かわらけ法量 (Fig.33)
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④ 溝III出土遺物 (Fig.34~37) 

溝IIIからの出土遺物で図示可能なものは Fig.34~37に示めした 1 ~161である 。

1 ~74はかわらけである。 1 、 2は子づくね成形の小皿。 3~ 5は内折れタイプ。 6~50はロク

ロ成形の小皿。 51、 52は子づくね成形の大皿。 53~74はロクロ成形の大皿である。子づくね成形

は大皿、小皿ともに平底状を呈し、器高の低いもの(1、 2、51、52)である。ロクロ成形小皿は

器高が低〈、底部の厚いものが主流であり、器高がやや高〈、深めのプロポーショ ンをもつもの(4 

4 ~50) もみられる。ロクロ成形大皿は口径、底径がともに大きく、器高の低いタイプが主流であ

り、 65~74は器高の高いものである。 73の器壁は薄い。内折れタイプは全て糸切り痕を残す。 3 の

体部は直立するが、 4、 5I:J:強〈内折れる。 6の小皿はロクロ成形の特小品である。

75 白かわらけ。口径8.7cm、底径8.1cm、器高1.9cm。内高1.5cm。手づくね成形。

76 臼かわらけ。口径5.8cm。底径5.7cm。器高1.3cm。内高0.8cm。子づくね成形。

77 青磁書IJ花文碗。 口笹15.1cm。内面に横住の条線がみえる。柑は灰緑色、胎土は灰色を呈す。

78 青磁鏑蓮弁文碗。口径14.7cm。口縁は外反する。柑は青繰色、胎土は灰白色を呈する。

79一青磁錦蓮弁文碗。口径15.8cm。口縁は外反気味。紬は青緑色失透。胎土は灰白色を呈する。

80一青磁鏑蓮弁文碗。口径14.3cm。柚は灰青緑色。胎土は灰白色を呈する。

81 青磁鏑蓮弁文碗。口径15.5cm。紬は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

82一青磁鏑蓮弁文碗。口径15.6cm。紬は青緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり。

83 -青磁鏑蓮弁文碗。口径14.9cm。粕は灰青色。胎土は灰色を呈する。

84 青磁鍋蓮弁文碗。口径13.1cm。蓮弁の幅は狭い。柑は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

85 -青磁碗。高台径2.4cm。高台内は削られず外底面は露胎。軸1:J:灰緑色。胎土は灰白色。

86一青磁碗。高台外径3.7cm。高台内は露胎。柑は青緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり。

87一青磁鏑蓮弁文碗。高台外径3.8cm。高台畳付部は露胎。青緑色柑。胎土は灰白色を呈す。

88一青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.2cm。高台内は露胎。利は灰緑色。胎土は灰色を呈する。

89 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.0cm。高台内は露胎。柑は灰青緑色。胎土は灰色を呈する。

90 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径4.5cm。高台畳付部露胎。柑は灰緑色。胎土は灰色を呈する。

91 -青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.3cm。高台内は露胎。軸は灰緑色。胎土は灰白色を呈する

92一青磁碗。口径11.3cm。口縁に輪花の刻みがある。車Ihは灰緑色。胎土は灰白色を呈する。

93 青磁碗。 口径7.5cm。口縁は端反り状を呈する。軸は灰緑色。胎土は灰色を呈する。

94 青磁鏑蓮弁文折縁鉢。口径20.2cm。柑は青緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり。

95 -青磁折縁鉢。口径19.8cm。器表は荒れている。利lは灰緑色。胎土は灰色を呈す。貫入あり。

96 青磁無文鉢。高台外径10.6cm。高台畳付部露胎。利は灰緑色。胎土は灰白色。貫入あり。

97 青磁鉢。内面に陰刻された蓮弁文をもっ。口径13.0cm。青緑色柑。胎土は灰色を呈する。

98 -青磁折腰鉢。高台外径4.7cm。高台畳付部露胎。利lは青縁色失透。胎土I:J:樫灰色を呈する。

99一青磁碗。内面に陰刻された蓮弁文をもっ。高台外径5.4cm。高台畳付部は露胎。手Ib1:J:青緑色。
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N。口径 底径 器局 内晶 19 7.8 6.5 1.4 0.6 38 7.1 5.0 1.8 1.0 57 12.4 8.5 3.2 2.5 
8.5 7.1 1.3 0.4 20 7.0 5.0 1.6 1.0 39 7. 5 5.1 1.4 0.8 58 11. 9 7.8 3.4 2.2 

2 9.0 7.7 1.8 1.1 21 7.7 5.6 1.8 o. 9 40 7.9 5.6 1.6 1.0 59 12.0 7.8 2.8 2.3 
3 3.8 3.1 o. 7 0.4 22 7.1 4.6 1.5 1.0 41 7.4 4.6 1.6 1.0 60 12.3 9. 7 3.1 2.4 
4 4.9 4.3 0.8 0.5 23 7.3 5.8 1.4 O. 9 42 7.6 5. 9 1.6 1.2 61 12. 7 9.9 2.9 2.0 
5 4.4 3.7 0.9 o. 4 24 7.6 5.2 1.4 o. 7 43 7.4 5.6 1.5 1.0 62 12.2 8. 7 3.3 2.5 
6 5.4 4.4 1.0 0.3 25 8.2 6.0 1.6 o. 9 44 7.1 4.8 1.9 1.3 63 12.7 7.9 3.3 2. 7 
7 7.8 4.5 2.0 1.1 26 7.8 5.4 1.7 1.1 45 7.4 4.9 1.8 1.3 64 12.5 8.2 3.3 2.6 
8 7.9 5.4 1.4 0.9 27 7.4 5.0 1.5 1.0 46 7.9 5.6 1.9 1.4 65 12.2 7.6 3.3 2.5 
9 8.2 5.8 1.3 0.5 28 6.9 4.8 1.5 1.0 47 8.0 5.6 1.9 1.1 66 12.2 7.8 3.6 2.9 
10 7.8 6.2 1.3 0.6 29 7. 5 5.5 1.5 0.9 48 7.3 5.2 1.8 1.0 67 13.2 7.5 3.6 2.8 
11 7.0 4.7 1.6 1.0 30 7.3 5.3 1.3 0.6 49 8.5 6.1 1.8 1.1 68 12.1 8.0 3.7 3.0 
12 7.3 5.5 1.5 0.8 31 7. 3 5.4 1.5 0.9 50 8.5 6. 0 1.8 0.9 69 12.3 7.8 3.4 2.6 
13 7.3 5.6 1.4 O. 7 32 7.5 4.6 1.5 1.0 51 13.5 12.0 3.2 2.2 70 12.2 7.2 3.7 3.0 
14 7.9 4.9 1.6 1.0 33 7. 5 5.0 1.7 1.1 52 14.0 11. 9 3.4 2.6 71 12.4 7.4 3.4 2.8 
15 7.7 5.5 1.5 0.9 34 7. 5 5.4 1.7 o. 9 53 11.8 7.4 3. 2 2.5 72 12.9 7.8 3.6 2. 7 
.6 7.5 5.4 1.7 1.0 35 8.2 6.0 1.6 1.1 54 12.2 7.8 3. 2 2.4 73 12.6 7.0 3.3 2.7 
17 7.0 5.0 1.7 1.0 36 7. 6 5.5 1.5 0.8 55 11.9 7.3 3. 3 2.5 74 12.9 9.4 3. 7 2.9 
18 7.3 4.8 1.5 o. 8 37 8.0 5.6 1.7 1.3 56 12. 4 1 8. 21 3. 21 2. 5 単位(cm)

表13. 溝III出土かわらけ法量 (Fig.34)

胎土は灰色を呈する。

100一青磁片。頚部と肩部に透し彫りを施したようであり、肩部には唐草文が陽刻されている。

小片の為、 用途不明であるが夜学蓋置の可能性がある。 紬は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

101 白磁口正皿。 口径12.8cm。底径7.5cm、器高3.5cm。淡灰緑色軸。胎土は灰白色を呈す。

102 -白磁日正皿。口径11.5cm。底径7.5cm。器高3.1cm。淡青白色利。胎土は灰白色を呈す。

103 -白磁日正皿。 口径13.6cm。軸は淡青白色紬。胎土は灰白色を呈する。

104 -白磁日正皿。 口径10.9cm。軸は淡灰白色。胎土は灰白色を呈する。

105 -白磁日正皿。 口径11.2cm。底径5.8cm。器高2.7cm。淡青灰色利。胎土は灰白色を呈す。

106一白磁口正皿。口桂11.9cm。軸は淡灰色。胎土は灰白色を呈する。貫入あり。

107 -白磁日正皿。 口径10.7cm。柑は淡澄灰色。 胎土は燈灰色を呈する。貫入あり。

108 白磁日正皿。 口径11.8cm。粕は淡灰色。胎土は灰白色を呈する。

109一白磁口正皿。 口径12.2cm。柑は淡青灰色。胎土は灰白色を呈す る。

110 -白磁口正皿。 口径9.8cm。紬は淡灰色。胎土は灰白色を呈する。

111-白磁口正皿。口径9.8cm。底径6.0cm。器高2.5cm。灰白色紬。胎土は灰白色を呈す。

112一白磁口正皿。口径9.8cm。底径6.1cm。器高2.7cm。灰白色軸。胎土は灰白色を呈する。

113 -白磁口正皿。口径8.8cm。軸は灰白色。 胎土は灰色を呈する。

114一白磁口正皿。 口径7.9cm。底径4，8cm。器高1.6cm。灰白色柑。胎土は灰白色。貫入あり。

115 白磁口正皿。口径12.3cm。器壁が薄〈内面に押印による文様をも っ。柑は灰白色。胎土は

灰白色を呈する。
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116 青白磁皿。口径10.8cm。内底面にへラによる文様をもっ。淡青白色利。胎土は灰白色。

117 -青白磁梅瓶。表面にj向文が描かれる。軸は水青色。胎土は灰白色を呈する。

118一青白磁血。 高台外径2.4cm。内底面に文様が押印される。軸は青水色を呈 し、内商のみ確認

された。胎土は灰白色を呈する。

119一青白磁査。底部小片。高台外径4.3cm。内面のみに育水色利l。胎土は灰白色を呈する。

120 -青白磁合子蓋。口径7.2cm。器高2.0cm。項部に牡丹文、側面に細い蓮弁文を施す。柑は水

青色。胎土li灰白色を呈する。

121一青白磁査。口径2.2cm。栴瓶の口縁部と思われる。紬は青水色。胎土は灰白色を呈する。

122 -常i骨窯襲。口径45.6cm。口縁は N字状を呈する。器表は暗褐色を呈し降灰がみられる。胎

土は灰白色を呈し粘性が強い。

123 常滑窯壷。口径9.8cm。口縁は折り返えされる。器表は11音褐色を呈 し降灰がみられる。胎土

は灰黒色を呈し、断面はザ、ツクリとしている。

124 常滑窯鳶口査。底径9.6cm。器表は褐色を呈する。胎土は灰白色を呈し、粘性は弱い。

125 山茶碗窯系片口鉢。口径14.2cm。底径11.4cm、器高7.2cm。体部はナデにより調整される。

外底面は砂底。胎土は灰白色を呈 し、断面ザクリとしている。注目は指頭によりつまみ出す。

126一常滑窯こね鉢。口径28.Ocm。底径16.0cm。器高10.2cm。口縁下外面のナデは弱い。体部外

面中一下位は板ナデされる。器表は暗褐色、胎土は燈色を呈する。

127 -山茶碗窯系こね鉢。口径24.0cm、底径13.0cm。器高7.0cm。おそらく高台が付くものであ

る。内面下住の磨滅は激しい。色調は灰白色を呈する。

128一山茶碗窯系こね鉢。口径22.8cm。高台外径8.6cm。器高8.6cm。内面の磨滅は激しい。色調

は灰白色を呈する。

129 滑石鍋。口径34.Ocm。鍔部上面と下面の幅はほぼ同じである。外面には細かい自IJ痕をも

つが、内面はきれいに仕上げられる。口縁直下内面にはノミ状工具の削痕がみられる。

130滑石鍋。口径32.0cm。鍔部上面幅よりも下面幅のほうが長い。鍔部以下の器壁は口縁部に比べ

半分の厚さである。体部外面には細かい削痕をもつが内面は丁寧に仕上け、られている。

131 滑石鍋。口径30.2cm。鍔部上面幅よりも下面幅のほうが長L、。器壁の厚さは一定している。体

部外面には細かい削痕をもつが内面は丁寧に仕上げられる。外面にはススが付着 している。

132一滑石鍋。底径22.Ocm。体部外面には細かい削痕がみられる。内面は丁寧に仕上け、られる。

133 手熔り 。底径約29.0cm。器表li淡灰燈色。胎芯は灰白色を呈する軟質のものである。脚が

付くものであるが欠損している。体部下佐一底面には多くの小穿孔が認められ、貫通するものとし

ないものがある。脚部の穿孔は直径O.9cm程である。

134-137は手熔り口縁部片である。いずれも器表は灰黒色、芯部は灰白色を呈し、外面中位も木

口状工具による縦位の掻きナデがみられる。 134、135は口縁端部に丸昧をもち、 136、137はやや

平らであり 内側に小さく引き出されるものである。
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138 かわらけ質用途不明土製品。底径7.5cm。外底面には糸切り痕を残す。底部厚は2.6cm 1:厚

い。f本部は開きながら立ちあがっており、上部li/:'薄 くなる。全体にナデにより調整されるが、体

部外商中位のナデは強い。

139 山茶碗。口径13.6cm。色調は灰白色を呈す。胎土は爽雑物を多く含む粗らいものである。

140ァ山茶碗。口径13.Ocm。色調は灰色を呈する。)j台土は粘性があ り精良。

141 山茶碗。高台外径6.1cm。糸切りされた外底面に高台を貼り付ける。畳付部にはモミ痕がみ

られる。内商は磨滅している。色調は灰色を呈 し、断面はザ、ツク リとしている。

142一山皿。口径7.7cm。底径5.9cm。器高1.8cm。外底面には糸切り痕を残す。胎土は灰白色を

呈し粗雑である。

143、144-温石。滑石鍋を転用している。

145 -消-石製スタンプ。スタンプ面の彫りが浅く、文様は不明である。未製品の可能性がある。

145 砥石。荒砥。表面に V字状の削痕がある。

147 -砥石。仕上砥。j尼岩製であり、厚さ0.5cm程である。

148 -四葉硯。 側面の余1]離したものである。

149 -奔。 長さ12.5cm。幅0.8cm。厚さ0.3cm。

150一奔。長さ11.Ocmo 幅1.1cm。厚さO.3cm。

151一奔。 片端を欠損 している。残存長14.5cm、幅1.2cm。厚さ0.2cm。
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Fig.37 溝III出土遺物 (4) 
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152一奔。両端を欠損 している。残存長8.6cm、IPIii1.6cm。厚さ0.4cm。

153一斧。片端を欠損 している。残存長6.8cm、|幅1.4cm。厚さ0.3cm。

154一骨製品。長さ6.0cmoI幅1.5cm。厚さ0.2cm。断面はカマボ、コ状を呈する。曲面には鋭利な

刃物による文様が彫られている。

155 -奔。両端を欠損している。残存長6.6cm、幅1.5cmo J享さ0.4cm。

156 平瓦。凹凸而ともに粗砂が付着し、糸切り痕が明瞭に残る。端商にへラ削りを施す。器表、

芯部ともに灰黒色を呈する。厚さ2.1cm前後。

157 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着し、糸切り痕を残す。 {l!IJ面、端面はへラ削りを施す。器表

はi炎灰燈色、芯部は黒灰色を呈し焼成良好である。厚さ1.7cm前後。

158一平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着する。凹面に は布目痕と糸切痕を、凸面には縄叩き の痕が

残る。端面はへラ削りを施す。器表、芯部ともに灰白色を呈する。厚さ2.6cm前後である。

159 丸瓦。凹凸面ともに粗砂が付着する。凹面には布目痕と糸切り痕を、凸面には 縄叩きの

痕が残る。側面、端面はへラ削りを施す。器表、芯部ともに灰白色を呈する。厚さ2.0cm前後。

160一丸瓦。粗砂の付着は不明瞭で‘ある。凸面には縄目のIJP、凹面には布目痕を残す。側面はへ

ラ削りを?施す。器表は灰黒色、芯部は灰白色を呈し焼成良好。 厚さ2.0cm前後である。

161 丸瓦。凸凹面ともに組砂が付着する。凹面には布目痕と糸切り痕を残し、凸面には斜格子目

の叩きを施す。側面はへラ削りを施す。器表、芯部と もにi炎校灰色を呈す。厚さ2.1cm前後。

⑤ 溝N出土遺物 (Fig.38、39)

j苦Wからの出土遺物で図示可能なものは Fig.38、39に示した 1-42である。

1 -19はかわらけである。 1-4は手づくね成形の小皿。 5-12はロクロ成形の小皿。 12はロク

ロ成形の特小品。13-15は子づくね成形の大皿、 16-18はロ クロ成形の大皿である。手づくね成

形てやは丸底状ていボ、ツテリとしたもの(3、4、13、14) と、平底状てや器高のやや低いもの(1、2、

15) とがある。ロクロ成形てやは底部の厚いもの (5-8、10) と器高の低いもの (11、12、16-

18) と、器壁が薄〈、器高の高いもの(9 )とが見られる。

20 -泥岩製円盤。直笹6.2cm前後。厚さ 1.8cm前後。表面、側面ともに丁寧に削られている。

21-青磁鏑蓮弁文碗。口径13.5cm。紬は灰緑色。胎土は灰白色を呈する。

22 -青磁鏑蓮弁文碗。口径10.4cm。口縁端部は外反する。利lは深緑色。胎土は灰色を呈する。

23一青磁鏑蓮弁文碗。高台外径5.0cm。高台内は露胎。柑lまi楽繰色。JJ台土は灰色を呈する。

24 -青磁碗。高台外径4.2cm。高台畳付部は露胎。キ111は灰青色。 IJ台土は灰白色を呈する。

25一青磁皿。口径10.8cm。口縁端部に輪花様の刻をもっ。キ111は灰青色。JJ台土は灰白色を呈する。

26 -青磁鏑蓮弁文鉢。口径14.9cm。口縁部は折縁である。軸は灰青色。胎土は灰白色を呈する。

27 青磁鏑蓮弁文鉢。高台外径10.7cm。高台畳付部は露胎。灰縁色利10H台土は灰白色を呈する。

28 -白磁日正碗。口径12.0cm。器高が高〈碗状である。軸は淡青白色。胎土は灰白色を呈する。

29 -白磁口J[血。口径11.2cm。手111は灰白色。胎土は灰白色を呈する。
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表14.溝W出土かわらけ法量 (Fig.38)

30 -白磁口正皿。底径5.5cm。粕は淡灰白色。胎土は灰白色を呈する。

31 青白磁水注。底部小片からの復元である。外商には横位の条線と渦巻文 (? )の一部が残る。

高台部は露胎。軸は水青色。胎土は灰白色を呈する。梅瓶の可能性がある。

32一硯。剥離が激しいが、断面は台形を呈している。残存長8.1cm。残存l幅4.8cm。

33 -硯。小片の為、全体形は不明であるが、平面台形を呈するものであろう。海部最深厚0.9cm。

最大厚1.4cm。海部の上方には線刻による文様が認められる。

34 -独楽。木製。径5.7cm。上面に軸棒を差 した痕跡が残る。底部は欠損 してい るために軸棒を

差 したものか、丸底なのかは不明。下半部には細かい削痕が残る。

35 -漆皿。口径9.4cm、底径7.0cm。器高1.2cm。内面には赤漆による文様が描かれている。

36一常滑窯襲。口径47.6cm。口縁部はイ形になる。器表は褐色、胎土は黒灰色を呈する。

37 -山茶碗窯系こね鉢。 口径21.8cm。口縁~外面中佐には自然紬を生じる。胎土は灰白色。

38 山茶碗窯系こね鉢。口径33.0cm。高台外径13.6cm。器高15.0cm。体部下住はへラ削り されー

る。胎土は白灰色を呈 し爽雑物多く含む。

39 -手倍 り。口径36.0cmo 内面一口縁にかけては横ナデ、体音阿ヨ位は指頭痕がみられる。口端部

は内外に突出する。貫通する小穿孔をもっ。器表は黒灰色、胎土は灰白色を呈する。

40 滑石鍋。口径31.0cm、底径21.6cm。器高12.4cm。鍔部上面部よりも下面部が長い。外面の

工具痕は多くの方向性をもち一貫 しない。鍔部、 口縁端部内面には鋭利な刃物による削痕がある。

41一丸瓦。凸面はナデ、側面、側縁はへラ削りが施される。凹面には布目痕、糸切痕が見られる。

器表は灰黒色。芯部は灰白色を呈する、厚さは2.5cm前後である。

42 -丸瓦。凸面には縄目の叩きが施され、粗砂が付着する。側面はへラ向IJ9，玉縁部凸面は横ナ

テ二 凹面には布目が残る。器表は灰色、芯部は淡糧灰色を呈する。厚さは2.0cm前後。玉縁部の厚

41 

j 

。 10cm (1/4) 

Fig.39 溝W出土遺物 (2) 
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さは1.2cm前後て、ある。

⑥ 溝V出土遺物 (Fig.40-42)

溝Vからの出土造物で図示可能なものは Fig.40-41に示めした 1-96である。

1-58はかわらけである。 1-16は子づくね成形の小皿。17-38はロクロ成形の小皿。39は手

づ くね成形の異形品。40は糸切り底の内折れタイプ。41-49は手づくね成形の大皿。50-58はロ

クロ成形の大皿である。手づ くね成形てやは丸底状で器高の高いもの(1-3、11-16、41-43)

L 平底状で器高の低いもの (4-10、44-49) tが見られる。39は口径6.7cm、器高3.0cmを測

り特異なものである。ロクロ成形では底部が厚いもの (17-19) と、器高が低〈 、口径、底径の大

きいもの (20-24、50、51、53) と、器高が低〈、小振りなもの (25-32) と、 器高がやや高〈、

休部が内管するもの (33-38、52、54-58) とがある。40は口縁端部が大きく内折れるタイプで

ある。16の子づく ね成形小肌の内底面には刃物の先でつけられた棋形の削痕がみられる。50のロク

ロ成形大皿の内面には煤の付着が観察される。

59 臼かわらけ。子づくね成形。 口径8.0cm。底径6.0cm。器高1.6cm。

60 白かわらけ。手づ くね成形。 口径7.0cm。底径6.0cm。器高1.1cm。

61 -白かわらけ。手づくね成形。 口径6.2cm。底径5.1cm。器高1.Ocm。

62 -青磁血。口径10.2cm。内面下位に沈線状の凹みをもっ。灰緑色透明軸。胎土は灰色を呈す。

63一青磁皿。底径4.Ocm。内面に櫛描き文様をもっ。{本部外面中位から外底面は露胎となる。軸

は灰緑色。胎土は灰白色を呈する。

64 -青磁頚~肩部片。頚部外面には 3条の凹み、 肩部には l条の凸線が認められる。おそらく瓶

と考えられる。軸は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

65 -白磁査。肩ー胴部片。肩部内面、胴部内面下佐の陵は強い。灰色柑。胎土は灰白色。

66一白磁口正碗。口径6.4cm。体部下住は露胎。口縁端部上面、内面にはターノレが付着している。

利lは灰白色失透。胎土は白色を呈する。

67 -青白磁合子身。口径5.3cm。底径5.2cm。器高1.5cm。体部外面には細し、蓮花文を 2段に配す。

受け部、内面、外底面は露胎である。キIsは淡青白色。胎土は白色を呈する。貫入あり。

68 -白磁日正皿。口径9.0cm。粕は灰白色。胎土は白色を呈する。

69 -青白磁皿。輪花状の口縁をもっ。内面には花文を施す。軸は灰白色透明。胎土は灰白色を呈す。

70 常滑窯査。頭部は聞きながら立ちあがり口縁部は外方に折り曲け、られ、端部は縁帯状を呈す。

器表は黒褐色、胎土は灰色を呈し、断面はず、ツクリと している。

71-常滑窯襲。口縁端部は N字状を呈す。器表は暗褐色、胎土は灰白色を呈す。降灰が見られ

る。

72一常滑窯襲。口縁端部は上方に伸びる。器表は暗褐色、 IJ台土は灰燈色を呈す。

73 -常滑窯護。底径18.0cm。体部下位には板ナデが施される。器表は灰桂色。胎土は灰白色。

74一山茶碗窯系こね鉢。口縁部I.:J:肥厚し、端部に沈線をもっ。色調は灰白色を呈する。
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No 口径 底径 器晶 内高 15 8.2 7.9 2.0 0.8 30 7.2 5.6 1.5 0.9 45 13.2 11.3 3.0 2. 7 

10.2 9.1 2.1 1.5 16 9.3 8.5 2.1 1.5 31 7.6 5. 9 1.6 o. 9 46 13.5 l2_2 3.3 2.3 
2 9.4 8.2 1.8 1.0 17 9.3 6.5 2.2 1.1 32 8.2 5. 7 1.7 1.1 47 13.6 11.3 3.4 2. 7 

3 9.8 8.3 2. 0 1.1 18 9.1 7.4 2.2 1.1 33 7.9 5.3 2.0 1.3 48 13.0 11.4 2.8 1.7 

4 9.1 7.7 1.7 1.2 19 8.7 7.3 1.7 1.0 34 8.3 5.5 1.9 1.3 49 13.8 11.7 2.9 2.2 

5 9.3 8.5 1.8 O. 9 20 8.2 5.5 1.5 O. 7 35 7_1 5.1 1.9 1.3 50 12.3 8.3 3.2 2.2 

6 9.6 8.9 1.6 1.1 21 8.6 6.8 1.6 0.8 36 7.7 4.9 2. 0 1.4 51 11. 8 8.2 3.1 2.2 

7 9.3 8.1 2.0 1.3 22 8.4 5. 7 1.4 0.8 37 8.5 5.1 1.9 1.3 52 14.1 9.6 3.2 2.5 

8 9.1 6.9 1.9 1.1 23 8.1 6.5 1.5 0.8 38 8.3 5.4 1.7 1.0 53 12.0 7.2 3.0 2.3 

9 9.6 7.9 1.8 1.0 24 8.0 5.1 1.8 1.1 39 6. 7 2. 7 3. 0 2. 4 54 12.5 8.9 3.4 2.5 

10 9.9 8.9 2.0 1.4 25 7. 5 4.7 1.8 0.9 40 6. 7 5. 7 1. 4 O. 7 55 12.3 7.9 3.3 2.5 

11 8.6 7.5 2.0 0.8 26 7.8 5.3 1.7 1.1 41 12.8 1L 9 3.6 2.6 56 10.8 7.6 3.5 2. 7 

12 9.2 8.4 2.1 1.7 27 7. 4 5.1 1.6 0.8 42 12.7 11.2 3.4 2. 7 57 12.5 7.4 3.6 2.8 

13 8.6 7.1 1.9 1.1 28 7. 8 5.1 1.5 o. 7 43 12.4 11.5 3.5 2.6 58 12.2 6.6 3. 7 2.8 
14 9.0 7.6 2.0 1.3 29 7. 51 5.51 1. 61 1. 0 1 44 1 13.31 11. 4 1 3. 01 2.2 時if立 (cm)

表15. 溝V出土かわらけ法量 (Fig.40)

75 -山茶碗窯系こね鉢。高台外径15.6cm。内面の磨滅は激しい。色調は灰白色を呈する。

76 -瓦質黒縁皿。口径13.3cm。胎土は灰白色を呈する。

77 -漆器椀。体部内、外国に赤漆で花文を手描きしている。

78 -棒状木製品。残存長16.4cm。断面は1.3 x 1. 3cmの隅丸方形状を呈する。

79ーへラ状木製品。残存長20.1cm。断面は1.4XO.6cmの楕円状を呈する。

80 箸状木製品。残存長18.2cm。断面は1.0XO.6cmの惰円状を呈する。

81一箸状木製品。全長18.9cm。断面は0.7X O. 5cmの隅丸長方形状を呈する。

82一箸状木製品。全長20.8cm。断面は0.5X O. 5cmの不正円状を呈する。

83-85は銅銭である。いずれも北宋銭。 83一皇宋元宝。築書体。 84、85-元祐通宝。築書体。

86一軒丸瓦。三ッ巴文の周りに宝珠を巡らし、その外周に界線を巡らせている。器表は灰黒色、

芯部は灰白色を呈する。瓦当商の直径は14cm前後と考えられる。

87 丸瓦。凸面には縄叩き痕、凹面には布目痕がみられる。側面はヘラ削りを施す。器表は灰黒

色、芯部は灰白色を呈する。厚さは1.9cm前後である。

88 -平瓦。凹凸面と もに粗砂が付着している。 凹面には布目痕、凸面には縄目の叩きがみられる。

側面、端面はへラ削りが施される。色調は灰黒色を呈する。厚さは2.5cm前後である。

89一平瓦。 88とほぼ同質であるが、凹面側部はへラ削りが施される。厚さは3.Ocm前後である。

90 -平瓦。 凹凸面ともに粗砂が付-着している。凹面には布目痕、凸面には縄目の叩きが施される。

端商はへラ削りされる。器表はj炎灰燈色、芯部はi炎桂色を呈する。厚さは3.0cm前後である。

91一平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着する。凹面には布目痕、凸面には縄自の叩き、端商にはへラ

削りが施される。色調は灰白色を呈 し、厚さは1.8cm前後である。

92一平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着する。 凹面には布目痕、凸面には縄目の叩き、側面、端面は
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Fig.41 溝V出土遺物 (2) 

80 

へラ削りが施される。器表は灰白色。芯部は灰色を呈する。 )享さは2.2cm前後である。

81 
82 

93 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着す る。凹面は縦住のナデ、凸面は縄目の叩き、側面、端面は

へラ削りが施される。器表は灰黒色、芯部は灰白色を呈す る。厚さ2.4cm前後である。

94 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着し、糸切り痕がみられる。凸面には格子目の叩き、側商、端

面はへラ削りが施される。色調は灰白色を呈する。 厚さは1.9cm前後である。

95 -平瓦。凹凸面ともに粗砂が付着し、凹、凸、側面に糸切り痕をもっ。端面はへラ削りを施す。

器表は赤桜色、芯部は灰燈色を呈する。厚さは1.9cm前後である。
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表16. 溝VI出土かわらけ法量 (Fig.43) 

⑦ 溝VI出土遺物 (Fig.43)

溝VIからの出土造物で図示可能なものは Fig.43の 1-13に示した。

1 -13は全て ロクロ成形であり、 1 -7は小皿、 8は内折れタイプ、 9-13は大皿である。小皿

では器高がやや低〈、休部に丸味をもつもの (4- 7)と、器壁が薄〈、器高の高いもの(l-3) 

とがある。大皿では 9-11は器高がやや高〈、12、13は器高が低〈、口径、底形が大きいものである。

8は外底面に糸切り痕を残し、口縁端部がやや丸昧をもつものであり、外底面には穿干し痕がみられ

るが貫通せず凹地状を呈している。
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第 4節道 路 (Fig.44-47)

ここでは D-G-1 -3グリットに於いて検出された遺構について説明を加えることとする。道

路地業、及び土噴 l基を検出している。また、道路地業、及び中世地山確認のために 2箇所のトレ

ンチを設定し、道路N 卜レンチ、道路Sトレンチ(以下、 N 卜レンチ、 Sトレンチ) 1:称した。

さらに、道路範囲の確認のため N トレンチを東へ拡張した。道路地業下からは南北溝3条、柱穴

1口を検出した。

1.検出遺構 (Fig.44)

①道路

現地表下に40-50cm程堆積する表土を除去すると土丹による堅固な地業層を検出する。土丹層上

面の検出海抜レベノレは北部てや9.80-10.00m、南部て."9.75-10.03m。東端部てや10.10mであり 、東

から西へ、北から南へと緩〈傾斜している。確認できる道路東西幅は10.70mである。この道路地

業を構成するものは上層から順に土丹地業、細砂及び貝穀細粒を混入する灰褐色粘質土による地業、暗褐色

粘質土による地業の版築であり、この版築状況により堆積土層から 2時期を確認している。道路西

側は前述 した南北大溝の溝VIであり、下層の道路は溝羽に切られるが、上層の道路に関しては溝VI

t同時期、あるいは溝のほうが新しいと考えられる。

② 土域

D -1グリットにおいて検出された。平面はほぼ円形を呈する。確認できる上端l幅0.8m、下端

幅0.6m、i奈さは0.6mであり、底面の海抜は9.20mである。覆土はしまりの弱い灰褐色粘質土で

あり、下層からは伊豆石、鎌倉石が投棄された状況で検出されている。遺物は出土していない。

③溝A、B、C

N、Sトレンチに於いて道路地業下から 3条の南北j請が検出された。西から溝A、溝B、溝Cと

称する。溝A と溝Bは切り合っており溝Aが新しい。溝Aの確認できる上端l幅2.4m、下端幅1.0

m、i奈さ0.9mであり溝底海抜レベノレは N、S卜レンチともに8.60mである。断面は逆台形を呈す

る。覆土は土丹粒、炭粒を少量合むH音褐色粘質土であり出土造物は少ない。溝Bは溝A とほぼ同

様の規模、形態、覆土を有すると考えられる。溝底の海抜レベノレは N、Sトレンチともに8.80m 

である。溝Cは狭い範囲での検出ではあるが、溝A、溝Bと規模、形態、覆土が類似することか

ら溝と して扱った。確認できる上端幅1.8m、下端|幅0.8m、深さ0.6mであり、 講底の海抜レベノレ

は8.80mである。この溝の東てやは深さO.lm程の浅い落ち込みラインを検出したが詳細は不明であ

る。

II. 出土遺物 (Fig.45-47)

道路土丹層を浅く撹乱する近、現代の凹地からは合わせ口の状態で重さなった 2枚の臼かわらけ

しその中から 7枚の銅銭 「寛永通宝」、紙片、草(? )が出土した。上面の白かわらけには東西南北と

墨書され、 Lt.1よその方向に置かれていた。遺物はFig-45の1-9であり、 近代以降の所産である。
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l 白かわらけ。口径8.8cm。底形4.Ocm。器高1.6cm。内型成形。内底面に「官幣中社松尾神社」

の文字と草文が施される。官幣中社は1871(明治 4)年の太政官布告による社格の一つである。また、

松尾の神は酒造の神とされている。外面には墨で「東西南北」と書かれている。胎土は淡手L白色を呈

し精良。焼成良好である。

2 -白かわらけ。口径8.8cm、底形3.5cm。器高2.0cm。内型成形。内面には鶴丸文が施される。

外面下位には「鶴岡八幡宮」と押印される。胎土は淡乳白色を呈し精良。焼成良好である。

3 -9は銅製の寛永通宝であり、背に 21波文をもつものである。 1768(明和 5)年鋳造。

道路面上からの出土遺物で図示可能なものは、Fig.46の 1-20である。
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Fほ.46 道路面上出土遺物

|No. 1口径|底径|器高|内高11 1 8.51 8.31 1.41 0.81 2 1 9.11 8.31 1.91 1.31 3 111.81 7.91 3.21 2.51 

表17.道路面上出土かわらけ法量 (Fig.46)
単位(cm)
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三斗二三d 一三三、
。

単位(cm)

lOcm (1/3) 

Fig.47 溝A，B出土遺物

。 20cm (1/6) 

1 -3はかわらけである。 1はロクロ成形の小皿てや器高が低〈、底部の厚いもの。 2は子づくね

成形の小皿で平底状を呈するもの。 3はロクロ成形の大皿てや体部に丸味をもち、器高の高いもの。

4 土錐。かわらけ質。両端を欠損している。残存長4.5cm。外径1.4cm。内径0.6cm。

5 青磁鏑蓮弁文碗。 口在16.7cm。柑は灰緑色。胎土は灰白色を呈する。貫入あ り。

6一青磁折縁鉢。口径10.6cm。柑は青緑色。胎土は灰白色を呈する。

7 白磁日正皿。口径10.8cm。底径6.0cm。器高3.1cm。紬は灰白色透明。胎土は灰白色を呈す。

8 白磁日正皿。口径9.8cm。底径5.2cm。器高2.8cm。粕は灰白色透明。胎土は灰白色を呈す。

9 緑柑盤。外底面は露胎。内面には降灰が見られる。胎土は淡灰澄色を呈し爽雑物を含む。

10 山皿。口径13.8cm。器表には自然軸が生じる。胎土は灰撞色を呈し焼成不明である。

11寸頼戸窯口縁部片。折縁皿と考えられる。柑は暗緑色。胎土は灰色を呈する。

12一山茶碗窯系こね鉢。口径28.8cm。口縁部は肥厚 し端部は丸い。胎土は灰白色ぞ呈 し粗雑。

13一斧。両端を欠損 している。残存長8.9cm。幅1.1cm。厚さO.3cm。

14-17は鉄釘である。いずれも錆が激 しい。14は残存長8.2cm。断面はO.7XO. 7cmの方形を呈す。

15は残存長6.0cm。断面はO.5XO. 6cmの方形を呈す。 16は残存長6.6cm。断面はO.4XO. 5cmの方形

を呈す。 17は残存長6.5cm。断面はO.4XO. 5cmの方形を呈する。

18-20 は銅銭である。いずれも北宋銭。 18は祥符元宝。惜書体。 19、20は元祐通宝。行書体。

溝 A、Bからの出土遺物てや図示可能なものは Fig.47の1、2である。

1 かわらけ。手づくね成形の小皿l。口径14.5cm。底径13.0cm。器高3.3cm。内高2.6cm。色調

は灰燈色を呈し、胎土は精良、体部外面中位の陵は明瞭である。底部は平底状を呈する。

2 -i屋芙窯襲。口径40.0cm。頚部は C字状に外反し、口縁端部は水平に引き出される。口縁上

面には沈線状の凹みをもっ。肩部外商には縦位の線刻が配されており、押印にまで達している。器

表は灰黒色、芯部は乳灰色を呈する。ロ縁内外面及び肩部外商には乳緑色軸がハケ塗りされている。
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第四章 まとめと考察 (Fig.48、49)

本調査地点は表土撹乱が比較的浅く、良好な状態で中世の道路、溝、かわらけ溜り、柱穴、土媛、

井戸等の遺構と多種多量の遺物を検出する ことができた。しかし、掘削深度の規定があり、南北溝等

の充分な性格、年代は今後の調査に委ねる こととしたい。本章においては、今回の調査で把握された

諸事実から各遺構の年代観について述べ、さらに本遺跡地域における遺構の検出状況について言及し

たいと思う。

第一面の年代はかわらけ滑り出土遺物から導くことが可能で‘ある。 出土かわらけは12世紀末の所

産 と考えられる深い器形で内底無調整、 体部外面に強いロクロ目を残すもの、 14世紀以降の所産 と

考えられる器壁が薄<1本音r5に丸昧をもち、深い器形を呈するタイプは検出されていない。出土個体

数は圧倒的に手づくねが多く 、平底状を呈するものが主流であるが、丸底状てやボッテリとした外観

を呈するものも確実に混在し、 ロクロ成形てやは口径、底径の比率が小さく、体部に丸昧をもち、器

高の低いものが主流である。また、政所I地点てや出土した静止糸切り技法のかわらけを混在せず、灯

明皿として用いられたものも出土していない。かわら け、及び、伴出した青磁鏑蓮弁文碗、常j骨窯こ

ね鉢から13世紀中葉一後半の年代が考えられる。

第二面の年代は井戸、及び東西溝からの出土造物から考えら れよう。井戸出土の手づくねかわら

けは平底状を呈 し器高の低いもの、 ロクロ成形ではやや小振りで器高の低いも のである。東西溝出

土の手づく ねかわらけは丸底状のものも弱冠含まれるが、平底状て、、器高の低いものが主流であ り、

ロクロ成形では径が大きく、器高の低いものがほとんどである。出土個体数は圧倒的に手づくねタ

イプが多い。かわらけ、及び、伴出 し た青磁蓄IJ花文椀、常i骨窯~から 13世紀前半一中葉の年代をあ

てるこ七ができる。

南北大溝の溝 I-VIの年代観であるが、堆積土層の状況からは溝 Iから溝VIへt掘り直されてい

ると考えられる ことは先に述べた通りである。しかし、波様、改修を繰 り返し、各溝からの遺物混

入は不可避で、、あるため、出土造物からの年代観はあ〈まで目安である。溝 Iの子づくねかわらけは

平底状のもの、 ロクロ成形てやは径が大きく器高の低いものが主流であ り、かわ らけ、及び、伴出 し

た青磁書IJ花文碗、常i骨窯の壷、襲から13世紀前半一中葉の年代が考えられる。溝11出土のかわらけ

は溝 Iのものと類似する。かわらけ、及び、伴出造物の青磁鏑蓮弁文碗、常滑窯裂から13世紀中葉

あたりを考えたい。溝IIIてやは ロクロ成形のかわらけが圧倒的に多〈、口径、底径の比率が小さく器

高の低いものが大半であるが、器壁がやや薄〈、 i架めのタイプも出土している。かわらけ、及び、

伴出した青磁鏑蓮弁文碗、白磁口正皿、常滑窯の鉢、袈から13世紀中葉~後半の年代が考えられる。

溝Wでは手づくねかわらけは丸底状のものが大体を占め、 ロクロ成形てやは器壁がやや薄〈体部に丸

l床をもち、器高のやや高いものがみられる。 この溝Wはかわらけi留りを削平するものであり 13世紀

末-14世紀前葉の年代が考えら れる。溝Vから も溝Wと同様のかわら けを出土しており、ほぼ同時

期のものであると考えられる。溝VIからは ロクロ成形のかわらけのみの検出であり、器壁はやや薄
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〈器高の高いものしやや低いものとが出土しており14世紀中葉一末の年代が考えられる。以上の

ことから南北大溝の存続期間は13世紀初頭-14世紀末て、ある と考え られる。

道路は 2時期の地業を検出している。上層のも のは溝VIと同時期、或いは溝のほうが新しいと考

えられ14世紀中葉~末の年代が考えられる。道路地業下から検出された溝A、Bは検出範囲も狭

〈出土造物も少ないが、平底状で口径が広〈 、器高の低い手づくねかわらけと渥美窯饗ぞ出土して

おり 12世紀末一13世紀初頭の年代を考えている。

ここで「政所跡」として神奈川県遺跡台帳に記載されている区域で今までに調査が行なわれた雪

ノ下三丁目987番1・2地点、本調査地点、 雪ノ下三丁目965番地点(以下、政所I地点、 政所II地

点、政所III地点とする)の 3地点での遺構検出状況について触れ、さらに、横大路の南に所在する

「北条泰時・時頼邸跡 雪ノ 下一丁目395番地点J (以下、 YT地点とする)の調査結果を踏まえ、

政所跡を大観していく 。尚、 Fig.48、49に示めした遺構配置模式図と政所跡概念図は、 1991年10

月に催された「第一回鎌倉市遺跡調査・研究発表会 発表要旨」で筆者が掲載したものを一部加除

筆 した ものである。

政所I地点は北から、掘立柱建築祉、土媛、 池状遺構等を検出した建物区と、基底|幅約4.5m、

残存高約0.6mを測る土塁 (調査壁堆積土層仁より確認)、 8期以上の波謀、改修が考えられる東

西大溝区、そして南側は道路となる。東西大溝の存続期聞は13世紀中葉一14世紀中葉 と考えられて

いる。(註 1)YT地点は政所I地点から横大路を狭さみ約50m東方に所在し、東西大溝とその南

には柵等の建造物を想起させる柱穴列が検出されている。この東西大溝は板材と杭の痕跡が残存し

溝幅は約2.0mであり、 存続期間は13世紀中葉-15世紀初頭と考えられている。(註 2)政所I地

点と YT地点の東西清ーはほぼ平行関係にあり、政所 I地点てや検出された地覆材を伴なう溝の南岸

延長線!:YT地点の溝の北岸延長線との距離は約21m(約 7丈)を測り、ある時期(13世紀中葉~

14世紀中葉)の横大路の幅を示すものと考えら れる。因に13世紀中葉-14世紀前半期の若宮大路の

幅は鶴岡八幡宮二ノ鳥居以北で33mであることが指摘されている(註 3)。また、政所I地点ては

八幡宮研修道場用地や今小路西遺跡、(御成小学校内)などで検出されている土塁が確認されており、

この一帯に幕府にとって重要な機闘が存在していたことが窺われる。(註4) 

政所II、III地点は近接しており、遺構の検出状況はほぼ共通している。(註 5)ここで問題にな

るのが政所III地点II、IIIトレンチ北部において溝が流れを西に向けはじめていること、 Wトレンチ

において道路地業を検l出し得なかったこと、さらにWトレンチ東部の北拡張区で検出された溝D

が南拡張区では検出されなかったことである。以上のこ tから政所III地点において南北溝及び道路

の主軸方向がやや西に振れていることが理解できる。また、 政所II地点てでは道路幅が10.7m以上

であることが確認されており、さらに東へと広がるものと考えられる。政所III地点において道路西

端から10.7mの地点はIII、W卜レンチ聞であり、溝Dを道路地業下てや検出された溝A、B、Cと

ほぼ同時期であるとすると Wトレンチ内では道路西側の南北大溝群と対応する道路東側の溝は検出

されていないことになる。以上のことか らWトレンチで道路地業が検，'i'，きれないのは後世の削平に
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よるものであり、道路の年代を溝羽とほぼ同時期とすると 14世紀中葉~末の政所区域東側の南北道

路(小町大路)の幅は14.3m以上という数値が得られる。また、政所II、III地点において土塁は

検出されず、政所の内郭部分は調査区のさらに西になると考えられる。

最後に参考として、政所 I地点て検出された東西大溝、政所II、III地点で検出された南北大溝の

推定範囲をそれぞれ束、南へ延長させてみた。両者を直交させると南北大溝は現在の小町大路の南

北軸から西へ約8。はど振れていることがわかる。あくまでも参考として戴きたい。

註

註1.政所I地点の事実記載は 『政所跡』政所跡発掘調査団編。宮田真。 1991年。を参考にした。

註2.YT地点の事実記載は「北条泰時・時=頼正11跡 雪ノ下一丁目935番地点」菊川英政。『鎌倉市埋蔵文化財緊急調

査報告書5~鎌倉市教育委員会編。 1989年。を参考にした。

註3.馬淵和維。 「北条H寺房 ・顕H寺邸跡(雪ノ下一丁目233番9他地点)~鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 3 ~ 鎌倉

市教育委員会編。 1987年。 P72による。

註4.政所I地点に西隣する雪ノ下三丁目988番地点は現在(1992年1月)調査中であるが、政所I地点とほぼ同様

の遺構が検出されており、土塁も調査内では西へ続いていたと考えられる。筆者実見。

註 5.政所III地点に関しては筆者が調査に参加、実見した。
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写 真 図 版



P L.l 

JJ..A.調査地点遠景(北から)南方に由比ケ浜を臨む

企 B.調査地点遠景(上空から)
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... A.かわらけ溜り(南から)

... B.かわらけ溜り(西から)
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.A．かわらけ溜りスナップ 

（南から） 

.B．同上スナップ（南から） 

ぐ 同上， スナップ（西から） 

内折かわらけが集中して

出土している。 

P L.5 
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ぐ A．かわらけ溜りスナップ 

（西から）かわらけ異形品 

'B．かわらけ溜りスナップ 

（北から）かわらけ異形品 

.c．かわらけ溜りスナップ 

（北から） 

P L.6 
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P L. 7 

... A. かわらけ溜りスナップ

(北から)鉄製皿、

銅製主主出土状況

‘B. かわらけ溜りスナッフ
(北から)力子出土状況

... c.かわらけ溜りスナッフ
(北から)常滑窓出土状況
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.... A. かわらけ溜りスナップ
(南から)

.... B. かわらけ溜りスナップ
(北から)

‘C.かわらけ溜りスナップ
(北から)
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P L.9 

<l1li A. 土墳 3堆積土層

(東から)

<l1li B. 土域 4堆積土層
(北から)

<l1li c.土域 5堆積土層
(東から)
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<l1li c.東西溝 (東から)
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P L.12 

"A. C-2グリット木組 (東から)

.. B.向上 (上から)

.. C. 同上 (北から)
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.. A. 大柱穴 A，B (東から)

.. B，大柱穴 B (北から)

.. C，大柱穴 A (東から)
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P L.15 

.... A. 南北大溝N卜レンチ

北壁堆積土層(南から)

.... B.向上

南壁堆積土層(北から)

4同上

南北木組(南から)
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P L. 16 

... A. 南北大溝Nトレンチ

南北木組(東から)

... B.向上.柱(南から)

V向上.柱に刻みが観察される。
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P L.18 

0IIII A. 南北大溝S卜レンチ (西から)

砂B.同卜レ ンチ (東から)

.& C. 同卜レ ンチ (南から)
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P L.19 

JJ.. A.南北大溝S 卜レンチ木組(西から)

TB. 向上 (北から)
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P L.20 

i .. A.南北大溝S卜レンチ南壁
溝 I堆積土層(北から)

.. B. 向上

溝II堆積土層(北から)

' . 
.. c.同上
溝III堆積土層(北から)
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手前がS卜レンチである。

~ B. 同上(南から)
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... C.向上，部分(東から)
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P L.23 

AA. 道路区全景(北から)

Pit及び土墳は全て撹乱

AB. 地鎖遺物出土状況(西から)

白かわらけが合わせ口状態で出土

119 

AC. 同左，覆せてある白かわらけをはず

した状況。中には「寛永通宝」が 7

枚入っていた。
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JJ..A. 道路区土犠(南から)
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... A. 道路全景(南から)

... B. 道路全景 (西から)

... C.道路サブ卜レンチ
(北から)
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A. A. 溝V，羽及び道路西部検出状況
(南から)
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TB. 同左 (南から)

向上 (北から)
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砂A.道路N卜レンチ(東から)

.... C.向上検出木材(南から)
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.... A.道路N卜レンチ
溝c(南から)

.... B.道路N卜レンチ

中世以前の凹地

(北から)

.... c.同卜 レンチ北壁
道路地業状況(南から)



砂B. 同卜レンチ，溝A， B (西から)
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... C. 同卜レンチ南壁堆積土層

(北から)
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AA. 第二面面上出土遺物

企 B. 東西溝出土遺物

AC. 井戸出土遺物
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P L. 35 
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2 .政 所 跡 (No.247)

雪ノ下三丁目965番地点



例 言

1.本報は政所跡内の鎌倉市雪ノ下三丁目965番

に所在する遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は国庫補助事業として鎌倉市教育委

員会が実施 し、調査期聞は平成 2年10月14日

から11月6日まてーである。

3. 本報の執筆、編集は瀬田哲夫が行なった。尚、

附篇は(株)パレオ ・ラボ、に委託したもので

ある。

4.調査体制は下記の通りである。

主任調査員 手塚直樹

調査員瀬田哲夫

調査補助員 滝田薫、大沼真理、小柳津シゲ

コ、明木文吾、菊池正明、 渡部

徹

調査協力者 鎌倉市高齢者事業団

5. 本報に使用した写真は泣構を瀬田が、造物を

手塚、 i頼回が撮影し、追跡遠景は(株) シン

航空写真に依頼したものである。

6.本文中で使用されている 「政所I地点」とは

雪 ノ下三丁目987番 1・2地点、「政所II地

点」は雪ノ下三丁目966番 l地点、 「政所 III

地点」は本調査地点のことである。

7.木造跡の出土品等発掘調査資料は鎌倉市教育

委員会が保管して いる。
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第一章遺跡、の位置 と歴史的環境

本調査地点は 「政所跡、」としてや11奈川県遺跡、台帳No247に記載されている区域の小町大路沿い

北部に位置する。地番は鎌倉市雪ノ下三丁目965番である。本調査地点の北東は大倉幕府、西側は

鶴岡八幡宮、そして横大路をはさんだ南側は 「北条泰H寺、時頼邸(同台帳No.282) J の区域とな

る。また、本「政所跡」区域の北東角には「筋替橋」の石碑が建てられている。

政所は親王家、摂関家、有力寺社などの家政事務機関 として生まれたものである。鎌倉幕府の政

所は源頼朝が公家の政所にな らい、公文所のほかに設置 して幕府の財政、市政、訴訟など庶務一般

を司った機関で、ある。職制は別当、令、案主、知家事等により構成され、初め大江広元が別当とな

り、まもなく北条氏に移り執権兼任の職となった。令は一般に執事 と呼び二階堂氏が世襲した。室

町幕府の政所は財政を掌り、金穀、田畑、 貸借の訴訟を取 り扱い、執事の下に執事代、政所代、寄

人、公文等の諸役があり、執事の職は伊勢氏が世襲し、政所代はその被官である時川氏が担当した。

鎌倉幕府の政所の初見は 『吾妻鏡』の文治元年 (1185) 9月5日の条の記載であり、それ以前の元

暦元年 (1184) 8月、公文所新造の時に共に設置されたと推定される。(註 1)w吾妻鏡』建保元年

(1213) 5月2日の条によると和田義盛の兵が大江広元の邸の門に到り矢戦をし、そののち横大路

に到り、御所の南西政所の前で御家人等がこれを支えたとある。そ して横大路に注して御所の南西

の道なりと記している。また、 『金沢文庫古文書』の「随求法」の奥書に元応三年 (1321) 2月5

日、相州鎌倉塔ノ辻の政所の東庇で書いたとある。鎌倉市史では搭ノ辻は横大路と小町大路との交

叉点であるとしており、以上のことから政所は八幡宮の束、機大路の北、小町大路の西、鶴岡八幡

宮の唐門から筋替橋へ抜ける道の南の一帯と考えられる。また、 『吾妻鏡』の記載から政所は承久

元年 (1219) 2月から元弘三年 (1333) 5月までの聞に六度焼失していることが知られる。また、

「筋替橋」は『吾妻鏡』 には 「須知替橋Jr須地賀江橋」とも記されており、同書の文永二年 (1265)

3月5日の条では町屋免許地の 1っとして名を挙げら れている。

政所跡では今までに 3箇所で調査が行なわれており (Fig.1 -1 -3 )、いずれの調査地点から

も、横大路、小町大路と並走関係にある大溝、或いは道路地業などが検出されている。しかし、内

郭部分にはほとんど調査範囲が及ばず、掘立柱建築社、相IIf列状の柱穴等を検出しただけであり、政

所中枢域を思わせるような追構は検出されていない。しかし、政所I地点 (Fig.1-3) に於いて

は東西大溝の北側に構築された土塁が確認されており、この一帯に公的機関が存在していたことを

示唆している。現在 (1992年 1月6日)、政所I地点に西隣する 雪ノ下三丁目988番地点 (Fig.1-

4 )に於いて調査が行なわれており、かわらけ溜り、柱穴等を検出している。今後、土塁、溝等に

ついての新知見が得られることであろう。また、鶴岡八幡宮研修道場用地 (Fig.1-12)及び源平

茶屋地点 (Fig.1-13)の調査では八幡宮東側におりる鎌倉時代初期の曲線的な三方堀と、それ以

降の直線的な土星が検出されている。この土塁は13世紀中期以降に整備され、 14世紀の規模は幅約
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1. 雪ノ下三丁目966番地点(本調査地点) 9.雪ノ下一丁目369番地点

2.雪ノ下三丁目966番1地点 10.雪ノ下一丁目293番1地点

3.雪ノ下三丁目987番l・2地点 11. 雪ノ下一丁目271番l地点

4.雪ノ下三丁目988番地点 12.鶴岡八幡宮境内遺跡(研修道場用地)

5 雪ノ下一丁目制番地点 13 鶴岡八幡宮境内逃跡(源平茶屋)

6.雪ノ下一丁目432番2地点 14.鶴岡八幡宮境内遺跡(銀杏用地)

7.雪ノ下一丁目371番I地点 15.雪ノ下三丁目606番1地点
8.雪ノ下一丁目372番7地点

Fig.l 遺跡周辺地図

138 



10m、高さ約 2mをiRljり居館等の外堀と同様に防備施設としての役割が多分にあったものと考えら

れる。

北条泰時、時頼邸では既に 8箇所 (Fig.1-5 -9他)で調査が実施され、 若宮大路、小町大路、

横大路とそれぞれ並走関係にある大溝や掘立柱建築祉、柵列状の柱穴亨IJ、井戸、土嬢等が検出され

ている。また、 若宮大路をはさんだ西側の「北条時房、顕時邸跡(同台帳No278)J でも既に 5箇

所 (Fig.1-10-n他)の調査が行なわれており、 若宮大路の西側を流れる南北大溝や礎石建物、

掘立柱建築士止、柵列状の柱穴列、板囲い建物(長屋状を呈する建物)、井戸、土壌等を検出してい

る。両邸跡区域てやは土塁は確認されていない。

本調査地点は先に調査を終了した南隣する政所II地点(雪ノ下三丁目966番 l地点)と共通する

点が多いが、道路、南北溝の主軸方位等について新たな知見を得ることができた。政所跡と推定さ

れる 当該地域については今後の調査、研究の蓄積により、諸施設の構造、規模、区画等の解明が成

されることであろう。

註1.r鎌倉市史 総説編」 高柳光寿。 1959年。吉川弘文館。 Pl72-173による。

<参考文献>

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1-7 ~ 鎌倉市教育委員会。1985-1991年。

『政所跡』 政所跡発掘調査因。1991年。

『鶴岡八幡宮境内研修道場用地発掘調査報告書』 同調査団。1983年。

『北条時房 ・顕時邸跡』 同発掘調査団。1988年。

『北条時房・顕時邸跡』同発掘調査団。1989年。

『北条泰時・時頼邸跡』 同発掘調査団編。鎌倉市教育委員会発行。1985年。

『鎌倉市史 総説編』 高柳光寿。吉川弘文館。1959年。

『鎌倉事典』 白井永二編。東京堂出版。1986年。

『鎌倉武家事典」 出雲隆編。青蛙房。 1972年。

『大系日本の歴史5 鎌倉と 京』 五味文彦。 小学館。1988年。

『よみがえる中世3 武家の都鎌倉』 石井進、 大三輪龍彦編。平九社。1989年。
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第二章 調査経緯と堆積土層 (Fig.2、 3) 

本章においては調査の経緯し検出された標準となる堆積土層についての概略を述べる。

第|節調査経緯 (Fig.2)

本調査は自己用庖舗併用住宅建設に伴なう国庫補助事業調査として、布基礎区域部分にあたる 4

箇所に東西約1.5m、南北約9.0mのトレンチを設定した。 トレンチの名称、は西から順に I-Nトレ

ンチであり、掘削深度は現地表から約O.8mである。また、各卜レンチの北部及び南部は杭打箇所ー

であり、1.5m四方の祈掘りを実施し、中世地山の確認を行なった。掘削深度は現地表から約1.8m

である。さらに、 IVトレンチ東部に妙いては、 事業主の御理解を項き、中世道路地業の確認のた

めに東西約1.0m、南北約1.0mの2箇所の拡張区を設定した。掘削は現地表下40-50cmまでは現代

の客士、撹乱と判断し重機により行ない、以下、掘削深度までは人力によった。平成 2年10月14日

より重機を導入して調査を開始し、 11月6日に器材を撤収して現地作業を終了した。調査総面積は

約70m2て子ある。

調査にあたり、地境 a、bを結んだ、直線を南北基準軸とし、 地境aから西へ90守辰り、西へ22mの地

点を A-5グリットポイントとした。東西車lliには西から東へ向けてアルフアベット (A-F) を、

南北軸には北から南へ向けて算用数字(1-6) を付し、調査対象の敷地内に2.0mの方眼を配し

た。各々の方眼区画の名称には、その北西角の軸線交点を充てた。また、南北軸線と磁北との偏差

はN-48
0

47' 羽7である。
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西 東

1.表土

lO.Om-

業出品路道

1
1
L
f
|ノ

3.中世地山

Fig.3 標準土層模式図

第 2節堆積土層 (Fig.3)

本調査地点において標準 となる推積土層は、およそ次の 3層に分けることができる。

第 1層は表土層であり、近、現代の客土、撹乱である。現地表下に40-50cm程堆積している。

第 2層は中世道路地業層である。土丹地業、 H音;褐色粘質土、細砂及び員殻細粒による地業、 H音褐

色粘質土による地業により構成される。 II、1IIトレンチにおいて検出されたが、Wトレンチでは検

出されていない。また、 II、1IIトレンチにおいては 2時期の造り替えが考えられるが造存状態は悪

し、。

第 3層1:1:中世地山に相当する黒褐色粘質土である。爽雑物を一切含まず、しまり良好である。

I卜レンチにおける堆積土は表土を除き全て南北大溝覆土であり、 掘削深度である海抜8.70mま

で掘り下げても地山は検出し得なかった。 地山検出レベルは調査区内においてはぼ9.30mである。

II ト レンチでは道路地業の西側を南北に走る溝 VI ~検出した。覆土には土丹、 造物片を多量に含

み、水摩 した遺物片を含む層も検出している。

1II卜 レンチでは道路地業の下から南北方向の溝 (溝A、B)を検出した。この溝の覆土は道路西

の南北大溝の ものと異なり、暗褐色粘質土を主体と した ものであり、出土造物も少ない。

また、 1IIト レンチでは海抜約9.70mで道路地業の土丹層を検出しているがWトレンチにおいて

は同レベノレまで掘りドげでも検出されていない。堆積土層からも II、1IIトレンチ と同様の道路地業

は観察されず、さ らに2箇所の東拡張区においても検出きれなかった。また、Nトレンチ北部の東拡

張区ではIIIトレンチ検出の溝A、Bと覆土が類似する追構(溝?)を検出したが、南拡張区では

検出していない。
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第三章 検出遺構 (Fig.4 -7) 

本章では各トレンチにおいて検出された遺構についてトレンチ別に説明石?加えていく。 トレンチ

の名称は西から順に I-Nトレンチと称する。尚、 各 トレンチの説明てや用いる土層番号は個々のもの

であり参照されたい。また、「政所11地点」とは本調査地点の南に隣接する 雪ノ下三丁目966番1

1也点のことである。

第|節 I卜レンチ検出遺構 (Fig.4)

Iトレンチは B-1-5グリットに位置する。表土撹乱はトレンチ中央付近てやは浅く、現地表下

20cm程て、あり、 トレンチ北部て、50cm程てゃある。表土下は中世遺物包含層となる。堆積土は褐色系の

粘質土に土丹粒、員殻粒、遺物片等を合んだものであり、中には粗砂及び水摩した土丹、遺物片を

含む土層も観察された。表土以外は全て政所11地点において検出された中世道路遺構の西側を流

れる南北大溝の覆土であることが判明した。おそらく溝IV及び溝Vのものであると考えられる。

北、南深掘り箇所においては海抜8.70mまで掘削を行なったが中世地山である黒褐色粘質土、も

しくは貰灰色砂、灰緑色粘質土は検出されていない。

第 2節 II卜レンチ検出遺構 (Fig.5)

IIトレンチはD-1-5グリ ッ卜に佐置する。表土撹乱はトレンチ中央部で、30cm程と浅く 、南部、

北部では60cm程てゃある。 トレンチ北東隅てやは現代の井戸掘り方により撹乱されている。

トレンチ東部において現地表下約80cmて、中世道路地業で、ある土丹版築を検出した。この土丹地業

はトレンチ北壁において海抜9.80m、南壁で9.60mであり、南に向かつて緩〈傾斜しており、また、

東から西へも緩〈傾斜しているようである。道路地業を構成 しているのは土丹層(9層)、細砂及

び貝殻粒混じりの暗褐色粘質土層 (10層)、暗褐色粘質土層 (11層)であり、各層は 4-6 cm程の

厚さで堅〈版築されている。また、 トレンチ東壁で確認された 5-8層も道路地業と考えることが

できるが、検出範囲も狭〈、 9-11層に比べ， しまりも弱〈、明確な版築ではない。

道路地業の西側では南北方向の溝が検出された。これは政所11地点において検出された溝VIで

ある。溝覆土は暗褐色粘質土及び中、小土丹により埋められている。掘り方は確認できる上端で幅

約80cm、下端てが幅約30-40cm、i奈さ約60cmてゃあり、溝底のレベルは卜レンチ北壁で9.30m、南壁で

9. 25mであり、南に向かい緩く傾斜している。

溝羽の西側は政所II地点てや検出された溝Vの覆土となる。溝覆土は灰褐色粘質土であり、中、

小土丹を混入す・る。溝Vは東から西への緩い傾斜を検出したにすぎないが、 卜レンチ南壁、 北壁

セクションから、 トレンチ南北軸とほぼ並走している可能性が強い。 しかし、溝VIは卜レンチ北深

掘り箇所に於いて流れを西に向けていることがわかる。

中世地山である黒褐色粘質土の検出レベノレはトレンチ南壁、及び北壁で9.20mである。
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6居可:
北深掘り箇所

+ c-2 

+ c-3 

。
4m (1/80) 

下ス

+ c-5 

南深掘り箇所

1.表土。

2.灰褐色粘質土。土丹粒、炭化物、かわらけ片を混入する。

3.灰褐色粘11土。貝殺粒を多量に含む。土丹、炭化物を浪人する。
4.褐色粘質土。土丹粒、かわらけ片を多量に含む。しまり良好。

5.灰褐色粘質土。土丹粒、粗砂、炭化物を含む。 しまり弱い。
6.灰褐色粘質土。炭化物を多量に含む。水摩した土丹、逃物を合tr。
7.褐色粘f{土。 土丹、粗砂、炭化物を含む。

8.灰褐色粘質土。土丹、炭化物、貝穀粒を含む。 しまり 弱L、。
9.暗褐色粘質土。土丹粒、粗砂、炭化物、木片を合む。
10. n音褐色粘質土。 土丹粒、炭化物を合む。しまり~~ t、。
11. I情褐色粘11土。木片、炭化物、貝殺粒を含む。 しまり良好。
12.灰褐色粘質土。土丹粒、貝殺粒を含む。

13. I培褐色粘質土。土丹粒、粗砂混入する。しまり弱い。

Fig.4 1トレンチ平面図、堆積土層図
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簡

E-2所

<道路範囲> <溝V、 VI掘り下げ>

1.表土

2.灰褐色粘質土。土丹粒を含む。

a-1 15r;2m 

l場ZFJ

3.灰褐色粘質土。土丹細粒、炭化物をi昆λする。

4.褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。 しまり良好。

5.時褐色粘質土。土丹粒、かわらけ片、炭化物を合む。

6.1暗褐色粘質土。土丹細粒を合む。

7.1培褐色粘質土。土丹粒を含み、 しまり良好。

一一ーー←

4 m (1/80) 

8.明褐色粘質土。土丹細粒、かわらげ片、炭化物を合む。しまり良好。

叫 r9.土丹地業。
jit i 10.11音褐色粘質土。市III砂及び、貝毅細粒による地業。
!i/:ll11. 1暗褐色粘質土。
ム r12.1培褐色粘質土。ごく少量の炭化物を合む。
j溝il3.11音褐色粘質土。土丹粒、かわらけ片を含む。
羽 l14.1情褐色粘質土。土丹、土丹粒を含む。

i蒜r15.灰褐色粘質土。土丹粒を多量に含む。炭化物混入する。
v ¥ 16.灰褐色粘質土。土丹粒、逃物を含む。 しまり良好。
17.黒褐色粘質土。中世地山

Fig.5 IIトレンチ平面図、堆積土層図
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第 3節 III卜レンチ検出遺構 (Fig.6)

IIIトレンチは G-H-1-5グリッ卜に位置する。表土撹乱は現地表下60cm程て、、ある。G-4-5グ

リットにおいて海抜9.80mで土丹地業層を検出した。 トレンチ内の撹乱が激しく 全体の広がりを把む

ことはできなカ3ったが、 6、7層を道路地業の構成土と考えることができる。 トレンチ北部深掘り箇所てや

は近世土墳 1を検出した。全体像は不明であるが確認できる上端幅は約3.0m、i奈さ約1.0m、下端幅

は1.8m前後である。覆土はしまりの弱い暗褐色粘質土である。以上を上層遺構とした。

卜レンチ南半部において海抜9.70mてや道路地業の一部てーある土丹層を検出 した。トレンチ内ではほ

ぼ水平に堆積している。道路地業の構成土はII卜レンチで示したものと同様だ、が、 トレンチ北壁セク

ションてやは土丹による地業のみを検出した。

トレンチ南深掘り箇所では道路地業下から 2粂の南北溝を検出 した。これは政所II地点てや検出さ

れた溝A、Bのつづきである。両溝ともに幅は不明であるが確認できる深さは70cm年呈であり、溝

底は海抜8.80mである。断面は逆台形を呈する。覆土はH音褐色粘質土を主体としており、出土遺

物は少ない。切り合いから溝Aが溝Bよりも新しし、。 トレンチ北深掘り箇所てやは溝Bの東肩を検

出した。上部を近世土墳 1により大きく削平されており、確認できる深さは約50cm、溝底は海抜8.80

mてvあり、講Bの溝底はIIIトレンチ内てやは南北にほぼ水平である。溝A、Bの主軸方位はグリット南

北軸よりもやや東に振れている。

第 4節 W トレンチ検出遺構 (Fig.7)

N卜レンチは J-K-1-5グリットに位置する。表土撹乱は現地表下40cm程てゃあるが、深いと

ころでやは90cm程にも及ぶ。 J-5グリットでは近世土壌2を検出した。遺構の大半は調査区外に広

がるため全体形は不明だが、確認できる深さは約80cm。底面の海抜レベノレは約9.30mであり、壁

はやや聞き気味に立ちあがる。覆土は灰褐色粘質土を主体とし、土丹粒、玉砂利を含む。

表土をはがすと海抜10.0mで 5層を検出し、以下、海抜9.30mてや中世地山 を検出するまでに II、

IIIトレンチて市室認されている道路地業を検出 し得なかった。 5-7層は暗褐色粘質土を主体としてお

り、 しまりは良好であるが道路地業の一部と考えるには無理があろう。道路地業の確認のために

卜レンチ東側に 2箇所の拡張区を設定したが、北部拡張区てやは中世地山直上まで撹乱が及び、南部

拡張区てやは前述とほぼ同様の土層堆積が確認され、道路地業に関しては不明である。また、北部拡張

区てやは南北方向の落ち込みを検出したが、南部拡張区では検出されていなし、。この遺構の大半は調査

区外に広がるため全体形は不明で、あるが、確認できる深さは約70cmて。あり、底面レベノレは海抜約9.

10mである。断面はおそ らく逆台形を呈するもの と考えられ、 III卜レンチ検出の溝A、Bと掘り

方、覆土が類似する ことから溝と判断し、溝Dとした。南部拡張区において検出し得ないのは溝

A、Bと同様に溝の主軸方向がグリッ 卜南北軸よりもやや東に振れているためであると考えられる。

また、 J-2グリッ卜において素掘りの井戸を検出 した。平面IJぼ円形を呈し、上端幅約1.4m

'e測る。掘削深度の関係から完掘は不可能であったがボーリ ング探査の結果、深さ1.9m以上である

ことが確認された。覆土は しまりの弱い時褐色粘質土であり、出土遺物も少ない。
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<上層進構> <下層逃構>

1 .表土

近 r2.灰褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。

'* I 3.褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。
雇I4. 11音褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。
1 1 5. 1情褐色粘質土。

6.灰褐色粘質土。

7.明褐色粘質土。

道 I8.土丹地業0
2i9 帆色粘質恥批土ι。細砂砂、及び貝穀制納H粒による地
業 IIωO.11音褐色村1質土。
(11. 11音褐色粘質土。土丹粒、かわらけ片を含む。鉄分多し。

1 12. 1情褐色粘質土。炭化物を含む。

官'13.1清褐色問土。土側、炭化物を合む。
1 14. 1培褐色粘質土。土丹粒、木片を含む。

Fig.6 III卜レンチ平面図、堆積土層図
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l15|問中I~ 'l"t.:t。土丹粒炭化物を針。(13? ) 
16. 11音褐色粘質土。土丹粒を含む。(14? ) 

17. 明褐色粘質土。為

18.灰褐色粘質土。土丹粒を含む。鉄分多し。

r 19. 11音褐色粘質土。炭化物を含む。

!J 20 灰褐色粘質土。炭化物を含む。
1 21.精褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。

l22. 1清褐色粘質土。

23. .黒褐色粘質土。中世地111。
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1.表土

EI2 灰褐色粘質土。土丹粒、玉砂利を含む。
土 ~ 3.灰褐色粘質土。土丹粒を多量に合む。

ぎI4 褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。
5. 1培褐色粘質土。炭化物を含む。

6.灰褐色粘質土。 しまり良好。
7. I清褐色粘質土。

8.黒褐色粘質土。少量の炭化物を含む。
井(9. 1情褐色粘質土。少量の土丹粒を合u'。しまり弱し。
戸 ¥10. 1情褐色粘質土。 しまり弱し。

11.黒褐色粘質土。少量の土丹粒を含む。

12.黒褐色中古賀二七。少量の炭化物を含む。

川 (13.I培褐色粕質土。微砂、土丹粒、炭化物及び植物造体を含む。

0114.暗褐色粘質土。土丹粒、炭化物、植物遺体を含む。鉄分多し。
l 15. 11音褐色粘質土。土丹粒、炭化物を含む。

16. 灰褐色村l質土。土丹粒、炭化物を含む。

17.黒褐色粘質土。少量の土丹粒を含む。 (7?) 

18.黒褐色粘質土。少量の炭化物を含む。 (8?) 

19.黒褐色粘11土。中世地山。

Fig.7 N卜レンチ 平面図、堆積土層図
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第四章出土遺物 (Fig.8-12)

第 |節 I卜レンチ出土遺物 (Fig.8)

Iトレンチ出土遺物の内訳は以下の通りである。

かわらけ:テンパコ1/2 0 臼かわらけ 2片。獣骨:4片。員:1点。青磁:1片。青白石i2i:1片。銭:

l点。山茶碗窯系こね鉢:3片。手熔り:2片。渥美窯袈:2片。常消・窯護:16片。常i骨窯こね鉢:2片。

図示できる出土遺物は Fig.8に示した。 1-5は表土ー根切り 。 6、7は北深掘り上層。 8-24 

は北深掘り下層。25、26は南深掘り上層。27-33は南深掘り下層からの出土である。

1-4はロ クロ成形のかわ らけであり、すべて小型品である。

1は口径7.7cm、底径5.7cm、器高1.6cm。体部は内轡して立ちあがり、弱い陵をも っ。灰燈色を呈

し、胎土には黒色砂粒を混入する。

2は口径7.1cm、底径5.6cm、総高1.4cm。休部断面は模状を呈する。赤後色を呈し;焼成良好てゃある。

3は口径7.7cm、底径6.0cm、器高1.5cm。体部は内轡気味に立ちあがる。胎土は灰樫色を呈する。

4は口径7.4cm、底径5.4cm、総高2.1cmo 所謂薄手タイプである。体部中佐に弱い陵をもち、内

轡 しながら立ちあカfる。胎土は灰燈色を呈 し精良、焼成良好である。

5は瓦質手熔り口縁部片である。小片のため口径復元は不可能。外面は指頭痕を横位のナデによ

り、また、口縁及び内面は丁寧な横位のナデにより調整している。胎土は徴砂、 雲母を含む。焼成

不良の為、礼燈色を呈する。

6は山茶碗窯系こね鉢の底部片である。高台径11.9cm、高台高0.8cm。砂底の外底面に高台が貼

りつけられる。内面の摩滅は顕著ではない。胎土は灰白色を呈 し、長石、 石英を含み粗雑で、ある。

7は常i骨窯こね鉢の口縁片である。外面下佐には指頭痕が残る。口縁~口端~内面は横住のナデに

より調整される。口縁端部は内外方向に強〈ひきだされている。

8 -20はかわらけである。 8、9はロクロ成形の小皿、 10、11は子づくね成形の小皿、 12-18

はロクロ成形の大皿、 19-20は手づくね成形の大皿である。

8は口径8.7cm、底径7.2cm、器高1.8cm。全体に薄手に仕上げられ、 f本部は直線的に立ちあがる。

胎土は赤燈色を呈し、黒色砂粒を多 く含む、焼成良好。

9は口径8.4cm、底径6.Ocm、器高1.8cm。体部外面下住に屈曲をもち丸味を帯びる。胎土は赤樫

色を呈し、 黒色砂粒を含む。焼成良好。

10は口径8.0cm、器高1.6cm。体部外面を区画する陵は明瞭ではない。口縁端部外周のナデも弱

い。JI台土は灰控色を呈 し、 黒色砂粒を多く含む。

11は口径9.0cm、、器高1.9cm。休部外面の陵は明瞭であり、口縁端部外周のナデも強い。)j台土

は赤樫色を呈 し、黒色砂粒を含む。焼成良好。

12は口 径12.7cm、底径9 . 0cm、~高3.3cm。 体部 LJ:内幸子気味に立 ちあがり、体部外面上位で緩く
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外反する。胎土は赤燈色を呈し、黒色砂粒を含む。焼成良好。

13は口径11.4cm、底径8.5cm、器高3.1cm。体部外面中位に弱い屈曲をもっ。胎土は赤樫色を呈

し、黒色砂粒を含む。口縁部内外面には煤が付着しており、灯明皿として使用されたものである。

14は口径12.8cm、底径8.8cm、器高2.8cm。体部外面中位に屈曲をもっ。胎土は桂色を呈し、黒

色砂粒を含む。

15は口径12.6cm、底径9.0cm、器高3.3cm。器壁はやや薄い。体部外面に明瞭な稜をもっ。胎土

は赤燈色を呈し、黒色砂粒を含む。口縁部内外面には煤が付着する。焼成良好。

16は口径11.3cm、底径6.8cm、器高2.9cm。体部は内幸子気味に立ちあがり端部は緩く外反する。

胎土は淡燈色を呈する。

17は口径13.5cm、底径8.8cm、器高3.2cm。体部は緩く内替しながら立ちあがり端部は小さく外

反する。胎土は灰燈色を呈 し、黒色砂粒を含む。

18は口径11.5cm、底径8.0cm、器高3.1cm。体部はやや直線的に立ちあがる。胎土は赤樫色を呈

し、 黒色砂粒を多量に含む。 口縁部には煤が付着し、灯明皿として使用されたものである。

19は口径14.2cm、器高2.6cm。体部外面中佐の陵は明瞭である。胎土は灰燈色を呈する。

20は口径12.7cm、器高3.2cm。休部外面中佐の陵は弱い。胎土は桂色を呈し、焼成良好。

21は手づくね成形の白かわらけである。口径13.3cm、器高3.2cm。体部下半の器壁厚は 3mm程

であり、体部上位、及び、底部中央部は 5mm程である。胎土は白色精良であり、焼成良好。

22は北宋銭「元符通宝」である。直径2.4cm。築書体。初鋳は1098年である。

23、24は常滑窯大喪の口縁部片である。小片のため口径復元は不可能。口縁部は N字状に折り

返される。 23の内外面は暗褐色を、胎土は灰黒色を呈し、断面はザ、クリとしている。24の外面には

降灰がみられる。胎土は灰白色を呈 し粘性が強い。

25-31はかわらけである。 25はロクロ成形の中皿、 26、27は小1]1.28は子づくね成形の小皿、

29-31は子づくね成形の大皿である。

25は口径10.4cm、底径5.5cm、器高2.9cm。所謂薄手タイプである。胎土は乳桂色。焼成良好。

26は口径8.0cm、底径5.6cm、器高1.6cm。体部は内脅気味に立ちあがる。胎土は撞色を呈 し、黒

色砂粒を含む。焼成良好。

27は口径9.0cm、底径6.2cm、器高1.7cm。体部は外方に向かい聞く 。胎土は灰樫色を呈し、黒色

砂粒を合む。

28は口径8.8cm、器高2.Ocm。体部外面中位に明11奈な陵をもっ。胎土lま赤燈色を呈 し、焼成良好。

29は口径l3:7cm、器高3.0cm。体部外商中位の陵は弱い。口縁端部に浅い凹みをもっ。胎土は灰

燈色を呈 し、 黒色砂粒を含む。

30は口径l3.3cm、器高2.6cm。体部外商中位の陵は明瞭である。胎土は暗燈色を呈 し、焼成良好。

31は口径l3.5cm、器高3.3cm。体部外面中位の陵は明瞭である。胎土はH音1登色を呈 し、焼成良好。

32は常i骨窯護の口縁部片である。復元口径23.8cm。口縁端部は外方へ曲げられている。外面には
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厚〈降灰がみられる。内外面ともに褐色を呈する。胎土は灰白色を呈し、粘性に富む。

33は木製品漆塗り合子の身である。直径13.6cm、器高2.5cm。上面には粗い削痕を残す。内外面と

もに黒色漆が薄〈塗られている。 おそらく、鏡箱として用いられたものであろう 。

第 2節 II卜レンチ出土遺物 (Fig.9)

IIトレンチ出土遺物の内訳は以下の通りである。

かわらけ:テンパコ 1/4。獣骨 7片。スラグ 1点。青磁 4片。白磁 1片。砥石 1片。

瀬戸窯皿 1片。常滑窯護 :22片。常i骨窯鉢 1片。渥美窯饗 4片。渥美窯鉢 1片。白かわら

け 1片。平瓦 2片。瓦質製品 1片。

図示できる出土遺物は Fig.9に示 した。 1-11は表土~恨切り 。12-14は北深掘り 。15-18は南

北溝(溝VI)からの出土造物である。

lは日正白磁皿の口縁部片である。復元口径7.6cm。粕は淡青白色透明で微気泡を含み白濁状態

である。胎土は淡白色を呈する。焼成良好。

2は青磁無文折腰鉢片である。腰部外径8.4cm、高台径6.4cm、高台高O.7cm。紬は深緑色透明で高

台畳付部のみ無紬となる。胎土は灰白色を呈 し鍛密精良。

3は瀬戸窯入子の底部片である。復元底径3.6cm。外底面は回転糸切のちへラ削りで調整される。

体部内面には乳緑色降灰がみられる。n台土は灰白色を呈 し鍛密精良。焼成良好。

4は常滑窯こね鉢の口縁部片である。小片のため口径は不明。口縁端部は角形を呈 し、中央部は

凹む。外面は指頭のち縦方向のナデが施され、口縁部及び内面は横位のナデにより調整される。内

外面ともに暗褐色を呈 し、胎土は長石、石英を多く 含み暗灰色を呈す。粘性に富む。焼成良好。

5は常j骨窯裂の肩部片であろう 。粘土の継ぎ目に縦線及び×印のスタンプが押されている。

6は山茶碗窯系こね鉢の底部片である。高台径12.2cm、高台高1.Ocm。体部外面下位はへラ削り

により調整される。内面は極度仁摩滅している。胎土は灰白色を呈 し爽雑物を多く 含む。

7はかわらけの大皿、 8-11は小皿である。いずれもロクロ成形である。

7は口径12.1cm、底径6.0cm、器高3.1cm。所謂薄手タイプであり、体部は曲線l床を帯びる。胎

土は赤燈色を呈 し精良。焼成良好である。

8は口径7.2cm、底径4.0cm、器高2.2cm。体部はやや直線気味に外方に聞く薄手タイプである。胎

土は礼燈色を呈 し精良。焼成良好。

9は口径7.0cm、底径5.2cm、器高1.6cm。体部は緩かに内轡する。胎土は灰燈色を呈する。

10は口径7.8cm、底径6.6cm、器高1.6cm。休部は丸昧を帯びる。口縁端部内外面には煤が付着す

る。胎土はi炎燈色を呈 し精良。

11 は口径7.2cm、底径4.4cm、器高1.7cm。体部中位に屈曲をもち端部はやや外反する薄手タイプ

である。胎土は赤燈色を呈 し精良。焼成良好。

12は口径13.0cm、底径8.8cm、器高3.1cm。体部中位に屈曲をも っ薄手タイプである。胎土li赤

桜色を呈 し精良。焼成良好。
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13は常滑窯護のf木部片である。外面に格子文様の押印がみられる。内外面及び胎土は灰白色を呈

し、粘性に富み轍密。焼成良好。

14は平瓦である。凹凸面は縦位のナデ、側面、端面はへラ削りで調整される。凹凸両面には粗い

離れ砂が付着している。胎土は灰白色を呈 し、小砂粒を含み、粘性に富む。

15、16はかわらけの小皿、 17は大皿である。いずれも ロクロ成形である。

15は口径7.8cm、底径6.0cm、器高1.5cm。体部は外方に聞く 。胎土は赤樫色を呈 し焼成良好。

16は口径8.0cm、底径6.0cm、器高1.8cm。体部中位に屈曲をもっ。胎土は赤燈色を呈する。

17は口径12.4cm、底径7.8cm、器高3.9cm。体部下位に屈曲をもっ薄手タイプである。胎土はi炎

桂色を呈 し精良である。

18は底部中央に直径約1.Ocmの穿孔をもつかわらけ小皿である。口径8.6cm、底径5.2cm、器高2.

1 cm。胎土は灰樫色を呈 し粗砂粒を多量に含む。{本部は直線的に外方に聞き立ちあがる。底部厚は

最大1.3cm を ì~IJ る 。 穿孔は焼成前に穿けられている 。

19は平瓦である。側縁にほぼ平行して細目縄叩きを施す。凹凸面は斜めのわずかな弧を描いた糸

切痕を残す。これは粘土角材から一枚分の粘土板を弓状工具で切り取った際の痕跡てであろう。凹面

には布目痕がなく、離れ砂が付着する。凸面の縄目は縦位に11粂を l単位とする。側面は直角に面

取りされ、側縁にも弱いへラ削りで調整される。胎土、焼成ともに良好で、あり、色調は表面灰黒色、

芯部が灰白色を呈する。

第 3節 III卜レンチ出土遺物 (Fig.10、11)

IIIトレンチ出土遺物の内訳は以下の通りである。

弥生式土器:6片。かわらけ :テンパコ1/4。 渥美窯護 1片。常滑窯嚢 1片。員 2片。手熔

り 1片。青磁 2片。鉄製品 4点。瓦 3片。研摩痕のある瓦質手熔り 1片。他に近世陶磁

器が数点出土している。
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図示できる出土遺物は Fig.10、11に示した。 1-9は表土から道路地業。 10、11は道路地業内。

12-18は溝A、Bからの出土である。

1、 2は青磁鏑連弁文碗の底部片である。

lは高台笹4.0cm、高台高0.7cm。高台畳付部分のみ無利lであり赤褐色を呈する。柑は深緑色を呈

し、胎土は灰白色轍密である。

2は高台径5.4cm、高台高0.6cm。高台内面まで青緑色軸が認められる。胎土は暗灰色を呈 し鍛密。

焼成良好。

3はロクロ成形のかわらけ大皿である。口径12.4cm、底径8.0cm、器高2.6cm。体部は薄〈曲線

的に立ちあがる。胎土はi炎燈色を呈し精良。焼成良好。

4は手づくね成形のかわらけ大皿である。口径12.4cm、器高2.6cm。体部外面中佐の陵は明瞭で、

ある。胎土は赤1堂色を呈し精良。焼成良好。

5はかわらけ質土製品である。底、 側面はナデにより調整されるが、上面は指頭により押された

痕跡が残る。復元径7.0cm前後てやあろう。胎土は赤桂色を呈し精良。焼成良好。

6 -8は鉄製品である。

6は釘であろう 。錆が激しく大半を欠損している。残存長3.8cm、残存l幅0.8cmを測る。

7もおそらく釘であろう。断面方形を呈する。両端を欠損している。残存長10.2cm、|隔0.4cm。

8は鑓である。これも両端を欠損しているが、断面方形の鉄材を直角仁曲げている。残存長14.0

cm、幅0.6cm。

9は平瓦である。凹凸両面ともにナデにより仕上げられており、叩き痕、布目痕は不明である。

胎土は粗い石粒と砂を含みやや粉質である。全体に灰白色を呈する。

10は瓦質輪花型子借りの口縁片である。胎土は焼成不良のため赤灰色を呈する。小片の為、口径

復元は不可能で引あった。

11はおそらく鋸であろう 。錆が激しく詳細は不明であるが、鉄部分の厚さは 1mmをi<<IJる。柄部分

には木質が残る。

12は渥美窯大裂の口縁部片である。復元口径は41.5cmをiWJる。口縁部は頚部から大きく外反し、

口端は丸くおさめられており、上部に強いナデによる沈線状の凹みをもっ。胎土は灰白色を呈し精

良。粘性に富み焼成良好である。

13は常i骨窯大饗の口縁部片である。復元口径39.0cmをi<<IJる。口縁部は大きく外反し、口端部上面

には強し、ナテ工よる沈線状の凹みをもっ。内外面は褐色を呈し、口縁内面には乳緑色の降灰が観察

される。 IJ台土は灰白色を呈し、粗く、粘性が弱し、。

14はロ クロ成形のかわらけである。口径14.2cm、底径8.6cm、器高5.1cm。体部は直線気味に立

ちあがり、上位で屈曲をもっ。全体に薄〈仕上げられている。胎土は灰燈色を呈し、黒色砂粒を多

〈含む。内底面見込みのナデは弱〈、明瞭ではない。

15は研摩痕のある瓦質子熔 り片である。各面 ともによく使用されている。
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16は土師器査底部片であろう。胴下半部を打ち砕き、断商を研摩している。

17、18は平瓦である。

17は細い縄叩きを縦位のへラ削りとナデ調整により摩り消す。焼成前に穿たれた釘穴を有する。

端面はへラ削りを数回施し、面取りをする。 )j台土は精良、焼成は良好であり、表面は灰黒色、芯部

は灰白色を呈する。

18は凸面に太い縄叩き目を側縁に平行して施す。 凹面には布目痕がなく、凹凸面ともに離れ砂が

付着する。凸面の砂は縄叩きによって打ち込まれており、叩きを加える前に表面に撒いたものと理

解される。側面には 2面の面取りを施す。胎土、色調、焼成等は17と同質である。

第 4節 W 卜レンチ出土遺物 (Fig.12)

Wトレンチ出土造物の内訳は以下の通りである。かわらけ :テンパコ1/40常i骨窯饗:10片。

渥美窯護 1片。鉄製品 4点。銭 1点。種子:3点。青磁 4片。瀬戸窯鉢 1片。硯 1片。

図示できる出土遺物は Fig.12に示した。 lは表士一根切り。 2-3は井戸覆土。 4-6は南深

掘り。 7-10は卜レンチ東部北拡張区表土~溝Dまで。 11-12は溝Dからの出土である。

1は鉄釘である。残存長7.3cm。断面方形を呈す る。頭部は平らに叩かれた後、折り曲げられる。

2は常滑窯大裂の口縁片である。頚部から口縁部は大きく外反し、口縁上面には沈線状の凹みを

もっ。内外面は褐色を、胎土は灰白色を呈し粘性に富む。口緑内面に乳緑色の降灰がみられる。

3は粘板岩片である。表裏両面に研摩痕がみられ、砥石として使用された可能性がある。

4は瀬戸美濃窯系の鉢である。復元口径14.8cm。体部は丸昧をもち、口縁端部は折り返えされる。

紬は灰キIHであり 、胎土は灰白色を呈 し粘性は弱い。近現代の所産であろう。

5は鉄釘である。錆が激しく全体形は不明である。残存長6.0cm、断面は0.5cmの方形を呈する。

頭部は体部に比ぺやや薄くなり、はぽ直角に曲げられている。

6は近世以降の平瓦である。凹凸両面及び側面、端面はよく磨かれている。表面は灰黒色、芯部

は手し白色を呈し、焼成良好である。

7はロクロ成形のかわらけである。口径12.1cm、底形6.6cm、器高3.1cm。休部は丸昧を帯び立

ちあがる。胎土は樫色を呈し精良。焼成良好。

8は鎚である。残存長16.1cmを視IJる。断面はO.6cm X O. 5cmの長方形を呈し、両端部は3.Ocm程の

箇所てや折り曲け‘られ、端部は尖がる。

9は火箸である。残存長11.2cmをifilJる。断面は直径約0.3cmの楕円状を呈する。

10は銅銭 「寛永通賓」。初鋳1668年で、ある。

11は平瓦である。凸面に平行または斜方向の縄叩きを施す。凹凸面ともに斜方向の弧をもっ糸切

痕を残し、凹面には布目痕が観察される。凸面の離れ砂は顕著である。側面は数回のへラ削りて面

取りし、この面に流文状の文様がみられる。)j台土は精良、焼成はやや甘く、色調は黒灰色を呈する。

12は常滑窯大裂の口縁片である。頭部から口縁部にかけて大きく外反する。口縁部上面には沈線

状の凹みをもっ、内外面は灰褐色、胎土は淡手し褐色を呈し粘性に富むが焼成は不良である。
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第 5節近世陶磁器 (PL.18、19)

本節においては表土層及び、 IIIトレンチ検出の近世土壌 1、W トレンチ検出の近世土壌 2から出

土した近世国産陶磁器についてとりあけ、ることとした。 PL.18-1 -21は染付、 PLl9-22-33は

陶器類である。 これらの生産時期は17世紀後半ー19世紀中葉にかけてのものであり、政所I地点に

おける表土層から出土したものとほぼ同時期である。以下、一覧表を明記する。尚、近世土壌1からの出

土造物1.:1:.PL.18-11、20、21、PL.19-26、31。近世土媛2からのものはPL.18-2、18、19である。

尚、近世陶磁器の生産地及び製作時期に関しては佐賀県立九州陶磁器文化館学芸課の大橋康二氏

より多大な御教示を賜り、また、文字資料の判読は鎌倉国宝館の三浦勝男、 内田浩史両氏に御願い

した。記 して感謝の意を表する次第である。

遺物番号 器 種 文様その他 産 士也 時 期
法 量 (cm)

口径・底径・器高

PLi8-1 uミトl 碗 横帯模様 瀬戸・美濃 (?) 1820-1860年代 8.0 ・ー . -

2 染 f.1碗蓋 端反り。外I而11:1苦草文。 口端内四方修。 |湖西系(? ) 1820-1860年代 9. 1 ・ -一

3 染fHl7i呑み 口縁外而雷文帯。 i額戸 ・美濃 1820-1860年代 . - -一
4 染{、l湯呑み 広東形。牡丹文。焼き継ぎ。 m~~ ~II 系 1780-1840年代 12.8 ・ -一

5 染 f、l 皿 内面文様あり。 11巴 目'I 系 1780-1820年代 . - -一
6 染 f、]碗 外而j品文。焼き継ぎ。 瀬戸・美濃 (?) 1820-1860年代 .一 . -
7 染 f、n荷11 外而l者事。内ïfiî l川方除。内型成Jf~で輪花 IIE ll'l 系 1820-1860年代 . - . -
8 染j.j碗(1) 外而主J。 11巴 11

'
1 1760-1810年代 .一 . -

9 染{・l 碗 広東形(? )。 11巴 nij 系 1780-1840年代 . - . -
10 U:: f・i 瓶 文様松。 月巴 1l

'
1 1760-1810年代 . - . -

11 染 f・l 瓶 文宇*官f。 11巴 1l
'
1 18世紀 . - -一

12 染{・1" li沌 Fig. 18-1 とI訂lー I1団体。 瀬戸・美濃い) 1820-1860年代 3.8・ー

13 U:: f.j蓋 tJf技文様。 1I巴 11
'
1 系 1760-1840年代 . - . -

14 -i!j.-6:藍染{、j"liJ包 (湯呑み。)兄込みにJi弁花文。 IIE tJlI 1780-1800年代 3.2・

15 染Hu:出(? ) I日j台脇Ox文。 IIE 日リ 18世紀前半-17初年代f-( . - . -

16 U:: H Jm 内古川J足形lこより 輪花。 仁1ft!。 1巴 tl'l 1740-1780年代 . - . -

17 j~ f.l' JI1l l付ifli;'1'i文明?。蛇ノ日凹形市台。 1巴 高百 1760-1810年代 . - -一
18 染{、l' n抱 U~ñ=み)文様外 l而 rf/ C{-j明り文。 見込み五弁花文。 日巴 ll'l 1780-1810年代 8.3 ・3.2・5.1

19 染十1" [，沌 (場行み)外j(lj ll~鳥文。 瀬戸 ・美濃系 1820-1860年代 7.4 ・3.6・6.2

20 染 1、l 碗 1I制。外l耐木の守:文。 瀬戸・美波系 1820-1860年代 6.8 ・3.6・3.9

21 染 f.1" 1m 見込み蛇ノ 1Iflllハギ。 IIE 1I
'
I 系 18世紀 . - -一

PL19-22 鉢 |句耐に(1ft閣を施L、iL剖絵(スッポン、i丸木)。関H道具のtI!着痕あり l瑚 西 系 19世紀 28.8 ・13.8・12.9

23 鉄 flll 鉢 外l点lfIíに ~M: :i!r rとくり^:JI，、兵J 瀬戸・美淡 181止紀頃 18.8 ・12.5・15.5

24 l氏干111'j号炉 外1(11にT術文。外l氏Wiに都議「巴キJ 瀬 戸 ・美 i段 17、181i1:車己 10.0 ・6.5・5.51

25 火入れ(? ) 外iili に鉄絵、外氏 'I!ii に韮~: il.t rゆイ」 瀬 戸 ・美淡 181止申己 7.2・ー l 

26 鉄南11e.北 f 鉄干1110 |剥 TI¥i 系 181世紀 . - . -

表.近世陶磁器(1 ) 
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遺物番号 器 種 文様その他 産 1也 時 期
法 量 (cm)

口径・底径・器高

27 T沌 透明利l |具1 西 系 18世紀世半ー19世紀初頭 一 ・一 ・ー

28 l!A 物 灰利。 |品j 凶 系 18世紀-19世紀 7.6 ・ー ・ー

29 土瓶(? ) 鉄利I。 |羽 西 系 18世紀後半ー19世紀 一 ・- ・ー

30 灯明血 灰利10{:宇都内而に菊文貼1.J。 関 西 系 18世紀後半-19世紀 一 ・一 ・ー

31 灯 l明血 サピ利l。 関 西 系 18世紀-19世紀 10.4 ・ 4.2・ 1.8

32 灯明皿 サピ利l。 関 西 系 18世紀-19世紀 10.8 ・ 4.4・ 2.1

33 土 骨五 鉄利に灰flh流し。 関 西 系 18世紀後半-19世紀 7.8 ・ー ・ー

表.近世陶磁器 (2)
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まとめと考察 (Fig.13、14) 第五章

本調査地点は 4箇所のトレンチ調査という狭い調査面積にも拘わらず、表土撹乱が50-60cmと

比較的浅かったため、良好な状態で中世の道路地業、南北溝、井戸等の遺構を検出することができ 、

テンパコ約 5箱分の遺物の出土をみた。 しかし、掘削深度の限界もあり、遺構の充分な性格、年代

ここでは今回の調査で把握された事実等から各遺構の性観等は今後の調査に委ねることとしたい。

との対比を試みてゆきたい。

l[] 
小

格、及び年代観を、

< 1トレンチ〉

さらに南に隣接する「政所II地点」

〈
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寸
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s
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w
w
m
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遺構配置・土層模式図
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Fig.13に示 した遺構配置図
は各トレンチで検出した

最終面での遺構である。
また、土層模式図

にれは1991

第1回鎌倉市遺跡調査 ・研究
発表会」てや筆者が掲載

した図を一部加除筆した
も

それぞれ良好な状況を示
すものを載せた。北、南壁セクシヨンであ

り 、

「れた

は各トレンチの

催さ年10月に

のである。)

Iトレンチでは表土撹乱以外
は全て南北溝の覆土と考

えられる。出土造物から
は13世紀末-14世

あたえられ、政所II地点て
や検出された溝W、溝Vの覆

土であると考えられる。年代が紀前葉の

チてやは道路地業及びその
西側を流れる 2条の南北講

を検出した。IIトレン 明確な道路地業は I時

その上層に堆積する薄い
3枚の土層 にれは撹舌しを

うけ、期であるが ごく 一部にしか造存して
い

をも様相がやや異なる弱
い道路版築と考えること

ができる。ないが) 2条の溝は政所II地点で検

、及び溝羽と考えられる
。出土した造物から14世紀前

葉-14世紀末の年代をあたえ
る

。講VIと道路地業との時期
差は土層断面からは同時

期、あるいは溝VIのほうが
新しい

出された溝V

ことができる

られる。え考ものと

IIIトレンチでは道路地業 と
その下の2条の南北溝を検出

した。道路地業は 2時期あ
ると考えられ

ものは大部分を撹乱され
ている。南北溝は政所

II地点て検出された溝A、
溝Bである

るが上層の

。狭い深掘り箇所てやの
検出のため出土遺物もご

〈わずかであり速断は避
けねばならな

この両溝の切り合いから
溝Aが後出で13世紀初頭の年代を与える

ことができる。
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あるが、 2粂の溝には大きな時期差は無いと考えられる。

W卜レンチではII、IIIトレンチで確認された道路地業を検出し得なかった。 トレンチ北部で井戸

と南北溝(溝D) を検出した。井戸は未完掘であり年代は不明である。溝Dは前述した溝A、溝

Bと類似した掘り方、覆土をしており、前二者とほぼ同時期のものと考えられる。出土した平瓦は

鶴岡八幡宮創建時に使用されたと考えられる瓦(註 1)と同類であり、 12世紀末一13世紀前半の年

代が与えられる。しかし、 トレンチ東部北拡張区でごく 一部を検出したにすぎず、遺構としての性

格は不明と言わざるを得ない。

ここで本調査地点(以下、政所III地点) と政所II地点 tを合成した概念図 (Fig.14) を参照さ

れたい。政所II、[][地点は近接しており遺構の検出状況はほぼ共通している。ここで問題になるの

が政所[][地点II、[][トレンチ北部において溝が流れを西に向けはじめていること、 W 卜レンチにお

いて道路地業を検出し得なかったこと、さらにNトレンチ北部東拡張区で検出された溝Dが南部東拡

張区では検出きれなかったことである。以上のことから政所[][地点において南北溝及び道路の主車I!j

方向がやや西に振れていることが理解できる。また、政所 II地点では道路幅カ~10 .7m以上である

ことが確認されており(註2)、道路面はさらに東へ広がると考えられる。政所III地点において道

路西端から10.7mの地点I，:l:III、W卜レンチ聞であり、溝Dを道路地業下てや検出された溝A、B!:. 

同時期であるとすると Wトレンチ内では道路西側の南北大溝群と対応する溝は検出されていないこ

とになる。以上のことから、 W卜レンチて道路地業が検出きれないのは後世の削平によるものであ

り、道路|隔は14.3m以上という数値が得られる。この道路の年代をj稼VIとほぼ同時期とすると 14

世紀中葉~末の年代があたえられる。因に、 13世紀中葉一14世紀中葉の検大路の幅は推定で約21m

(約7丈)(註 3)、13世紀中葉一14世紀前半期の若宮大路の幅は鶴岡八幡宮二ノ鳥居以北で33m(11丈)

(註4)であることが指摘されている。最後に、政所II、[][地点てやは土塁を検出しておらず、この地域

の遺構の広がりを考えさせられる。

註

註 1.r鶴岡八幡宮境内研修道場用地発掘調査報告書」 同調査団編。鎌倉市鶴岡八幡宮発行。 1983年。及び 『鹿島問

八幡宮境内発摘調査報告書(鎌倉国宝館収蔵庫建設に伴う緊急調査}J 向調査団編。鎌倉市教育委員会発行。

1985年。による。

註 2.雪ノ下三丁目966番 l地点における調査を筆者実見。

註3.r政戸iJr跡』 政所跡発掘調査因。 1991年による。

註 4.r鎌倉市埋蔵文化財緊急、調査報告書3 北条時房・顕時正11跡(雪ノ下一丁目233番9他地点).n 鎌倉教育委員

会。 1987年。
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<付篇> 政所跡溝内堆積物の花粉化石

鈴木 茂(パレオ・ラボ)

1. はじめに

政所跡(雪ノ下三丁目965地点)において鎌倉時代初期(12世紀末一13世紀前半)のものと考

えられている溝内堆積物の花粉分析を行った。 この時期は幕府が聞かれ都市開発が盛んに行わ

れた頃と思われ、 したがって当時の植生と してはこの影響を強〈受けた ことが予想される。こうし

た人間活動と植生との関わりあいに注目 して花粉分析を行った。

2.試料と方法

花粉分析は IV トレンチ東側の卜レンチ Nの東側壁より柱状 (5cmm角)で採取したものより

6点(試料No2-7) t， IIIトレンチ南面よりスポットてや採取した 4点(試料No8 -11) の計

10点について行った (図1、図 2)。詳 しい土層の記載については遺跡の項を参照してT頁くとして、

ここでは花粉分析に用いた試料について以下に若干記載する。なお層位番号はセクション図に用い

られて いたものである。

1) N卜レンチ:19層は砂レキ層、 12層は暗灰色砂質粘土~シノレトてやレキや土丹(最大桂40mm)

が点在 し、21層は暗灰緑色粘土質砂まじりシノレ 卜で径 1mm以下の土丹粒が多〈入札 炭片が点在し

ている。これら 3層は撹乱層である。 17層は暗灰緑色砂まじりシノレ卜で炭片が多くみられ、大型の

土丹が点在し、本層も撹乱されているようにみうけられる。この17層より下位の26層、 23層、 25

層が構内堆積物である。 26層は黒灰色粘土質砂まじ りシノレ 卜て¥材片や炭片が点在し、径50mmの土

丹もみられる。また中部や上部よ りモモ核が検出された。23層は黒灰色砂まじり粘土てや、炭片や径

30mmの土丹がみられる。また最下部に径60mmの円レキが観察された。 23層は黒灰色砂まじり粘土

て¥最大径30mmのレキが点在 し土丹もみられる。 この25層の下住は暗灰緑色砂質シノレトで、溝内

堆積物の基盤をなすものである。 この26、23、25層より 6点について花粉分析を行った (図 1)。

なお17層仁ついては予察的に花粉化石の有無を確かめたところ、ほとんEみられなかったので省略

した。

2) IIIトレンチ:溝内堆積物は 5、6層および22、23層である。時代的にはほとんど差はないと

思われるが、発掘状況から 5、6層の方がより新しいと考えられる。 5層は暗灰色粘土質シノレ 卜て¥

最大径25mmの土丹や30mmのレキや炭片が点在している。また管状に酸化鉄が入る。6層は黒灰色シ

ノレ 卜質粘土てや、細粒一中粒砂の団塊が点在 してい る。また炭化材片 もみられる。 22層は暗灰褐色粘
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層 試

位 車斗

f票 区 翠喜

高 分 号

19 

m 匡ヨ10 . 0一一
12 

21 

1 7 

• 2 匡ヨ a
25 

• 3 ~=-=1b 

23 
. <1 E3c 
• 5 Eヨd

9.0ー lごこ亙. I 
• 5 

25 
• 7 巨~e

関 1 政所跡~内堆積物の地質柱状図(第 4 トレンチ)

a 粘土 b シルト c 砂 d レキ e : 土丹

標

高

m I j党乱層
10.0-

基盤

図 2 政f!Jf断:第 3 トレンチ南面のセクション図

F付篇 図1・図2
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土質シノレ卜で、細かな土丹が多量に含まれている。 23層はH音灰褐色粘土で、草本質の植物遺体がみ

られ、また炭片や最大径30mmの土丹が点在している。下部には材片が多くみられ、最下部には最大

径120mmのレキが点在している。これらの各層 1点、計4点について花粉分析を行った(図 2)。

以上の試料10点について次のような手順に従って花粉分析を行った。

試料(湿重約0.5-1.Og)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水

洗後0.5mm目の簡にて植物遺体等を取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フ

ッ化水素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水

酢酸9: 1 i農硫酸の割合のi昆酸を加え 3分間湯煎)を行う。水洗後、残i査にグリセリンを滴下し保

存用とする。検鏡はこの残i査より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を

施した。

3.結果

検出された花粉 ・胞子の分類群数は樹木花粉17、草本花粉21、形態分類てや示したシダ植物胞子2

の計40である。これら花粉 ・シダ植物胞子の一覧を表1に、また IVトレンチにおける主要な花粉

・シダ植物胞子の分布を図 3に示した。この分布図における樹木花粉、 革本花粉、シダ植物胞子は

全花粉・ }j包子総数を基数として百分率で示しである。なお IV卜レンチの試料No7および凹卜レ

ンチの試料については検出できた花粉数が非常に少なく分布図として示すことが出来なかった。表

1および図 3においてハイフンて結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものぞ示し、クワ

科 ・パラ科 ・マメ科の花粉は樹木起源と革本起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難な

ため便宜的に草本花粉に一括して入れである。検鏡に際して花粉化石の単体標本(花粉化石を一個

体抽出して作成したプレパラ ー卜) を適宜作成し各々に PLC.SS番号を付し形態観察用および保

存用とした。

検鏡の結果、 Wトレンチについては樹木花粉の産出傾向から 2つの花粉化石群集帯(下位より I、

II) を設定した。またIIIトレンチの試料については検出された花粉化石からみてWトレンチにおけ

る花粉化石群集帯 Iに相当すると思われる。

花粉化石群集帯 Iでは草本花粉の占める割合が非常に高〈、 60-70%に達している。その中では

イオ、科が30%前後出現しており、その他ではアカザ、科ーヒユ科、ヨモギ属が10-20%、アブラナ科

カ~10%前後みられる。樹木花粉てやはスギ属、コナラ属アカガシ亜属、クリ属 シイノキ属ーマテパ

シイ属が10%以下t低率ではあるが安定して出現している。

花粉化石群集帯IIでは樹木花粉が60%を占めており、その中ではスギ属やマツ属複雑管束亜属

(ニヨウマツ類)が優占している。コナラ属コナラ亜属が 1%を越えて出現し、アカガシ亜属も I

帯と同様にみられるが、クリ属ーシイノキ属ーマテパシイ属は検出されなかった。革本類てやは減少

したとはL、えイオ、科は20%出現し、アブラナ科も 10%を越えて検出されている。一方アカザ、科ーヒ

ユ科、ヨモギ属は急減し、特にヨモギ属は全〈検出されなかった。

166 



表工 政所跡の産出花粉化石一覧表

和名 学名
第4トレンチ 第3トレンチ

10 11 

樹木
7キ属 POdocarpus 
ツガ属 TSl唱a
マツ属複雑管東亜属 Pinus subgen. Diploxylon 
マツ属(不明) Pinus (Unknown) 
コウヤマキ属 Sciadopitys 
スギ属 Crypto叩eria
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. 
ヤナギ属 Salix 
クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 
カバノキ属 Betula 1 
ハンノキ属 Alnus 3 
プナ属 Fagus 1 一 司 ー ー

コナラ属コナう亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 4 1 1 1 
コナラ属7カガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 6 9 5 6 5 
クリ属ーシイノキ属ーマテパシイ属 Castanea-Castanopsis-Pasan"ia 9 7 4 11 
ニレ属ーケヤキ属 Ulmus -Zelkova 2 1 
ニワトコ属近似種 cf. Sambucus 1 
モクセイ科 Oleaceae 1 

草本
イネ科 Gramineae 40 83 44 51 64 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 1 11 4 6 4 
ユリ科 Liliaceae 1 
クワ科 Moraceae 1 1 2 1 
イ空ドリ節 Polygonum sect. Reynoutria 1 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 8 74 26 17 31 
ナデシコ科 Caryophyllaceae 4 匂 ー 2 
カラマツソウ属 Thalictrum 
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 1 
ヲケニグサ属 Hacleaya 
7プうナ科 Cruciferae 23 28 15 
ワレモコウ属 Salぼuisorba 1 
他のパう科 other Rosaceae 
マメ科 Leguminosae 2 1 1 1 
トウグイグサ属 Euphorbia ー ー 1 
セリ科 Umbelliferae 1 2 1 司 ー l 
キツネJ7ゴ属 Justicia 1 ー ーーーー

オオバコ属 Plantago ー ー ー ー ー ー ー l 
ヨモギ属 Artemisia 47 30 21 23 2 1 19 3 38 
他のキヲ亜科 other Tubuliflorae 2 5 4 2 2 3 
テンポポ亜科 Liguliflorae 3 8 4 6 6 1 1 6 1 

シダ縞物
単条型胞子 Monolete spore 5 6 29 11 13 3 2 4 5 
三来型胞子 Trilete spore 4 12 3 2 6 1 ー l 

樹木花粉 Arboreal pollen 113 53 20 18 34 2 10 15 4 13 
革本花粉 Nonarboreal pollen 81 258 128 121 176 4 18 44 27 124 
シダ植物胞子 Spores 9 18 32 13 19 4 2 0 4 6 
花粉・胞子総数 Total Pollen & Spores 203 329 180 152 229 10 30 59 35 143 
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不明花粉 Unknown pollen 13 29 18 23 26 11 

T. -C. lì:Taxaceae-Cephalotaxaceae-Cupr~saceaeを示す

附篇表 1
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4.考 察

花粉化石群集帯Iてやは草木花粉の占める割合が非常に高〈、樹木花粉は全体の10-20%であり、

遺跡付近において樹木の少ない景観が予想される。東京都板橋区一舟波遺跡(平安期の館跡)の溝内

堆積物の花粉組成は80%が草木花粉で、ヨ モギ属やへクソカズラ属、/ブドウなどが多くみられ、

土手や屋敷周辺の植生が雑草一色に変貌していたことがうかがえる(辻 1988)。当追跡において

はアカザ、科 ヒユ科やヨモギ属 tいった道端ある いは荒れ地などに生育する植物が多くみられる。

このように講の周辺ではイオ、科をはじめとして荒れ地あるいは草地的な雑草が生育しており、スギ

属やコナラ亜属、アカカ、、シBE属 といった樹木はまばらに生育 していたに過ぎなかったと忠われる。

時代的には12世紀末からl3世紀前半頃と思われ、鎌倉幕府成立後の人間の干渉を強〈受けていた環

境であったであろう。

なおアカザ不十一 ヒユ科およびアブラナ科などには食用になるものもあり、*~先いや投棄されるこ

とにより溝内に花粉が供給された ことも考えられる。また先にも記したが26層中より モモ核が3個

体(1つは半分ほど欠けている)検出されている。これらの大きさは長さが2.609cm、2.630cm、

2. 750cm、l隔は2.226cm、2.059cm、不明、厚さは1.791cm、1.796cm、1.482cmである。現生桃の種

核の大きさは3.5-4 cm以上あり (太田 1986)、それに比べればかなり小さい。奈良県天理市布

留遺跡出土の桃核の大きさは平均 して古墳時代前期では長さが2.23cm、l隔は1.88cm、厚さが1.52 

cm、古墳時代中期~後期では長さが2.38cm、|幅1.87cm、厚さ1.46cm、奈良時代末~平安時代では

長さ2.55cm、幅2.03cm、厚さ1.52cmてやあり (太田 1986)、当遺跡出土のモモ核は布留泣跡のもの

の平均値よりやや大きいようである。

花粉化石群集侍IIにはいると ニヨ ウマツ類やスギ属が急激に分布石?広げたと思われる。史跡、永福

寺跡、における花粉分析の結果ニヨ ウマツ類が優占しており、それ以前はシイ・カシ類を主 とし、ナ

ラ類、スギ、ケヤキ、クマシデ属ーアサダ属な Eからなる森林が形成されていたと考えられた(吉

川 1990)。これらの樹木は鎌倉幕府成立後の人間の干渉により一部伐採され、その跡地にアカマ

ツなどの二次林が形成されたであろう。また永福寺におけるその後の発掘調査でニヨ ウマツ類の増

加(クロマツの植栽による)は13世紀後半からと考えられ、スギ属についても 13世紀から14世紀に

かけて有用材と して利用されたスギ林は急速に破壊され、その後になって植林がなされたのであろ

う(鈴木 1991) と考えられた。 このように花粉化石群集帯 IIにおける ニヨウマ ツ類やスギ属の

増加は人間の森林への干渉による結果と思われる。

こうした人間の植生への干渉は草本類にもおよんだであろう。すなわち溝周辺において目立つ存

在であったアカザ科ー ヒユ科やヨモギ属の出現率は急激に減少 しており、 これら雑草類が除去され

た結果が示されていると思われる。

5. まと め

以上のように当政所跡における12世紀末から13世紀前半頃の植生は鎌倉幕府成立後人間の干渉を強
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〈受けたとみられ、スギ属やコナラ亜属、アカガシ亜属などの樹木類はまばらに生育していたのみで、

アカザ、科 ヒユ科やヨモギ属などの雑草が目立つ植生であったと思われる。

その後遺跡周辺では二次林化が進み、また植林などによりニヨウマツ類やスギ属が分布域を広げ

たのでやあろう。
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写真図版



P L.l 

AA. 調査地点遠景(北から)

AB. 調査地点近景(東から) I .雪ノ下三丁目 965番地点(政所1II地点)

2. 雪ノ下三丁目966番|地点(政所II地点)
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P L.2 

企 A. 1卜レンチ全景(南から)

174 

AB. 1トレンチ北壁土層堆積状況(南から)

企 C. 1卜レンチ南壁土層堆積状況(北から)

.... D. 1卜レンチ東壁土層堆積

状況(西から)



‘A. II卜レンチ全景(南から)
道路地業菌検出時

P L.3 

企 B. IIレンチ全景(南から)

北、南深掘り箇所にて。

溝V、VI掘り下げ終了後。

.... C. IIトレンチ全景(南から)

北、南深掘り終了後。

溝の東側が道路地業である。
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PL.4 

.... A. II卜レンチ

北深掘り箇所(北から)

.... B. II卜レンチ

北壁土層堆積状況(南から)

‘C. II卜レンチ
調査風景スナッフ(南から)
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P L.5 

<111 A. II卜レンチ

南深掘り箇所(南から)

溝V、VI掘り下げ終了後。

<111 B. II卜レンチ

南壁土層堆積状況

(北から)

<111 C. II卜レンチ

東壁土層堆積状況

(西から)
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‘c. [[[卜レンチ

P L. 7 

‘A. [[[トレンチ
北深掘り箇所(西から)

近世土犠|検出状況

... B. [[[卜レンチ

北深掘り箇所 (北から)

溝 B検出状況

北壁土層堆積状況(南から)
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P L.8 
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~A. III卜レンチ

南深掘り箇所(南から)

溝A、B掘り下げ終了後

~B. IIIトレンチ

南壁土層堆積状況(北から)

~c. IIIトレンチ

道路地業断面(西から)
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P L. 9 

.&.8. N 卜レンチ 北壁土層堆積状況(南から)

企 A. N 卜レンチ 全景(南から)

企 C. N 卜レンチ 井戸覆土堆積状況 (束力、ら)

‘D. N 卜レンチ 井戸全景(南から)
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PL.ll 

"'A. Nトレンチ北部東拡張区
全景(南から)

... B. 同上、溝D土層堆積

(南から)

... C. N卜レンチ南部東拡張区

全景(南から)



P L.12 

1 -a 

1 -b 

図版 1 政所跡溝内堆積物中の花粉化石

図版 1 政所跡溝内堆積物中の花粉化石

1 :マツ属複維管東亜属 試料No.6 P L C . S S 5 2 1 (X850) 

2 :ニレ属一ケヤキ属 試料 NO.3 PLC.SS 519 (x 1100) 

3 :スギ属 試料 No.2 P L C . S S 5 2 2 ( X 1 1 0 0 ) 
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PL.13 

図版 2 政所跡溝内堆積物中の花粉化石

4: アカザ科ーヒユ科 試料 NO.3 PLC.SS 518 

5 :ワレモコウ属 試料No.2 P L C . S S 5 2 4 

6 :アブラナ科 試料NO.6 PLC.SS 520 

7 :タンポポ亜科 試料 No.3 P L C . S S 5 1 7 (XII00) 
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P L.14 

Aかわらけ
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P L. 15 

A 白磁 A 白かわらけ

‘-.、一守匂旬、-:.... 

A青磁 企瀬戸、美濃

A常i骨、 j屋美、山茶碗窯系
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Pし.16
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P L.17 

A手熔り

A土製品

詣震彊薗白面匙IJ; 
...砥石

...研磨手熔り

企漆器

企種子

企鉄製品、銭
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3 .若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 

小町二丁目 12番15地点



例 言

1. 本報は、鎌倉市小町二丁目12番15における住

居併用庖舗建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査

報告である。

2. 発掘調査は、149m2対象地の内住居分80m2を

国庫補助事業 として、鎌倉市教育委員会が実

施した。

調査期間は、土工事の都合による中断期間を

含め、平成 2年11月2日から平成 3年 3月26

日まてれていある。

3.本報の執筆 ・編集は菊川が行い、中世遺物の

実測は長田、樋口、石丸、須藤に依頼した。

また、遺構 トレースには石丸の協力を得た。

4.本報に使用した写真は、遺構 ・造物ともに菊

) 11がf最影した。

5.調査体制は以下の通りである。

主任調査員 菊川英政

調査 員 片岡陸校

調査補助員 長田夏子、樋口美江、須藤千佳

子、石丸運人、 111田健二、園部

雅之

協力機関 (社)鎌倉市高齢者事業団、

(株)高松建設

6.出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会

が{呆管している。
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図 1 遺跡位置図

調査地点および既調査地点の文献一覧

1.調査地点

2. r鎌倉市埋蔵分化財緊急調査報告書2J 5頁鎌倉市教育委員会 S.61

3. 『 同 3 J 5頁 同 S.62 

4. 『 同 3J 101頁 同 S.62 

5 『 同 4 J 9頁 同 S.63 

6. 『 同 5 J 163頁 |司 H.1 

7. 『 同 6 J 261頁 |司 H.2 

8. 『 同 6J 301頁 同 H.2 

9. 『 同 7 J 33頁 同 H.3 

10. r 同 7J 239頁 同 H.3 

11. r (推定)藤内定員邸跡追跡、』 鎌倉市教育委員会 1985 

12. r鎌倉考古学研究所調査研究報告 第一集J5頁 鎌倉考古学研究所 1982 

13. r 同 第一集J25頁 同 1982 

14. r 同 第二集J29頁 同 1982 

15. r小111]一丁目309番5地点発掘調査報告J(推定)藤内定員邸跡発招調査団 1983 

16. r小IIIT二丁目345番2地点遺跡』同地点逃跡発掘調査団 1985

17. r小IIIT-丁目120番1地点遺跡JJJP.¥門社ピノレ発掘調査団 1989

18. r蔵屋敷東逃跡』江ノ電鎌倉ピノレ発掘調査団 1983 

19. r蔵屋敷遺跡』鎌倉駅舎改築にかかる追跡調査会 1984 

196 



第一章遺跡の位置と環境

調査地点は ]R鎌倉駅の正方約250mのところに住置し、現在“小町通り"と呼ばれる商庖街に

面した場所にある。

この付近ー需は庖舗 ・個人住宅等が密集し、発掘調査も かなりの件数が実施されている。その成

果によれば、若宮大路 と今小路に挟まれた一帯には低地が広がり、鎌倉駅の辺り と若宮大路東側は

徴高地を呈 していたら しし、。低地部分では、往時の様子を伝える文献資料はないも のの、掘立柱建

物、溝、井戸、土壌等の遺構、漆塗 りの椀 .llIlをはじめとする多量の木製品の出土が目立ち、中世

都市の生活を窺い知る貴重な資料を提供してくれる。

周辺部の調査について詳述する余裕はな いが、概幸I~、 報告書の刊行された遺跡(地点)を前頁に

記したので参照して項きたい。

第二章 調査の経過と概要

本調査に先立ち、建物基礎杭の入る 8箇所が平成 2年10月末から10日間の予定で調査さ れた。

の先行調査では、 2x 2m I隔の トレンチを地山まで掘り下げて行われたが、 i勇水量の多さから、
調査区北側の4箇所は完掘を断念 した。

本調査は平成3年 1月に開始 し、3月をもって終了した。調査にあたり、 事務所 と排土置場を確

保するため調査区を2分し、西側の I区から発掘を行った。なお、 II区に置いた事務所の真下には

調査前に埋められた井戸があり、この部分は除外した。

調査区には 4m方眼のグリッドを設けた。グ リッドの南北車111は磁北に対して27.5
0

東に傾き、若

宮大路中心軸とほぼ合致している。

ア イ ウ

2ー + 

I 区 ¥ II 区

1 
「一寸

+ + + + 

+ 
Fl 

亡コは基礎杭昔11分
o 4 m 

図2 グリッド設定図
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第三章 検出遺構と出土遺物

第|節層序と生活面

土層堆積図は I区1:II区の境、南北方向の図を使用した。

1層は板ガラス ・コ ンク リー卜塊を混入する近現代の客土層で、 2層 (土丹層)は その床土と思

われる。

3層以下が中世造物包含層て" 4層(土丹層)は生活面の可能性が強い。当初、 4層上面での遺

構検出に努めたが、 i勇水と霜柱の影響で精査商が徐々に下がり、結果的には 8層上面を第 l面とせ

ざるを得なかった。したがっ て、第 l面の遺構はかなりの時期|隔をもつものである。

8層から11層まではJI音灰色を基調とする粘土が堆積 し、12層は貝殻粒を混入する硬い砂層である。

12層上面での遺構検出は容易て¥第 2面として調査を行った。

15層は中世基盤層と考えられているが、精査中に中世造物と古代遺物がかなり出土しており、 16

層を第 3面として最終的な遺構確認を行った。 16層は暗青灰色を呈する沖積砂層て¥ ここで検出さ

れた遺構の掘り込み面は、すべて15層中に存在すると思われる。 したがって厳密な意味での生活面

てやはない。

462 1 345  

基礎杭

7m 

10 16 11 7 12 15 0 2m 

1. 表土層 2.土丹層 3.暗茶褐色土 4.土丹層 5.時褐色砂11土 6.暗褐色砂質土

7. >>音褐色粘質土 8. I清灰褐色粘土(第 1面) 9. I暗灰褐色粘質土 10. I清灰色粘土

11. I清貧褐色粘質土 12.貝穀砂層(第 2商) 13.炭化物層 14.暗茶褐色粘土 15.黒褐色粘土

16. I培青灰色砂層(第3面)

図3 土層堆積図

第 2節検出遺構

第l商てやは柱穴、土壌、溝 (7)が検出された。調査区の西端と 中央部南北壁寄りは、土留め作

業の際に踏み荒され、遺構検出が不可能な部分である。

柱穴Lr.礎板を置くものと素掘りのものがあり、礎板をもっ何穴かは、並びが確認されている。調

査区中央部では、その並びと 平行して、南北方向に細長い土丹版築面と土媛、溝状の落ち込みが掘

られている。

溝状の落ち込みは、南側の隣接する調査地点で検出された溝の続きと思われるが、基礎杭部分てや

切られ、 明確にはできなかった。 内部に大形の凝灰岩切石 3佃が投げ込まれていた。
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第 1面検出港構

第2面検出込桝

第3函検出込格

図 4 検出遺構全体図
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第2爾は遺構密度が高〈、切り合いも激しい。第 l商てや見逃し

た造構も当然含まれている。

柱穴は調査区西側に集中して検出された。柱根の残るものもあ

るが、建物規模を復元するには至っていない。また、礎板だけが

検出されているものは、上面から掘り込まれた柱穴の名残りか、

第 2面建物の束柱下の礎板であるか判断は出来なかった。

土療は調査区中央部てや検出された。隅丸長方形を呈するものが

多く、 1mX1. 5m程の中形土壌は 2-3基まとまって掘られて

いる。1.5X2. 5m、深さO.7mを測る大形土墳は南壁寄りにあり、

同一規模と思われる大形土療の一部が北壁際でみつかっている。 杭

この 2つの大形土療の一長軸は、互いに直交する位置にある。

溝は計6条が検出され、その内の 1粂に木組の護岸施設が残る。

溝の主車111はすべて南北方向である。調査区西側の溝は、 2条が平

行 しており、 浅いため所々で分断され消滅している。溝の西側肩

音1)に並ぶ柱穴は、 1-2mの間隔を保ち、制II}などの構築物があ

ったと考えられる。木組溝については後述す る。

第3面は中世基盤層下で精査・発掘を行ったため、中世遺構の

掘り残しと古代追構とが検出された。

柱穴の大部分は中世期の遺構であるが、調査区中央部の掘立柱

建物祉は、出土造物が少なく速断はできなし、。南北 l問、東西 2

間程の建物と考えられる。

古代泣構としては、井戸と竪穴状遺構が検出された。

竪穴状追;検は井戸に接して作られ、短辺2.5m、長辺3.5m、確認、

面からの深さは約35cmを測る。床面は平坦でなく、壁の立ち上が

りも緩やかである。柱穴はないものの、南西部角隅に深さ25cm干呈

の窪みをもっている。出土造物からみて、井戸と同時期のものと

考えられる。井戸については後述する。

木組溝

木組溝は II区第 2面てや検出された。溝幅23cm、i奈さ25cm、主

車111方位は N-31
0

-Eを測る。掘り方を伴わず、壁面に直接板材

を立てかけ、内側を杭てや止めて構築する。

W 

v 

4ぎ

ギ
的

ゐ守句〈ー

c、3
E 
c、d

<=> 

図5 木組溝
使用された板材は、11I高9-13cm、長さ205-208cm、厚さ 1-

1. 5cmの柾目材で、 1枚ないし縦に 2枚積んで壁とするが、後者の場合、更に 1枚を杭との聞に入

れ、 3枚で使用している箇所もある。
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杭は 2x 3 cm手呈の角材で， 43-50cmの長さの

うち、先端9cmばかりを尖らせている。壁板の

継ぎ目に 1箇所と中間に数箇所打ち込み、壁板

の倒壊を防いだものと思われる。

なお、 この木組溝は、南側に隣接するピノレの

発掘調査では検出されず、途中で止まるか東西

方向へ曲がっていると考えられよう。

井戸

井戸はI区第3面で検出された。出土遺物か

ら平安時代の遺構と考えられる。

掘り方は l辺約1.8mの隅丸方形を呈 し、西

側にテラス状の低段がつけられる。この低段の

壁際には直径10-15cm程の小穴が並び、反対側

の井戸肩部にも 2穴みられる。杭穴状の小穴て¥

上屋構造を考えるには無理がある。

井戸底商の検出は、壁面が崩落し始めたため、

断念せざるを得なかった。ボーリング棒で探査

したところ、確認面から約 4mの深さの井戸

と推測される。

井戸枠は確認商から約1.5m下に造存した。

土圧を受けて変形するが、 1辺75cmの正方形を

呈している。構造 としては、納をあけた支柱を

四隅に立て、各々を横桟でつなくや。その外側に

は縦板を 2-3枚並ぺ、内側には納を入れた横

板を 3段に積んで補強している。最下段の横板

la 

¥ 
機械縦横

縦板桟板枚桟

~ d. 
横桟~

b 

桟

板

板

糊

横

縦

横

斗

九
縦板ζ

b 

E
u
g
 

o 

図6 井戸(古代)

は土砂が流入し検出できなかった。各部材の詳細は以下の通りである。

支柱は 1辺9cmの角材てや、面取りをして断面6角形を呈すものもある。全長1.4m程が遺存し、

下端から 1m上に横桟用の柄穴をあける。それと直交する側には、縦に溝を扶って横桟をすべり

込ませていたようである。

横桟は 4x 5 cmの角材てや、長さ65cm。両端2cm程が支柱楠穴に組み込まれている。

縦板は幅25-30cm、厚さ 3cm、下端から63cm程が遺存する。

横板は縦幅25-30cm、横幅75cm、厚さ 3cmて、¥両端に 5cm程の挟りを入れて組み合わせている。

いずれの木材も材質については未鑑定て¥イ也に出土造物はない。
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第 3節出土遺物

図7は井戸覆土中の遺物である。

1は灰柑陶器皿。口縁の一部を

欠〈。 三日月高台、灰軸は刷毛塗

りである。見込み部は滑らかで転

用された可能性もある。口径14cm、

高台径6.2cm、器高2.9cm。

2は須恵器杯。約 1/4残存。

底部は回転糸切り無調整。白色針

状物質含有。口径11.6cm、底径6.6

cm、器高3.1cmo 

3は須恵器杯。約 1/7残存。

体部外面の墨書文字は判読不能。

白色微粒を含有。口径11.6crn。

4 -6は須恵器杯の底部。いず

れも約1/4が残存。底部調整は

4が回転糸切り無調整。 5・6が

外周回転へラケズリ 。白色針状物

-ーー一ーーーーー

-----一一
五三二

ーミ三尋弓〆

ミ孟三J
マ量イ
三~

℃二半=コえ

ミ証二J

。 10cm 

図7 井戸出土遺物

10cm 

図 B 第 1面上包含層出土遺物
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一三斗~'~百吉元

図9 第 2面上包含層出土遺物

質は 5・6に多く含有。底径は順に、 6.6cm、8.2cm、8.4cm。

7 -10は土師器杯。 7は略完形。口唇部の黒色化した部分は焼

成時のものか。 8は約1/4残存。口縁部下に指頭痕が残る。 9

は約 1/3残存。 10は約 1/6残存。 10の体部内面には墨書文字

「弁」が残る。

11・12は土師質土器。約1/3-1/4が残存。底部は回転糸切

り無調整である。 11は体部外面の聴瞳目が顕著。内面は丁寧なナ

デ調整。口径12cm、底径5.2cm、器高4.7cmo 12は口唇部が軽〈外

反。内底面に渦巻状の整形痕が残る。口径11.6cm、底径5.2cm、

器高4.3cm。 ともに白色針状物質含有。

図8は第 1面上包含層出土遺物。

1 -10はかわらけ皿。 1は薄手タイプの小皿。 7は口縁が外反

傾向を示す皿である。

11-13は青磁。11は輪花碗。 12は鏑蓮弁文碗。 13は内面に蓮弁
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図10 第 3薗上包含層出土遺物



を押捺する皿。推定口径24cm。

14は常滑担ね鉢。口唇端部が短〈立ち上がる。

15・16は常滑襲。 15は縁帯上部が肥厚する。

図9は第 2面上包含層出土遺物。

1 -7はかわらけ皿。 1は手担ね整形。 1-3は灯明皿として使用。

8 は白磁碗。見込み部に l 条の沈線。 ~III は内面と外面体部下位にかかる。

9・10は青磁。9は無文の腰折れ鉢。10は錆蓮弁文碗。

11は山茶碗。内底面が磨耗しており、転用された可能性がある。

12は土製品。小形の短頚査である。

13はj屋美襲。口唇端部が短〈立ち上がる。体部下端に火熱を受けた箇所がみられる。

14・15は常j骨襲。

図10は第3面上包含層出土造物。土師器・須恵器も出土したが、中世造物だけに限った。

1 -6はかわらけ皿。子担ね整形で占められる。 2・3は倒置し、 重なった状態で検出された。

4は灯明皿として使用。

第四章 まとめにかえて

本地点の調査では、概ね13世紀前半から14世紀後半代に至る中世遺構群と平安時代にまで遡る井

戸・竪穴状遺構が発見された。中世遺構群についての詳細はまだ整理途中であるが、木組講を車Ibと

した住穴群・土媛群のまとまりから、 屋敷地内の空間的な配置、更には若宮大路西側の街割り構造

を考える上で重要な地点となろう。また、平安時代の井戸祉は市内での検出例がなく、沖積低地上

の古代集落の展開、頼朝以前の鎌倉の様相を知る手掛りとなろう 。

最後に造物の問題について付け加えて置きたい。調査に伴なって出土した多量の造物のうち、 実

測用に選別された遺物は総量の約1/10程度に過ぎず、本報に使用した遺物は更に少ない。選別に

あたっては生活面・遺構ごとに年代指標となるもの、遺跡・遺構の性格を反映するもの等を勘案し、

完形から約 1/6程度の破片までを目安 とした暖昧な基準である。出土品すべてをifilJ図化するのが

不可能である以上、数量 ・内容等のデータをとった後に選別するのは止むを得ないことである。だ

からこそ、この限られた造物に関しては最大限の観察と正確さが要求され、 実測図はその第 1歩と

なろう 。

本報で使用した実測図にも表現の稚拙や不正確さにより情報量不足となったものが多〈、今後改

めていくべき問題 t考えている。
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図版 1

企 I区2面全景

....1区3面全景
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TII区3面全景
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図版 3
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図版4
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.井戸出土遺物

V第 |面上包含層出土遺物
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5 

V第 2面上包含層出土遺物
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7 

12 13 16 

8 

V第 3面上包含層出土遺物
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6 

(番号は挿図中の番号と同一)
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4 .台山遺跡 (No.29)

台字西ノ台1624番 3外



例言

1.本報は、鎌倉市台字西ノ台1624番3外に所在

する遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、鎌倉市教育委員会(教育長尾崎賓、

担当者菊川英政)が、平成 2年11月8日一

11月13日にかけて実施した。

3.本報の執筆・編集・図版作成は大上周三が担

当した。

4. 本報に使用した写真は、遺構を菊川英政が撮

影 し、遺物は木村美代治が撮影した。

5.整理にあたって、石材の鑑定を市文化財専門

委員の松島義章先生にお願いし、また馬淵和

雄氏よりご教示を賜った。記して謝意を表し

6.現地での調査体制は以下の通りである。

調査補助員滝田薫・菊地正明

協力機関 (社)鎌倉市高齢者事業団

7. 出土品 ・記録図面類は、鎌倉市教育委員会が

保管している。
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第 1図 遺跡位置(1ハ0，000) 
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第一章 遺跡、の位置

台山追跡 (No.29) は、 ]R横須賀線の南て¥南東一北西に伸び る台の丘陵及び南側の谷戸部分

からなっている。東西700mX南北300mの規模を有する広大な遺跡である。現状は遺跡の大半が宅

地化されており、往H寺の景観は大きく変貌 している。遺跡、台帳には縄文時代から中世にかけての造

物散布地、集落跡、中世館跡、砦跡と記され周知1化されてい る。 北側丘陵 |マには柏尾川の支流であ

る小袋谷川が北西に流下している。

きて、今回調査の対象となった箇所は遺跡、のはば中央部、台字西ノ台1624番 3他の地点(第 l図

1 )である。当該地の微地形は、北鎌倉学園グランドがのる丘陵とその北にある丘陵に挟まれ、台

の神「ザ!神社附近か ら南東に件Iびる谷戸の奥で、 ]R二It鎌倉駅の西約550mに位置 している。

ところで、台山追跡は過去においてもたびたび発掘調査の手が入っており、次のような成果が得

られて いる。例えば、 1983年 5月か ら7月にかけて台字藤源治914(第 1図2)で実施された調査

て引は弥生時代中期一後期の竪穴住居主11:18軒、古墳時代前期~後期の竪穴住居祉13軒、平安時代の竪

穴住居土11:5軒の他、中 |止の道状遺構 I粂が検出(手塚他 1985) された。 1984年10月に 山ノ内字

藤源治874番 2 (第 l図 3)で実施された調査では弥生時代後期の竪穴住居祉6軒が検出(斎木他

1985) された。1987年10月に台1730番 l他(第 l図 4)で実施された調査でも 弥生時代の竪穴

住居祉 li肝が検出(玉林他 1988) されて いる。また最近では1990年 7月から 8月にかけても 山

ノ内914他(第 l図 5)で実施され純文時代の落とし穴2基、 古墳時代、奈良 ・平安時代の竪穴住

居祉 2j~r等が検出されている 。 こ のほか、 1970年には台1737番(第 l 図 6 )の地点が調査され、

弥生、古墳時代の竪穴住居:1:1上が検出されている。

こうした調査の積み重ねにより、台山遺跡の実態はわずかづってはあるが徐々に明らかになって

きており、鎌倉における有数の古代集落遺跡と しての評価が固まりつつある。

+土一言ロ

斎木秀lifHtIt 1985 f3.台山遺跡j r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書:J 1 

手塚直樹他 1985 f白山藤i山台遺跡」台山ilfMJJlli台遺跡発抑制査団

玉林美男他 1988 f6.台山逃跡j r鎌倉市立II蔵文化財緊急百11ij査報告書~ 4 

213 



第二章 調査の概要

平成 2年 8月、事業者から自己用住宅建設に係わる事前相談を受けた。そこでまず文化財保護課

では建設計画による埋蔵文化財への影響の有無を確認するため平成2年 9月19日に試掘調査を実施

した。その結果、 GLから一50-80cmのレベルで中世遺構の落ち込み商が確認されるとともに、中

世、古代の遺物も多少出土した。この試掘データと建設計画との突き合せを行ったところ、 地下駐

車場部分が埋蔵文化財に影響を与えることが明らかになった。設計変更による忌避も不可能となっ

たため発掘調査を実施することとなった。

調査は、地下車庫部分約9討を対象として、平成 2年11月8日に試掘データを参考にまず第 1層

を機械により除去、その後第 2-6層を人力により掘削し、遺構確認作業を行なうことから開始し

た。まず、近現代のごみ穴などの撹乱坑を掘り上げた後、試掘調査時に確認していた溝状遺構を中

心に中世遺構の調査に取りかかった。特にこの溝状遺構は、調査区の 5害IJ近くを占め、かつ掘 り込

みが深かったため、精査、掘り上げに調査期聞の大半を費やす結果となった。この間、降雨により

調査の中断があったものの、調査手順に従い、中世追構検出・精査、平・断面図作成、並びに調査

区の土層断面図の作成を行い、そして11月13日に遺構の写真撮影を行い、全ての調査を終了した。

人

。 10m 

第 2図調査範囲
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第三章 検出された遺構と遺物

第 l節遺構

I )溝状遺構(第 3図)

調査区を斜に横切るよ

うに南寄りの地点てや検出

されている。落ち込み面

で見る限りではこの溝は

東西方向に伸びているも 溝状遺構

のと思われる。溝の幅に

関しては調査区の狭さが

災いし明らかにすること

は出来なかった。溝底面

は、東壁から西へ約 1m

まで徐々にレベノレを上け、

てきているカえそのI也点

から西側では一転してレ

ベノレを下げかなりの傾斜

を示している。底面その

ものは概ね平坦である。

確認面から底面のトップ

までの深さは1.70mと 8 

かなりのi奈さとなってい

る。また、壁の状況を北 。 1m 
壁てや見ると、直線的でや急

角度で落ちている~の
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る。

なお、ここで第3図によりながら本遺構の覆土と共に、調査区の土層堆積状況も含め見ておきた

し、。

第1層 表土層 概ね40cmの堆積て¥一部撹乱部分は80cm程度と深くなっている。

第2層 暗灰色粘土層 鉄分が浸透している。 20-40cmの厚きで堆積は部分的である。

第3層 暗赤茶褐色土層 よくしま っている。かわらけ片を微量含む。 部分的に堆積しているだ

けである。

第4層 暗青灰色粘質土層 炭化物を微量合むが、しまりに欠ける。

第5層 暗茶褐色土層 かわらけ片を含むが、しまりに欠ける。東寄りは10cm前後と薄いが、西

寄りでは25-35cmと厚くなっており、かつ傾斜している。

第6層 黄灰白色粘土層 炭化物を混入し、ブロック状を呈している。東寄りで認められるだけ

である。

第7層 暗茶褐色土層 炭化物、かわらけ片、土師器片を含む。しまりに欠ける。 1m前後堆

積している。

第8層 暗茶褐色土層 第7層に近いが、第 7層よりしまっている。厚さ20から70cm以上で、西

寄りで厚〈堆積している。下底而は西にかなり傾斜している。

第9層 炭化物層 第8層をベースとして、木炭状の薄い炭層が挟まる。厚さ15cm前後で、西に

傾斜している。

第10層 暗茶褐色粘土層 よくしまっている。厚さ10cm前後と薄〈、やはり西に傾斜している。

第11層 暗茶褐色粘土層 炭化物を混入し、 10層に比べ色調は暗〈、しまりに欠ける。土師器片

を含む。厚き20-50cmてや西に傾斜している。

第12層 賞褐色ローム層地山である。

2 )ピッ卜(第 3図)

溝状遺構と切り合う第 1号と、西隅で検出された第 2号ピットが検出された。第 1号ピッ トは東

西95cmX南北50cm、深さ45cmの規模である。第 2号ピットは1/4程度しか検出されておらず、 40X

25cm以上、深さ11cmの規模て、ある。共に造物の出土はなかった。

3 )落ち込み遺構(第 3図)

調査区の北隅よりで検出された。中ほどに小さな段を有し南から北へだらだらと下り勾配になっ

ており 、確認範囲内でのレベル差は45cmをiHlJる。部分的な調査のため規模、形態等詳細は不明であ

る。図示可能な遺物の出土はなかった。
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第 4図出土遺物

第 2節遺物

第4図5・6は溝状遺構覆土中からの出土である。 5は土師器杯で口径13.6cmを測る口縁部一体

部にかけての破片である。体部は丸〈 内湾し、口縁部は聞き気味に立ち上がっている。体部と口縁

部の境はくびれている。体部外面には数段のへラ削り がなされている。 6は流紋岩質細粒凝灰岩製

の砥石で長さ8.8cm、幅3.6cm、厚み3.5cmで、 5面に使用痕が見られる。

第4図 1-4は遺構確認時の出土である。 1・4はかわらけ、 2は灰柑小皿、 3は灰粕段皿であ

る。 lは口径8.6cm、底径7.0cm、器高2.4cmで、残存率は1/6である。体部は、底部から鋭〈直線

的に立ち上がっている。 4は口径5.8cm、底径5.0cm、器高1.2cmで、残存率は1/3である。平らな

底部から体部は短〈聞きながら直線的に立ち上がっている。底部外面には回転糸切り痕が見られる。

2は口径10.4cm、底径4.2cm、器高2.1cmで、 残存率は1/6である。体部中ほどに段を有し、口縁部

は外反気味に聞いている。体部内面及び口縁部内外面に灰柑が掛けられている。 3は口径8.2cm、

底径3.6cm、器高1.7cmで、残存率は1/3である。体部はゆるやかに内湾しながら口縁部に至ってい

る。底部外面には回転糸切り痕が見られる。 体部内面及び口縁部内外面に灰紬が掛けられている。

溝状遺構出土の土師器杯(5)は古墳時代後期、砥石(6)は形状から中世の所産と思われる。一方、遺

構確認時出土のかわらけ (1・ 4)は16c前半の、2の灰柑段皿は16c後半一17c前半の、 3の灰

粕小皿は近世の所産と思われる。この他、かわらけ片、常j骨片さらには15c頃の備前す り鉢片、 15

c後半ー16c前半の灰軸小皿片なども 出土している。
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第四章 ま とめ

台山遺跡における過去の調査は丘陵上及び斜面地に限られており、検出される追構・造物も古代

が主体であった。ところが今回は谷戸の奥の調査であった。そうしたことが起因してか検出遺構は

溝状遺構、落ち込み遺構、ピッ トとこれまでの調査結果とは様相を異にするものであった。

これら検出遺構の中では溝状遺構の理解がメインになると考えられるが、調査範囲の狭さ、その

上遺構の部分的な検出にとどまったためそれも難しい。 しかしながら確認面から溝底まで1.70m 

をilliJり、壁も直線的に鋭〈落ちていることか らかなりの規模の溝状遺構になることは確実と思われ

る。

ところでこの泣構の年代に関してであるが、前述の通り造物の出土は多くなしま して実測可能

なものは砥石と混入の可能性の高い古墳時代後期の土師器王手の2点だけで、その他かわらけ、常滑、

土師器、須恵器の小破片が少々出土したにすまなし、。これらの資料から遺構の年代を特定すること

は困難な作業であるが、覆土の状況、さらには遺構確認時出土の造物から勘案するなら、中世のあ

る時期、その中でも後半の所産とするのが妥当なところではないかと思われる。

さて、調査からこの溝状遺構は谷頭に向かつて傾斜しながら伸びている状況を読み取ることが出

来た。かかる様相を見せる溝状遺構が谷頭において如何なる役割をはたしたかは筆者ならずともい

ささか気になると ころであるが、得られたデータが余りに少ない状況下ではそれもままならない。

今回は資料の提示にとどめ、解明は今後の調査の進展を待ちたい。
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2 中世遺構
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1 遺跡全景
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4-3 
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3 出土遺物



でんがくず し しゅヲへん

5 .田楽辻子周辺遺跡 (No.33)

浄明寺字宅間562番33



例言

1.本報は、鎌倉市浄明寺字宅間562番33に所在

する遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、鎌倉市教育委員会(教育長尾崎賞、

担当者大上周三)が、平成 2年12月5日~

12月19日にかけて実施 した。

3.本報の執筆・編集・図版作成は大上周三が担

当した。

4.本報に使用した写真は、遺構を大上周三が撮

影 し、遺物は木村美代治が撮影した。

5.整理にあたっては、馬淵和雄氏よりご教示を

賜った。記して謝意を表したい。

6.現地での調査体制は以下の通りである。

協力機関 (社)鎌倉市高齢者事業団

7. 出土品 ・記録図面類は、鎌倉市教育委員会が

保管している。
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第一章遺跡、の位置

田楽辻子周辺遺跡 (No.33)は、釈迦堂ヶ谷の前面平l.!H也、消.)11の流路に沿って大御堂橋から報

国寺の門前に至る東西に伸びる細い道路の両側、そしてその北に位置している杉本寺周辺追跡(No.

158)の南半を取り囲むように周知化されている。泣跡は東西700mX南北200mの規模を有し、中

世屋敷跡、と追跡、台 11長には記されている。なお遺跡命名に至 る経緯は 『釈迦堂田楽辻子追跡~ (子塚

他 1990) に詳 しいのでそれに譲ることにする。

さて、今回調査した箇所は、 i骨川左岸、杉本寺周辺追跡に隣接する東半の一部で、犬懸橋を渡り、

i骨川に沿って東へ僅かに進んだ住宅地の一@I(第 1図 1)である。地番表示はi争明寺字宅間562番

33である。 JR鎌倉駅から東へ直線距離にして約1，500mの地点である。

ところで、田楽辻子周辺追跡てやは1989年に浄明寺釈迦堂658番外の地点(第 1図2)が調査され、

13-16世紀にかけての道路、井戸、土坑等が検出(手塚他 1990) されている。

註

手塚直樹他 1990 r釈迦堂田楽辻子追跡」釈迦堂田楽辻子追跡発掘調査団

第1図遺跡位置 (1/10，000)
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第二章 調査の概要

平成 2年7月、 事業者から自己用住宅建設に係わる事前相談を受けた。そこでまず文化財保護認

では建設計画による埋蔵文化財への影響の有無を確認するため、平成 2年 8月20日に試掘調査を実

施した。その結果、 GL から -50cmのと こ ろで古代・ I:I~ .I立の遺構面が確認された。この試掘データ

と建設計画との突き合せを行ったところ、地下駐車場部分が埋蔵文化財に影響を与えることが明ら

かになった。設計変更による忌避も不可能なため発掘調査を実施することとなった。

調査は、 地下車庫部分約15討を対象として、平成 2年12月5日に、試掘データを参考に第 1層を

機械により除去することから開始した。ついで人力により中世の遺構確認を行ない、その後中|止の

遺構検出 ・精査そして平 ・断面図作成、写真撒影を行い中世の調査を終了した。 引き続き13層上面

まで掘り下げ古代の調査に移り平成 2年12月19日に古代の遺構実il¥I)・写真撮影を行い、全ての調査

を終了した。

。 10m 

第 2図調査範囲
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第三章検出された遺構と遺物

第|節 中世の遺構

I )溝状遺構(第 3図)

調査区中央やや北寄りの位置から 1条検出されている。検出された長さは 3m弱と短いものの、

主軸方住は概ねN-65'-Wとなっており、東でやや南に振れるものとなっている。この方位は滑

川或いは北側の生活道路に沿っている。この溝状遺構の全体的な平面形状については調査範囲が極

めて狭いため、速断はできないものの、おそらく一定程度の長さ直線的形状を呈し東西方向に伸び

ていたものと考えられる。

溝の幅は最大で3.70mを測り、かなり幅広のものとなっている。深さは南肩部確認面から1.35m 

を測る。溝の断面形態は単調で、はなしかなり複雑な形状を示している。すなわち、両側壁とも直

線的でなく、 3段構成となっている。まず最下段は幅90cm、深さ20cm程度で、断面かまぼこ状の小規

模な溝状を呈している。中段は上幅約2m、下底rpgl.60m、深さ60cmの規模を示し、壁、底面共に

直線的で、、断面逆台形状を呈している。上段は上l幅3.70m、下底|隔3.30m、深さ50cmの規模て‘ある

が、南側底面には小ピットや、並行して走る小規模な溝があり、凹凸が見られる。溝最下底面のレ

ベルは、東西両端で計iRl]fr直にほとんど差が認められないため、いずれの方向に傾斜していたのか明

らかではない。

覆土の堆積状況は、土丹を含む粘質土が溝の両側から流れ込んでいる。その過程で多数の大小さ

まざまな土丹塊が溝底から少し浮いた状態で、重なるように埋没していた。また、特に溝の南から

ローム様の灰貰褐色粘質土(第 5層)が落ち込んで、いる点が目を引く。

以上から、溝が一度に掘られたものか、それとも数度にわたって掘られたものであるかはにわか

に判断はっきかねるが、かかる複雑な形状をみせていることからすると、溝の掘削は数度に及んで

いる蓋然性は高いと忠われる。一方、覆土の堆積状況は典型的ではないものの一応レンズ状を見せ

ていることから、この溝の埋没は人為的な埋め戻しゃ、埋没途中の最利用は考えにくく、恐らく溝

の両側からの自然埋没と思われる。

実視IJ可能な造物の出土はそれほど多くはなく、第 5 図に示したかわらけ、灰~rlr JllLが覆土中から出

土している。

ところで、講の覆土中に大小さまさまな土丹塊が多数みられるこ とや、南側の上段の壁に沿うよ

うに灰賞褐色粘質土(第 5層)が見られることから、溝の南肩に接して土塁状のもの存在も可能性

として考えられよう。

なお、ここで第 3図によりながら溝状遺構の覆土と共に、調査区の土層堆積状況も含め見ておき

たい。
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第1層表土層概ね30

-40cmの厚きで堆

積。 部分的に撹乱

により 1m以 上

に達している箇所

も見られる。

第2層 淡貰褐色土丹層

溝状遺構の上部

を覆うように、最

大厚約50cm堆積し

ている。

第3層 灰茶褐色粘質土

層 小土丹ブロッ

ク・粒子を僅かに

含むが、粘性は弱

い。南半部では約

10cm前後、北端で

は20-30cm、j帯状

遺構の箇所では第

2層同様、溝状遺

構の上部を覆うよ

うに30cm前後堆積

している。

第4層 灰貰褐色粘質土

層土丹ブロック

を多量に、炭化粒

子も含む。中世の

ピットの可能性あり。

01  m 

第3図 中世遺構平・断面

第5層 灰黄褐色粘質土層 第4層より灰色昧が強〈、土丹ブロックも第 4層より大きい。溝状迭

構北壁に沿って落ち込むよう に見られる。最大厚40cmである。

第6層 灰黄褐色粘質土層 第5層よ り灰色昧が強〈、 小土丹ブロックを含む。大半は溝状追構の

覆土として検出されている。最大厚40cmである。

第7層 i炎茶褐色粘質土層 ノj、土丹フ、、ロック ・粒子を多量に、そして炭化物も含む。溝状遺構に南

から落ち込んでいる。約15cm前後堆積している。
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第8層 灰黄褐色粘質土層 30-50cmの土丹塊、炭化物を含む。第7層同様南から落ち込んでいる。

最大厚40cmで、ある。

第9層 黄褐色砂質土層 灰褐色粘質土に第13層が多量に含まれている。講中央下底部に厚さ10cm

前後堆積している。

第10層 灰褐色粘質土層 ノl、土丹フ占ロックを含んでいる。南から落ち込み、講の底部に10-20cm堆

積している。

第11層 茶褐色粘質土層 炭化物、貰色微粒子を含む。中世の地山と思われる。概ね20cm前後の厚

さである。

第12層 暗灰褐色粘質土層 炭化粒子、白色・黄色微粒子を多量に含む。古代の包含層と思われる。

20cm前後堆積している。

第13層 i炎貰褐色砂質土層 調査区底面に部分的に顔を/:1:'1している。

2 )ピッ ト (第 3図)

調査区中央部でl穴検出された。南半分は試掘調査坑により切られ、欠いている。径30cm、深さ

5 cm程度のもので、第 5図13の青磁碗が出土した。

この他、調査区東壁土層断面図の第 4層を覆土にもつ落ち込みが、該期のピットの可能性がある。

メf

O1m  

第 4図古代遺構平面
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第2節古代の遺構

I )溝状遺構(第 4図)

調査区南寄り西壁にかかるように一部が検出された。平田形態は弧状を呈している。規模は、外

径で2， 25m、内径で1 ， 20m を ì~lj る 。 l隔は最大て"65cm、最小て"20cm弱とかなりのは、らつきが見られ

る。溝底は多少の凹凸があるものの、レベル差はほとんど認められない。断面形態は概ね逆台形を

呈している。

遺物の出土はなかった。

2 )ピッ ト (第4図)

調査区の南、溝状遺構に接して 1穴検出された。径35x 25cm、深さ17cmで、平面形態は楕円形で

ある。

遺物の出土はなかった。

第 3節遺物

主主三ずミiiごブf) イ
三二~ 2 三-l d， ¥:J;1: 

ヒ二十d， c l2 ~.1 -ð， 

~ヰイ 丈一 cイl c=bコグ12

て n~ヰBf.て 1 ス;
10cm 
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遺物は遺構内外から整理箱 l箱に満たない程度しか出土せず、図示可能な造物もそれに比例して

わずかであった。

1 -6はかわらけ、 14は灰粕皿である。第5図1-6・14は中世の溝状遺構覆土中からの出土で、

2は

3は口径11.8cm、底笹7.4cm、器高

1は口径14.2cm、底径7.8cm、器高3.3cmで、残存率は1/3である。体部外商は凹凸が激しい。

口径14.0cm、底径9.2cm、器高4.1cmで、残存率は1/2である。

3.5cmで、残存率は1/4である。4は口径12.Ocm、底径8.2cm、器高3.2cmで、残存率は1/4である。

6は口径7.0cm、底径3.8cm、器5は口径13.0cm、底径7.0cm、器高3.3cmで、残存率は1/4である。

1 -6の体部は直線的に聞き口縁部に至っている。 14は口径10.高2.1cmで、残存率は2/3である。

6 cm、底径5._2cm、器高2.5cmで、残存率は1/3である。底部外面には回転糸切り痕が見られる。体

部内面及び口縁部内外面に灰柑が掛けられている。

口径16.2cmの口縁部一体部の破片である。第 5図13はピットからの出土で、青磁剖花文碗である。

7は7 -12はかわらけ、 15は口正の白磁碗である。第5図7-12・15は遺構確認時の出土で、

8は口径12.6cm、底径8.1cm、器高口径13.2cm、底径8.2cm、器高3.1cmで、残存率は1/4である。

9は口径12.Ocm、底径6.2cm、器高3.2cmで、残存率は1/4である。3.2cmで、残存率は1/3である。

10は口径11.Ocm、底径5.8cm、器高3.5cmで、ほぽ完形である。 11は口径8.6cm、底径6.0cm、器高

1. 8cmで、残存率は1/4である。12は口径8.0cm、底径4.6cm、器高1.7cmで、残存率は1/4である。

口縁部7 -9の体部はゆるやかに内湾しながら口縁部に至っている。 10は体部下半で内向した後、

1 . 2・4・へ直線的に聞いている。 11・12の体部は下半から内湾しながら口縁部に至っている。

B

・E.
，b
，l
a--
，‘
、
2
Cも
J
l
'
z
r，
よ
J

5・8-10・12の底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が見られる。 15は口径12.8cmの口縁部~

体部の破片である。

溝状遺構出土の 1-6のかわらけと14の灰紬皿は概ね15c後半一16c前半の所産と思われる。ま

たピット出土の青磁碗の13は12c末一13c前半の、遺構確認時の出土の7・8・9は14c前半の、

11・12は13c後半-14c前半の、10は15c後半の、 15は13c中-14c前半の所産と思われる。
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第四章ま とめ

今回の調査では、中世の溝状遺構、ピット、そして古代の溝状遺構、ピットが検出された。~ ~ 

では中世の溝状遺構に話題をしぼることにしたい。

この遺構は、幅3.70m、深さ1.35mをullJり東西方向に伸びている。この溝は前述の通り数度にわ

たる作り替えがなされ、埋没は人為的なものではなく自I然埋没で、その時期は出土遺物から15c後

半一16c前半の時期と推測される。この遺構の全体像が明らかでない現在、如何なる形状をとり 、

知何なる機能を果たしていたかは知る術もないが、次のような理解も可能性として考えられよう。

すなわちこの溝状遺構の覆土中にローム様の灰貰褐色粘質土(第5層)と大小さまざまな土丹塊が

検出され、特に灰黄褐色粘質土は南側から流れ込んで、いることが確認されている。想像を逗しくす

るならば、これらは溝状遺構の南壁に接して付設されていた土塁に供された資材の一部との見方も

あながち不可能なことではないだろう。仮にこうした想定が成り立つなら、滑川左岸のこの平坦地

に溝と土塁を外郭施設として持っそれ相応の居住施設の存在も、数ある仮定の中の 1っとして考え

られよう。

いずれにしても田楽辻子周辺遺跡の調査は緒に着いたばかりであり、往時の景観の解明に関して

は今後の調査の進展に期待したい。
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図版 1

1 中世遺構

3 古代遺構
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図版2

5-7 

5-2 

5-6 

5-8 

5一川

5-10 5-12 

5-15 
5-1 
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例 言

1.本報は鎌倉市御成町39番6における専用住宅

建設に伴う発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は国庫補助事業とし、平成3年 1月

25日一 3月30日にかけて実施され、調査面積

は100m2であっ た。

3.本報の執筆は第 l章を手塚直樹、第 2-3章

を団対日佐和子が担当し、編集は田畑が行った。

4.本報の図版製作は田畑佐和子が行い、造物実

ifllJ・トレースは、手塚直樹、小柳津シゲ子、

滝田薫、野本賢二、山崎理香の協力を得た。

5.本報に使用した写真は、遺構を田畑佐和子が

造物は手塚直樹と田畑佐和子が撮影した。

6.本遺跡から出土した白かわらけの墨書文字の

解釈について鎌倉国宝館々長・ 三浦勝男氏の

御教示を戴いた。ま た出土人骨については、

聖マリアンナ医科大学教授・森本岩太郎氏及

ひ栢l助手 ・平田和明氏に鑑定ならびに執筆戴

いた。なお資料写真は両氏の撮影である。

7.調査体制は以下の通りである。

主任調査員 手塚直樹

調査員田畑佐和子、清水菜穂、関口真

理

調査補助員 小柳津シゲ子、滝田索、上原恵

美、大沼真理、野本賢二、山本

直孝、三浦陽一、明木文吾、菊

地正明

協力 者戸塚栄、大湊修、

長j兵長松(鎌倉市高齢者事業団)

8.本追跡の出土品等発掘調査資料は鎌倉市教育

委員会が保管している。
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第一章遺跡、の歴史地理的環境

遺跡は源氏山から脈生した支丘が南の御成小学校、東の巽神社へとのびる南東へ閉口した谷戸の

出口の西側に位置する。この谷戸は無量寺ヶ谷と呼ばれている。

『鎌倉志』に よると 「無量寺谷ハ興禅寺ノ西ノ方ノ谷ナ リ、昔、此処ニ無量寺 卜云寺有、泉涌寺

ノ末寺也シト云、今ノ¥亡」とある。興禅寺は寿福寺の南に有り 、寛永年間に建立されているが、今

は廃寺となっている。

江戸時代の天保年聞の 「扇ヶ谷村古ー絵図J (図 1)を見ると谷戸は綱広谷となり、無量寺はその

前面に記載されている。この綱広は相州刀鍛冶として有名な正宗の血を引くと言われている。綱広

は北条氏綱より 山村対島守綱広の名をもらい、以降、代々締l広の銘を切り、天文七 (1538)年、鶴

岡八幡宮に氏綱が奉納した万にも銘が残っている。江戸時代以降も鎌倉に住し、その子孫、が現在に

至る。谷戸付-近には合打稲荷、刀稲荷などの刀工に関係した神社があり、調査地点の前には正宗井

戸もある。

無量寺に関する初見は 『金沢文庫文書』に見い出す事がで、きる。 「無量寿寺律師宏教付法、建長

二 (1249)年九月十七日、於相州鎌倉元量寿寺南廊」、 『吾妻鏡』文永二 (1265)年六月三日安達

義景十三回忌の仏事を無量寿院でおこなっている。また金沢文庫文書に「弘安八 (1285)年八月九

日談了、相州鎌倉甘縄称元量寿院西僧坊見聞之也」、「弘安八年五月五日始之仁甘純無量寿院」、『鎌

倉大草紙』の上杉禅秀の乱の条、応、永二十三 (1416)年十月四日「無量寺口そば上杉蔵人大夫君、長」

とある。

無量寺の位置については金沢文庫文書の 「鎌倉甘縄称(於)無量寿寺」との記載しかない。恐ら

く伝承等調査地点付近が無量寺の字名が残ることから、この谷戸の内部の何処にあった とは想像で

きるが、場所は特定できない。

いずれにしても16世紀中頃まで存続していただろうこ Iとは文献からはたどることはできる。

谷戸は奥行約250m近くあり、 巾は約100m前後ある。 山拐には大型のやぐらが点在し、調査地

点のやぐらとの関連性が窺える。

遺跡反対側の谷戸内の佐助追跡では屋敷跡、粘土採掘坑跡などが発見されている。

南東側の今小路に面する千葉地遺跡、では13世紀一15世紀にかけての屋敷跡、道路、溝、その西側、
(註2) 

千葉地東遺跡では河川跡、屋敷跡等が発見されている。
(l.E 3) 

北東の今小路周辺追跡(小!lIJ-丁目75番地点)は正宗の屋敷跡との伝承があり、ここでは今小路

の側溝、屋敷跡、吹子の羽口などが多量に発見され、正宗伝説はともかく、この周辺に相州鍛冶の

存在が考えられている。

現在、調査地点の前面の路を西へ向うと佐DJJトンネルを抜け銭洗弁財天社への近道となり多くの

参詣者でにぎわっている。 (手塚直樹)
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1.千葉地追跡、

2.千葉地束遺跡、

3.御成町228番2地点
4.諏訪東遺跡、

5.御成町806番3地点

6.御成町11番5地点

7.蔵屋敷東遺跡

8.蔵屋敷遺跡、
。 100 

9.小111]一丁目120番 1地点 14.小IIIJ二丁目12番18地点
10.小111]一丁目116番地点 15.雪ノ下一丁目210番地点
11.小IIIJ-丁目106番地点 16.扇ヶ谷一丁目131番 1地点
12.小町二丁目61番21地点 17.扇ヶ谷一丁目74番8地点
13.小町一丁目75番 1地点 18.佐助一丁目620番地点

第 1図 調査地点と周辺の遺跡

註 註 1 手塚直樹{也 『千葉地逃跡』千葉地遺跡発掘調査団 1982年
註 2 服部実喜他 「千葉地東追跡、』神奈川県埋蔵文化財センター 1985年

200 
:::::t:: 
19.今小路西泣跡

註 3 馬洲和維「小IIIJ-丁目75番地点」、 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告」鎌倉市教育委員会 1989年
参考文献 貫達人 ・川面IJ武胤 『鎌倉廃寺事典』有隣堂 1980年

本阿弥宗景 「刀鍛鍛冶J r鎌倉市史 近世通史編』 鎌倉市教育委員会 1990年
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第二章 調査の概要

発掘調査は、平成3年1月25日一 3月31日の期間実施され、宅地造成工事に係わる個人住宅裏の

山腹とその上部平場の一部分を調査 した。

排土土砂の搬出状況から、上部平場部分から調査を開始した。

上部平場部分は、本遺跡ゃく守ら群の最も西側に閉口する第4号やぐらの上部に位置する。岩盤面

上に約30-40cmの包含層が堆積しているだけで、岩盤面の遺構を確認・記録 し、山腹のやぐらの調

査に移った。

やくやらの各称は、東側から第 l号 ・2号 ・3号・ 4号と付した。

やぐらは、天井部が若干確認出来る程度まで埋められており、まず各やぐらの中央部分と考えら

れる部分に、 l幅約 1mの 卜レンチを奥壁まで入れ、岩盤までの深さ、土層堆積状態を確認した。

各ややらの上層には現代の盛土、流入土、岩盤崩落土が約1m以上堆積しており、造物包含層

と考えられる土層堆積は岩盤から約 1m以内であった。包含層中(土丹層)からは15-16世紀の

L 

道路

二二二二二一一一一

10M 

第 2図 遺構の位置とグリット図
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遺物が出土している。

やぐらの調査は、 トレンチで確認した上部土砂を搬出する作業から始めたが、宅地と山腹との聞

の通路となる平場部分が狭いため重機の移動が困難で、土砂の搬出が思うように運ばなかった。又、

作業の安全のため最も東側の第 1号や守らは、狭い範囲に分割しながら、土砂の搬出と調査を行っ

たため、同一層位における全体での状況確認が出来なかったのは残念であった。

上部土砂搬出作業終了後は、各やぐら中央部にベノレ卜を残し、子堀りで遺物の出土状況を確認・

記録しながら、岩盤まで掘り下げ、た。

各やぐら内の発掘作業終了後、ゃく*ら前の通路を、調査区域までコンクリー卜 を重機で取り除き、

岩盤状態の確認作業を行った。又、第 2号ゃく守ら北側に 1ケ所、 岩盤面までサブ トレンチを入れた。

グリッ ドは、各やくやら聞が離れて いる状況から、やや らと宅地聞の平場である通路に、任意の基

準点を設定 し、東西聞が見通せる直線ラインをヲlいた。この東西ラインを基準ラインとし、やぐら

は、それぞ、れ中心を通る点を決め、基準線から90度の南北車lliを設定した。又、この南北軸の東西ラ

インから 2mの点を軸点とし、各 1mのグリットを設定した。第 1・3号やぐらは南北軸がやくや

らの中心を通らないため、各々軸点から10度西に移動しグリッドを設定 した。上部平場は、単独で

1mグリッドを組み、軸線の延長ポイントを第 4号や寸らに示 した。上部平場軸線ラインは、第

4号やくやら車曲線ラインから南に 6度の方角である。

各ゃく守ら ・遺構のグリッドは、南北軸にアルフ アベッ ト、東西軸に算用数字を付 した。各グリッ

ドは個別なもので、全体の位置状況は、第 2図による。

全遺構図版の住置が北側を下方に成作したが、これは、やくやらの開口方位によるも ので、すぺて

統ーした。

本遺跡は、昭和32年に故赤星直忠氏により調査が行なわれている。

当時の発掘概報を読むしゃくやらは 2穴確認されてお り、 第 1・2号穴に相当する と考えられる。

赤星氏は、第 2号穴の中央部に トレンチを掘り 、土層状況 と採集遺物の記録を残 しているが、今

回の調査結果と一致するものであった。

243 



第三章 検出された遺構と出土遺物

第|節上部平場遺構

(1) 検出された遺構(第 3図、図版2・3) 

上部平場遺構は、

第4号やくやらの閉口

する山腹上部に検出

された。

上部約1m聞は

流入土が;推積し、岩

盤上30-40cmの遺物

包含層を取り除くと、

標高約20.40mに岩

盤面が検出された。

岩盤面は、人工的

に削平され、平場上

にはピットと溝状遺

構が検出された。
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b' 君F』F主 匝ト÷ 菖古l事

o 2M 
ヒニニニ=ゴ

ピットと考えられ

る穴は、全部で14穴
第3図上部平場遺構平面図、断面図、土層図

あるが、小型で深さ10cm以内の浅いものが多かった。 深さのあるピットは、ピット 1・2・3である。

建物として考えられるのは 1車干のみ(建物 1)で、柱間 2m。南側ピット列のピット 4に対応す

るピットは確認されなかった。又、調査範囲外の南側の状況も不明であり、 1軒x2軒の入口の広

い建物にとどまるのか、東・西・南側に拡張されるのかは分からないが、簡単な建物ではないかと

考えられる。又、ピット 6は、幅約40cmの円形を呈し、深きは約5cmの浅いピットであり、内部に

はかわらけとその中に銭が 3枚検出された。かわらけ内には、破片が残り、 2枚で口を合わせてあ

ったのではないかと考えられる。これは、建物 lに関係する地鎮遺構ではないかと考えられる。

溝状遺構は、建物l内の東側から、平場部分の北側限界の中央部に向かつて確認された。この溝

は、建物 1に伴う排水施設なのか不明であり、北側に向かつて傾斜している。

上部平場遺構は、下部に閉口する第 4号ゃくらとの関連性があるのか、興味深い点である。

(2) 出土遺物(第 4図、図版19)

出土遺物は極めて少なく、かわらけを中心として、破片のものが多かった。実測可能なものは、

わずか 4点のみであった。
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第4図 上部平場出土遺物

lOcm 

1 -3は包含層出土造物である。 1は瀬戸灰柑

碗である。口径15.3cm、口縁部がやや外反してお

り、外商には戦艦成形痕が残る。胎土はj炎褐色を

呈し、灰利lがかけられているが、来1]落している。

露体部は茶褐色を呈している。

2、3は小型かわらけである。 2は口径5.3cm、

底径4.3cm、器高1.6cmでイ本部が上方に聞き、やや

薄手の極小で、あり、焼成はあまり良くない。

3は口径7.2cm、底径5.2cm、器高2.3cmでイ本部

が上方に立ち、底部脇は窪む。 胎土も焼成もあま

り良くない。仁l縁付ー近にタールが付着している。

4 -7はピット 6出土遺物である。4は大型の

かわらけである。口径13.8cm、底径9.5cm、器高

3.6cm、体部が上方に立ち上がる。胎土も焼成もあまり良くない。 5-7は銭である。5は天聖元

宝で、書体は築書である。初鋳は1023年で北宗銭である。 6は破損しているが、紹聖元宝である。

書体は築書である。初鋳は1094年で北宋銭である。7は元符通宝で、書体は行書である。 初鋳は

1098年で北宋銭である。ピット 6内の銭は 3枚とも違う種類の銭であった。

第 2節第|号や ぐら

(1) 検出された遺構(第 5図、図版 4-7) 

第1号やぐらは、調査前の状況では、残存状態が非常に悪いと思われたが、遺構の状態は良好で

あった。やぐら上部の盛土 ・流入土・崩落土を取り除くと、標高約13.00M前後に一部炭の堆積を

含む土丹層が検出された。この層中からは、多量のかわらけと、若干のその他の造物が出土してい

る。この土丹層は、床面上まで奥壁側に堆積しており、この土丹層とは、 少々違う土層が、やぐら

の中央から前方部のほぼ同じレベルに堆積している。この層中からも、若干の他造物を含むが多量

なかわらけが出土し、これを一括しでかわらけ溜として、分布状態をとらえてみた。(第8図)

やぐらは北東方向に閉口しており、玄室は床面の標高が約12.80Mで、若干入口に向かつて低く

なる。奥行6.0m、幅4.5m、東 ・奥壁の高さは約2.8mで、横長の平面長方形を呈している。壁痕

の残存状態は悪〈、壁面下方の3分の l程度しか残っていない。西壁は第2号やぐらと共有し、高

さ約1.4mで前方まで長〈続き、壁商には、径約15cmの小穴 4穴と、横40cmX縦30cmのピットが掘

られている。天井部は崩落して残存していなかった。矩形平面で構成される大型のやくらである。

床面には、大型の摺鉢状ピットが計11穴検出された。径約80-100cm、深さ約40cmの不整円形で

あり、奥壁側東西 2亨IJのピット列は、ほぽ一定規模である。前方の 2穴は、 同一規模であるが、奥

壁の一群から離れている。又、このピットの西側の方形穴は、一辺約 2m、深さ90cmの竪穴であり、
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9穴の小型その他、長軸約40cmの楕円状ピット5穴を含む、ピットの痕跡が確認出来る。底には、

この内ピット 9・14-19の7穴の小型のピットは、柱間約2.0mで、のピットが検出されている。

ピット2間x2聞の床面上の遺構を覆う上部施設が存在していたのではないかと考えられる。又、

その他小型ピットが大型ピット中に確認出来る事から、後世、再利

I I 

15.00M 
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用のため改めて掘られた遺構ではないかと考えられる。

(2) 出土遺物(第6-12図、図版19-21)

第1号やぐらは、かわらけ溜が検出されている事から、かわらけを中心とした遺物が多量に出土

している。かわらけ溜検出面から上部土丹層までに出土した遺物を上層出土造物、かわらけi留検出

面下から床面までの出土造物を下層出土造物とし、以下順に説明を記す。

上層出土遺物(第 6図)

1、2は磁器。Iは白磁の日正皿の口縁部である。胎土は白色を呈し黒色粒子を含む。口縁部は

やや外反する。 2は青白磁碗の口縁部である。表面は淡緑色を呈し日正である。体部は反り、外面

中程に突帯が廻り、内面には型押しの雷文の文様を有する。 3-5は瀬戸。 3は天目茶碗である。

紬は黒褐色を呈す。体部は内脅し、口織部が外反する。4は却し皿である。口径13.8cm、底径5.8

cm、器高3.Qcmで、体部は内轡し、中程から口縁にかけ外に閉じ口縁端部は凹み、ーケ所に片口

の痕跡が見られる。内底には箆により、二方向に直向する条線の切り込みがある。胎土は貰褐色を

呈しており、口縁部には鉄糊をかけている。轍櫨成形糸切り底である。 5は天目茶碗である。口径

は11.8cm、体部は内管気味に立ち上がり、 口縁部が外反する。紬は黒褐色を呈し、露f本部は茶褐色

を呈す。聴櫨成形痕が明瞭に残る。 6-9は常滑である。 6-8はこね鉢である。 6は口径28cm、

底径10cm、器高9.7cm。体部は直線的に外に聞き、口縁部は丁字状を呈するが、内側端部が押され

拡がっている。外面下方には指頭痕による押さえが認められる。外底面には砂目が残る。7は口径

28.4cm、底径8.4cm、器高8.1cmで、ある。体部は反り気味に聞き、口縁部は四角形を呈する。外面

下方には指頭痕が少々認められ、内面には自然降灰が多い。外底面には砂目が残る。 8は口縁部が

丁字状を呈し、外面には指頭痕が多く認められる。胎土は白色粒子を多く含み粗い。 9は饗の口縁

部である。縁帯が上下に拡がり、頭部に接続しない。 10-13は子熔りである。 10は土風呂である。

口径24.2cm、体部は中程まで膨らみを持ち、口縁部にかけて、やや斜め内側に立ち上がり、口縁部

は四角形を呈する。口縁部近くに、円形の窓を 4箇所有していたと考えられる。口縁部から外面は

研磨され、黒色処理がなきれている。内面は指頭によるナデ痕が残る。胎土は灰褐色を呈している。

11は瓦質手熔りの底部片である。胎土は灰色を呈し、黒色砂を含む。外面は黒色処理されている。

外周辺には小孔が5ケ所認められ、中央部には径 1、 2cmの穴が穿孔されている。 12は瓦質子倍り

の脚である。器型は方形であり、外面は研磨され、黒色処理きれている。 13は瓦質手熔りである。

体部はやや斜め上方に立ち上がり、口縁部は厚〈断面四角形を呈する。表面は黒灰色を呈し、胎土

は淡灰色を呈し組い。 14は硯である。長方硯で下部は欠損している。 l幅7.7cm、陸部分の厚さは1.3

cm、高きは1.5cmである。色調は赤褐色を呈している。

(第 7図) 1 -19はかわらけである。 1-10は小型のかわらけである。 1は口径6.2cm、底径

3.4cm、器高2.0cmの超小型で薄手であり、体部はやや内轡気味に立ち上がる。 2は口径6.9cm、底

径3.8cm、器高2.2cmの超小型で薄手であり、体部は直線的に聞く。 3は口径7.1cm、底径4.0cm、

器高2.6cm、体部は直線的に聞くが、口縁部はやや内轡する。口縁部にタール痕が付着する。 4は
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第 7図 第 1号やぐら上層出土遺物(2 ) 

口径6.5cm、底径4.3cm、器高2.3cm、体部はやや内轡気味に立ち上がる。 5は口径7.2cm、底径は

4.6cm、器高2.4cm、厚手で、体部中程から上方に立ち上がる。 6は口径7.4cm、底径4.4cm、器高

2.3cm、薄手で、体部はやや内轡気味に立ち上がる。底部!協は窪み高台状を有する。 7は口径7.7cm、

底径4.4cm、器高2.2cm、厚手で、体部は中程から上方に立ち上がる。 8は口径8.4cm、底径5.5cm、

器高2.3cm、薄子である。 9は8.6cm、底径5.0cm、器高2.4cmで薄手であり、 8、9は、体部が内

轡気味に立ち上がり、口縁部にはタール痕が付着する。 10は口径8.7cm、底径6.5cm、器高1.6cm、

体部は外に聞き中程から上方に立ち上がり、器高は低く、タール痕が付着する。 11はかわらけ底部

片である。底部の周囲を欠き、平な部分を転用したのではないか。 12-14は中型のかわらけである。

12は口径11.4cm、底径6.4cm、器高3.5cm、薄手である。 14は口径11.6cm、底径6.0cm、器高3.8cm、

薄手である。 12、14は体部をやや聞き立ち上げる。 13は口径11.5cm、底径3.8cm、器高3.3cmて、腰

部が肥厚する。体部はやや内毎気味に立ち上がり、口縁部は外反する。 15-19は大型のかわらけで

ある。 15は口径12.9cm、底径7.8cm、器高3.9cm、薄手であり、体部は内轡気味に上方に立ち上が

る。 16は口径13.3cm、底径7.8cm、器高4.2cm、体部は直線的に聞く。 17は口径12.7cm、底径8.0cm、

総高4.2cm、薄手で底部には丸昧がある。体部は中程から、やや外に聞く。 18は口径13.4cm、底径

8.2cm、器高4.0cm、薄手で、 f本部は直線的に外に聞き、口縁部はやや反る。 19は口径13.3cm、底

径7.3cm、器高4.3cm、底部が少々厚い。体部は直線的に聞き、口縁部はやや外反する。
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(第9図) 1は青磁碗の底部片である。利は

草緑色を呈し、畳付部分は無柑で、内底部外周

に沈線が廻ると考えられる。 2は瓦質手熔りの

口縁部である。口縁断面が四角形を呈し、外面

上部には菊花文のスタンプが押されており、表

面は黒色処理されている。 3は瓦質仏華瓶と考えられる。口径8.9cm、底径6.3cm、器高13.8cmで

ある。胴部は上方に立ち上がり、中程から外反し、口縁端部は平になる。外面中程の 2本の沈線開

に26ケの蓮珠を廻す。胴部上方は縦方向、下部は横方向の磨きが入り、脚部上方も縦方向、下部は

横方向に磨かれている。脚部上部には漆痕のような黒色異物が付着し、内面底部付近にはタール痕

が付着している。脚部内側中心に小孔が途中まで穿けられている。Jl岡部内面は横方向のナデ痕が認

められる。外面は黒色処理がされている。 4は転用砥石である。常滑片の周囲、全面を使用してい

る。 5は骨製品、鹿角製の双六の駒である。径1.7cm、厚さ0.7cm、表面を丁寧に磨いている。全体

にひびが入っている。 6-9は銭である。 6は祥符通宝。書体は措書で、初鋳は1008年で北宋銭で

ある。 7は天躍通宝、書体は梢書で、初鋳は1017年で北宋銭である。 8は皇宋通宝。書体は措書で、

初鋳は1039年で北宋銭である。9は天符通宝。

書体は楢書で、 初鋳は1098年で北宋銭である。

(第10-12図)は、かわらけである。かわら

けは別表に、法量と器型を示す。法量は口径・

底径・器高を記す。器型は、休部の形状の分類

で表現し、 以下の記号で示す。

I、{本部が内轡気味に立ち上がる。

II、体部が直線的に聞く。

1Il、体部が外反する。

かわらけ溜出土遺物(第 8"'12図)

かわらけ溜の出土状況(第8図)は、 5ライ

ンから南側に、かわらけが集中して出土してい

る。先にかわらけ以外の遺物の説明を記し、か

わらけ溜のかわらけについては、 別表にまとめ

た。

a、口縁部が内管する。

b、口縁部が上方に立つ。

C、口縁部が外反する。
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かわらけのデーター表の結果から、かわらけ 第9図第 1号やぐらかわらけ溜出土遺物(1 ) 
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表 1 かわらけ溜出土かわらけデーター

単位 (cm) 

図版 No. 口径 底径 務局 務型 備考 図版 No. 口径 底径 器局 器型 備考

l 6.8 4.5 2.1 I 39 11. 6 7_1 3.8 Ib 

2 6.9 5.1 2.4 IIa タール痕 40 11. 5 6.5 3.8 1 c 

3 7.0 5.5 2.3 II タール痕 41 11. 7 6.7 3.4 IIc 内底ナデ強

4 7.2 5.2 2.4 I 42 11. 0 7.0 3.9 Ib 

5 7.2 4_2 2.6 1 c 43 13.0 8.0 4.2 II 

6 6. 7 3.5 2.3 Ib l司台状有 44 12.8 7.7 4.3 II 内底ナデ強

7 6.4 4.0 2.5 I 高台状有 45 12.5 7.3 3.9 1 c 

8 6.8 3.7 2.5 IIc 図
46 13.3 7.8 4.3 II 

9 6.7 4.1 2.2 I 高台状有 47 12.7 7.3 3.9 IIc 

10 7.5 5.1 2.5 1 c タール痕 48 12.7 8.0 4.2 II 

11 6.6 4.4 2.3 I 高台状有 49 12.8 7.5 4.0 IIc 

12 6.7 4. 7 2.4 I 50 14.0 8.2 4.2 IIc 

図
13 6.5 4.2 2.3 I 版 51 13.6 8.0 4_ 1 II 

14 6.3 4.3 2.4 Ib 52 12.8 6.8 3.8 II 

15 6.8 4.6 2.4 Ilb 内底ナデ強 53 12.3 7.1 3.9 II 

16 6.8 4.6 2.3 IIb 54 12.0 6.5 3.9 II 
)坂
17 6.5 5.3 2.1 II 55 12.2 7.3 3.9 IIc 沈線入る

18 5.8 4.3 2.4 IIc 高台状有
11 
56 12.3 7.9 3.8 II 内底ナデ強

19 6.8 2.9 2.4 II 57 12.5 7.3 3.8 II 
10 
20 7.3 4.5 2.4 II 58 12.7 7.4 4.1 II 

21 7.2 4.2 2.0 II 歪がむ 59 12.6 8.0 3.9 II 

22 8.5 5.1 2.3 間J台状有 60 12.8 7.5 4.2 II 

23 6.6 3.7 1.9 III 61 13.2 8.8 4.4 II !冒1台状有

24 6.5 4.4 2.1 II 62 24.5 8.4 4.2 Ib 

25 6.5 4.2 2.2 I 高台状有 63 13.2 7.3 3.6 I タール痕?床面上

26 6.6 3.8 2.4 64 12.8 8.0 3.5 II 

27 6.6 4.4 1.9 II 65 10.5 6.8 3.5 II 底部スノコ痕強

28 6.6 5.0 2.2 IIc 66 10.4 7.2 3.1 II 

29 6.7 4.6 2.3 II 67 11. 5 7.5 3.3 II 

30 7_ 5 4.5 2.4 IIb 高台状有、 j~頭痕 68 11. 1 7.0 3.5 II 

31 6.7 3.8 2.6 IIb 
図
69 13.8 9.1 4.0 II 

32 6.6 4.0 2_2 高台状有 版 70 12.6 7.2 4.0 1 c 

33 11. 7 5.6 4.2 II 務局I奇い
12 
71 12.6 7.5 4.2 1 C 

34 10.6 6.2 3.9 II 器高高い 72 13.5 7.0 4.2 II 

図

l坂
35 10.3 6.0 3.4 II 73 14.0 8.4 4.5 Ib タール痕?

11 
36 10.8 7.5 3.3 II 74 12.3 6.0 3. 7 1 c 

37 11. 1 6.1 3.6 II 内底ナデ強 75 13.3 8.0 4.0 1 c 

38 11. 7 7.5 3.6 Ib 
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溜のかわらけは、 大型・中型・小型に分類される。ここでの小型かわらけは、口径6-7 cmの法量

のものを示し、鎌倉市内においては超小型の法量のものが大部分を占めている。傾向としては、大

型 ・超小型のかわらけの出土数が多〈、 口径10-11cmの中型と考えられるかわらけは、少なかった。

器型においては、 IIの占める割合が多く、さらに口縁部がやや外反傾向を示すCの割合も多かっ

た。又、 体部が内轡傾向を示す Iと考えられる器型もあったが、これも IIに近いタイプと考えられ

る。床面上から出土したNO.63はIと考えられる。全体的にかわらけは、 側面観逆台形を示す株

高の高いものが多く、腰部の丸味 ・口縁部の反りは、 一括資料とすると、バリエーショ ンと考えら

れる。しかし、超小型のかわらけの器型に関しては、この結果に順ずるものもあるが、体部が内轡

するもの、外反するものなど統一的で、はないが、傾向としては、底部脇が少々窪み高台状を有して

いるものが超小型には認められる。

下層出土遺物(第13図)

Iは灰柑平碗である。 柑は淡緑色を呈し、 外面体部下方までかけられ、全体に細い貫入が入る。

内底に目痕が残っている。 2は褐柑劃花文査の破片と考えられる。粕は褐緑色を呈し、櫛状工具で

波状文を表現している。胎土は淡灰色を呈し、白色粒子、褐色砂などが混入し粘性がある。内面に

は紬がたれている。 3は常滑の護である。口径42.4cm、縁帯が上下、特に下方に拡がり頚部に接続

していない。内面には、指頭による調整が認められる。全体的に焼きすぎによるヒビが入っている。

4 -12はかわらけである。 4-10が小型のかわらけである。 4は口径6.5cm、底径4.8cm、器高2.0

cm、体部は直線的に聞く。 5は口径6.7cm、底径3.0cm、器高2.3cm、体部は内管気味に立ち上がる。

己三d三壬三ク2ミ主-;;!J3巳
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三玉~1 モ量三ク12 モキZf3 E七74 己主~5
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亡Zヨ1 是正亡~2
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』止グ28 モ~ミ孟コダミ0731宅~ヨ2
第10図 第 1号やぐらかわらけ溜出土遺物(2 ) 
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第11図 第 1号やぐらかわらけ溜出土遺物(3 ) 
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6は口径5.8cm、底径3.4cm、器高1.9cm、体部

7は口千圭6.8cm、は直線的に聞き、器壁も厚い。

8は口径7.3cm、底径底径4.8cm、器高2.1cm。Qd 
第13図
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色 8は薄子で、 体部は内7、4.2cm、器高2.2cm。
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径6.8cm、底径4.8cm、器高2.5cmo 10は口径7.

9、10は薄手3 cm、底径4.1cm、器高2.5cm。

9はタール痕で、体部中程から直線的に立つ。w 
ハ
ハ
川

υ/
が付着している。 11は中型のかわらけである。

口径10.2cm、底径6.4cm、器高3.Ocm、体部は

口径
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直線的に聞く。 12は大型のかわらけである。

~' 

254 

。
第14図



12.7cm、底径6.5cm、器高4.5cm、体部は内轡気味に立ち上がり、口縁部は外反し、器高が非常に

高い。

床面上 ・遺構出土遺物(第14図)

1-3は床面上出土。 1は青磁蓮弁文碗の底部片である、高台径は5.2cm、畳付部分は山型に削

られ、緑色の軸は高台外までかかる。 2は瀬戸小査。口径2.6cm、底径3.0cm、器高3.1cm、聴櫨成

形糸切り底である。外面体部下方から底部を除き全体に濃緑色を呈した灰柑がかかっている。 3は

瀬戸灰柑平碗である。軸は淡緑色を呈し、細かい貫入が全体に入る。 4は瓦質手熔り 片である。外

面に菊花文のスタンプを配し、表面黒色処理している。ピット 1出土。 5は銭である。至道元宝で

書体は措書である。初鋳は995年で北宋銭である。ピッ ト2出土。 7は青磁蓮弁文碗片である。柑

は緑色を呈し厚い。素地は灰白色を呈し粘性がある。ピット 5出土。

第 3節第2号や ぐら

(1) 検出された遺構(第15、16図、図版8-11) 

第2号やぐらの調査前の状況は、天井部付近まで埋められており、内部施設の状況は一際確認出

来なかった。昭和32年の故赤星直忠氏の調査の記録によると、奥壁の状態が記録されている事から、

近年、盛土され埋められたようだ。

やぐらは、約 2m近く盛土と崩落土である土丹が堆積していた。土丹層中、標高約14.50mの西

壁際に、側臥伸展葬の人骨一体(2号人骨)と、奥壁寄に人頭骨(1号人骨)と獣骨と考えられる

脚骨が検出されている。(第16図)やぐら東側半分は、昭32年におけるトレンチ調査の跡と考えら

れる埋土が確認された。厚い土砂を取り除くと、西側半分には、標高約14.20Mのレベルで青灰色

土丹層が検出された。この層上からは、木製品、漆器を中心とした遺物が出土しており(第四図)、

故赤星氏の記録と合致している。

やぐらは、北東方向に閉口しており、玄室床面の標高が約13.80Mで、若干入口に向かつて低く

なる。奥行約6.0m、幅4.0mの船底形天井のやぐらである。壁面は 4面存在し、東壁は高さ約2.5 

mで、北側部分は後世の改造により破壊されたと考える。壁画には、径約15cmの不整円形の小穴

6穴が2~IJ に 2 穴づっ並んで掘られている。奥壁は高さ約2. 8m で、天井部は緩やかな山型であり、

横長の平面長方形を呈する。壁面には、小穴が多く掘られており、天井部ライ ンに接して径約20cm

の楕円状を呈する小穴が均等に 5穴掘られている。これは、禽と考えてもよいのではないか。又、

その下部に径約15cmの不整円形の小穴が、 1-3個の列を成し掘られている。西壁は高さ約2.7m、

横長の平面長方形を呈する。壁面には、径約10cmの小穴が7穴掘られていて、縦方向に 2穴並ぶ穴

が2列、 3穴並ぶ穴がl亨IJ掘られている。又、 2穴並ぶ2~IJ 聞の聞に桂約20cmの楕円状の穴が掘ら

れている。その他、北側寄り天井付近に径約30cmの椿円状のピット 1穴と、その下方に、壁中で穴

が通じている楕円状の穴が2穴、入口付近下方に笹約20cmの楕円状の小穴がl穴掘られている。こ

れは扉の施設に関係があるのだろうか。この 3壁に掘られている小穴は、レベルがほぽ同じ佐置で
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ある事から、何か意味のある穴であったと考えられる。又、東壁の北側の

崩壊部分が残存していたとしたら、西壁と対応する施設が掘られていたの 2

ではないだろうか。第2号やぐらは、前壁と考えられる立ち上がりが、西側に若

IE IF 
.1号人頭骨
出土地点-2

骨
点
人
地
号
土・3出

干残っている。高きは約40cm、幅約80cmの不整形の壁一が残っている。これ

に対応する東壁はやくら前方の一段低い、標高約14附の平場を改造す、

する時に、グリッド D-5ラインから北側は破壊されたと考えられ、東側前

一一 3

壁も失われたのであろう。

床面には、第 1号やぐらと同様、大型摺状ピットが掘られているが、中

心のDラインを境に、東側と西側では様相が異なっている。西側は、径

4 
§援込 4 
4防当晶

2号人骨川官

。ν

約80cm、深さ約40-60cmの不整円形のピットが南北に 2}IJ 5穴ずつ並んで、 5

いる。又、西壁(i_'(lf:a)前壁 (溝b)に沿って小溝が掘られている。両溝 己
第16図 第2号やぐら上層

ともレベル差がないので、流れの方向は断定出来ないが、両溝とも入口に 人骨出土状況

向って流れていくのではないか。入口角に方形穴がl穴掘られている。 1辺約80cmの竪穴で、ある。

IF 2M 

その他、径約30cmの不整円形の小ピットが2穴、奥壁角 (P-0) と前壁入口部分 (P-ll)に掘

られている。 P-llは扉状施設に関係すると考えられる。東側は、径約50cm、i奈さ約20-30cmの不

整円形のやや小型のピットが5穴、不統一に掘られており、その他は、窪みのような不整形の穴と、

溝が通っている。溝は若干入口に向かつて低くなるようだが、レベル差はほとんどない。

やぐら前は平坦な平場であるが、サブトレンチを入れた結果、北側に向かつて低〈傾斜していく

ようだ。サブトレンチ内には、ピットが1穴確認された。径30X40cmの楕円状のピットで、径約6

cmの木が残っていた。やぐら前方にも、何らかの施設が存在していたと考えられる。

(2) 出土遺物(第17、19-21、図版22、23)

第2号やぐらは、故赤星氏の記録にも残る、青灰色土丹層上において、種々の造物が出土した。

この層から床面までを下層とした。上層においては撹乱の造物もかなり含まれてしまうが、実測可

能な遺物はすべて示した。以下、順に説明を記す。

(第17図) 1 -6はやぐら前出土遺物のかわらけであり、 1 -4は小型のかわらけである。 lは

口径6.8cm、底径4.2cm、器高2.3cm、体部は直線的に聞く。 2は口径6.9cm、底径4.9cm、器高2.1

cm、薄手で体部は内轡気味に立ち上がる。口縁部にタール痕付着。 3は口径7.9cm、底径5.4cm、器

高2.4cmo 4は口縁7.2cm、底径4.7cm、器高2.2cmo 3、4は薄手で、体部が内轡気味に立ち上が

る。 5、6は中型のかわらけである。 5は口径10.3cm、底径5.5cm、器高2.8cm、薄手である。 6

は口径11.7cm、底径6.3cm、器高3.4cmo 5、6は体部が内轡気味に立ち上がる。 7-8は撹乱出

土遺物である。 7は青磁蓮弁文碗片である。 8は常滑の裂である。口縁端部は丁字状に、上下に拡

がり、頚部に接続しない。 8は瀬戸灰軸平鉢である。口径23.8cm、体部は内轡気味に立ち上がり、

口縁部は外反する。胎土は黄白色を呈し、 紬は刷毛塗りで、塗り切らずまだらになっている。 外面

体部下方は箆削りである。10-15は上層出土遺物。 10は青磁蓮弁文碗片。 軸は草縁色を呈し、胎土
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は灰白色であり、黒色粒子を含み粘性がある。 11は瀬戸灰柑鉢片である。粕は濃緑色を呈し薄い。

12は小型かわらけである。口径8.2cm、底径6.4cm、器高2.2cm、体部は直線的に聞き、口縁部は肥

厚する。体部下方には指頭痕の調整が認められる。 13は骨製努である。幅1.65cm、厚0.4cm、中央

に幅0.7cm、深さO.15cmの溝が削られている。上下は欠損し、表面は磨かれている。 14は碁石であ

る。長径1.9cm、短径1.7cm、厚さ0.4cmo 15は銭である。政和通宝で、書体は築書で初鋳は1111年

の北宋銭である。 16-22は中間土丹層出土遺物。 16は瀬戸灰利平鉢片である。口縁部はY字状を

呈し、紬は全体にかかる。 17は瀬戸灰紬盤である。底部は15.5cmで、胎土は黄白色を呈し、利lは内

面に灰粕を刷毛塗りしているが、部分的に褐色である。外面は箆調整であり、脚足の付〈タイプで

ある。 18は常滑の裂の口縁部である。口縁端部は肥厚し N字状に折り曲がる。 19は常滑のこね鉢

である。口縁断面は方形を呈するが、端部外側がやや拡がる。内面は自然降灰が多量に付く。 20は

渥美の小査である。底径は6.6cmで、上げ底状になる。内底面には輪状痕が残り、自然降灰が付く。

21は瀬戸灰柑小碗てやある。口径12.0cm、底径5.7cm、器高4.6cm、薄手で体部は内轡気味に立ち上

がる聴櫨成形糸切り底である。紬は黄色を呈し貫入が全体に入り、体部中程までかかる。 22は大型

のかわらけである。口径14.4cm、底径9.8cm、器高3.1cmで、体部は直線的に聞き、内底面には強

〈ナデ痕が残る。 24は砥石である。現長5.6cm、項部の厚き1.3cm、端部の厚きO.1cmで項部の側面

は、切り出し時のままである。両面ともう一方の側面は使用されており、砥面には斜め方向の削痕

がある。仕上砥と考えられるが、生産地は京都である。 24-37は下層出土遺物である。 24は瀬戸灰

軸碗片である。口縁部が外反し、粕は淡緑色を呈し全体にかかり、細かい貫入が入る。口縁端部は

紬が冗ている。 25は灰利碗の底部片である。高台径は4.6cm、断面方形を呈する低い削り高台であ

る。胎土は貰白色であり、紬は貰色を呈し、内底のみにかけられている。 26は骨製奔である。現長

9.0cm、上部幅0.6cm、下部幅0.2cmで、断面はかまほ、こ状を呈している。一端は尖り、一端は欠損

している。 27-34は木製品である。 27は不明木製品である。長さ4.1cm、幅、上方が1.8cm、下方

が3.0cmの側面観縦長の台型状を呈する。断面は円形であり栓と考えられるが、用途は不明である。

28は不明木製品である。長さ5.1cm、幅1.8cm、厚さ2.1cmの平面長方形を呈する。片面には径0.2

cmの小孔が、縦方向に 2ケ穿いているが、貫通はしていない。裏側は半分まで斜めに切り落とされ

ている不明木製品である。 29は長さ11.7cm、幅0.7cm、中心の厚さ0.2cmの棒状の製品である。表

面には、径約0.2cmの小孔が3ケ、縦方向に均等に並んで穿いている。裏面は、両端を残し、中央

付近幅2.8cm聞を平坦に削っており、小孔が貫通している不明木製品である。 30は長さ4.6cm、幅

1. Ocm、厚さ0.5cmの、小型の棒状の木製品である。両端寄りに、径O.2cmの小孔が各lケずつ穿い

ており、用途は不明である。 31は、長さ12.5cm、幅3.3cm、中心の厚きが2.6cmの隅を加工した方

形の角材である。 一面には、長さ7.0cm、幅1.9cm、深さ0.7cmの方形の凹を掘り抜いている。はめ

込み式の建築部材なのか、用途は不明である。 32は棒状木製品である。長さ13.1cm，幅約1.9cm、

厚き約1.2cmで、断面かまぽこ状を呈し、一端を尖らせている。風化が激しい。 33は不明木製品であ

る。長さ9.1cm、厚さが1.4cmで、ある。曲物の蓋の一部に類似しているが厚すぎる。 34は曲物の蓋
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である。現長9.9cm、厚さ0.7cm、表面は風化が激しい。35-37は

漆製品である。 35は黒漆皿である。高台径6.6cm、断面三角形を呈す

る高台が付く。内底面には、朱漆で松の絵を描いている。 36は黒漆

皿である。口径9.2cm、底径 7cm、器高1.2cmの平底皿で、ある。内底

面には朱漆で文様を描いている。37は黒漆皿である。口径9.0cm、

底径約7.0cm、器高約1.2cmである。

D E F 瓦'l't灯
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第18図第2号やぐら青灰
色土丹層上遺物出土状況青灰色土丹層上出土遺物(第18-20図)

やぐら西側の青灰色土丹層上からは、 小範囲内に種々の造物が出土した。

(第四図) 1は常滑の翠である。口径51.5cm、口縁部断面は N字状を呈し、頚部に接続はしな

い。内面には、指頭によるナデの痕跡が残る。表面は焼けており、黒褐色を呈し、肩部に降灰がか

かっている。 2は瓦質灯明台である。現長9.9cm、断面は、径3.5cmの円形を呈す。外面は、縦方向

の箆磨きが施され、所々にひっかかりの痕が細かい楕円状になる。上部内側の中心に、径O.4cm、

深さ3.6cmの孔が穿いている。表面は黒色処理され良く焼き締っている。 3は銅製鍍金弊である。

全長約16.5cm、上部幅は0.5cmで、表面に窪みが入る。下部l幅は0.2cmで、断面はかまはこ状を呈

する。先端は尖り、表面は塗金されている。

o lOcm I 、
ヒニニニニニ土二二-ゴ -

。 lOcm 
Lコ

第19図 第2号やぐら 青灰色木土丹層上出土遺物(1 ) 

(第20図) 1、2は漆製品である。 lは黒漆皿で、口径10cm、底径8.4cm、器高1.1cmの平底皿

である。内底面には朱漆で、須浜文を描いている。 2は黒漆皿で、口径10.4cm、底径8.0cm、器高

1. 2cmの平底皿てやある。体部外面下方に削痕を残し全体に漆が塗られている。 内底面には、朱漆で

文様を描いている。 3-7は木製品である。 3は残長14.2cm、幅3.4cm、厚き2.4cmの角材である。

末端は欠損し、先端は両側から斜めに削りが入っている、不明木製品である。 4は曲物の底である。

現長19cm、厚き0.8cm、表面全体に漆が塗られている。 5は曲物の底である。径12.9cm、厚さ0.5

cmの円形の板であり 、表面周縁部には、径O.1cmの小孔が、 2穴で l対を成し、 4ケ所に認められ

る。 6は板折敷である。一辺35.5cm、厚さ約0.8cmである。各辺の中央部に、径0.4cmの小孔が穿

けられていたようだ。現状では、 lケしか確認出来ない。7は板折敷である。一辺27.4cmで、厚さ
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約0.3cmである。平面方形を呈し、四隅を斜めに切り落している。片面中心付近には鋭利な切痕が

認められる。各辺には、径O.1cmの小孔が2穴1対で何組か穿いているが、位置も数も不統ーであ

る。 小孔は全体で14ケ所穿いている。

床面上・遺構出土遺物(第21図)

1 -7は岩盤上出土。1は青白磁梅瓶の肩部片である。利lは淡青色を呈し、貫入が入る。肩部に

櫛描渦文が施され、内面には輪状痕が認められる。 2は角製散子である。一辺約1.Ocmで、表面は

丁寧に研磨されているようだ。サイの目は表裏合計7となる。目は錘状工具であけているようだ。

鹿の角製である。 3-5は碁石である。3は径約1.9cm、厚さ0.5cmの断面楕円状を呈する。 4は

径約1.8cm、厚き0.5cmの片商が窪む、断面楕円状を呈する。5は短径1.1cm、長径1.7cm、0.5cmの

断商楕円状を呈する。平扇な黒色石であ り、この他に30個出土した。 6は朱漆碗である。口径14cm、

体部は上方に立ち上がり、口縁部は外反する。口縁端部のみに黒漆を塗っており、無文である。7

は木製舟形である。全長10cm、幅2.3cm、高き1.5cm、断面はコの字型を呈し、全体に丸昧を帯び

ている。木質部が劣化し、削痕面が明瞭で、はなく、造りは丁寧で、はない。 8-17は遺構出土遺物。

8 -10はピット2出土。8は黒漆皿である。 口径8.8cm、底径6.8cm、器高1.Ocmの平底皿である。

内底面中心には朱漆で楓の文様を描いている。 9は不明木製品である。残長6.6cm、最大幅5.2cm、
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最小幅3.0cm、厚さ0.5cmで、ある。 10は曲物の底である。現長15.0cm，厚き0.6cm、片面には刃物状

のものによる切り 痕が、同一方向に入る。 11は棒状製品である。長さ16.9cm、幅1.8cm、厚さ1.0

cm、断面かまぼこ型を呈する。周囲は面取りされている。ピット 3出土。12は曲物の底片である。

現長9.0cm、幅2.6cm、厚さ約0.8cm、他の用途に転用されたと考えられる。ピット 4出土。 13、14

はピット 7出土。13は瀬戸入子の底部片である。底径4.4cm、外底面は聴櫨成形箆削り である。 内

底面、外周部に自然軸が少々かかる。14は中型のかわらけである。口径11.6cm、底径7.2cm、器高

3.2cm、体部は内替気昧に立ち上がる。 15は大型のかわらけである。口径15cm、底径8.2cm、器高

3.5cm、薄手で体部が内轡気味に立ち上がる、ピット8出土。 16は出土常滑片の叩き目の拓影、ピ

ット11出土。 17は小型かわらけである。口径8.0cm、底径5.3cm、器高2.4cm、薄手で体部は内替気

味に立ち上がる。

第 4節第3号やぐら

(1) 検出された遺構(第22図、図版12-14)

第3号やぐらは、調査前の状況では、標高も高〈、玄室の半分ぐらいまで埋められていたが、内

部の残存状態が非常に良好で、あった事から、期待は大きかった。しかし、埋まっていた土は、奥壁

際の床面上、約20cm聞の包含層を残し、すべて盛土と岩盤崩落土であった。よって 3号穴は岩盤面

上のやぐら構造のみの作業となった。

やぐらは北東方向に開口しており、玄室の床面の標高は、約15.OOMで、 あま り高低差がなかっ

た。奥行は7.5m、幅4.5m。天井は舟底形天井であった。 東壁は高さ約3.30Mで、横長の平面長方

形を呈している。壁面の撃痕の残存状態は良好で‘、全体の 3分の 2残っていた。壁面、奥壁寄に径

約20cmの小穴が1穴掘られており、入口寄の壁面下方には各々大きさのピットが多く掘られている。

奥壁は高き3.30Mで、横長の平面長方形を呈し、天井ラインは緩やかな山型を呈しているが、壁面

には、径約10cmの小穴が、縦方向に 3穴まとめて 2列ずつ、壁面の両端に掘られ、又中央部には縦

方向に 2穴掘られている。西壁は高さ2.90Mで、横長の平面長方形を呈する。壁面には、径約15

cmの小孔が数多く掘られている。この中で、まとまりのある小穴は、 3ライン付近の縦方向に並ぶ

4穴と、 5ライン付近の縦方向に並ぶ6穴である。又、入口寄り の壁面下方には、東壁と同様に各々

の大ききのピッ トが掘られている。このような壁面に掘られている小穴は、各壁で対応してくる可

能性が強い。第 3号やぐら前方東側には、低い高まりがあり、前壁と考えられるであろう。

床面には、区画のように溝が巡るが浅く、深さは10cm以内で、ある。溝底の高低差は少いが、入口

に向かつて流れ出て行くと考えられる。ピットは大小合わせて 8穴である。大型のピットは、径約

1mの不整円形を呈し、深きが約30cmである。 小型のピッ トは、径約30-50cmの不整円形を呈し、

深さは約30cmで、ある。入口付近の径約40cmの方形ピットは、扉状の施設に関係すると考えられる。

やぐらは、 出土遺物が少なかったが、床面上に 2点、常滑の饗と瀬戸の水注が発見された。

やぐら前の施設は、標高約15.50Mに平坦な場所がある事が確認されたが、造構などは検出され
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なかった。

(2) 出土遺物(第23-26図、図版24、25)

第3号やぐら出土遺物は、極〈薄い包含層中の造物を下層出土遺物とし、上部に堆積する厚い土

丹層中から出土した造物を一括して、上層造物とした。以下、 }I頃に説明を記す。

上層出土遺物(第23医J)

1は瀬戸の折縁深鉢の底部片である。胎土は灰褐色を呈する。 粕は灰紬で、内面は刷毛目の痕跡

が認められる。 外底部には獣足が3脚付く内の1脚が存在する。 2-4は常滑である。 2はこね鉢

である。 口笹27.7cm、底径10.5cm、器高9.Ocm、体部が直線的に外に聞き、口縁部は平面方形を呈

するが、口縁端部外側は若干凸る。体部外面下方は、指頭によるナデが認められる。内面下方部は、

使用痕跡が認められる。 3は査の口縁部である。口縁部は外反気味に立ち上がり、断面四角形を呈

し、端部外側がやや膨らむ。外面には自然降灰がある。 4は護の口縁部である。断面N字状を呈

し、縁帯は広〈頚部に接続する。 5-13はかわらけである。 5-12は小型である。 1は口径8.0cm、

底径5.0cm、器高2.0cm、薄手で{本部が内轡気味に立ち上がる。 6は口径6.8cm、底笹5.7cm、器高

2.3cmo 7は口径7.8cm、底径5.8cm、器高2.1cm、タール痕が付着する。 8は口径7.7cm、底径5.7 

cm、器高2.7cmo 9は口径7.8cm、底径6.0cm、器高2.6cmo 10は口径9.5cm、底径7.2cm、器高2.9cm。

11は口径9.5cm、底径6.0cm、器高3.0cmo 12は口径9.5cm、底径6.6cm、器高3.5cmo 6 -12は体部

i二戸~

一千
亡記三ク9

E長ラZ

ヒ三』弘

豆半d7

三是正。

巳2
a-cは上層出土常骨片の叩き文糠

第23図第3号やぐら上層
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がやや外反気味に立ち立がり、厚l床のある質の悪い一群である。 13は大型のかわらけである。口径

13.0cm、底径6.8cm、器高3.8cm、体部は内轡気味に外に聞く。 a-cは常滑片叩き痕の拓影である。

(第24図)は木製品である。 1は草履芯片である。残長12.7cm、厚き0.4cmo 2は不明木製品で

ある。長さ14.2cm、最大幅3.5cm、厚さ約0.7cm、両面は平坦で、あ り平面形は木筒状を呈している。

上部中央には、径0.5cmの小孔が穿けられており 、下部は尖る。周囲は面取り されている。 3は棒

2 
c::二二三:1 

ζ二工Cコ

4 5 

「一一一一一一ー一一可

。 lOcm :ι三二二二コ 6
第24図 第3号やぐら上層出土遺物(2 ) 

状木製品であ る。長さ10.1cm、幅1.4cm、厚さ 1.3cm、周囲は成形されてお り、断面は不整円形を

呈す。 4は箸状木製品である。現ー長18cm、幅0.8cm、厚き0.4cm、断面楕円状を呈し、一端は尖る。

5は不明木製品である。長さ17.0cm、幅7.6cm、厚さ0.6cm、上方は山型になり、平面長方形を呈

す。板折敷の転用品ではないか。6は不明木製品である。残長20.6cm、厚さ約0.7cm、草履芯の破

片か。

下層出土遺物(第25図)

1、2は常i骨の整の口縁である。 断面は N字状を呈し、縁帯は広〈頚部に接続しない。口縁か

ら縁帯にかけ、自然降灰がかかる。 3-10は木製品である。 3は棒状木製品である。長さ10.5cm、

幅約1.5cm、厚さ1.3cm、断面四角形を呈す。周囲は丸 〈面取り させ、一端を細〈尖らせる。 4は箆

状木製品である。長さ12.2cm、幅O.9cm、厚さ0.3cm、断面長方形を呈する。 周囲を面取りし、 一

端を尖らせる。 5は不明木製品である。長さ10.7cm、|幅2.Ocm、厚さ約0.5cm、断面楕円状を呈 し、

周囲は面取り されている。 曲物の底の破片の転用か。 6は不明木製品(箱?)である。長さ24.7cm、

幅4.4cm、厚さ0.8cm、断面は長方形を呈する。形体は縦方向に長い長方形の板の両端を、それぞれ
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逆側の0.8crn問突き出しており、その端の中央に、径0.4crnの小孔を穿けている。一側面には、径約

0.3crn小孔が、ほほ均等に 8ヶ穿いており、小孔内には木釘が入っている孔もある。 7は箸状木製

品である。長さ22.2crn、幅0.5crn、厚き0.4crn、断面楕円状を呈する。周囲は面取し、一端は尖る。

8は棒状木製品である。長き15crn、|幅2.1crn、厚さ2.0crn、断面台型を呈する。周囲は面取りされ

一端は丸〈成形される。 9は不明木製品である。現長12.5crn、厚さ0.6crn、断面長方形を呈する。

曲物の底の破片と考えられるが、一辺を斜めに切り込んでおり、他の用途に転用されたのか。 10は

草履芯の破片である。厚きO.7crn、断面長方形を呈する。周囲は面取りされている。

床面上・遺構出土遺物(第26図)

lは瀬戸水注てやある。口径2.4crn、底径3.3crn、器高3.5crn。胎土は淡褐色で、柑は灰緑色を呈し、

外面は胴部中程までかけられている。内面は口縁部までである。注口は広〈低く、上方に向いてお

り、取手は簡略化され、つまみが付いているだけである。それぞれ貼り付けである。外面胴部中程

に、破損面が1ヶ所ある。床面上出土。 2は常滑の奮の口縁部である。口縁部は断面 N字状を呈

¥1 。3

7 

口8
仁二二二二コ

第25図 第 3号やぐら下層出土遺物

267 

4 c二コ

こに二二二コ 9 

。

C二ニコ
5 

亡二二コ二

10cm 



子747l三
r_〆 r"_一、、、、、、-K一一一一」 、，，)
úとー一一一ーー~ ¥ V 
(1 ¥ I ~ 1 一一一一一'----'-二二ニン l 

一

d

@

てつ
-0 
モ三ラ 8

φ10  
10cm 仁コ3 。

第26図第3号やぐら 床面上、遺構出土遺物

し、頚部に接続しない。内面はナデ調整と指頭による押さえが認められる。自然降灰は、外面に少々

かかる。床面上とピット 2出土。 3-6はビット 1出土。 3は棒状木製品。長さ15.2cm、|隔2.lcm、

厚さ1.2cm、断面長方形を呈し、周囲は面取りされている。一端はやや細くなり、上面中央が、や

や窪む。 4は常滑の口縁部である。口縁部は断面四角形を呈する。 5、6はかわらけである。5は

底部のみで、底径6.3cm、薄手である。6は口径13.0cm、底径6.5cm、器高3.4cm、薄手で体部は内

轡気味に立ち上がる。 7-9はピット 4出土。 7はかわらけである。口径12.0cm、体部はやや内轡

気味に立ち上がる。 8は碁石である。径約2.1cm、厚さ約0.6cm、断面楕円状を呈する平扇黒色石で

ある。 9は銭である。政和通宝で書体は築書である。初鋳は1111年で北宋銭である。 10は元豊通宝

で、書体は行書である。初鋳は1078年で北宋銭である。溝出土。

第 5節第4号や ぐら

(1) 検出された遺構(第27・28・32図、図版15-18)

第4号やぐらは、上部、山からの土砂などにより、調査前は完全に埋没していた。土砂を取り除

くと、土丹層が堆積しており、奥壁寄、周溝の北側付近まで、 近年の撹乱が入っていた。東側中間

土丹層中から人頭骨が検出され、その下部に、造物が出土している。(第28図)この土丹層を取り

除くと、周溝内と周囲に、焼土層が堆積する。焼土層上層においては、周溝内に、焼けた鎌倉石と

炭、遺物が出土している。(第30図)さらに周溝内の焼土層を取り除くと、白かわらけを含む、多

量の遺物が出土した。(第32図)その後、岩盤まで掘り上げた。

やぐらは、 北東方向に閉口しており、玄室は床面の標高が約14.20Mで、入口に向かつての高低

差はない。奥行は2.50mで、幅は4.90Mである。東壁ーの高きは2.20Mで上部が崩壊しており、平

面状、 三角形を呈している。盤痕の残存状態は、下方3分の lである。壁面入口付近下方に、径18
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cmの小穴が掘られている。奥壁は高き2.90Mで、横長の平面長方形を呈する。豊富痕は下方の半分

三角形を呈している。盤痕の残存状態は良い。壁面入

これは東壁と対応する。

床面は、奥壁周囲に幅約40cm、i奈さ約20cmの周溝が廻る。周溝の北側肩には、径約40cm、深さ約

日付近下方に、径約25cmの小穴が掘られている。

が残っている。西壁は高さ2.80M、平面状、

30cmの小ピットが3穴、均等に掘られている。床面上には、径1.7m、南北に長い楕円状の掘り込

この惰円状遺構内は、各2穴のピット状の掘り 込みの痕跡がある。みが4穴、均等に掘られている。

やぐら前の状況は、西側部分には、東西に長い方形 (1.8mX 1. OmXO. 7m)穴内の岩盤直上に、

さらに壁に廻る溝と、かわらけを据え60枚の銅銭が発見された。他に径約30cmの小ピット 2穴と、

I 青灰茶色土 「
|周溝層土II.炭化物屑 」

Ill.灰茶色土

N.茶色土
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第29図第 4号やぐら 土丹層出土遺物

(2) 出土遺物(第28-34図、図版26、27)

出土遺物は、遺物出土状況ごとにまとめ、検出レベルの高い層住から順に説明を記す。

土丹層中出土遺物(第28図)は標高約14.50Mで発見された。遺物は東壁寄に集中し、かわらけ

の他、常滑もめだった。

(第29図)はかわらけである。 1-4は小型のかわらけ。 lは口径7.8cm、底径5.0cm、器高1.9

cm、薄〈体部は内轡気味に立ち上がり、器高が低い。 2は口径7.4cm、底径4.4cm、器高2.2cm、薄

子で体部は内轡気昧に立ち上がる。 3は口径7.7cm、底

白かわらけp D E F 

η

，“
 

径4.3cm、器高2.4cm、薄く、体部は直線的に聞き、中

程から上方に立つ。 4は口径8.lcm、底径6.0cm、器高2.

7 cm、体部が外反気昧に立ち上がる。タール痕が付着す

ーる。 1-3とはタイプが違う 。 5は大型のかわらけであ
q
J
 

-3 

る。口径12.8cm、底径7.0cm、器高3.8cm、体部は直線
B C D E F 

・かわらけ 的に外に聞き、やや体部壁は肥厚する。
2M 

oかわらけ以外の ヒ

遺物 焼土層出土造物は、上層と下層に区分する。上層部は

第30図 第4号やぐら焼土層上層遺物出土状況 (第30図)、標高約14.40Mで、焼けた鎌倉石の他は、か

わらけと常i骨片などが出土

B C D E F 
した。下層は(第31図)、

。議よSAfW丸 G 争予
標高約14.30Mで出土。か

わらけ中心であるが周溝東

2-I、 '白かわらけ 常滑 9匂屯換'lI。手熔り qb4・8 -2 
、。/ B 傾1に臼かわらけが、まとま っ
、ノ

〉くL て出土している。焼土層出

。 2m -3 土遺物の法量、器型につい3-

IE IF 
ては、別表にまとめる。法

I
B IC ID 

量は口径 ・底径 ・器高を記

第32図 第4号やぐら焼土下層遺物出土状況 す。白かわらけの葦状遺物
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については、広い方を口径、狭い方を底径、器高は紐を入れた高きと入れない高さを記す。器型は

体部の形状の分類で表現し、以下の記号で示す。又白かわらけは、これに順じない。

I 体部が底部から内轡するもの

II 1:本部が底部からやや直線気味に立つもの

a 口縁部が内轡する もの

b 口縁部が上方に立つもの

かわらけ以外の造物を先に記す。(第31図) 1は青白磁皿である。口径7.0cm、素地は白色で、 柑

は淡水色を呈す。内面に蓮弁の葉を型押しする。(第33図)13は子熔り片である。胎土は灰色で砂

っぽい。 口縁部は丸昧があり四角形を呈する。14は釘である。残長4.5cm、幅O.7cm、厚さO.5cm、

断面隅丸方形を呈する。

かわらけは以下のデーター表の結果から、焼土層出土かわらけの法量は、大型が口径12-13cm中

心で、 小型は口径7.0cmが中心と なってくるようだ。中型と考えられる口径10-11cmのものがある

が、範囲の限定は出来ない。器型の傾向としては、薄手で体部に丸味を有するタイプであり、焼土

大下イ ミミ二=1--:?!_I1I~二止~_0\ ~d 

I三Jーミ斗d_ ヨ3?-⑥千七三
ミ=」イー⑧宍一寸Lミヨ⑨¥三，-Lづ4
Tt三どでZLミヨミ二平d
弓プL-d-⑭ 宍二』イー⑮
ヒァ」d-oi ~- 1 イー⑪
与tJ⑩ 三工~-⑬

第31図 第 4号やぐら焼土層上層出土遺物
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第33図 第 4号やぐら焼土層下層出土造物
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表II 焼土層出土かわらけデーター表

※図版 NoはO印の番号を記す (cm)

図版 No. 口径 l底径 器官i 器型 備考 図版 No. 仁l径 底径 器高 器型 備考

1 10.9 IIb タール痕 30 7.0 3.3 1. 6 

2 7.3 4.7 2. 3 IIb 31 3.2 

3 7.5 5.0 2.3 Ib 32 7.5 4.4 2.2 I 

4 7.3 4.8 2.4 Ib 33 7.6 4.0 2.5 I 

5 7.4 4.8 2.4 II 34 7.6 4.4 2. 5 Ib 

6 7.2 4.4 2.5 Ib 35 7.3 3.9 2.5 I 

7 7.3 5.0 1.8 Ib 36 7.7 4.4 2.5 Ib 

第 8 10.4 6.0 2.8 II 37 9.0 4.6 2.4 IIb 
31 
図 9 10.7 6.6 2. 7 Ib 38 10.5 6.3 2.8 I 

焼 10 10.9 5.6 3.3 IIb 39 11. 2 7.2 3.0 Ib 

土
層 11 12.5 6.5 3.5 タール痕 40 10.9 5. 7 2.8 IIb 

上
12 13.3 6.8 3.6 41 11. 7 6.0 3.2 

層

13 13.1 6.8 3.8 内底ナデ強
第 42 11. 9 5.3 3.5 IIb 
33 

14 13.6 8. 0 3.8 I タール痕 図 43 13.0 7.2 3.5 Ib 

15 14.0 8.5 3.6 I 内底ナテ強 d焼 44 12.5 6.5 3.3 I タール痕
土

16 13.4 8.2 3.5 I }ち 45 13.4 7.0 3. 5 Ib 

17 13.3 7.8 2.8 I タール痕
下
46 12.0 6.6 2.8 Ib タール痕R号

18 12.6 6.5 3. 7 I 47 12.7 7.0 3.2 

19 15.3 9.0 4.2 I 大型 48 13.3 7.3 3.3 Ib 

20 8.2 3.8 
:3.2 49 13.3 8.0 3.3 Ib 
(2.0】

21 8.1 3. 3 
3.2 50 12.8 7.3 3.5 
(2.2) 

22 8.2 3.2 
3.7 51 12.8 6.8 3.6 I 

第
(2.2) 

33 23 5.8 3.2 2.0 タール痕 52 13.0 7.2 3.8 Ib 鉄分、炭

図
24 6.1 3.1 2.1 タール痕

焼

53 12. 7 7.0 3.8 Ib 

土 25 8.2 3.0 3.7 54 13.5 7.5 4.0 

層
26 7.5 3.8 2.8 墨書文字タールrf{ 55 13.3 7. 7 3.6 Ib 

下層
27 7.5 3.5 2.9 墨書文字 56 13.1 8.2 3.8 I タール痕?

28 6. 9 3.6 3.2 57 13.0 8.3 3. 7 I 

29 7.0 3.5 3.1 墨書文字

層出土のかわらけの器型の遠いは微妙なものであった。 体部が若干内轡傾向
を示すが、直線的ライ

ンで立ち上がるものがあったが、バリエーションと考える。焼土層出土かわ
らけは、出土レベルか

ら、上層と下層に分けたが、 同じ周溝内の覆土中からの出土であり、違いはな
かった。この周溝内

出土のかわらけは、 同一傾向を示す。

東側出土白かわらけは、全部で12個出土した。胎土は褐白色を呈し、器壁は薄〈、焼
成は良好で

あった。

1 -3は蓋状白かわらけであり、紐部分は貼り付けてあると考えられる。紐を取り、逆
転すると

皿状を呈し、体部が直線的に立ち上がるタイプである。 4-10は碗状白かわらけで
ある。 4-8は、
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体部が直線的に聞き、口縁部が上方に立ち上が

る広口のタイプであり、サイズも 2種類ある。

9・10は、イ本部が直上に内轡する 口の狭いタイ

プであ り、器高は高い。 11・12は皿状白かわら

けであり、体部は直線的に外に聞き、器高の低

いタイプである。サイズは 2種類ある。以上の

ように、蓋 ・碗・皿と、 3タイプ4種類に分類

出来る。

出土白かわらけのうち 3点に墨書文字の痕跡

があった。 (7、8、10) この内 1点 (7) は

残存状態が良かった。 文字は 「口庚申散」と書

かれており、庚申信仰に関係してくる内容であ

るとも考えられるが、時代的背景なども考慮し

てみなければならない。又、他2点の文字も 「申

散J r申」 が読める事から、 3点伴、同 じ文字

がかかれていたと考えられる。

遺構出土遺物(第34図)

足二とフイ

ヒL二三
ミ九イ

o lOcrn 

第34図 第4号やぐら遺構出土遺物

1 . 2はピット4出土。 1は小型のかわらけである。 口径7.2cm、底径4.2cm、器高3.0cm、薄手

で、体部がやや直線気味に内轡する。 2は大型のかわらけである。 口径11.8cm、底径7.0cm、底径

3.5cm、薄手で体部は内管する。 3は大型のかわらけである。口径14.1cm、底径7.0cm、器高4.0cm、

薄手で休部は直線気味に内轡する。 4・5はやぐら前方形穴出土。 4は常i骨・の袈の口縁部である。
口縁帯部は欠損している。縁帯がT字状になると考えられる。 5は経木折敷である。一辺14cm、

厚さO.1cmで、四隅を斜めに切っている。各辺中心に径0.4cmの小孔が穿いている。このf也、方形穴か

ら銭が出土しているが、分類は別表(表III) に記す。

銭(第35、36、表III)

方形穴出土の銭は総計60枚であった。出土状況は、岩盤面に貼り付いたような状態で出土した。

銭を分類してみると 16種類で、書体を含むと25種類になる。一番古い銭は唐代の開元通宝(初鋳

621) で、一番新しい銭は南宋の嘉定通宝 (初鋳1208)であ った。全体の約80%が北宋銭であった。

(背文のある銭は 6枚、解読出来ないものもあったが表に記した。 加工銭は、 方孔のずれているも

の (8h、12d)、周縁を磨いているもの(8 f)が認められた。
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表III 第 4号やぐら前方形穴出土銭

銭 種 l時代 初鋳 書 {本 言十
備 9 .， 

(背文)

l H司 フじ 通 { 玉 唐ー 621 措書 8 
背文 山 U ， A ，渋?

加工銭含

2 尼1 国 通 { 玉 陶唐 959 主長 菩i- l 

3 太 平 j盈 ，玉'_ 北宋 976 借音ー 1 

4 景 倍、 ゴじ { 玉 北宋 1004 措喜一 4 

5 干手 符 i邑 { 玉 北宋 1008 行書 2 

6 天 聖 JG { 玉 北 宋 1023 
儲昔: l 

事証書 1 

7 景 祐 刀二 { 玉 北宋 1034 築書 1 

8 三陸正， 宋 通 { ヨ三 北宋 1039 
措 壱: 6 

加工銭合
事長書 6 

9 至 平日 JG 玉 北宋 1054 家書 3 

10 嘉 祐 通 { 玉 北 宋 1056 
借書 l 

築書 1 

11 !照 寧 JG { 玉 北宋 1068 
借書

室長書 2 

12 JG 笠 通 { 玉 北宋
1076 築書: 2 

加工銭合
1078 行書 3 

13 フE 祐 i盈 { 玉 北宋 1086 
築審
行書: 5 

借書

14 翠 宋 丸二 :i: 北宋 1101 築書 2 

行書

15 政 平日 i邑 { ヨ三 北宋 1111 
+皆 書 3 

背文
2証書

16 嘉 { 疋 通 { 三E 南宋 1208 機書 背文+
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第四章ま とめ

第|節 鎌倉市無量寺やぐら遺跡出土人骨について(図版28-30)

森本岩太郎・平田 和明

1.はじめに

神奈川県鎌倉市扇ヶ谷の無量寺やぐら遺跡から発掘調査により 14世紀後半に属する人骨l個体分

と戦国時代に属する人骨3個体分の計4個体分の人骨が出土した。鎌倉市教育委員会から出土人骨

の鑑定を依頼されたので、ここにその結果を報告する。

II. 出土状況

無量寺やくやら遺跡の 2号やくやらから出土した人骨は 3個体分ある。そのうち 1号人骨は頭蓋だけ

である。 2号人骨はほぼ全身の骨格が残存している。 3号人骨は下顎骨片と下肢骨片だけが認めら

れる。 2号人骨は解剖学的に自然の位置を保って出土しており、 Ltぼ南頭位で顔面は東を向き、背

部が酋を向いている右側臥伸展位葬である。

4号ややらから出土した人骨は頭蓋だり単独で出土し、 l個体分である。

III. 人骨所見

(1) 2号やぐら 出土人骨

A. 1号人骨(写真 1. 2) 

壮年期の女性人骨 1個体分であると思われる。

下顎骨を欠く頭蓋があるだけである。

左右側頭部の一部を欠損する。頭蓋の最大長が166mm，最大幅が132mmて、¥頭蓋長幅示数は79.5

であり、短頭型に近い中頭型に属している。パジ、オン・ブレグマ高は126mmで、頭蓋長高示数は75.9

であり 、高頭型の下限に属 している。左右に舌下神経管二分、左に鼓室骨裂孔があり、ラムダ小骨

が認められる。前頭縫合・インカ骨・頭項切痕骨な Eは無い。骨質は薄〈、眉弓・外後頭隆起・乳

様突起の発達が弱L、ので、この個体は女性頭蓋と推定される。また頭蓋冠の 3主縫合は内板の一部

が閉鎖しているが、外板は全て離間しているのず、この女性頭蓋の年齢は壮年期と思われる。

外に復元不可能な頭蓋片が総重量にして約20gある。

B. 2号人骨(写真 3-9) 

熟年一老年期男性人骨 1個体分であると思われる。
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不完全で、はあるが、I.iU.全身の骨格が残存している。

頭蓋:前頭部・側頭部・頭蓋底・顔面部の一部に欠損が見られる。下顎骨は下顎体と右関
節突起

がある。頭蓋の最大長が186mm、最大幅が135mmて¥頭蓋長幅示数は72.6であり、長頭型に属
して

いる。パジ、オン・ブレグマ高が147mmで、あり、頭蓋長高示数79.0て¥高頭型に属している。ラ
ムダ

小骨があ り、 左に頭T頁切痕骨が認められる。前頭縫合 ・インカ骨・ 舌下神経管二分 ・鼓室
骨裂孔 ・

頬骨後裂は無い。眉弓・外後頭隆起・乳様突起の発達が比較的良いことから、この個体は
男性人骨

と思われる。頭蓋冠の 3主縫合については、内板はほぼ閉鎖しているが、外板は部分的に離開して

いる。

外に舌骨の骨体と右大角が存在する。

歯および歯槽の状況を次に示す。

x •• 5 4 3・・
×・・・・・ 2・

0 20 4 5 X X X .......X 
ただしアラビア数字は残存する永久歯、 0印は歯槽開放、.印は歯槽閉鎖、×印は欠損のため状

況不明であることをそれぞれ示す(以下の歯式についても同様)。歯の岐合様式は欽状岐合
型と推

定される。H交耗度は担lがMartinの4度で、 他は同 2度である。歯再蝕がιの歯頚部に認められ
る。なお右上顎の犬歯と第 1・2小臼歯および右下顎側切歯の歯根部に歯根膿蕩の痕跡が認めら

れ

る(写真5)。この男性人骨の年齢は頭蓋の縫合の閉鎖度、歯および歯槽の状況などから熟年~老

年期と推定される。

外に復元不可能な頭蓋片が総重量にして約40gある。

椎骨，・肋骨・胸骨 :頚椎については環稚片および軸椎片のほかに 6佃の頚椎片がある。胸椎片は

13個ある。腰椎片は11個ある。外に部位不明の椎骨片が多数ある。下位胸稚から腰椎にかげで
の椎

体片縁に変形性脊椎症による骨臓の形成が認められる。仙骨は岬角と 前面上部を欠損してい
る。

肋骨片は左右ともに12個あり、外に骨片が多数ある。

胸骨は胸骨柄片と胸骨体片が認められる。

上肢骨:肩甲骨片ならびに鎖骨片が左右とも存在する。

上腕骨は、右は大結節の下部と外側上頼を欠くが、最大長は314mmて、骨体の中央最大幅は26m
m、

中央最小幅は16mmていある。 左は骨頭片が 2個と下端を欠〈骨体片 (27cm大)がある。三角筋粗
面の

発達は良い。

榛骨は左右ある。左は最大長223mmで、ある。右は下端を欠〈骨片 (20cm大)である。左榛骨は
下

端付近における定型的機骨骨折 (Colles骨折)の変形治癒像(いわゆるフオ ーク背状変形)が認

められる(写真 8)。

尺骨も左右存在し、いずれも下端を欠損する骨片(左25・右24cm大)である。

子根骨片は左舟状骨 ・左月状骨 ・布三角骨・左右の大菱形骨・左右の小菱形骨・左右の有頭
骨・
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左有鈎骨が認められる。中手骨片は左右とも第 1-5中手骨がある。外に指骨片が18佃ある。

下肢骨 :寛骨片が左右ある。大坐骨切痕は狭〈、 男性の特徴を示 している。

大腿骨は左右ある。大腿骨イ本上部の断面示数1;):左70.3・右70.3で超広型に属している。骨体中

央の断面示数は左93.8・右96.7であり、ピラステノレ形成は認められない。大腿骨最大長は左432mm

であり、 この数値から Pearson式による椎定身長は162.5cmて、、ある。殿筋組面および粗線の発達が

比較的良い。

腔骨も左右存在する。左は座骨粗面上部と骨体下部を欠〈 骨片 (32cm大) と外果 ・下関節商を含

む骨片がある。右は骨体片 (24cm大)と上関節商を含む骨片がある。栄養孔部における腔示数は左

76.5・右77.8で正腔型に属する。!座骨体中央の横断面は Hrdlickaの第II型に属する。

11非骨は左の最大長が334mmてゃあり、右は骨体上部片 (23cm大)がある。

膝蓋骨は左右存在する。

足根骨片と して左は腫骨 ・距骨 ・舟状骨 ・立方骨 ・内側模状骨 ・中間棋状骨が残存している。外

に左の第 1-5中足骨片と、母指とその他指の基節骨片が計5個ある。

その他 :復元 ・同定不可能な骨片が総重量にして約140gある。

C. 3号人骨(写真10)

熟年期男性人骨1個体分であると思われる。

下顎骨と下肢骨片があるだけである。

下顎骨は左右の下顎頭の一部と左筋突起を欠損 している。下顎骨角の外反は強〈、 男性の特徴を

示 している。

歯および歯槽の状況を次に示す。

...540 2 1 x x04567. 

歯の日交耗度はぽ7がMartinの3度であり、 他は同 2度である。この男性人骨の年齢は歯およ
び歯槽の状況などから熟年期と推定される。

下肢骨 :大腿骨は骨頭 ・大転子 ・小転子 ・下端部を欠く左の骨片 (36cm大)がある。

粗線および殿筋粗面の発達が比較的良いことか ら、男性人骨と思われる。大腿骨体上部の断面示数

は81.3てや広型に属 している。骨体中央の断面示数は90.3でありピラステノレ形成は認め られない。

外に左の)俳骨体片 (16cm大)がある。

(2) 4号やぐら出土人骨(写真11-15)

壮年期の男性人骨 l個体分と思われる。

下顎骨を欠〈 頭蓋片だけが認められる。
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顔商部と頭蓋底・側頭部の一部が欠損している。頭蓋の最大長が191mm、最大幅が133mmて¥頭蓋

長幅示数は69.6であり、過長頭型の下限近くに属している。ラムダ小骨が認められる。眼詰上孔 ・

前頭縫合・頭項切痕骨・鼓室骨裂孔はない。

歯は残存していない。

骨質は比較的厚〈、庖弓の発達も良い。頭蓋冠の 3主縫合は内板・ 外板ともに離閉している。こ

れらのことから、この佃体は壮年期男性と思われる。

外に復元不可能な頭蓋片が総重量にして約20gある。

この頭蓋には万創と思われる新鮮な創面が 6カ所に認められる。(写真13) いずれも頭葦冠の左

側面に存在する。最大のものは頭項骨の上部にあ り、創面の長さは68mmで、頭蓋腔内に達しており、

致命傷となったと考えられる(写真14)。頭蓋腔内に達する創面は頭項骨後上部 (32mm大)にもあ

り、上述の最大の万創の後部と交差している。そのほか頭項骨後上部 (31x 20mm大の半円形) ・頭

項骨後部 (32mm• 18mm大の 2本) ・前頭骨前頭鱗の左部 (32x 12mm大)。側頭骨の頬骨突起の起部

から外耳道上部にかけて (30x 12mm大)の部住に、 外板を切っただけで頭蓋腔に達しない万創が存

在する(写真14・15)。これらの倉IJ面には骨新生などの生活反応は見られない。

III. まとめ

鎌倉市無量寺や十ら遺跡から出土した人骨は成人4個体分である。そのうち 2号やぐら出土人骨

は戦国時代に属する壮年期女性 1個体分と熟年~老年期男性 1個体分および熟年期男性 1個体分の

計 3個体分であり、 4号や寸ら出土人骨は14世紀後半に属する壮年期男性人骨 l個体分である。

2号やぐら出土の 2号人骨(熟年一老年期男性)の左犠骨下端に Colles骨折による変形治癒が

認められた。また右上顎の犬歯と・第 1 ・ 2 小臼歯の歯根部に歯根!膿蕩の痕跡が見られた。歯~~1tが

左上顎第 2小臼歯の歯頚部にあった。

4号やぐら出土の壮年期男性頭蓋冠の左側面には致命的と思われる新鮮な万創面が2箇所と外板

に達する万創面が4箇所に認められた。
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第 2節まとめ

無量寺やぐらは、多くの遺物が出土した。その大部分を占めたかわらけにより時期を考えてみる

と、第 1号やぐら(かわらけ溜)出土のかわらけは、 15-16世紀代(河野VI期)と考えられ、この

時期には、他の用途(廃棄場所?)として再利用されていた事が考えられる。第 3号やぐらは、上

層部出土のかわらけにより、更に近世(河野四期)にかけても同じように利用されていたと考えら

れる。第 4号やぐらの周溝内の焼土層は、後世のt1t乱が入っていないと考えられ、ここから出土し

たかわらけ(河野V期)は、他のやぐらの床面上又は遺構内から出土したかわらけと同じタイ プで

あり、この時期は、やぐらの本来の用途である墓、供養施設としての利用が成されていたと考えら

れる。又、構築年代も、これに近い範囲に入ってくるのではないだろうか。

本やぐら群は、床面上における構造が特徴的であった。 1・2号床面には、多くの大型の摺鉢状

ピットが掘られており、第 4号やぐらにおいては、並列する 4穴の楕円状遺構が発見された。又、

1・2・4号やぐら前西側には、方形穴が各 1穴ずつ検出されたが用途は不明である。第 4号内の

方形穴からは多量の銭が出土した。又、各やぐらの前面部?が長い事、 前面が改変されている事な

ど、後世において手が加えられている事が伺われる。 15-16世紀代に廃棄場所?とされる前に、更

に、現床面の構造を利用した施設、他の用途に転用されていたのではないだろうか。市内の笹目遺

跡内やぐらにおいても、床面上に摺鉢状ピットが検出されている事から、やぐらがある時期に、同

一用途として転用したものもあると考えられる。無量寺やぐら内からは、常j骨の饗片が多く出土し

ており、骨蔵器の可能性もあるが、摺鉢状ピットに伴う遺物とも考えられる。又、各やぐらの検出

レベルは、それぞれ違う。第 3号やぐらは、検出レベルが1穴だけ高〈、床面の構造は、他のやぐ

らと違う事は、何か意味があるのではないだろうか。

やぐらは、現在市内各所に存在し、人々の目に触れているが、墓としての意識を持つ人は少なく、

現在は物置、 倉庫として転用きれているものも多い。この意識と同様に墓域と しての意味を失い、

色々な用途に転用されていたや ぐらもあったと考えられる。

第4号やぐら周溝内から出土した白かわらけは、鎌倉市内でも珍しく、蓋・碗・皿と、 3種類の

器型のものが一括してtl:'1土した。これはセットとして考えてよいだろう。又、白かわらけに書かれ

ていた墨書文字は、庚申信仰に関係するとの考えもあるが、やぐらと庚申信仰については、今後の

課題ではあるが、第 4号やぐらの周溝内のかわらけは、供養か信仰か、何らかの意味を持つものと

考えられ今後の課題である。

参考文献

河野真知郎「鎌倉における中世土器様相一神奈川考古第21号」神奈川考古同人会 1986年

任l代 郁夫「笹目遠跡内やぐら一昭和63年度鎌倉市内色傾斜地j泊康対策事業に伴う発掘調査報告書」同調査団 1990年
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図版 1
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扇ヶ谷村古絵図天保三(1832)年

鎌倉の古絵図(2 )一鎌倉国宝館図録第十六集ーより転載

調査地点遠景(鎌倉駅方面から望む)
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図版2

1.上部平場全景(東から)

2.上部平場全景(西から)
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2.上部平場ピット 3 (南から)
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1.上部平場ピッ卜2 (北から)

3.上部平場ピッ卜 6かわらけ、

銭出土状況(北から)

図版 3



図版4

1. I号や ぐら調査前の状況

2. かわらけ溜(奥壁付近)出土状況(北から)

3. かわらけ溜(東側)出土状況(北から) 4. かわらけ溜 瓦質製品出土状況(北から)
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2. I号やぐらかわらけ溜(中央付近)

出土状況(西から)
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図版 5

1. I号や ぐらかわらけ溜(中央付近)

出土状況(東から)

3. かわらけ溜

酉壁際床面上出土かわらけ



図版 B

1. 1号やぐら全景(北から)

2. 1号やぐら全景(西から)
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2.、|号やぐら床面前方ピット

(南から)
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1. I号やぐら奥壁寄ピッ 卜列

(北から)

図版7

3. I号やぐら床面上出土I頼戸小萱

(南から)



図版 B

2. 2号やぐら中間奥壁際出土人頭骨
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1. 2号やぐら調査前状況

3. 2号やぐら函壁寄(上層)

出土人骨 (側臥伸展)



図版9

1. 2号やぐら西側資灰色土丹層上遺物出土状況

(北から)

2.折敷、漆器皿、竹片出土状況

3. 2号やぐら奥壁寄床面上出土舟形
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図版10

1. 2号や ぐら奥壁

2. 2号や ぐら東壁

3. 2号やぐら西壁

4. 2号や ぐら床面西側ピッ卜列

5. 2号やぐら床面前壁付近ピッ卜、方形穴
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2. I • 2号や ぐら全景 (北から)
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図版11
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図版12

2. 3号やぐら奥壁東際

床面上出土木製品と瀬戸水注
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3号や ぐら調査前状況

3. 3号やぐら西壁際

床面上出土常滑翠片



図版13
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2. 3号やぐら床面前方部(南から)
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図版14

1. 3号やぐら奥壁

2. 3号やぐら東壁

3. 3号やぐら西壁

296 



2. 4号やぐら東側奥壁際

中間層出土人頭骨
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図版15

1. 4号やぐら調査前状況

3. 4号やぐら東壁寄土丹層遺物出土状況



図版16

2. 4号やぐら東壁

4. 4号やぐら周溝東側焼土層出土

自かわらけとかわらけ

1. 4号やぐら奥壁

3.奥壁際焼土層検出状況(北から)
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1. 4号やぐら全景(周溝、焼土層遺物出土状況) (北から)

2. 4号やぐら及び前方部全景(北から)
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図版17



図版18

2. 4号やぐら前方西側方形穴底

銭出土状況

1. 4号やぐら東側、

前方検出状況(北から)

3. 2号やぐら北側延長トレンチ内ピッ卜
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上部土丹層(炭層)上出土奥壁寄西側区

上部土丹層 (炭層)上出土東側区

下部土丹層上出土東測区

|号や ぐら出土遺物(I )かわらけ

301 

図版19



図版20
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|号やぐら出土遺物(2 ) 
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図版21

上部土丹層出土
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上層出土

下層(土丹層)出土
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図版23
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図版24

下層出土かわらけ

下層出土(碧)

巳3、

上層出土かわらけ

ピット|出土かわらけ

上層出土(饗こね鉢)

売 床面出土(水注)

上層出土(平鉢)

3号やぐら出土遺物(I ) 
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西壁際床面上・ピット 2出土常滑(翠)

上層出土木製品

下層出土木製品

3号やぐら出土遺物(2 ) 
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図版25

ピッ卜|出土木製品



図版26
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図版27
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写真 2.2号やぐら出土 |号人骨の
頭蓋右側面観。

写真 1. 2号やぐら出土|号人骨の
頭蓋正面観。
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写真 4. 2号やぐら出土2号人骨の
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を示す。2号やぐら出土2号人骨の歯根膿蕩(矢印)

第 2号やぐら出土人頭骨
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-写真 9. 2号やぐら出土2号人骨の不肢骨片。

第 2号やぐら出土人骨
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写真8.

2号やぐら出土2号人骨の左様骨下端

骨折の変形治癒(矢印)。

検骨が下端付近でト背側に折れ曲がって

いる。

写真10. 2号やぐら出土3号人骨の

下榛骨と左大腿骨片および

左勝骨体片。
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写真12. 4号やぐら出土人骨の頭蓋右側面観。

写真13. 4号やぐら出土人骨の頭蓋冠の左側面観。 写真14. 4号や ぐら出土人骨頭蓋冠の万創(矢印)
力創の部位(矢印)を示す。 の拡大写真。

写真15. 4号やぐら出土人骨頭蓋冠の万創(矢印)

の拡大写真。

第 4号やぐら出土人頭骨
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7 .若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 

御成町872番 14



例言

1 本編は鎌倉市御成町872番14に於ける庖舗併用住

宅建設に伴う発掘調査報告書である。

2 発掘調査は建築対象面積150m2のうち70m2を国庫

補助事業として鎌倉市教育委員会が、残る80m2

を若宮大路周辺遺跡群発掘調査団(団長・吉田章

一朗)が実施した。国庫補助事業対象範囲の調査

期聞は平成 3年 2月13日から 3月30日である。

3 本編は国庫補助事業対象範囲の発掘成果をまとめ

たものであるが、遺構の関連性の点から遺構全測

図は全調査範囲を掲載し、必要に応じ調査団対象

範囲の遺構についても一部とり上げている。

4 調査の実施にあたっては、若宮大路周辺遺跡群発

掘調査団の協力を得た。

5 本編の執筆は、第一章から第三章、第五章を木村

が、第四章(1)、(2)を福田誠、菊川泉が、第四

章(3)を菊川英政が分担して行った。また資料整理、

図版作製に片岡睦枝、福田 誠、田代郁男、菊川

英政、継実、菊川泉、浜野洋一、熊谷洋一、

佐々木靖、丸井宏予、関 理恵子、新山久美子、

中島さやかの協力を得た。

5 本編に使用した写真は全て木村が撮影した。

6 現地調査の調査体制は下記の通りである。

主任調査員木村美代治

調査員片岡睦枚、瀬田哲夫、渡部律子

調査補助員 山上玉恵

調査協力者海野直宏、鎌倉市高齢者事業団

7 出土品等発掘調査資料は鎌倉市教育委員会が保管

している。
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第一章調査地点の位置と環境

本調査地点は、鎌倉市御成町872番14に所在する。鶴岡八幡宮社頭から南に向かつて走る若宮大

路のーノ鳥居と二ノ鳥居の中程にあたり、現在の ]R横須賀線のガードの南側、若宮大路の西に住

置し、若宮大路に面している。

本調査地点の遺跡名称である 「若宮大路周辺遺跡群。(神奈川県遺跡台帳N0242) J は東西700m、
南北1l00mにおよぶ広い範囲をさし、東は清)11から西は今小路まで、北は鶴ヶ岡八幡宮の社頭か

ら南は小町大路(現在の国道134号線)までにおよび、鶴岡八幡宮寄りの若宮大路の東西両側に所

在する「北条泰時・時頼邸跡(同 No.282) J、「宇都宮辻幕府跡(同 No.239) J、「北条時房・顕時

邸跡(同No.278) J を除く鎌倉の旧市街地の大部分を包括した遺跡名称である。従って既に同遺

跡名で報告されている幾つかの調査地点とは、立地、周辺の状況、遺構の性格等に於いて必ずしも

共通しているとは限らない。小字名は 「蔵屋敷」と呼ばれ、本調査地点はこの南端にあたり、本調

査地点の100m程南に若宮大路と大町大路の交差する下馬四ツ角、 400m北に二ノ鳥居、 250m西に

今小路がある。

本調査地点付近の地形は、明治21年 (1889)の横須賀線の開通工事に伴い、 F在の横須賀線のガ
ード付近の若宮大路車道は大きく削平されていて市街地の中で最も標高が低い所の一つである。現

在の車道面で海抜約2.8m、また調査地点の現地表で海抜約4.0mである。本調査地点周辺の調査は、

ごく隣接した地域ではあまり行われていないが、 250m程北側の鎌倉駅西口周辺から二ノ鳥居周辺

にかけては調査例も多く、また350m程西側の現在の今小路を挟んだ西側ではかなり広い面積の調

査も行われ、次第に当時の様子が明らかにされつつある。今小路西遺跡(御成小学校内)(4)では、

13世紀後半から14世紀前半にかけての南北2つの武家屋敷とこれを取りまく庶民居住区が検出され

ており、さらに同遺跡の南側の屋敷の下層からは 8世紀から10世紀にかけての遺構も検出され、古

代の官衛的性格をもっと考えられている大規模な建築遺構も検出されている。また鎌倉駅周辺では

千葉地遺跡(1旬、千葉東遺跡(16)、諏訪東遺跡(1母、蔵屋敷東遺跡。0)、蔵屋敷遺跡(18)をはじめ多くの調査

が行われ、中世の溝や道路等による区画や掘立柱建物跡、方形竪穴建築跡、井戸などが数多く検出

されている。さらにこれらのうち数ケ所の調査地点では古代の掘立柱建物跡や住居跡も検出されて

いる。二ノ鳥居から三ノ鳥居にかけての 「北粂泰時 ・時頼邸跡」、 「字都宮辻幕府跡」及び 「北条時

房 ・顕時邸跡」等の各調査地点の調査では若宮大路際に若宮大路と平行する木組の護岸をもっ大溝

が検出されているが、若宮大路西側の 「北条時房・顕時邸跡」南辺以南では大溝の木組は検出され

Eておらず、若宮大路西側を南北に流れる河川との関係が考えられている。若宮大路修景計画に伴う

若宮大路の調査では狭い 卜レンチ調査ながら若宮大路全域にわたり調査が実施され、本調査地点に

近い若宮大路西側のトレンチで河川の堆積と考えられる堆積土を検出しており、二ノ鳥居付近から下馬

四ツ角にかけての若宮大路西側を流れる中世から近世にかけての河川の存在が明らかにされている。
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本調査地点

御成町 868-12地点
御成町 727地占
今小路西遺跡(御成小学校lλn

今小路商迫跡(縞祉センタ-JlJ地内)

Ih比ヶ浜 lー128地点
Ih比ヶ浜 2-18-12地点

8 由比ヶ浜2-2 -10地占

9 由比ヶ浜2-)也占

10 蔵屋敷東遺跡
II 御成町11-2地点

12 御成町819-1 地点
13 御成町806-3)也占

14 諏[市東遺跡

15 御成町228-2地点

16 千葉j也京遺跡

17 千葉地遺跡

18 Ii控屋敷遺跡

19 小町 1-81地点
20 小~T 1 -83-1 )也占

21 小町 1-1028-1 地点

22 本覚寺旧境内遺跡

23 小町 1-305地点
24 (jfl定)藤内定員邸跡遺跡
25 '1、個T1 -75-1 )也点

26 ，I ， ~T 1 -309-5地点

27 +~T 1 -319-2)也点
28 小町 1-75ー 1)也市

29 '1、関T1ー75)也点
30 小町 1-67-2)也点

31 'ニ ノ九属商遺跡、
32 小関T1 -106)血占

33 小町 1-116-4地占
34 ，1、町 1-116)也占

35 小町 1-120-1 j也点

36 扇ヶ谷 1-74-8地点
37 小町 2-345-2地点

38 小町282地点

3旦ー+~T280 - 2地占

40 若宮大路遺跡 Bトレ ンチ

図 1 調査地点の位置図
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第二章 調査の経過

本調査地点の調査は、平成 2年 8月に庖舗併用住宅建設の事前相談があり、 8月27日に鎌倉市教

育委員会により試掘調査が行なわれ、建設予定地内に 2カ所の試掘壌を設定した。その結果地表下

70-80cm程で、中世の遺構面が検出されたため本調査を実施することとした。

調査にあたり庖舗併用住宅のため、全建築面積のうち貨店舗部分を若宮大路周辺遺跡群発掘調査

団(団長・吉田章一朗)が、残る住宅部分を国庫補助事業調査として調査を実施した。

平成3年2月14日に国庫補助事業対象範囲(1区)の表土掘削を大型重機を用いて行い、 2月20

日から入力により掘り下げ、遺構の検出を開始した。試掘調査の土層観察では、遺構面は中世基盤

層である褐色粘土層直上のl面と思われたが、表土掘削後人力で掘り下げたところ褐色粘土層上部

に破砕した員殻を多量に含む黄色砂の整地層が確認されたため、これを1面とし遺構の検出を行った。

l面の調査終了後、中世基盤層まで掘り下げこれを 2面とした。 1区の 1・2面を通して、溝(4 

3 2 l 

|ーミ芋ミミミk_/

B-II十 + 

1区

C一 II十 十

Dー 11+ + 

一一一一一一
一一一一一一一一一一ー一一一一
若宮大路

図 2 グリッド配置図
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粂)、土嬢(l基)、木組遺構(l基)、柱穴多数が検出された。さらに 2面で検出した土壊の底部

で古代の遺構と思われる落ち込みが確認されたため、これを調査することにしたが、遺構が深〈現

地表から 3m程に及ぶ事がわかり 山留めの強度等の関係から調査区 (l区)全域の調査は断念し、

4X3mのトレンチを設定し遺構の確認をするに止ま った。 3月30日まで 1区の調査を行い、そ

の後4月5日から事業者負担範囲 (2区)の表土掘削を行い l区で検出された遺構面の広がりをそ

れぞれ確認した。 2区からは新たに 2面で井戸2基が調査区西側に検出された。 l区同様中|並2面、

古代1面の計3時期の追構面の調査を行い、 2区の調査は平成3年4月28日まで実施し、 5月2日

に調査機材等を撤収して現地の調査を終了した。

調査にあたり調査区内に若宮大路と直行方向に任意の軸線を設けこれを東西軸とし、これに直行

する南北軸を設定し調査区内に 4mの方眼を配した。東西軸に北から 1、2、3、4と算用数字

を当て、南北軸に西からA、B、C、Dとアルフ ァベッ トを当てた。各グリットの呼び名は北西隅

のiliUI線の交点の杭名を用いた。南北刺lは磁北から40度程東に振れているが、本編では便宜上南北刺!

の北を北と称している。

第三章 層序と検出された遺構

(1) 層序(図 3・8) 

本調査地点の現地表の海抜は約4.00mである。東側はすぐ若宮大路の歩道に面し、現在の若宮

大路車道は横須賀線のガード付近て壮大きく削平を受けている。本調査地の現地表と現道路面で1.

2m程の比高差がある。

表土層 (1、2 )は約50cm程堆積し、その下に30cm程の|清褐色砂質土(3)が堆積している。この砂

質土は近世以降の堆積と考えられ、東側では近・現代の削塀を受け、この削平は一部中世泣構商ま

現地表

2面下一

3商ー

1， 2表土層

3 時総色砂質土

造物包合層

l面構成土

有機質腐食土

鶴色粘土

1 - -2 ーーーー一一一一

8 有機質腐食土

9 褐色粘土

10 青灰色砂

11 小土丹推積層

12 黒褐色粘土

図3 土層模式図
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3 

。
α。

。
図4 1面遺構全測図
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で達している。この下に10cm程の遺物包含層(4)が認められ海抜3.1m程のところでl面を検出した。

1面構成土(5)は厚さ20-30cm程で、あるが、粘土や砂質土の薄い堆積層の積み重ねで堅固な地業層は

みられなかった。最上部は破砕した貝殻を多量に含むややきめの粗い貰色砂(5 -1 )による整地

層がみられ、その下に混入物をほとんど含まない締まりの良い褐色粘土層 (5-2)があり、 l面

の遺構の多くがこの層の直上で確認された。さらにその下に炭化物や砂粒を多く含むやや締まりの

悪い褐色粘土 (5-3)及び褐色砂質土 (5-4)がみられる。 1面構成土を取り除くと有機質腐

食土(6)の推積がみられ、直下で部分的に締まりの良い褐色粘土と砂の整地層が検出されたため精査

を試みたが、新たに顕著な遺構の検出は出来ず生活面とは認めにくいため簡単な記鉢に止め、中世

基盤層まで掘り下げこれを 2面とした。 2面は調査区東側がやや高〈西に向かつて緩やかに傾斜し

ている。さらに調査区西半では 2面を構成する非常に締まりの良い茶色味褐色粘土(7)の下に有機質

腐食土(8)の堆積が確認されたため、これをさらに掘り下げ(2面下)造構の確認を行ったが新たな

遺構は検出きれなかった。中世基盤層である褐色土層(9)を40-50cm掘り下げると古代トレンチ西側

では青灰色細砂(10)が検出されたが東側で怯水磨した小土丹の厚い堆積(11)が認められ両者を壁として

黒褐色粘質土仰を覆土とした大きな落ち込みが検出された。

(2) 面の遺構(図 4) 

1面は現地表から70-90cm程下で・検出された。 1面直上に破砕した員殻を多量に含む黄色組砂が

確認された。この砂は調査区南側の l区中央部 (B-3グリット)付近で厚〈堆積し幅4m程の帯

状を呈し、 北に行くにしたがって薄くな り2ライ ン付近で検出されなくなる。周辺部に比べ10cm程

の高まりを見せる。この砂面より上から掘り込まれた遺構は、溝 1 (河川)上層及び土境 lで出土

した遺物からみて検出された 1面より新しく 1面以降に構築されたものであるが、その後の削平に

よりこれらの遺構に伴う生活面は失われてしまっている。

溝 I (河川1) (図 5) 

調査区東端、若宮大路際で検出された。検出された範囲は溝の西側め立ち上がりのごく一部分で、

南北に 4m程が確認されたにすぎない。溝上部は近・現代の溝と考えられる撹乱ですでに壊され

ており、調査区東端の溝覆土最上部には、断面が15x 20-20 x 30cm程の長方形で、長さ30-65cm

の鎌倉石の切り石による石列が、東面を揃えるように検出された。この切り石は現在も歩道の下を

流れる暗渠が造られる以前の川の護岸の一部か、暗渠が造られた後の歩道の縁石の一部と思われる。

近・現代の撹乱層の下層の溝覆土は大別して 4時期に分け られ、中世ーから近世にかけて溝の存在が

確認された。近世に於いては数回の掘り直しが認められ、近世覆土の最上部には多量の宝永火山灰

がみられた。中世の溝覆土と考えられる部分はこれら近世の覆土の下で惜ー底のごく一部が確認され

ただけであるが、堆積土の様子から少なくとも 2時期に分けられる。最も深い溝底の海抜は約1.6
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l面からの深さは1.5m程である。m であり、

の全容は調査区外へ続くため不明と言わざるを得ないが、若宮大路修景計画に伴う訂
，

溝 1

発掘調査でも、本調査地点近くの若宮大路西側歩道のトレンチで同様の河川の堆積土が検出さ
れて

しかしながら現在の車道部分のトレンチでは削平により川底付近まで撹乱されていて河川のいる。

このため河川の幅は断定できないが、少な くとも10mを東側の立ち上がりは確認されていない。

また同調査では、河川の土佐積は下馬交差点の南付近まで確認きれている。越えると考えられる。

これだけで溝1の年代を考えることは難しいが、中世の堆積層から手溝 lの出土遺物は少なく、

担ね成形のかわらけが出土しており少なくとも13世紀後半には存在していたと考えたい。

(図 6) 土墳|

溝1の西側、 c-3グリ ットで検出された。確認面は l面直上に検出された黄色粗砂上面である。

直径2.3mの円形を呈し、 i奈さは検出面から60cm程で、底部はほぼ平坦で、ある。覆土は上部に小土丹

中程に西側から流れ込むように10-15cm程の炭化物の堆積がみられ、多量のと炭化物を多く含み、

かわらけが出土した。土嬢 lはl面より新し く、本来の掘り込み面は削平され、検出されなかった

ため本来の造構のi奈さはわからないが、形状からごく浅い井戸の可能性も考えられる。 出土したか

わらけはやや薄手で器壁が内碗気味に立ち上がる醜轍成形の製品が多く、手控ね成形の製品は
ほと

土境 1に伴う時期の遺構はほかには確認

ごく浅い掘り込みしか確認さl面の遺構のうち柱穴等は造物をほとんど含まず、

んど含まない。本来の遺構構築面を削平されているため、

出来なかったが、

回
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れないものもあるため、土壌1に伴う時期の柱穴もあるか
もしれない。

柱穴群(図 7) 

1蘭では l、2区を通じて100穴近くの柱穴が検出され
た。多くの柱穴は 1溝(若宮大路)に平

行もしくは直行する方向性をもっていると思われる
が明瞭な規則性を見いだせるものは少ない。こ

のうち 3棟の建物が復元可能であるが、いずれも調査区
外へ続くと思われ、また柱並びゃ柱穴の深

さもやや不揃いなものを含み建物の全容は判然とせ
ず、可能性を指摘する程度に止めたい。

建物 |

1区から 2区にかけて検出された。東西 4問、南北4
間以上と考えられる掘立柱建物で調査区外

へ続く可能性が高い。東辺及び北辺の 1夢IJは、柱並び
にやや規則性を欠き、さしかけ状の付属施設

かも知れない。柱聞は 2-201mで、柱穴の掘り方は一
辺50cm程の隅丸方形ないしは不整方形を呈

し、深さは10-20cm程である。

建物 2

1区で検出された。掘立柱建物もしくは礎石建物と考え
られる建物の北東側の部分で、東西4問、

南北2聞が検出きれ、さらに南側へ続くと思われる。
柱聞は東西、南北とも201mで一定している。

柱穴の掘り方は一辺が40-60cm程の隅丸方形ないしは楕
円形を呈し深さは確認面から10-15cmと

浅く、柱穴内に礎石状の伊豆石や小さな割ぐり状の
石が数個あるもの、礎板などが検出されたもの

が4穴ある。礎石の上面レベルは I面確認面とあまり差が
なく、掘り方も浅いことを考えるとこの

建物は削平を受けた上面の遺構の可能性も考えられ
る。

建物 3

東西3問、南北1聞が検出された。調査区内に南北に続
く柱穴が検出きれないためおそらく南北

1間程度の小さな掘立柱穴建物と考えられる。柱間も南
北201m-202m、東西 2mと不揃いである。

柱穴の掘り方は一辺30-60cm程の隅丸方形を呈し、深さ
は30-45cm程である。

(3) 2面の遺構(図 8) 

1面の下30-50cm程で、確認された。2商へ掘り下げる途
中、部分的に砂による整地層が検出され、

人頭大の土丹や鎌倉石の散布がみられた。 1面で浅い
柱穴内に割ぐり状の鎌倉石や土丹の投げ込み

が検出されていたため、これらと関連した遺構の可
能性も含めて遺構の確認を行ったが石の分布に

はっきりした規則性は認められず、また砂の整地層
の範囲もごく部分的に確認されただけであった。

新たな遺構の検出も少なく生活面とは認めがたいが
、場合によるとごく短期間の生活面であったか

326 



3 

2 

1 

タ0
6 
0 

。。

2 

/ 

B
 

c-

D一

。

4 

2面遺構全jJ!ij図

327 

図 8



も知れない。 2面は調査区東側がやや高〈西に向かつて緩やかに傾斜し、調査区西半では中世地山

が20cm程削平されていてこれを東側の生活面レベルに合わせるように褐色粘土で埋めて 2商を構成

している。 2面で検出された泣構は溝1に直行する東西方向の溝とこれに続く可能性がある木組遺

構、土績と多くの柱穴の外、今回の報告範囲外であるが2区で井戸が 2基検出されている。

溝 2

調査区の南、 B-3 -C-3グリットにかけて東西方向に約5m検出された。検出時の最大幅1.5m

程で2条の溝が切り合うように検出され、土層観察により新旧 2U寺期の切り合いが確認された。北

側が新しく深さ30cm、掘り 方上端で、|隔70cm、底部幅50cm程で溝底は小さな凹凸はあるがほぼ、平坦で

ある。南側の古い溝は新しい溝と切り合

っていて北側の立ち上がりがはっきりし

ないがほぼ同規模の溝でろう。 i詳の東端

は土嬢 l、西端は木組遺構と 切り合って

いるため全容ははっきりしない。造存状

態はあまり良くないが細い角杭や杭の抜

き取り痕が所々に残り、溝の西側には幅

9 cm、長さ 1m程の横板が2枚検出さ

れた。本来は土止めとして横板をわたし

所々細い角+えを打って止めた溝であろう。

;誇 4

溝2の南に直行するように検出された

南北方向の溝で、南北に1.5m程検出さ

れたがさらに調査区外へ続いている。 l隔

は上端てか70cm、溝底で'30cm程で深さは30

cm程で、ある。溝底には東側に2ヶ所、西

側に3ヶ所の杭の抜き取り痕が確認され

た。また溝 2以北ではこの溝は検出され

ず、おそらく溝2と同規模で同じような

構造をもつことから溝2と同時期に存在

していたものであろう 。溝 1と溝 2・

4の関係については土城 lに切られている

こともありはっきりしない。
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木組遺構(図10)

これと直行するように2.4m程検出された。
調査区の南西側に検出された。横板が南北に4.5m

、

溝2同様遺存状態は悪く、かなり腐食が進んでいる。
木組の南辺は上層からの掘り込みや試掘境、

これに直行する北辺の
軟弱な堆積層も重なって木組に伴なう掘り込み等

ははっきりしなかったが、

もしくは横板と同
木組は 2面(確認面)から深さ30cm程の掘り方が確認さ

れた。横板は細い角枕、

様の板材を杭として、西側および、北側へ倒れる
のを防ぐように不規則に打たれている。 北辺南

北方

向の横板の南1.4mの所にこれと平行する横板の一
部が確認され、両者の聞の覆土は木片を多く合

む軟弱な有機質腐食土が多く堆積している。遺
構の大半が調査区外に続くためこの木組遺構の

性格

は判然としないが、前述の構造等から考えて溝
の一部と考えたい。いずれにしても溝1及び溝

2等

とは方向性が大きく異なり、 北辺南北方向の横
板は溝2から40度程北に振れ、ほほ磁北と一致して

いる。今回の調査で検出された遺構のうち、柱
穴に関しては規則性がはっきりしないものも多

〈断

で検
定は難しいが木組遺構と同方向の軸をもつもの

はない。溝lから 7-8m程の位置になる。

本調査地点に最も近い「待p成町858番地点J (本調査地点
の西50-70m程に位置している)
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出された道路や溝、建物等は若宮大路の軸方向と異なり、本遺跡の木組遺構と同じ方向性をもって
いる。またこれより西に位置する 「今小路西遺跡」や北西に佐置する 「千葉地遺跡」や鎌倉駅西側
の調査などに於いても若宮大路と異なる方向性をもっ遺構が数多く検出されている。本調査地点の
木組遺構は調査区の西端で検出され、これ以西は調査区外であるためはっきりしないが、このあた
りから西にかけて方向性が大きく変化している可能性が高いと思われる。

土域 2 (図11 ) 

1区調査区東端北寄り、 c-3グリ ット付近で検出された。東側は調査区外へ続くため全容は不
明であるが、南北2.5m、東西2.0m以上の円形に近い掘り方で土療の壁はなだらかで、深さは確認
面から40-50cm程である。土墳の覆土は茶褐色の有機質腐食土が底部に15cm程堆積し、褐色及び灰
褐色粘質土が堆積するが、いずれも締まりが無く炭化物や砂を多く混入している。掘り込み面は他
の造構と切り合いが多く、判然としないが2面地山面よりやや高〈、しかも完全に 1面構成土が覆
っていることから 2面掘り下げ途中で検出された部分的な砂の整地層に伴う時期かも知れない。

土墳 3

溝2の北、土壌2の西側 B-3グリットで検出された。直径1.4-1. 8mやや東西に長い楕円形
を呈し深さは80cm程である。覆土は灰褐色及び黒褐色の粘質土で、最上部に焼土の堆積がみられた。
土壌2より古〈地山直上からの掘り込みであるが遺物はほとんど出土していない。

柱穴

2商では 1、2区を通じて約150穴の住穴が検出された。 1面に比べ掘り方もしっかりしている
が、溝2、溝4及ぴ木組遺構と切り合っているものも多く規則性を見いだせるものは少ない。 1.JIJ 
もしくは L字状に並ぶものはあるが、その間隔も不規則なものがほとんどである。柱穴の密度は
l区北端から 2区にかけて多く 2溝や木組遺構を一つの区画の境として主体部はこれより北に寄っ
ていると思われる。

(3) 古代の遺構(図12)

古代の調査は、 2面土壌3の調査時に土嬢壁に青灰色砂を掘り込み黒褐色粘質土を覆土とした落
ち込みが認められたため、土壌3を中心に遺構の広がりを確認したが、遺構の掘り方が深〈山留め
等の強度の点から調査区全域を調査出来ないため、 4X3m程のトレンチを設定し古代の遺構の
確認を行う事にした。またこのトレンチから溝1にかけて幅50cm程の卜レンチを設け、溝 1(河川)
に関連した中世地山の立ち上がりの確認も合わせて行った。2面を構成する中世地山の褐色粘質土
を30-40cm掘り下げるとトレンチ西側では青灰色砂が認められたが、黒褐色土の覆土の堆積は予想、
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以上に広がり、 トレンチの大半が

遺構覆土であったためこれをすべ

て掘り上げた。

溝状遺構

幅が掘り方の上端で20 7m、底

部で、 2
00m程で、深さは確認面

から 1m程である。さらに東西

方向に続くが調査面積も狭〈、溝

と断定するには疑問が残る。底音Il

の海抜は1.4mである。遺構覆土

は上部に褐色粘土と青灰色粗砂の

薄い堆積層が互層をなし、その下

は褐色及び黒褐色粘土が堆積 して

いる。溝状遺構の底部付近から最

も多く造物が出土している。

柱穴

大半を溝状遺構に切られるため

(1-ー

/ 

-:-c-3 

a一一
2000m 

f一一一一一/一 b

、、、
I
 

1
 

i
 

。 4m 

図13 古代桂穴
.:l 

柱穴の規模ははっきりしないが、

一辺1.3-1. 7m程の方形の掘り方を呈し、 3ないし 4穴切り合った状況で検出された。深さは確

認された最も残りの良い部分で91cm程ある。この追構を柱穴とするには柱痕や柱穴の並びなどが確

認されておらず定かで、はないが、掘り方の規模は今小路西遺跡で検出された官衛遺構に伴う柱穴の

規模に比べてはぽ同規模の掘り方であり、かなり大きな掘立柱建物の存在が疑われる。遺物は溝状

遺構に切られていることもあ り須恵器の小片が数点出土したにすぎない。

古代遺構以前の土層堆積

溝状遺構の北側壁は西側部分は青灰色砂であったが、東側は水磨した指頭大から数センチ大の土

丹が厚〈密に堆積し、その中程に ì~J.<数層の植物遺体を含む有機質腐食土がみられたため、これを

青灰色砂まで掘り下げた。青灰色砂はトレンチ東に向かつて落ち込んで行き、溝 1 (河川)の西側

で立ち上がり始めるが 1溝によ って上部は切られているため全容はわからないが深さは最大1.5m

程である。遺物はなく時期は不明であるが溝状遺構及び柱穴群に先行するある時期に自然水路があ

ったと考えられる。
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第四章 出土した遺物

今回の調査で出土した遺物は、 1・2区を合わせ収納箱にして約60箱程であるが、かわらけが大

半を占める。出土した遺物のうち遺構に伴うものは遺構単住にまとめ、包含層及び面上に広がる遺

物については各面単住にまとめ、必要に応じて出土場所を明記した。また調査区を二分しているた

め包含層及び面上に広がる造物等に関して、図示した造物の数量的な点については必ずしも実際の

出土量を反映していないところもある。

(1) 1面の遺物

溝 1 (河川)出土の遺物(図14)

溝 1から出土した遺物はごく少なく、しかも小片が多いため図示出来るものは僅かであった。調

査した部分も狭〈堆積層ごとに遺物をとりあげたため記述もそれに従ってい る。ちなみに A.B

層は近・現代の堆積層、 C.D層は近世の堆積層、 E.F層は中世の堆積層である。

1-4まではA'B層の出土遺物である。

1はかわらけ。体部中程やや上に撫での境目がつき、下部は強い撫でで凹む。端部は丸くおさま

り、内面は内湾している。胎土は素地に微細な雲母を多 く含み赤灰色を呈し、割れ口はザックリし

ている。口径11.6cm、底径7.8cm、器高3.0cm。

2は青磁鏑蓮弁文碗。 flsは不透明の緑色を呈じ、胎土は白色で竪轍である。

3は瀬戸の盤。外面は底部、体部ともにへら削り、内面は三条の沈線が巡る。胎土は貰灰色を呈

し、害IJれ口は砂っぽい。

4は灯明皿。内面と口縁の外側に鉄紬が施されている。外商は細かいへら削りで調整している。

5 -7はC層の遺物である。

5は手控ね成形のかわらけ。口端部はやや丸みを帯びた縁帯状になり、内側は少し肥厚する。砂

粒が多いが硬く焼き締まり、淡赤灰色を呈する。復原口径12.3cm。

6は山茶碗。砂粒を多く含み、青灰色を呈する。 醜櫨の回転方向は時計廻り。口端部に若干の降

灰がみられ、害IJれ口はザック リした感じ。

7は瓦質手熔り 。内外面は撫で調整、口端部は円弧に沿ってへら磨きが施される。

8 -12まではD層の出土造物である。

8は小型の聴櫨成形のかわらけ。大きく外反する体部、口端部は丸〈収めている。胎土は気泡が

入り粗〈赤灰色を呈する。口径6.7cm、底径5.2cm、器高1.7cm。

9は白磁口正皿。胎土は白色の素地に黒い細かな粒が入る。 小片のために口径等は不明。
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10は瓦質碗。胎土は素地に砂粒を多く含んでいる。小片のため口径等は不明。

11は瓦質の無頚査か。細片のため口径等不明。

12は常滑嚢の底部片。外面に指頭による擦で、内面に自然紬がみられ、底部は砂底である。

13-19まではE層の出土遺物である。

l3は聴鑑成形のかわらけ。体部中程から口縁にかけて外反し、端部は丸〈収めている。胎土は粉質

の素地に細かな気泡が多〈入り粗い。底面には糸切り痕とスノ コ痕が入る。口径10.3cm、底径6.2

cm、器高3.0cm。

14は聴櫨成形のかわらけ。厚めの器壁て、、器高も低いようである。内面に仕上げ撫でが見られる。

口径10.6cm、底径7cm、器高2.6cm。

15は青磁碗。内外面に不透明な緑軸を施している。小片のため口径等は不明。

16は山茶碗。きめ細かい灰白色の胎土で堅轍。内面と口縁周辺の外面に粕がかかる。小片のため

口径等は不明。

Tベこクフ弓二ζ二三/ミ=二cイ
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てユcペ
ピー「a4
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図14 溝 1出土の遺物
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17瀬戸の小皿か、碗。口縁の内外面に粕を施している。胎土は貰灰色。

18は瀬戸の小査か水j主細片。外面に淡緑色の紬を施す。

19は砥石片。淡貰灰色を呈す粘板岩。目が細かいところから中砥と思われる。

20-23までは F層(最下層)の造物である。

20は手担ね成形のかわらけ。指頭と撫での境目が不鮮明で側面観は丸い。胎土は気泡の入る粗い

素地で、灰褐色を呈する。口径l'3.6cm、器高3.6cm。

21は白磁四耳査の口縁ー頚部片。灰白色の胎土に透明な軸が内外面に施されている。口径9.3cm。

22は常滑護の底部片。底部は砂底、内面

に僅かに自然軸がかかる。

23は砥石片。 11音灰色を呈す粘板岩。表面

に研ぎ傷がみられ、目が細かいところから

中石底と思われる。

図 番号 口径 底径 ~両

16 1 7.3 4.9 1.8 

16 2 7.4 5.1 1.8 

16 3 8. 1 5.9 1.9 

16 4 7.2 5.2 1.8 

16 5 7.6 5.1 1.9 

16 6 7.4 4.9 2.0 

16 7 8.2 5.2 2.0 

16 8 8.0 5.2 1.7 

16 9 7.6 4.6 1.8 

16 10 7.6 4.2 2.0 

16 11 7.3 4.6 2.0 

16 12 7.6 5.0 2.0 

16 13 8.1 5.0 1.9 

16 14 8.0 5.2 2. 1 

16 15 7.9 5.5 2.0 

16 16 7.6 5.5 1.9 

16 17 7.3 5.0 1.9 

16 18 8.0 5.2 2.0 

土壊|出土の遺物(図16)

1 -36まではかわらけである。この内 1

-23までが小型の聴櫨成形の製品、 24だけ

が手提ね成形の製品である。小型の髄櫨成

形の製品の口径は 9cm未満までに皆収まっ

てしまい、器高もほぼ2cm付近に集中する。

底径は若干のば、らつきが見られるが、 5 cm 

内外にかたま っている。底径の小さい21、

器高の低い22、立ち上がりに丸みの少ない

23などは混入している可能性がある。 24は手控ね成

形なので混入品と思われる。大半の11台土は砂などの

i昆和は少ないものの素地は細かい気泡が入る。焼成

は比較的良〈、全体にやや赤みがかった灰黄褐色を

呈す。

25-36までは鞭瞳成形の大型の製品。口径からみ

てllcm前後と13cm前後に分けられ、いわゆる中型品

と大型品の分類分けが出来る。器壁は比較的薄〈、

胎土も小型品に似て砂が少なく硬く焼き締まり 、赤

身の強いi炎黄褐色を呈す。

37は常j骨の饗口縁部片。小片のため口径は不明。

頚部から強く外側に外反させた口縁の端部は丸〈収
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図 番号 口径 底径 i\~南J

16 19 8.0 5.2 1.9 

16 20 8.0 5. 7 2.1 

16 21 7.3 4.2 1.9 

16 22 7.4 4.6 1.4 

16 23 7.8 5.4 2.0 

16 24 8.5 1.6 

16 25 10.2 6.6 2.9 

16 26 12.2 7. 1 3.5 

16 27 12.4 6.6 3.5 

16 28 11. 0 6.0 3.2 

16 29 11. 4 5.9 3. 7 

16 30 13.4 8.6 3.5 

16 31 11. 0 7.0 3.1 

16 32 11.4 5.9 3.61 

16 33 13.5 8.6 3.8 

16 34 11. 0 5.2 3.3 

16 35 11. 6 6.2 3.51 

16 36 12.9 8.0 3.6 

表1 かわらけ法量表 1 (土墳 1) 
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められ、内側に沈線状に一条の窪みが口縁を巡る。口縁から頭部にかけて自然軸が厚くかかる。

38は渥美嚢の細片。口縁端部は丸〈収められ、内外商に刷毛塗りの軸がみられる。

39は常滑聾の N字状口縁細片。

40は山茶碗窯系の担鉢細片。 砂粒の多い素地でi炎青灰色を呈する。

41・42は常j骨控鉢の口縁部細片。共に片口部分。

43は常滑饗の底部細片。気泡が多く 粗い胎土てす炎赤灰色を呈する。

44は常j骨担鉢の口縁ー底部片。僅かに片口部が残っているが図示はしていない。底部は砂底。外

面下部はへら状工具での撫で上げ、上部は粗い刷毛の後に撫で消し。 内面に も指頭による撫で上げ

がみられる。口縁端部は強い撫でにより面を成し更に外側に引 き出されている。口径29.5cm、底径

12.5cm、器高13.2cm。

45は常i骨提鉢の小片。長辺8cm、短辺約 6cmの長方形に二次加工した製品。 用途不明。

46は骨製努。両端部を欠損する。残存長 9cmo 

47は水品。長さ5.4cm、|幅1.4cm。全体に傷が多いが透明度の高いものである。未製品。

(福田誠)

|面上の出土遺物 (図17)

1、 3-11は青磁、 3-7は劃花文碗。 2は白磁である。

1は櫛描文碗の体部。軸は明緑灰色。素地は明灰色を呈し、ややしまりが弱い。微細の砂粒を少

量含む粗胎から成る。同安窯産のものか。

2は白磁碗。柑は緑白色で透明。素地は灰白色でやや締まりが悪く粗胎。

3の柑は明緑灰色透明。素地は明灰色を呈し、 比較的精良な胎土から成るが、ややしま りが弱い。

4の粕は明緑灰色。素地は明灰色を呈し、轍密。胎土はごく精良である。

5の紬は青灰色透明。 素地は明灰色でごく精良な胎土から成るがややしま りが弱〈 、細かい気泡

を生じている。復元口径16.8cm。高台部を欠く。

6の紬は暗緑灰色透明。素地は暗灰色を呈し比較的精良な胎土から成るがややしまりが弱い。

7の粕は黄灰色で透明。素地は明貰灰色でしまりが弱い。胎土は比較的精良である。底径6.4cm。

8は蓮弁文碗。柑はH音緑灰色で透明。素地は明灰色を呈し轍密。精良な胎土から成る。

9は櫛描文皿。柑は明緑灰色透明。素地は明灰色で轍密。 比較的精良な胎土から成る。 f本部中央

から口縁にかけての立ち上がりが比較的直線的で、あり、龍泉窯産の製品と思われる。

10は碗の口縁部小片。内体部に一条の沈線をもっ。口縁部及び沈線は茶褐色に発色しているが、

紬は緑灰色を呈し、透明。素地は明灰色。胎土は精良であるがしまりが悪〈、気泡が生じている。

11は碗の口縁部小片で、輪花を呈するもの。 柑は青灰色で不透明。素地は明灰色を呈し轍密で、

胎土は精良である。

12は白磁日正皿の口縁部小片。キIbは淡水青色でb素地は濁白色を呈する。 胎土は精良で轍密。
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13は青白磁梅瓶蓋。上面の菊花様の文様は粗〈自IJり出されている。紬は不透明な水青色。素地は

灰白色で比較的轍密。胎土は精良である。

14は瀬戸、 折縁皿と思われる口縁部小片。柑は灰軸の刷毛塗 りである。素地は明灰色を呈 し轍密。

ごく精良な胎土から成る。

15は山茶碗。ごく浅い高台が粗雑にはり付けられており、籾殻痕がわずかに残る。底部には回転

糸切り痕が明瞭に認められる。 :焼成がきわめて弱〈、軟質で全体に灰白色を呈ししまりが悪い。胎

土は比較的精良で、ある。口径13.4cm、底径6.8cm、器高4.1cm。

16は瀬戸。査の底部 と思われる。体外部には薄〈施利され、部分的に緑灰色を呈する。素地は灰

白色で轍密。 胎土はごく精良だ、が2-5 mm大の長石をわずかに含む。 内底部には降灰柑がわずかに

付着する。 底径9.2cm

17は渥美の護の口縁部小片。表面は暗緑茶褐色を呈し、刷毛塗りによる施粕である。素地は暗灰

色て¥やや粗い石粒を含む砂っぽい胎土から成る。

18・19は常滑の護の口縁部。18は表面は暗褐色を呈する。長石粒を含む粗い胎土から成り鍛密で

ある。19は口縁部を上下に広げて、 縁帯状につくったもの。表面は暗緑茶灰色を呈する。粗い砂粒

を多〈含む胎土から成り、ややしまりが悪い。

20は常滑の護の底部。精良な胎土から成りごく鍛密である。下体部は横撫でてや成形されている。

21-24は常滑控鉢の口縁部。 21は丸味をもっ 口縁部で外面部に強い撫でが巡る。胎土はごく精良

で轍密であり、明灰色を呈する。22は1mm大の長石粒を多 〈含むやや粗い胎土から成り、 竪轍。

口縁部の断面は四角形に近く、口縁外面に強い撫でが巡る。23も口縁の形態はこれに近い。胎土は

細かい長石粒を多 く含む粗いも ので、堅轍である。 24は2mm-4 mmの粗い長石粒を含む砂っぽい胎

土から成り、ややしまりが弱い。肉体部は弱い摩滅が認められる。

25-31は山茶碗窯系裡鉢、胎土はいずれも粗い長石、石英粒を多〈含む砂っぽいもの。26・29

・30・31は内面はかなり摩滅している。

32は手熔り。鉢形のものと思われ、瓦質。素地は赤灰色を呈 し轍密である。口縁部上面から外体

部にかけてクスベ状に黒灰色を呈する。

33は骨角製品。奔と思われるが両端部を欠〈。裏面は平らに比較的丁寧に削られている。

(菊川 泉)

|面出土のかわらけ(図18・19・20・21)

l区l面から出土したかわ らけは収納箱にして15箱余りである。 l面包含層及び1面遺構検出面

直上のものを含めている。計測可能な ものが214点(このうち図示 したもは130点)である。

図18は離職成形の製品、図19は法量分布図。図20・21は手控ね成形の製品である。

鞭~鹿成形の製品に関してはやや粗い雲母粒を含む胎土てや焼成のやや弱いものが多くみられ、色調

は赤灰色、ないしは明茶灰色を呈する。器形は比較的浅型で、器壁が厚〈、口縁部は丸みを持つ。
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図18 1面出土の遺物 2 (かわらけ)
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手控ね成形の製品は、図20-18・22・27・30、図21-3・28・34のように浅型薄手で口縁部外

周に5郎、撫でが施され縁帯状に立Jるものと見られるが、大半は器壁が厚〈口縁部が舌状に細くなる

ものが多い。体部下部の指頭痕と上部との境目の撫てやが比較的弱〈、底部は丸昧を持ちゃや深型と

いえるもので、精良な胎土に黒雲母粒を含み、 i炎褐色を呈し焼成もやや弱い。

口径9cm前後、底

図 番号 口径 底径 務局

19 39 9.2 7.4 1.9 

19 40 9.2 6.5 1.8 

19 41 9.1 5.4 2.0 

19 42 9. 7 6.2 2.5 

19 43 12.1 7.4 3.2 

19 44 12.1 7.9 3.4 

19 45 12.4 8.0 3.5 

19 46 12.5 6.9 3.51 

19 47 12.9 8.4 3.61 

19 48 12.6 8.1 3.2 

19 49 12.9 9.0 3.3 

19 50 13.2 8.0 3.3 

19 51 13.9 8.9 3.4 

19 52 13.2 9.2 3.2 

19 53 12.9 7.6 3.3 

19 54 13.4 7.8 3.6 

19 55 12.9 9.2 3.8 

これら 1商出土のかわらけの法量を概観するならば、小型聴瞳成形の製品は、

図 番号 口径 底径 君主市J

19 20 8.4 6.8 1.7 

19 21 8.9 6.8 1.6 

19 22 8.6 6.6 1.6 

19 23 8.5 6.9 1.8 

19 24 8.4 6.9 1.8 

19 25 9.0 7.2 1.7 

19 26 8.9 7.5 1. 7 

19 27 8.5 6.7 1.8 

19 28 8.9 6.7 1.8 

19 29 9.2 6.6 2.1 

19 30 8.9 7.1 1.9 

19 31 8.8 7.2 1.9 

19 32 9.6 7.7 1.7 

19 33 9.3 7.0 1.3 

19 34 9.2 7.1 1.9 

19 35 9.4 7.7 1.7 

19 36 9.2 6.6 2.1 

19 37- 9.2 6.3 2.0 

19 38 9.4 8.0 2_ 1 

図 番号 口径 底径 器高

19 l 7.7 5.2 2.2 

19 2 7.3 5.0 2.4 

19 3 8.8 6.5 2.2 

19 4 8.8 7.2 1.6 

19 5 7.7 5.8 1.4 

19 6 8.1 6.0 1.6 

19 7 8.0 6. 7 1.7 

19 8 8.4 6.7 1.9 

19 9 8.3 6.4 1.4 

19 10 7.8 6.4 1.6 

19 11 8.4 6.1 1.9 

19 12 8.4 6.5 1.8 

19 13 8.8 7.1 1.6 

19 14 8.6 6.4 1.6 

19 15 8.0 6. 1 1.8 

19 16 8. 1 6.7 1.6 

19 17 9.0 7.4 1.4 

19 18 8.2 6.7 1.0 

19 19 9.1 6.9 1.5 P
使
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図 番号 口千圭 底筏 器I笥 図 番号 口径 底径 者5尚 図 番号 口径 底径 務i窃

20 1 8. 7 2.1 20 30 9.2 2.1 21 6 13.4 3.9 

20 2 8.2 2.1 20 31 8. 7 1.8 21 7 13.0 3.5 

20 3 8.6 2.1 20 32 9.5 1.7 21 8 12.5 3.4 

20 4 8.4 1.5 20 33 9.4 1.7 21 9 14.1 3.6 

20 5 9.5 2.1 20 34 8.8 2.0 21 10 13.1 3.4 

20 6 9.3 1.7 20 35 8.6 2.3 21 11 12.6 3.5 

20 7 8.5 2.1 20 36 9. 1 1.9 21 12 13.0 3.3 

20 8 9.3 1.9 20 37 8.6 1.8 21 13 13.5 4.0 

20 9 8.4 2.0 20 38 8.9 2. 1 21 14 13. 1 3.2 

20 10 8.3 2.0 20 39 8.9 2.0 21 15 13.4 3.6 

20 11 8.8 1.9 20 40 9.2 1.9 21 16 13.4 3.4 

20 12 8.8 1.5 20 41 9.1 2.2 21 17 13. 7 3.6 

20 13 8.9 2.0 20 42 8.8 2.0 21 18 13.0 3.5 

20 14 9.2 1.9 20 43 8.6 1.8 21 19 13.6 3.5 

20 15 9.5 1.7 20 44 9.0 1.8 21 20 13.0 3.5 

20 16 8.7 2.0 20 45 8.7 2.0 21 21 13.7 3.7 

20 17 9.0 2.1 20 46 8.8 2.0 21 22 13.7 3.6 

20 18 9.4 2.0 20 47 7.0 3.4 21 23 13.4 3.3 

20 19 9.3 2.1 20 48 13. 7 3.6 21 24 13.0 3.6 

20 20 8. 7 2.1 20 49 13. 1 3.41 21 25 13.6 3.5 

20 21 9.5 2.1 20 50 13.4 3.6 21 26 13.0 3.6 

20 22 9.0 1.9 20 51 12.4 3.4 21 27 13.6 3.4 

20 23 8.8 2.2 20 52 13.3 3. 1 21 28 13.3 3.9 

20 24 8.7 2.0 20 53 12.6 3.2 21 29 13.3 3.7 

20 25 8.8 2.1 21 l 12.2 3.3 21 30 13.3 3.5 

20 26 8.9 1.8 21 2 13.1 3.9 21 31 13.7 3.7 

20 27 9.4 1.9 21 3 12.9 3.8 21 32 13.8 3.0 

20 28 9.8 1.9 21 4 13.1 3.6 

20 29 9.6 1.9 21 5 13.4 3.0 

かわらけ法量表 3

径は 6-7. 5cm、器高 2cm前後に集中し、大型聴艦成形の製品は、個体数が少ないが概ね口径13cm

前後、底径8cm前後、器高3.2-3. 5cm辺りに集中する傾向がみられる。小型手控ね成形の製品は、

口径9cm前後、器高 2cm前後に集中。大型手控ね成形の製品は口径13-14cm、器高 3-4 cm辺りに

集中する。 1面と 2面のかわらけを比べると醜艦成形の製品てやは、口径はほぼ9cm 1:同じだがl面

の方が2面のものに比べ器高が高い。また 2面で多〈見られる静止糸切り痕は l商では見 られない。

胎土も砂が少なくなり焼きも甘くなる傾向がある。子担ね成形の製品て、、は小型の口径は 9cmとほぼ

同じだが、大型品の口径は 2面てやは14cmを越えるものもあるが、 1面のものは13-14cmが主で2面

よりひとまわり小さい。また 1面の方が器高が高〈器壁も厚い。口径の小型化と併せて全体の形が

より丸〈、深くなる。胎土は精良だが焼きがやや甘く、淡褐色を呈する一群が主になる。図20-47

は口径7.0cm、器高3.3cmの小型で、深い手控ね成形のかわらけである。

343 



ミニユ-~ ç正二え 巳正二え しよ二グ4
k二::::2?c;斗-276己主ゴ ヒ三こえ
ヒトーク9 ミヨ二二ク~O ~主二ク11 亡ユオ

ミ二ヰ二ゴ3て孟~ミ三ユこゴ15 に二ユ三Z~6

丈ニヨ二ゴ?にc= J;;=Z81ミ三二二グ191二]ーイ20
E斗二Z~l干しグ22 三二と三九 巳三主ゴ4

又三』斗 」ょこ~6 て二ユーイ ミニユニゴ8

亡二伝ごゑミ三立ごA。 三二ユ二三ク31 て二三ごヒ二二~2

ミミ尋二ゴ3C 主二三4C 土プ35」とゴ36

てートイ7 三二」こえ8 にヨ二三ク~9 cこ二士二三。

」ことゴ 1三二よゴ2E 』4 3X二正二三ク44

L土二づ45ヒ トイ6 巳弓7

乙Lゴ」一七二イミ弓プイ
三二二」 ヒ二ギゴ

o 10cm 
一一一一一一一→

図20 1面出土の遺物 3 (かわらけ)
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(2) 2面の遺物

溝 2出土の遺物 (図22-1 -13) 

1・2は青磁、 3-13はかわらけである。このうち 1-11までが2溝A、12・13が2溝 Bの出

土である。

1は劃花文碗の細片で、内面に蓮華文を配し、粕は透明感のある淡緑色である。)J台土は灰色を呈

し堅織である。口径は細片のため不明。

2は櫛掻文皿である。体部上部と下部の境目が明瞭で上部の外反がきついことから同安窯の製品

と思われる。内面に弧状の文様が配されている。底面はへら削りによりいっきに仕上げられている。

底面を抜かし外面、内面には透明感のある淡緑色の粕が施されている。口径10.6cm、底径5.6cm、

器高2.0cm。

3は鞍嘘成形てや、糸切りとスノコ痕を有し、外面に調整用の比較的強い撫でが入る。内定面に仕

上げ撫でが見られる。胎土は細かな黒雲母な E砂粒を多 く含み、焼成はよく焼き締められ硬く仕上

がり、淡赤灰色を呈する。口径8.9cm、底径6cm、器高1.9cm。

4は離職成形て、、体部外面中程に撫てやによる稜線が付〈 。内定面に仕上げ撫でが見 られる。胎士、

焼成、色は 3に類似するものである。口径8.1cm、底径5.1cm、器高1.8cm。

5は犠瞳成形であるが全体に歪が激しい。胎土、焼成、色などの質感は先述した 3・4に類似す

る。口径10.2cm、底桂7.4cm、器高2.2cm。

6 -8までは手担ね成形の小型のかわらけである。 6・9は胎土、焼成、色など類似し、 7・8

も類似する。

6は底面中央部が直径約 4cmの範囲で偏平になり、体部中程から始まる強い撫てまでの聞に指頭

痕が一列の幅に入る。体部上部の口縁を作る強L、撫てやは勢い良〈施されている。胎土はきめの細か

な素地に少量の雲母、針状物が見られ、 全体にやや焼きが甘い感がある。色は淡褐色を呈す。口径

9.0cm、器高2.0cm。

7の口端部は端を丸く収めている。口端部の内外商に墨もしくは煤の付着-が見える。)J台土はやや

砂の多い素地だがよく焼き締められているために叩 くと乾いた音がし、色も赤灰色を呈する。口径

9.5cm、器高1.9cm。

8はf本部の撫てやが弱く指頭痕との境目に段が付かないために、側面観は丸い感じを受ける。底面

中央がへそ状に窪む。胎土、焼成、色の感じは 7に似て良〈焼き締まり、赤灰色を呈する。口径9

cm、器高1.9cm。

9は側面観から偏平な感じを受ける器形である。強い撫でにより口端部はやや縁待状を呈 し外面

に沈線が入札内面は肥厚する。外底面中央部がへそ状に窪み、内底面に仕上げの撫ではない。胎

土、焼成、色等は6に似てやや甘い焼きでj炎褐色を呈する。

10-13までは大型のかわらけで、 12は糠櫨成形、他は手控ね成形の製品である。
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10は指頭痕のある底部が丸〈、立ち上がり部分が高い。口径に対し器高が高いため深い印象を受

ける。底面は直径7.0cmの範囲て偏平になりあたかも平底の様相を呈する。内外商中程から口縁に

かけて強い撫でが施され、体部は段状に立ち上がる。口端部は丸〈収められているが内側に肥厚す

る。胎土はきめ細かい素地で砂粒は殆ど見られなし、。焼成は硬く焼き締まり叩くと乾いた音がし、

発色は淡赤灰色を呈する。

11は側面観が偏平て¥外商の強い撫でのため指頭痕と撫での境目が明瞭である。また口端部は縁

帯状を呈し沈線が巡る。外面には全て黒色の油煙と思われる煤が付着している。胎土はきめ細かな

素地てやi昆和されているものは殆ど見られない。焼成温度が高いのか、 i炎赤灰色を呈し硬く焼き締ま

り叩くと金属的な乾いた音がする。

12はほぼ完品の静止糸切り底の製品である。粗い目の糸切り痕と分厚い底部が主な特徴とされる。

土撰 2 (図23-15) のかわらけもこのような 71~ になると思われる。立ち上がりは内湾気味に上方に

引き上け‘られているが、横撫での痕跡も糸切り痕のように粗〈残る。これは比較的ゆっくりした回

転の聴櫨の使用によるものと思われる。また外面下部には切り離した後に形を整えたと思われる子

ないしは指の痕がつく。)j台土はきめの細かい素地に微細な雲母が多く含まれる。口径12.5cm、底径

7.7cm、器高4..5cm。

13は底面が直径6.Ocmの範囲が偏平になる。体部IJぼ中程てや撫でによる急な立ち上がりで、指頭

痕との境目になる。端部は丸〈収められているが、強い撫でのためにやや外反気味となる。胎土は

精製された良質のもので砂粒を殆ど含まない。焼成は硬く焼き締められ叩くと金属的な音がし、淡

灰色を呈する。口径13.2cm、器高2.8cm。

木組遺構出土遺物(図22-14-20)

14-18がかわ らけ、 19・20は渥美の製品である。

14は離櫨成形の製品てや外面の強い横操でのため外反気味になり、口端部は少し歪んでいる。底面

には明瞭に糸切り痕とスノコ痕が残る。胎土は素地に砂粒と微細な雲母を多〈混和して構成されて

いる。焼成は硬く焼き締められて、 i炎赤灰色を呈す。口径8.7cm、底径6.4cm、器高1.8cm。

15は外面中程てや指頭痕と撫でとの境目に一条の沈線が巡る。底面には成形時に寄せ合わせたよう

な痕跡が見受けられる。丸く収まる端部は口端部内面で肥厚する。胎土は精良で硬く焼き締まる。

口径8.5cm、器高1.4cm。

161立体部中程で指頭痕と撫て、、の境目 に一条の沈線が巡り、口端部はやや面を成してこ こに も一条

の沈線が巡る。胎土は15と同じであるが焼成の違いからか色調は灰褐色を呈 している。口径8.7cm、

器高1.7cm。

17は全体の歪が激しく口縁は波打ーっている。外面の強い撫でのために指頭痕との境に段が付〈 。

内底面には仕上け‘の撫でがみられる。胎土は素地に砂粒を多く含み、硬く焼き締められている。色

調は赤灰色を呈す。口径8.9cm、総高2.1cmo 
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18は大型のかわ らけである。口端部の作りを除くと13のかわ らけに似る。直径約 6cmの範囲で底

部が偏平になり、体部中程で指頭痕と撫での境目が付く。口端部はやや面を成し沈線が巡り、内面

は肥厚する。硬く焼き締まり淡灰褐色を呈す。口径14cm、器高3.0cm。

19は渥美の壷である。 外面はへら有IJりの後撫て、、消されている。底部から上に3.8cmの所に一条の

沈線が巡る。内面には降灰による自然利1がかかる。底径8.3cm。

20は渥美嚢の小片である。小片のために口径は復元できない。体部上半と口縁の内外面には刷毛

塗りによる灰柑が厚〈施されて、外商には平行の叩き目が観察される。口縁は頚部から大きく外に

折り曲げられ、端部はやや肥厚気味に丸〈収められる。胎土は砂が多いものの自の詰まった素地てや

竪轍である。

土墳 2出土の遺物(図23)

lは劃花文碗。体部は内湾気味に立ち上がり、口端部てや気持ち外に聞く 。内面に蓮華文を配し、

素地は灰白色を呈 し竪織だが気泡が入り粗い。制は透明緑灰色を呈する。復原口径17.0cm。

2は劃花文碗。小片のために口径は不明である。口縁に輪花状の切れ込みが入る。素地は灰白色

を呈し、柑はi炎緑灰色を呈する。

3は青磁碗。胎土は淡灰色を呈 し、堅織。柑は淡緑色。口径14.7cm。

4は白磁合子。口径7.8cm、器高約1.3cm。側面に蓮弁、項部に唐草状の文様を配する。素地は灰

白色を呈し、薄い。キlaは透明感のある白色を呈する。 . .:) 

5 -20はかわらけてやある。

5 -14までの小型のかわらけの内、 5 -7が聴磁成形てや他のものは手控ね成形のかわらけである。

小型のかわらけは糸切り底で器高が低〈、全体的に口縁部の歪が大きく 胎土に気泡が多〈入るが焼

きが非常に良いもの(5・6・7)。胎土の質、焼成の感じは概ね似ているが、手担ね成形のもの

( 8・10・11)。手控ね成形ではあるが、やや丸みを帯びた底部で胎土もきめ細かくなるもの (12

・13・14・15)。平でコースター状のもの 9)。の 4種類に大別される。

5の口端部は丸〈収めているが全体的に成形時の歪が激しい。外底部は糸切り痕とスノコ痕を残

し、内底部には最終調整の撫でが明瞭に観察できる。 胎土は砂粒の多い素地を使用しているが高温

で焼かれたのか明赤灰色に焼き締まり叩くと金属的な乾いた音がする。口径9.0cm、底径6.1cm、器

高1.8cm。

6の外面の歪は少なし、。外底面の糸切り痕は完全に撫でi肖され、一見手控ね成形のかわらけのよ

うである。内底面に仕上げの撫では入らな L、。口径8.9cm、底径5.7cm、器高1.8cm。

7は一部口縁を折り曲げ灯明Jlllとして使われたらしく口端部に煤の付着が見られる。外底面には、

糸切り痕とスノコ痕が明瞭に残る。胎土、焼成、色の感じは 4に似る。口径9.7cm、底径6.5cm、器

高2.1cm。

8は口端部にー粂の沈線が巡る手控ね成形。内面の撫では器壁を時計廻りに一周した後外に逃げ
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ている。仕上け、の撫では見られない。胎土、焼成、色の感じは糸切りの 4・6に似て非常に硬く焼

き締まっている。口径9.0cm、器高1.7cm。

9は底部からほぼ直角に短〈立ち上がり、口縁部は平で面を成す。胎土は素地に砂を多〈含み硬

く焼き締まり、赤灰色を呈する。口径9.2cm、器高1.2cm。

10は口端部は丸〈収め られている。外底面に当たるところは重ね焼き時に付いたと見られる黒班

が見られる。内面の立ち上がりが緩やかなために碗と言うより皿のイメ ージが強い。胎土はきめ細

かい素地を使い焼き締まっている。口径9.8cm、器高1.9cm。

11は部分的に口端部に一条の沈線が巡り、内外面に製作・乾燥時に付いた粘土の合わせ目、ひび

割れが明瞭に残る。胎土、焼成、色は硬く焼き締まり明赤灰色。口径9.4cm、器高2cm。

12は全体に丸みが強くなったイメージを受ける。内面には時計廻りに撫でが巡り、内底面の仕上

げの撫では見られない。胎土は素地がきめ細かく、焼き締まり金属的な音がする。 j炎赤灰色を呈す

口径8.9cm器高2.1cm。

13は体部上方の強い撫でにより口端部が気持ち縁帯状になり部分的に一条の沈線が見られる。胎

土は素地がとてもきめ細かく 、焼き締まり、硬い。色は10に似て淡灰赤色を呈す。

14は体部外面に強い撫てやが入り指頭による調整を行っている底面との境目が明瞭である。また境

目に幅約 1mm程の竹櫛のようなもので沈線が巡る。この強い撫でのために内面の立ち上がりは急

になり、口端部は縁帯状になる。口径9.7cm、器高2.6cm。

15-20までは大型のかわらけ。15のみが糸切り痕を有す聴櫨成形品、他は全て手控ね成形の製品

である。手控ね成形のかわらけは胎土、焼成、色の感じは似通っている。いずれもきめ細かい素地

を使い、硬く焼き締められている。色はi炎赤灰色である。

15は高台状に飛び出した底部片である。外底面lこいわゆる静止糸切り痕が明瞭に認められる。

胎土は、きめの細かい素地の中に微細な雲母を大量に含み、一見して見分けが付〈 。硬く焼き締ま J

り灰褐色を呈する。 内面には明瞭な横撫てやが入札仕上げの撫では認められない。底径は8.2cm。

16は指頭痕が残る底面が比較的偏平である。立ち上がりは内外面共lこ強い撫でが2カ所に久J、

側面観は段状を呈 し指頭痕は殆ど見えない。口径13.3cm、器高3.0cmo

17は体部外面の指頭痕と撫での境目が不鮮明である。内定面の仕上げ撫では認められない。口径

13.6cm、器高3.2cm。

18は体部外商の指頭痕は不鮮明だが立ち上がり部の撫では強〈境目は明瞭である。口端部は僅か

に縁帯状を呈 し口端部内面の強い撫でのために端部はやや肥厚気味 となる。内底面の仕上げ撫てやは

認められない。口径13.6cm、器高3.6cm。

19は口端部は僅かに縁帯状を呈 し、一端部内面は肥厚気味になる。体部上方、内外面を巡る撫では

時計廻りで上方に逃がしている。内底面の仕上げの撫では認められない。口径13.5cm、器高3.6cm。

20の口端部は縁帯状を呈 し中に一条の沈線が巡り、手控ね成形の製品の中でも古式の様相を呈し

ている。内面にへら記号 とも傷とも見られる粂線が二条認められる。14-18の大型の手控ねかわら
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け製品の中でも一番器壁が薄〈、側面観は押しi責された印象を受けまた硬く焼き締まっている。口

径14.1cm、器高3.2cmo

21.渥美担鉢の口縁部細片である。胎土は砂が多〈ザックリした割れ口を呈している。

22. 山茶碗窯系担鉢の口縁部片である。底部を欠損し、胎土は灰白色の素地に砂粒を含む。

23.渥美の小査と思われる。底部から体部中程までの破片て¥体部中程、害Ij口に僅かに波状文が

認められる。底面は完全に止まった状態での糸切り痕を有し平行に溝の入った叩き板を使い底面を

調整してる。外面は箆背IJり調整の後に横撫でにより仕上げられている。胎土は徴細な砂を含む良質

なもので色は青灰色を呈する。

24.渥美の饗である。口縁部片と底部片で外面には格子状の叩き目と粗い刷毛目が付く。内面は

破片の全面に降灰による自然軸がかかる。口縁部から肩部にかけて灰紬が施されている。底径30cm。

(福田誠)

2面上出土の遺物(図24・25)

図24は青磁て 1は櫛描文碗、 2-13は劃花文碗、14-17は櫛描文皿である。

1は櫛描文碗の体部片。軸は明緑灰色で透明、紬層がごく薄い。素地は明灰色を呈 し、鍛密。ご

く精良な胎土からなる。同安窯産のものか。

2の柑は暗緑灰色てや透明。素地は明灰色で級密。胎土は精良である。

3の粕は緑灰色で透明。素地は灰色を呈 し、やや組胎である。

4は口径12cm程度の碗と思われる。柑はH音緑灰色透明。素地は暗灰色で轍密。精良な胎土からな

る。

5の軸はH音繰灰色で透明。素地は灰色を呈し、やや締まりが無い。胎土は比較的精良である。

6は口縁部が輪花になるもの。紬は暗緑灰色透明。素地は灰色を呈し、胎土は精良であるが、や

や締まりが悪い。

7はやはり輪花の口縁をもつものと思われる。柑は淡緑茶褐色透明。素地は明茶褐色を呈し、轍

密。精良な胎土からなる。

8の柑は明緑灰色て、、不透明。軸層が比較的厚い。素地は明灰色を呈し轍密で、精良な胎土からな

る。

9の粕は暗緑灰色透明。素地は暗灰色を呈し織密。胎土はごく精良で、ある。

10の柑はH音縁灰色てや透明。素地は黒灰色を呈する。胎土は比較的精良だが、ややしまりが悪〈細

かい気j包を生じてし、る。

11の和lは縁茶灰色を呈 し、透明。柑は高台まで施されている。素地は暗灰色てや轍密。ごく精良な

は胎土から成る。

12の軸は暗貰灰色透明。素地は明茶灰色てや比較的撤密。胎土は精良であるが微細の砂粒が少量含

む。
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13は見込み部分が広〈、高台から体部への立ち上がりがゆるいもので、かなり大型の碗と思われ

る。柑lま緑青色で透明。素地は灰白色で散密。胎土は微細な砂粒を含む。

14は櫛描文皿。軸は明縁灰色でやや不透明。胎土は明灰色を呈 し轍密。比較的精良な胎土から成

る。

15はやはり見込み部分に櫛描文の施されているもので、粕は明茶灰色透明。素地は濁白色で轍密。

微細の砂粒を含む胎土からなる。 14と同様、体部から口縁部にかけての立ち上がりがゆるいのが器

形の特徴て¥龍泉窯系の製品と思われる。

16は明茶灰色を呈し透明。素地は濁白色で轍密胎土は精良である。

17の利は暗緑茶灰色で透明。素地は明茶灰色を呈 し轍密。胎土1;1:精良である。 16・17は体部から

口縁部への立ち上がりが強〈外反する特徴を備え、共に同安窯産のものと思われる。

図25-1 -5は白磁、 6 . 7は青白磁。 8-16は国産陶器。

lは玉縁碗の口縁部。柑は黄白色を呈する。素地は灰白色てや椴密。比較的精良な胎土から成る。

2は端反碗の口縁部。柑は緑白色。素地は灰色てや轍密。胎土は精良だが、微細の砂粒を少量含む。

3は櫛描文碗。粕は緑白色で透明。素地は灰白色てややや締まりが悪〈、粗胎である。

4は櫛描文碗。軸は青灰白色てや不透明。素地は灰白色を呈し、ややしまりが悪〈気泡を生じてい

る。胎土は比較的精良だが、微細の砂粒を少量含む。

5は櫛描文碗。粕は黄白色透明。素地は灰白色を呈 し、鍛密。胎土は粗い。

6は碗の底部。内底面に文様が施されている。軸は水青色。素地は濁白色を呈 し、轍密。精良な

胎土から成る。

7は合子の蓋。 軸は淡水青色で透明。素地は濁白色てや融密。胎土は精良である。

8は山茶碗窯系担鉢。長石粒の多い粗い胎土から成り、焼成が弱いものか、やや硬質である。口

縁部が比較的強〈外反している。内商の磨耗が著しい。

9は渥美産と思われる担鉢の底部素地は暗灰色を呈 し、轍密。精良な胎土から成る。

10は山茶碗窯系担鉢。粗い長石粒を多く含む粗い胎土から成 り、 5 -8 mm大の石粒も混入してい

る。焼成は良〈、硬質。内面はかなり摩滅している。

11-15は常滑の襲。

11の素地は暗灰色を呈 し、轍密。長石粒を多く含む粗い胎土か ら成る。表面は暗茶褐色を呈 し、

肩部には暗緑灰色の降灰柑が厚くかかる。

12の素地は明茶灰色を呈 し、精良な胎土から成る。表面は赤灰色を呈し、肩部は降灰粕の付着てや

明緑灰色を呈す。

13の素地は暗灰色を呈し、ごく轍密。胎土は極めて精良である。表面は赤灰色を呈する。

11-13はいずれも頚部から口縁への立ち上がりがS字状を呈する特徴をもち、鎌倉で出土する

常滑の饗の形態としては時期が古いもの。

14は長石粒を含む粗い胎土から成り、織密。表面は茶褐色を呈 し、内底面には暗緑灰色の降灰粕
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が厚〈付着する。

内面は緑灰色の降灰紬が付着する。15はごく精良な胎土から成り、轍密。茶褐色を呈し、

泉)(菊川

2面出土のかわらけ(図26・27・28)

4 
l区2面から出土したかわらけは収納箱にして25箱程である。計測可能なものが283点(このう

である。 図26は2面出土のかわらけの法量分布図、図27-1 -23は犠駈ち図示したものが96点)

成形の製品、図27-24-61・図28-1 -34は手控ね成形の製品である。

鞭車産成形の製品は、胎土から雲母など砂粒を多く含み、焼き締まっているものが多い。色調は赤

灰色ないし淡褐色を呈する。器形は全体的に器高が低〈偏平な感じを受ける。体部の立ち上がりは

口縁部はやや肥厚気味となる。体部の聞きはやや聞き気味のも比較的直線的で、きつく 立ち上がり、

のもあるが口縁部と胎土、底部の糸切り痕(静止糸切り)から時代の下るものとは明瞭に区別でき

る。

手控ね成形の製品は、硬く焼き締まる ものと、やや焼きの 甘いものがある。 小型のものは全体に

器高が低〈、焼きの良いものは口縁部が縁帯状に、やや焼きの甘いものの口縁部は丸<Jほめられて

いる傾向があり、いずれも器形に歪みが生じている。大型の製品は体部下部の指頭痕が明瞭に残り、

中には平底を意識しているよ うなものも多くみられる。 小型、大型と もに器高が低めで、器壁も薄

し、。

2 1 .窯雲母ーなどの砂粒を多〈含み、赤灰色に硬く焼き締まるもの。2面のかわらけの胎土は、

-精良な胎土で僅かな砂粒しか含まず、 i炎ー赤灰色に硬く叩くと金属的な音がする程焼き締まるも
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タイプに分けられる。 lは静止糸切 り痕を有する綾櫨成形の製品に、 2、3は手担ね成形の製品に

多〈見られる。図27-6 ・ 1 5 ・ 2 2 、 28- 19~ 35は 2 商直上の出土である。図28 - 34は 口径9. 2cmの

小型に属するかわらけの底部に尖孔が施されたもの、 35は最大径10.3cm、器高1.4cmの内折れのか

わらけで、ある。

これら 2面出土のかわらけの法量を概観するならば、 小型の鞭櫨成形の製品は口径9cm、底径7

cm前後、器高 2cm前後が主となるが、 l面と比べて口径8.5cm以下のものはほとんどみられない。

大型の製品は、 出土量も少なくはっき りしないが口径12cmを越えるものがある。 小型手控ね成形の

製品は口径9cm、器高 2cm前後が主で、あり 1面と大きな違いはみられないものの、大型の手担ね製

品は口径14cmを越えるものが多くなり、器高3~ 4cm前後とやや大型化する傾向にある。

図 苦手号 口径 底径 総高 図 番号 口径 底径 111i-;:'1j [~ 番号 口f壬 底径 r.在高

27 1 8.6 7.2 1.7 27 33 8.6 2. 1 28 4 12.9 3.8 

27 2 9. 1 7.1 1.8 27 34 8.9 1.9 28 5 l3.4 3. 1 

27 3 9.0 7.2 1.6 27 35 8.4 1.7 28 6 13. 1 3.9 

27 4 8.9 6.8 1.5 27 36 8.5 1.7 28 7 13.8 3. 1 

27 5 8.8 7.1 1.7 27 37 9.0 1.8 28 8 13.6 3.4 

27 6 8.9 7.5 1.7 27 38 9.0 2. 1 28 9 14. t 3.6 
27 7 8. 7 6.6 1.9 27 39 8. 7 1.8 28 10 13.8 2.8 

27 8 8.8 6.1 1.7 27 40 8.9 1.6 28 11 14.4 2.9 

27 9 8.8 6.8 1.9 27 41 8.8 2.0 28 12 14.0 3.5 

27 10 8.8 6.4 2.1 27 42 8.8 1.7 28 13 14.6 3. 1 

27 11 8.8 5.8 1.8 27 43 8.9 1.6 28 14 12.8 3.5 

27 12 9.6 7.6 1.4 27 44 8.4 1.8 28 15 14.2 3.4 
27， 13 9.1 7.5 2.0 27 45 8.9 2.0 28 16 14.2 3.4 

27 14 9.4 7.4 1.7 27 46 9.4 1.7 28 17 14.7 2.9 

27 15 9.1 6.4 2.0 27 47 8.9 1.5 28 18 14.2 4. 2 

27 16 9.8 7.3 1.9 27 48 8.9 1.7 28 19 14.2 3.0 

27 17 9.5 6.8 1.9 27 49 8.6 1.7 28 20 14. 1 3.0 

27 18 9.8 6.8 2.0 27 50 9.3 1.4 28 21 14.0 3.3 

27 19 9.6 6.4 2.4 27 51 9.2 1.4 28 22 8.2 2.2 

27 20 10.8 8.2 2.3 27 52 9.0 2.0 28 23 8.3 2.1 

27 21 12.3 8.0 3.0 27 53 8.9 2.1 28 24 8.2 2.3 

27 22 13.5 9.5 3.2 27 54 9.4 2.0 28 25 8.8 1.8 

27 23 13. 1 8.2 3. 7 27 55 9.0 1.3 28 26 9.0 1.6 

27 24 9.5 2.5 27 56 9.6 2.0 28 27 8.9 1.4 

27 25 8.8 2.1 27 57 9.3 1.7 28 28 9.0 1.7 

27 26 8.9 2.1 27 58 9.1 2.1 28 29 9.1 1.9 

27 27 8.8 2.4 27 59 8.6 1.9 28 30 9.3 2.3 

27 28 8. 7 2.0 27 60 9.4 2.1 28 31 9.4 2.0 

27 29 9.2 2.0 27 61 10.0 1.5 28 32 8.8 2.0 

27 30 9.0 1.9 28 1 12.8 3.0 28 33 9. 1 1.8 

27 31 8.6 2.1 28 2 12.5 3. 7 28 34 9.2 2.0 

27 32 8.8 2.1 28 3 13.3 2. 7 28 35 9.4 1.4 

かわらけ法量表4
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(3) 古代の遺物(図29・30)

1 -28は土師器、 29-43は須恵器・灰紬陶器である。溝状遺構内出土資料で占められているが、

他の遺構・包含層中から得られた資料に付いては、各々文中に記すことにした。なお、残存率1/8

程度の小片から復原実測したため口径等に若干の誤差が含まれている。

1・2は杯蓋。須恵器杯蓋を模倣したものであるが、天井部をへラケズリした後、内外面にへラ

ミガキ調整を施している。 1は明燈褐色を呈し、胎土中に徴砂粒・赤褐色粒・白色針状物質を多く

混入する。 2も同質の胎土であるが、茶褐色を呈している。

3-11は杯。 3は前代の特徴を残し、口縁部下に強い稜線を有する。10は口縁部が短〈 外反して

いる。比較的大きな破片で、全体の約 1/3が遺存する。 IIは大口径で浅い器形を呈し、口縁部は

短く外反する。胎土の特徴として、いずれも砂粒・赤褐色粒を含有するが、白色針状物質は 8にだ

け認められた。 10は溝状遺構底面の出土。

12は内黒の杯。 口縁部を欠失する。外底面と体部下端をへラケズリし、内面はへラミ yゲキ後黒色

処理を施す。内面のへラミカ、、キは不定方向で、特に暗文を意識したとは思えない。胎土中に徴砂粒

・白色針状物質を多量に含み、焼成は不良で、ある。

13は甲斐型杯の小片かも知れない。内面にへラミカ、、キ調整を行うが、暗文か否か判然としない。

胎土中に徴砂粒・白色針状物質を含む。

14-18は盤状杯と呼ばれるもの。

14は器高が低〈、より盤に近い形状といえるが、完全な平底にはなっていない。口縁部の約 1/3

を欠失する。外面体部下半から不定方向のへラミ方、キ調整を行う。外底商中央寄りには、焼成後に

「大」の刻書がなされ、内面には赤、彩された痕跡がみられる。胎土中に微砂粒・赤褐色粒・白色針

状物質を含み、器表はi炎桂褐色を呈する。口径13.4cm、底径11.Ocm、器高2.7cm。溝状遺構底面の

出土。

15は口唇部に沈線を有する。約 1/4が残存。外面は丁寧なナデ調整、体部内面は横佐のへラミ

カ、、キ調整、 内底面は不定方向のへラミガキ調整を行い、外底面には回転へラ切り痕が残る。胎土中

に極微砂粒・赤褐色粒・白色針状物質・金雲母粒を含み、明燈褐色を呈する。口径13.6cm、底径10.2cm、

器高4.2cm。

16は口唇部に沈線を有す。約 1/4が残存。外面体部下端と外底面は手持ちへラケズリ調整、体

部内面は横ないし斜位のへラミカ、、キ調整が行われる。特に暗文を意識したとは思えない。胎土は15

と同質で、やや粒子が粗い。明燈茶褐色を呈する。口径は13.8cm、底径10.4cm、器高3.2cm。

17は口縁部の小片。焼成が甘いため、口唇部の沈線は磨滅しかけている。体部内面には黒漆状の

付着物がみられる。胎土中に極微砂粒・赤褐色粒を含む。

18は体部下半から底部の破片。内面は丁寧なナデ調整後、 f本音rlに斜放射状の暗文、底部に環(ル

ープ)状暗文を配す。外面は器表が荒れて不明瞭となるが、へラミガキ調整と思われる。胎土中に
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は極微砂粒、赤褐色粒、白色針状物質を含み、焼成良好、暗赤褐色を呈する。底径9.6cm、中世地山直

上で出土している。

19-21は盤。いずれも復原口径の 1/9程度の小片であるため、口径等に誤差が含まれる。

19は内外面とも丁寧なナデ調整。外底面のみ子持ちへラケズリ調整を行う 。胎土中に徴砂粒を多

く含み、赤褐色粒・白色針状物質も混入する。明茶褐色。口径14.6cm、底径13.0cm、器高1.7cm。

20は内面ナデ調整、外面体部下半と外底面に手持ちへラケズリ調整を行う。胎土は19と同質。 l培

赤褐色を呈する。口径14.6cm、底径13.0cr目、器高2.4cm。

21は体部内外面に稜を有する。外底面へラケズリ後へラミガキ調整、内底面および体部内外面は

ナデ後粗略なへラミカーキ調整を行う 。胎土中に極徴砂粒・赤褐色粒 ・白色針状物質を少量含み、焼

成竪徹、明燈褐色を呈する。口径21.4cm、底径19.6cm、器高2.2cm。

22は腕もしくは鉢と思われる。他の造物より若干遡る可能性もあるが定かでない。成形は概して

粗雑。内外面ともナデを基本とするが、体部外面には指オサエの痕跡が残る。胎土中に粗砂粒を多

く混入し、焼成は不良。

23は小形輩。口縁部が短〈外反する。体部内面は木口状の粗いナデ調整。胎土は22と同質である。

溝状遺構底面の出土。

24は小形整。口唇部端面に浅い溝状の窪みがめぐる。体部内面はへラナデ後ナデ調整。胎土中に

微砂粒を多量に含み、白色針状物質もみられる。

25は同一佃体と思われる胴部片、底部片も出土したが、接合は出来なかった。胴張裂である。)j台

土中に砂を多く含み、赤褐色粒・白色針状物質・金雲母粒 .?尼岩粒も混入する。

26は体部外面をへラケズリする整。口縁部外面に指頭痕も残る。総壁は薄〈、胎土中に砂粒を多

く混入する。

27は喪底部 1/ 3片。外底面には木葉痕が残る。胎土等からみて25と同一個体であろう 。

28は饗底部。全周が依存する。内底面はへラナデ後指頭による強いナデ調整を行う。外底面には

木葉痕が残る。胎土中に粗砂粒・赤褐色粒を多く混入し、白色針状物質もみられる。

29-36・38-43は須恵器、 37は灰軸陶器である。

29-31は杯蓋。 29は外面に白斑状の降灰がかかる。胎土は精良で黒色微粒を少量混入する。 30

はかなり焼きが甘い。内外面とも鈍い光沢の灰黒色に薫蒸されるが、内外面中央部は二次的な使用

により磨耗し、素地の灰白色を呈している。胎土中には徴砂粒を少量混入する。 31は杯蓋のつまみ

部分と思われる。輪高台状を呈しており、中央部に指頭痕が残る。)j台土中に白色粒を多く含む。武

蔵地方窯の製品と思われる。

32は杯であろうか。体部上半を欠失する。外底面はへラケズリ調整後、粗略なへラナデ様の調整

を加えている。胎土中に白色粒子を多く含み、針状物質も少量混入する。

33は杯。底部は回転糸切り後、全面回転へラケズリ調整する。 11台土中に粗砂粒を含み、白色針状
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物質の含有が目立つ。 北武蔵産と思われる。溝状遺構下の柱穴46から出土。

34は高台付杯。f本部外面の聴磁目が顕著である。 胎土中には黒色砂粒を多く含み、焼成良好。灰

白色を呈する。

35は壷あるいは瓶の頭部片。外面には濃緑色の自然来111がかかる。胎土は灰白色を呈し、白色およ

び黒色の微粒子を多〈含む。遺存部が少なく、 2段継ぎか3段継ぎか判然としない。

36は査あるいは護の口縁部。仁l縁部下に l条の隆帯を有する。IJ台土は精良、黒色粒を多く含む。

37は灰紬陶器査であろ うか。 体部はかなり丸昧を帯びており、 高台はしっかりとしたものを貼り

つける。高台部外面には透明感のある淡緑色の灰軸がかかる。胎土は精良、白色および黒色粒を多

〈混入する。

38-43は頚部以下の拓影。全て別個体である。

38は頚部。3条の沈線と列点状の刺突文を配している。 胎土は精良、白色粒を多く含む。

39は肩部。外面は横位の細かいハケ目。内商は青海波文である。胎土中に白色微粒を多く含む。

40は肩部。外面は格子目。内面は青海波文である。 IJti土中に白色粒を多く含む。

41は底部付近。外面は平行町き目であるが下位は磨耗している。内面はへラケズ リ後ナデ調整を

行う 。灰白色を呈し、胎土中に白色微粒を少量含む。

42は体部下位。外面は平行叩き目。内面はへラによる強い掻き上げ。胎土中に粗い白色粒を含む。

43は休部下位。外商は平行叩き目。内面は横位のへラケズ 1)。胎土中に白色粒を多く 合む。

本調査地点での古代造物は、総数450点ほど出土しており、そのほとんどが溝状造構の覆土中か

ら出土したものである。年代指標となる須恵器杯は外底面を回転へラケズリしており 、界蓋は端部

を短〈折り曲げ、かえ りを持たない。主不蓋天井部のつまみは円盤状の粘土を強〈押しつけ、 高台状

を呈するものである。いずれも 8世紀第 1四半期ないし第2四半期に属するもので大きな時期差を

有するものはない。土師器坪は相模型と呼ばれる杯が主体となり、前代からの系譜をもっ杯がわず

かに含まれている。盤状杯の出土点数も多 〈、年代的には 8世紀前半としてまちがいはなかろう。

なお今回の報告分ではないが、 2区の調査に於いても中世以前の遺構として、土嬢2基、溝1条

が検出された。このうち土壌は短辺1.6m、長辺2.5m程の隅丸長方形で、深さは確認、面から50cm程

で、底部の海抜は約2.2mである。土壌内か ら略完形の柑形土様1点のほか、査、 Z夏、手控ね鉢形

土器等が出土しており、先の溝状追構より更に古〈、古墳時代前期にまで遡るものと推定される。

(菊川英政)
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第五章まとめ

本調査で検出された遺構の年代観は検出された I、2面とも大きな時期差は認められず、出土した

遺物からおよそ13世紀中頃から後半にかけてと考えられる。またl面土壌lは、簿手内撃気味の鞭櫨成

形のかわらけが主で、法量も大・中・小に分けられ、時期が下り 14世紀前半の遺構と考えられるがこ

の時期の生活面は後世の削平により失われて しまっている。溝1(河川)は遺構のごく一部にすざず

出土遺物も少なく上限は定かではないが、13世紀後半にはすでに存在し、中世・近世を通しでほぼ同

じ所を流れ、近・現在まで続いていた。溝1(河川)は、若宮大路修景計画に伴う発掘調査等でその存在が

確認されている若宮大路の西側を南北に流れる河川の一部と考えられ、本調査地点の溝1の立ち上が

りが河川の西の限界という事になろう。現在の扇ヶ谷から流れる河川は、二ノ鳥居あたりから歩道

(もしくは歩道西側)の下が暗渠になり 200m程南下して若宮大路を横断して南東に向かい滑川に合流

しているが、この流れが造られたのが横須賀線の開通工事の頃 という。本調査地点の東側を流れる河

川はこの時に横須賀線の土手の西側、江ノ電の線路の聞の側溝の流れを集めて南下するようにされた

ものであろう。この河川の幅は同調査の二ノ鳥居南側でのトレンチてや最大幅20m程と確認されている。
，.:) 

本調査地点東の調査では、現道路面90cm程まで撹乱を受けており東側の立ち上がりは確認されていな

いが、歩道下では河川の覆土がみられ、川底レベルは海抜L9mと確認されており、この付近の川幅は

少なくとも 10mを越えるものと考えられる。また佐助ヶ谷から流れる河川は現在の流れとさほど変わ

らない地域を流れ、下馬四ツ角の南付近で若宮大路を横断し、 i骨)11に合流していたと考えられている。

本調査地点から下馬四ツ角にかけては若宮大路西側を流れる 2本の河川が合流する氾濫源的な土地柄

であったと考えられる。

本調査地点の西側、特に今小路と若宮大路に挟まれた地域は、鎌倉駅西口周辺を除きまだ調査例

が少なく不明な点が多い。今回の調査で検出された木組遺構は若宮大路からわずか 7-8mしか

離れていないにもかかわらずその方向性は若宮大路と大きく異なっている。御成町868番地点で検

出された石垣や道路、溝などの方向性もまた似た傾向を示し、この周辺の遺構群が若宮大路の方向性

にとらわれていないと考えられる。このような傾向は今小路西遺跡や鎌倉駅西側の幾つかの調査地点

てもみられる。 現在までのと ころ本調査地周辺の調査件数は少なく今後の調査の増加により 当時の

地割りの様子が次第にはっきりしてくるであろう。

中世以前の遺構は調査面積も狭く判然としないが、検出された柱穴の規模は今小路西遺跡の官衛

遺構の柱穴に匹敵するものであり、本調査地周辺に 8世紀前半に大きな掘立柱建物が存在する可能

性があると思われる。

今回の調査は、調査対象面積が150m2と狭 〈、また本報に収持した範囲はこのうち80m2に付いて

のみであり(遺構全iHlI図は調査対象商積全域を掲載したが)、 2区の遺構の事実記載や遺物の数量

的な問題に付いてはあまり今回の報告では触れておらず、かなり中途半端な報告になってしま った

感は否めない。これからの調査方法や報告書の体裁等考えなければならない問題であろう。
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図版 1
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図版 3

368 

ー
面
か
わ
ら
け
出
土
状
況

|面建物礎石、割ぐ り



図版4

/ 

溝
ー
下
層
(
南
よ
り
)

溝
ー
土
層
断
面

/( 

369 

溝
ー
上
層
(
南
よ
り



2 
面
全
景
(
東
よ
り

¥て場事J
♂ 笹

ち

溝
2
全
景
(
西
よ
り
)

370 

;蕎

2
土
層
断
面



今
lE
員
五
車
両
菌
効

ω斗 】

国
軍
調
ト
十
五
講
師
時
雷
神

五
議
副
首
タ
ト

図 罰 c
>
 



溝

4

(
南
よ
り

溝
2
坑
跡

372 

土
犠
3

(
北
よ
り



古
代
桂
穴

古
代
卜
レ

ン
チ
全
帯
(
東
よ
り
)

373 

古
代
溝
状
遺
構
土
層
断
面



図版9
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図版11
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溝 2・木組遺構

2面出土の遺物
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図版15
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